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PC-DMIS CMM 

PC-DMIS CMMの概要 
PC-DMIS CMM にようこそ。このドキュメントではPC-DMIS 
CMMソフトウェアパッケージについて記載します。具体的には、PC-
DMISでの三次元座標測定機(CMM)を使用した測定ルーチンの作成および実行に使用できる項目

について説明します。また、タッチトリガプローブを使用した接触プローブおよび CMM 
に特有のその他トピックについても触れます。 

トピックは: 

• はじめに 

• 設定およびプローブの使用法 

• プローブ ツールボックスの使用 

• 測定戦略の操作 

• CMM QuickMeasure ツールバー 

• アラインメントの作成 

• 要素の測定 

• スキャン 

一般的なPC-DMISのオプション機能については、PC-DMIS 
Coreについての文書を参照してください。ポータブル測定機、ビジョン、またはlaserデバイス

の概要、またはその他の特定のPC-
DMIS構成については、その他のドキュメンテーションプロジェクトの1つを参照してください

。 

ユーザーがPC-
DMISの初心者であり機能を調べたい場合は、「はじめに」を参照して、ユーザーのシステム上

で実行してください。 
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はじめに 
はじめに: 序文  
PC-
DMISはたくさんのオプションと便利な機能を備えた強力なソフトウェアアプリケーションです

。このセクションでは、測定ルーチンの作成と実行に従うことができる「PC-DMIS 
CMMチュートリアル」を提供します。このチュートリアルでは、PC-
DMISが行うことができるすべてのことを訓練するつもりはありません。ここでは、PC-
DMISを初めて使用するユーザーを対象にこのソフトウェアの概要を説明します。 

このチュートリアルを進めるにつれて、次の方法をよりよく理解できます： 

• 測定ルーチンの作成 

• プローブを定義すること 

• ビューの操作 

• パーツ要素の測定 

• アラインメントの作成 

• 環境設定の設定 

• クリアランス面を追加すること 

• プログラマーのコメントの追加 

• 要素の構築 

• QuickFeaturesの作成 

• 移動ポイントを追加すること 

• 寸法の作成 

• 測定ルーチンの実行 

• レポートの表示と選択 

• 最良体験を学ぶこと 

経験は最良の教師であるため、それでは、「PC-DMIS 
CMMチュートリアル」トピックから説明を開始します。 

PC-DMIS CMM チュートリアル 

このセクションでは、一般の測定ルーチンの作成に役立ちます。一度作成すると、測定ルーチ

ンはCMMでいくつかの要素を測定し、測定実績を報告できるはずです。このチュートリアルで
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は、ユーザがPC-DMISのオンラインライセンスを所有することを前提とします。PC-
DMISのオンラインライセンスがない場合でも、チュートリアルの多くの手順をオフラインモー

ドで実行することができます。 

このチュートリアルでは、PC-
DMISが何を行うことができるかについての詳細な説明も提供します。 

 ご不明な点がございましたら、PC-DMIS 
Coreのドキュメントを使用して、いつでも詳細情報を入手することができます。 

このチュートリアルでは次の手順に沿って説明します: 

1. ハードウェアをCMMに接続すること 

2. CMMの起動とホーム 

3. 新規測定ルーチンの作成 

4. Hexagon測定品モデルのインポート 

5. インターフェイスの設定 

6. プローブの定義 

7. 整列要素の定義 

8. イメージの拡大/縮小 

9. 整列の作成 

10. 環境設定の設定 

11. コメントの追加 

12. 追加要素の選択 

13. 既存要素から新規要素の構築 

14. 先端交換コマンドの追加 

15. 異なるクリアランス平面を追加する 

16. 移動点コマンドの追加 

17. 寸法の計算 

18. 実行する項目のマーク選択 

19. 衝突のテスト 

20. 要素値の調整 

21. レポートの出力とタイプの設定 

22. 完了した測定ルーチンの実行 
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23. レポートの表示 

24. 最良体験 

ステップ1：ハードウェアをCMMに接続すること 

このチュートリアルでは、このHexagonテストブロック及びCADモデルを使用します。  

 

このドキュメントでは、上記のラベル付きの面を次のように参照します： 

A - トップ面 

B - 前面 

C - 右面 

D - 左面 

この計測品をCMMに接続します。プローブ本体がCMMテーブルに当たることなく側面の要素を

測定できるように、テーブルの上方に持ち上げる必要があります。また、手首のついたプロー

ブがCMMに接続されていることを確認してください。 

さらに詳しく： 
CADモデルは、このバージョンのPC-
DMISに付属しています。また、チュートリアルでは次のことを前提とします： 

• ベースプレート固定具  

• 六角形のテストブロックに接続できるポスト状の円筒形の固定具 
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パーツをテーブルに直接に置き、必要に応じて治具を無視することもできます。ただし、側面

の要素を測定するのに十分なクリアランスがプローブにない場合があります。 

計測品を治具に取付けること 
この実際の測定品がない場合は、いくつかの円と測定可能な円錐を持つ類似のパーツを使用で

きます。 

オフラインのユーザー向け 
CMMにアクセスできない場合があります。その場合、おそらくユーザはオフラインライ

センスを持ち、テストブロックモデルをインポートして、いくつかの手順に従うことが

できます。ヒットを取るプローブの代わりに、マウスポインタを使用することができま

す。プローブのヒットをシミュレートするには、CADモデルをクリックします。この方法

では実際の測定結果は得られませんが、まだこの演習が役立つかもしれません。  

これを行うには、時々、ステップ4を開始する前に、「Hexagon測定品モデルのインポー

ト」トピックの指示に従ってください。 

1. 円筒固定具をねじ付きのベースプレート固定具か、またはCMMのテーブル本体に接続し

ます。  

2. Hexagonのテストブロックをネジ山付きの円筒固定具の上部に取り付けます。  

3. プローブが上面と前面に簡単にアクセスできるように、CMMテーブルにテストブロック

を配置します。  

プローブの接続 
いずれかの延長バーでプローブ本体を取り付けて、CMMの垂直ラムに接触プローブ用のルビー

チップを取り付けます。後でPC-
DMISでプローブを定義できるように使用されたハードウェア部品を書き留める必要があります

。  

• CMMの電源が入れていない場合は、「CMMの起動及びホーム」トピックを続けます。  

• CMMの電源が既にオンにされて、ホームになっていて、PC-
DMISも起動された場合は、「測定ルーチンの新規作成」に進みます。 

 

ステップ2：CMMの起動とホーム 

コントローラの電源を入れ、PC-
DMISを起動します。測定機がホームポジションに移動して停止すると、チュートリアルの最初

のステップを開始する準備が整います。 
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さらに詳しく： 
CMMでPC-
DMISを使用して測定ルーチンを開発し、そのルーチンを実行して部品を検査することができま

す。CMMでPC-DMISを使用するには、オンラインモードでPC-
DMISを実行する必要があります。また、PC-
DMISコンピュータがCMMと通信できることを確認する必要があります。  

 オフラインプログラミング技術は、オンラインモードでも機能します。 

PC-DMISオンラインモードでのCMMの起動およびゼロ点の設定手順 
1. 空気圧が必要なCMMを使用している場合は、空気をCMMに供給してください。 

2. コントローラの電源を入れます。 

• 大きな回転スイッチ、オン/オフキー、または小さなロッカースイッチを探しま

す。キーまたはスイッチは、CMMまたはワークステーションの背面に取り付け

られたコントローラ上にある可能性があります。スイッチを反転するか、キーを

回してコントローラを起動します。 

• ジョグボックス（ジョイスティック付きハンドヘルドのコントローラー）のすべ

てのLED灯が約45秒間点灯します。その後、いくつかのLEDのライトが消えます

。 

 

3. コンピュータとすべての周辺機器の電源を入れます。 

4. お使いのコンピュータにログオンします。 

5. PC-DMISをオンラインで起動するには、Windowsの[スタート]メニューから、PC-DMIS 
2018 R2オンラインショートカットを見つけてクリックします。 
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6. PC-DMISが開くと、次のメッセージが画面に表示されます： 

PC-DMIS メッセージ:  

(必要に応じて)測定機を始動し、OKを押して機械原点位置に移動します。 

• ジョグボックスで、測定機を起動するボタンを押します（機械スタート、スタ

ートのようなボタン）。LEDが点灯するまで数秒間押し続けます。いくつかのモ

デルでは、ボタンはここにあります： 

 

• CMMはホーム位置に移動する必要があります。ホーム位置により、測定機のゼ

ロ位置を適切に設定し、測定機のパラメータ（速度、サイズ制限など）を有効に

することができます。上記のPC-
DMISメッセージのOKボタンをクリックして、測定機をホームに戻します。CMM
はゆっくりとホーム位置に移動します。この位置は、すべての軸の機械のゼロ位

置です。 

 警告: 
これを行うと機械が動きます。怪我を防止するために機械に近づかないでください

。ハードウェアの損傷を防止するために機械を低速で動かしてください。 

機械のパラメータの変更 
多数の測定機のパラメータを設定して、測定機の速度と動作を制御することができます。測定

機のパラメータを変更する必要がある場合、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「カスタマイズ設定」のセクションを参照してください。 
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ステップ 3: 測定ルーチンの新規作成 

このステップでは、新しい測定ルーチンがミリメートルの単位で作成されます。 

1. PC-DMISを起動していない場合は起動します。  

2. PC-
DMISが起動されると、[開く]ダイアログボックスが表示されたら、[キャンセル]をクリ

ックして閉じます。 

3. ファイル | 新規を選択して、新規測定ルーチンダイアログボックスを開きます。 

4. [パーツ名]ボックスに、「TEST」と入力します。 

5. 改訂番号ボックスに、改訂番号を入力します。[シリアル番号]ボックスにシリアル番号

を入力します。 

6. 単位リストからmmを選択します。 

7. [インターフェイス]リストで[オンライン]を選択します。PC-
DMISがCMMに接続されていない場合、代わりに[オフライン]を選択します。 

8. OKをクリックして、新しい測定ルーチンを作成します。新しい測定ルーチンが追加され

ました。PC-DMISはメインユーザーインターフェイスを開きます。 

9. 温度の補償ダイアログボックスが表示されたら、キャンセルをクリックして閉じます。 

10. [プローブのユーティリティ]ダイアログボックスが表示されたら、[キャンセル]をクリ

ックしてここを閉じます。 

ステップ４：Hexagon測定品モデルのインポート 

このチュートリアルでは、CADモデルを使用します。CADモデルは、測定品実体の仮想表現です

。CADモデルを使用すると、グラフィック表示ウィンドウから測定したいエリアを選択するこ

とができます。PC-
DMISは、測定品実体のそれらのエリアを測定し、その値を比較することができます。値が許容

範囲内であるかどうかを報告するレポートが表示されます。 

1. [ファイル|インポート|Iges]を選択して、[インポート]ダイアログボックスを開きます。 

2. このフォルダに移動します:  
C:\Users\Public\Documents\Hexagon\PC-DMIS\2018 R2\CAD 

3. そのフォルダから、HexMI_DemoBlock_Small.igsというパーツモデルを選択します。 

4. [インポート]をクリックして[IGESファイル]ダイアログボックスを開きます。 

5. [IGESファイル]ダイアログボックスで[処理]をクリックし、[OK]をクリックしてグラフィ

ック表示ウィンドウに測定品をインポートします。 
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後のステップでは、CADモデルを使用してルーチンの要素を定義します。 

IGESファイルのインポート方法の詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「詳細なファイルオプションの使用」章の「IGESファイルのインポート」

を参照してください。 

ステップ5：インターフェイスの設定 

このチュートリアルでは、編集ウィンドウがコマンドモードであり、グラフィック表示ウィン

ドウを分割して、トップダウンビュー（B）と正面図（C）の両方を表示することを前提としま

す。 

 

A - コマンドモードでの編集ウィンドウ 

B - Z+に上から分割されたグラフィック表示ウィンドウ 

C - Y-に底ビューから分割されたグラフィック表示ウィンドウ 

さらに詳しく： 

グラフィック表示ウィンドウの設定 
このステップでは、ビューの設定ダイアログボックスを使用して、グラフィックの表示ウィン

ドウのビューを変更します。  

1. このダイアログボックスを開くには、図形モードツールバーの表示の設定ボタン（

）をクリックするか、編集|グラフィック表示ウィンドウ|表示の設定を選択しま

す。 
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2. [表示の設定]ダイアログボックスで、水平に分割されたウィンドウを示す2番目のボタン

（左上から2番目）を選択します。 

 

ボタン 

3. ビューエリアの青い一覧から、Z+を選択し、次にソリッドをマークします。これは、画

面の上部をZ+方向に表示します。 

4. ビューエリアの赤い一覧から、Y-
を選択し、次にソリッドをマークします。これは、画面の下部をY-方向に表示します。 

5. ダイアログ ボックスは次のようになります： 

 

6. [適用]ボタンをクリックすると、PC-
DMISは、選択された2つのビューでグラフィック表示ウィンドウを再描画します。ユー

ザがまだパーツを測定していないので、PC-
DMISは、グラフィック表示ウィンドウには何も描画されません。しかし、画面は選択さ

れたビューに応じて分割されます。 
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 これらの表示オプションは、PC-
DMISが画面上に計測品イメージを表示する方法にのみ影響します。測定されたデータやインス

ペクションの結果には影響しません。 

編集ウィンドウの設定 
このステップでは、編集ウィンドウをコマンドモードにします。 

編集ウィンドウをコマンドモードにするには、表示|コマンドモードを選択します。 

ステップ 6: プローブの定義 

このチュートリアルでは、プローブがこれらの2つのプローブ角度をサポートする必要がありま

す。それらは較正する必要があります： 

• T1A0B0 

• T1A90B-180 

あるいは、測定品の上面と前面を測定できるチップを備えたスタープローブを使用することも

できます。測定機上のプローブがこれらのいずれかを実行できる場合は、[プローブのユーティ

リティ]ダイアログボックスの[挿入|ハードウェアの定義|プローブ]のプローブが測定機上のも

のと一致していることを確認してください。  

このチュートリアルの残りの手順では、上記の較正された角度の手首を備えたプローブがある

ことを前提としています。 

さらに詳しく： 
このチュートリアルでは、50mmステム上に2mmのルビーチップを備えた校正されたPH10MQH
インデックス可能なプローブを使用します。ここでの情報は、同様のプローブを選択または作

成する方法を説明しています。 
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プローブ定義には、この2つのアクティブな先端角度が必要です。それらは校正する必要があり

ます： 

• T1A0B0 

• T1A90B-180 

このチュートリアルでは、プローブ先端の校正プロセスについては説明しません。プローブ先

端を校正する必要がある場合は、「プローブの設定と使用」の章の「プローブチップの校正」

を参照してください。 

[プローブのユーティリティ]ダイアログボックスが開いていない場合は、[挿入|ハードウェアの

定義|プローブ選択して、それを開きます。  

プローブのユーティリティダイアログボックスで、同様のコンタクトプローブを選択または作

成する必要があります。 
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校正されたプローブチップが表示された[プローブユーティリティ]ダイアログボックス 

OKをクリックすると、PC-DMISはそのプローブを使用してパーツを測定します。  

プローブの定義の詳細情報については「プローブの設定および使用」の章にある「プローブの

定義」を参照してください。 

既存のプローブを選択するには 
1. [プローブのユーティリティ]ダイアログボックスで、[プローブファイル]一覧のドロッ

プダウン矢印を選択します。 

2. プローブを選択します。このトピックの先頭に2つのキャリブレーションされたプロー

ブチップが必要です。校正されたプローブファイルはアクティブなチップリストにある

チップの横に星印がありません。 

3. チップT1A0B0を選択します。 

4. [OK] をクリックします。 

プローブを新規作成するには 
[プローブのユーティリティ]ダイアログボックスで、次の手順に従います。この手順では、使

用するプローブ、延長子、プローブの先端角度を選択できます。[プローブの説明]一覧には使

用可能なプローブのオプションがアルファベット順で表示されます。 
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1. ダイアログボックスの上部にある[プローブファイル]ボックスに、プローブの名称を入

力します。 

2. プローブの説明エリアから、プローブが定義されていないというステートメントを選択

します。 

3. プローブの説明一覧から目的のプローブヘッドを選択し、Enterキーを押します。 

4. 「空の接続部＃1」の行を選択し、プローブが作成されるまで必要なプローブのパーツ

を選択し続けます。 

 

空の接続番号 #1行 

5. 完成されたプローブには、このトピックの先頭に記載された2つの校正されたプローブ

チップが必要です。  

6. 完了したら、[OK]ボタンをクリックしてプローブを保存し、[プローブのユーティリティ

]ダイアログボックスを閉じます。PC-
DMISはこのプローブを指す編集ウィンドウにLOADPROBEコマンドを挿入します。 

7. ツールバーのエリアから、設定ツールバーを見つけ、プローブチップ一覧を確認します

。定義されたプローブチップもそこに現れます。 

 また、ウィザードツールバーのProbeWizardアイコン（

）をクリックしてプローブウィザードにアクセスし、プローブをそのように定義すること

もできます。プローブウィザードは、より簡単なインターフェースを使用してプローブを定義

するのに役立ちます。 

上記の校正されたチップを持つプローブが得られたら、次のステップでは、整列するためにど

のような要素を測定するかを定義します。 

ステップ7：整列要素の定義 

インターフェイスを設定してプローブを定義したら、整列のプロセスを開始できます。まずは

、単に以下の3つの整列要素を選択します。これらの要素を使用すると、パーツのアラインメン

トの0,0,0原点を定義することができます。 
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CADモデルをクリックして、指定された場所でこれらの要素を選択します： 

平面の定義 
まず、平面要素を選択する必要があります。これを行うには、CADモデルの上面に３つ以上の

ヒットを取る必要があります。この例では、３つのヒットを使用しています。 

 

赤い矢印のベースは、測定品の表面に3つのヒット位置を示します。 

1. ヒットを取る前にPC-
DMISがプログラムモードに設定されているか確認します。これを行うには、グラフィッ

クモードツールバーから、プログラムモードボタン（ ）を選択します。 

2. グラフィック表示ウィンドウのトップビューで、測定品の上面をクリックしてヒットを

登録します。これが最初のヒットです。  

• 上記の画像のように、上面に少なくとも３つのヒットを取ります。  

• ヒットは、整形された仮想的な三角形またはエリアを形成しなければなりません

。 

• ヒットがうまく広がる必要があります。 
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 ヒットを取るたびに、PC-DMIS 
はヒットのバッファ内にそれらを保存します。悪いヒットを取った場合は、キーボードのAlt + - 
（マイナス）キーを押してそれをヒットバッファから削除します。その後、ヒットを取り戻す

ことができます。 

3. 最後のヒットの後、Endキーを押して、ヒットから平面要素を作成します。  

PC-DMISは、グラフィック表示ウィンドウにフィーチャID 
(PLN1)と三角形を表示します。グラフィック表示ウィンドウの三角形は、測定した平面の要素

を示します。  

 
下の画像と他の整列要素の画像は、意図的にCADモデルを表示しません。これは、これらの要

素を作成するときにPC-
DMISがグラフィック表示ウィンドウに挿入する内容をより簡単に確認できるようにするためで

す。 

 
A - Z+ビューの平面要素 
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B - Y-ビューの平面要素 

PC-DMISは、編集ウィンドウにFEAT/PLANEコマンドも挿入します。 

線の定義 
次に、測定品の前面で、エッジのすぐ下にで2つ以上のヒットを持つ線を選択する必要がありま

す。このチュートリアルでは２つのヒットを使用します。 

 
線要素のヒット順は非常に重要です。初の点から2番目の点まで線の方向を設定します。PC-
DMISはこの方向情報を使用して座標軸システムを作成します。 

 

赤い矢印のベースは2つのヒット場所を示します。 

1. グラフィック表示ウィンドウの下のビューで、ポインタを上端の下に移動します。 

2. エッジのすぐ下のパーツの前面にあるポインタをクリックします。  

3. 正面の左側の最初のヒットを取ります。 

4. 正面の最初のヒットの右に2番目のヒットを取ります。 

5. ２つのヒットが取られたたらEndキーを押して、線要素を受け入れます。  

PC-DMISは要素ID (LIN1)を表示し、グラフィック表示ウィンドウに線を描画します： 
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A - Z+ビューの線要素 

B - Y-ビューの線要素 

PC-DMISは、編集ウィンドウにFEAT/LINEコマンドも挿入します。 

円の定義 
第3に、3つ以上のヒットでトップ面の円を測定する必要があります。このチュートリアルでは

４つのヒットを使用します。 
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赤い矢印のベースは4つのヒットを取った場所で円を表示します。 

1. グラフィック表示ウィンドウの上面図で、ポインタを上面の大きな穴の中心に移動しま

す。 

2. 穴の内側をクリックするとヒットを取ります。穴の内側をほぼ等距離で3回以上ヒット

を取ります。 

 
これにより、グラフィック表示ウィンドウに要素を配置してヒットを取得するのに役立

ちます：ズームインおよびズームアウトするには、マウスホイールボタンを回転させま

す。パーツを回転させるには、マウスのホイールボタンをクリックしたままにして、ポ

インタをドラッグします。 

3. 最後のヒットの後でEndキーを押して下さい。 

PC-DMISはグラフィック表示ウインドウの要素ID (CIR1)および測定された円を表示します。 
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A - Z+ビューの円要素 

B - Y-ビューの円要素 

PC-DMISは、編集ウィンドウにFEAT/CIRCLEコマンドも挿入します。 

次のステップに進む: "イメージの拡大/縮小" 

ステップ8: イメージの拡大/縮小 

画像モードツールバーの画面サイズに適合]アイコン（

）を使用して、グラフィック表示ウィンドウから画像を拡大/縮小できます。 

3つの要素が測定されると、[画面のサイズに適合]ツールバー 
アイコンをクリックして(またはメニューバーから操作 | グラフィック表示ウィンドウ | 
画面のサイズに適合を選択して)、測定されたすべての要素をグラフィック表示ウィンドウに表

示します。 
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測定された要素が表示されたグラフィック表示ウィンドウ 

測定処理の次のステップは、アラインメントの作成です。 

 

ステップ9: 整列の作成 

この手順では、座標系の原点を設定して、X、Y、およびZ軸を定義します。アラインメントの詳

細については、PC-DMIS 
Coreマニュアルの「アラインメントの作成および使用」章を参照してください。 

このプロセス全体を通して、グラフィック表示ウィンドウの三面体シンボルに注意して

ください。整列のユーティリティダイアログボックスを開く最初に、それはゆっくりと

少し動き始めます。  

 

これは、整列が完了しておらず、まだ自由度があることを示します。 

  

1. [挿入 | アラインメント | 新規作成] メニュー項目を選択して、 [アラインメント 
ユーティリティ] ダイアログ ボックスを開きます。  



はじめに 

22 

2. このプロセスでは、[自動]チェックボックスにチェックがついていることを確認してく

ださい。これにより、要素タイプとその要素の向きに基づいて軸が移動します。 

3. ダイアログボックスの要素リストから、平面要素ID（PLN1）を選択します。  

4. [レベル] コマンド 
ボタンをクリックして、現在の作業平面に垂直な軸の方向を設定します。 

5. もう一度、平面要素のID(PLN1)を選択します。 

6. [原点] 
ボタンをクリックします。このアクションは特定の場所（この場合は平面上に）にパー

ツの原点を変換（または移動）します。 

7. 線要素ID（LIN1）を選択します。  

8. 回転方向がXPLUSに設定されていることを確認してください。回転軸がZPLUSに設定され

ていることを確認します。  

9. 回転ボタンをクリックします。この操作によって、作業面の定義済みの軸が要素に回転

されます。原点として使用される重心を中心に、定義された軸が回転します。 

10. 円要素のID(CIR1)を選択します。 

11. [原点]ボタンをクリックします。この操作によって、原点が、平面のレベルを保持した

まま円の中心に移動します。3面体はZ+とY-
の両方のビューで移動し、固定されていることがわかります。これは新しい整列の位置

を示します。 

この時点で、[整列のユーティリティ]ダイアログボックス及びグラフィック表示ウィンドウは

、ここにあるものと似ています： 
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左で - A）Z+ビュー及びB）Y-ビューに3面体付きのグラフィック表示ウィンドウ 

右で - 現在のアラインメントが表示された[アラインメント ユーティリティ]ダイアログ ボックス 

上記の手順を完了したら、[OK]をクリックして整列を[編集]ウィンドウに挿入します： 

 

新規アライメントがされる編集ウィンドウ 

整列コマンドは、編集ウィンドウの下にある要素コマンドの整列を定義します。 

カーソルがA1整列の位置またはその下の場合、設定ツールバーの整列一覧には、新しい整列の

名前であるA1が表示されます。  
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 [ウィザード]ツール バーから321Alignment（ ）ボタンを使用して、PC-DMISの3-2-
1アラインメント ウィザードにアクセスすることもできます。 

ステップ10：環境設定の設定 

PC-
DMISでは、ユーザー固有のニーズや好みに適合するように、カスタマイズすることが可能です

。編集|環境設定メニューではたくさんのオプションが利用できます。このチュートリアルでは

、このチュートリアルに適用されるオプションについてのみ説明します。利用できるオプショ

ンの詳細については、PC-DMIS 
Coreのドキュメントの「環境設定の設定」章を参照してください。 

次のオプションを変更または設定します： 

DCCモードの入力 
この手順では、直接コンピュータ制御（DCC）モードでその下のコマンドを実行するコマンド

を追加します。DCCモードでは、コンピュータがCMMの動作を制御します。 

1. 編集ウィンドウで、A1の整列コマンドブロックの終わりの後にカーソルを置きます。  

2. [プローブモード]ツールバーから、[DCCモード]ボタン（ ）をクリックします。  

3. PC-
DMISは、ALIGNMENT/ENDコマンドの後に編集ウィンドウにMODE/DCCコマンドを挿入

します。実行すると、PC-DMISはDCCモードでこれ以降のコマンドを実行します。 

CMMモードの詳細な説明は、「ツールバーの使用」章にある「プローブモードツールバー」を

参照してください。 

移動速度の設定 
このステップでは、CMMの点間の位置決め速度を調整します。 

1. 編集 | 優先設定 | 設定 
メニューオプションを選択し、[設定オプション]ダイアログボックスを開きます。 

2. パーツ/測定機 タブを選択して下さい。 

3. 測定機エリアで、絶対速度を表示するチェックボックスをオフにします。  
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絶対速度の表示がクリアされた測定品/測定機タブ 

4. OKをクリックして変更を保存し、ダイアログボックスを閉じて、速度をパーセンテージ

で表示します。 

5. パラメータの設定ダイアログボックスを開くには、パラメータ|環境設定|編集を選択し

ます。  

6. [モーション]タブで、[移動速度]ボックスを50に設定します。他のオプションのデフォ

ルト設定は、このチュートリアルでは問題ありません。 

 

モーションタブで移動速度を50％に設定すること 
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7. [OK]をクリックしてダイアログボックスを閉じ、MODE/DCCコマンドの後にMOVESPEED
/50コマンドを編集ウィンドウに挿入します。 

このコマンドは測定機の全速度に対するパーセンテージを示します。このコマンドに基づいて

、PC-DMISはCMMをコマンドのフルスピードの半分で動かします。 

他の移動オプションと同様、移動速度の詳細については、PC-DMIS 
Coreマニュアルの「優先設定」章の「パラメータの設定: [移動]タブ」を参照してください。 

クリアランス平面の追加 
このステップでは、測定品上面の7ミリメートル上にクリアランス面が追加されます。これによ

り、プローブが衝突から保護されます。実行中、プローブが要素間を移動すると、プローブは

このクリアランス面まで移動します。  

1. パラメータの設定ダイアログボックスを表示するには、編集|優先設定|パラメータを選

択します。 

2. クリアランス平面タブをクリックします。 

3. アクティブな平面エリアでは、次のアイテムを設定します： 

• 軸 を ZPLUSにする 

• 値 を 7にする 

4. 後でこのチュートリアルで測定する要素の間にMOVE/CLEARPLANEコマンドを自動的に

挿入するには、クリアランス平面がアクティブ（ON）チェックボックスをオンにしま

す。 

5. 適用とOKをクリックしてダイアログボックスを閉じます。また、クリアランス平面を定

義するCLEARPコマンドを編集ウィンドウに挿入します。 

6. グラフィックアイテムツールバーからクリアランスプレーンを表示アイコン（

）をクリックして、クリアランス平面が半透明のイメージとして表示されます。

クリアランス平面は次のようになります： 



PC-DMIS 2018 R2 CMM Manual 

27 

 

7. クリアランス平面を隠すには、グラフィックアイテムツールバーからクリアランス

平面の表示アイコン（

）をもう一度クリックします。クリアランスの平面はまだそこにあるのに、そ

れはただ隠されています。 

クリアランス平面の詳細については、PC-DMIS 
Coreマニュアルの「優先設定」の章の「パラメータの設定: 
[クリアランス平面]タブ」を参照してください。 

 

ステップ8: コメントの追加 

このステップでは、3つのコメントをルーチンに追加します。  

入力コメントを挿入する 
入力コメントは、オペレータからの情報を収集し、変数に格納します。  
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1. 「挿入 | 
レポートコマンド|コメント」を選択して、コメントダイアログボックスを開き

ます。 

2. コメント種類エリアから、入力オプションを選択します。 

3. [コメントテキスト]ボックスに次のテキストを入力します:名前を入力してくださ

い 

 

入力コメント付きのコメントダイアログボックス 

4.  OKボタンをクリックして、コメントダイアログボックスを閉じます。PC-
DMISは、編集ウィンドウにCOMMENT/INPUTコマンドを表示します。  

コメントのIDはC1です。実行中、C1.INPUT変数は、作業者が入力ダイアログボックスに入

力する値を保持します。 

作業者コメントの挿入 
オペレータのコメントは、オペレータに関する情報を共有します。 

1. 「挿入 | 
レポートコマンド|コメント」を選択して、コメントダイアログボックスを開き

ます。 

2. コメント種類エリアから、オペレータオプションを選択します。 

3. コメントテキストボックスに次のテキストを入力します：警告：マシンはDCCモ
ードになります。 
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オペレータコメント付きのコメントダイアログボックス 

4.  OKボタンをクリックして、コメントダイアログボックスを閉じます。PC-
DMISは、編集ウィンドウにCOMMENT/OPERコマンドを表示します。 

レポートコメントを挿入すること 
レポートコメントは、レポートに情報を送信します。 

1. 「挿入 | 
レポートコマンド|コメント」を選択して、コメントダイアログボックスを開き

ます。 

2. コメント種類エリアから、オペレータオプションを選択します。 

3. [コメントテキスト]ボックスに、このテキストを入力して、以前の入力値の変数

を使用します：「オペレーター」+ C1.INPUT 

 

オペレータコメント付きのコメントダイアログボックス 
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4.  OKボタンをクリックして、コメントダイアログボックスを閉じます。PC-
DMISは、編集ウィンドウにCOMMENT/REPORTコマンドを表示します。  

コメントの詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「レポートコマンドの挿入」章の「プログラマコメントの挿入」を参照し

てください。 

 

ステップ12：追加要素の選択 

プローブでヒットを取って要素を測定するのに加えて、QuickFeatures機能を使用して測定ルー

チンに要素を追加することができます。クイックフィーチャは、その測定品のCADモデルを持

っている場合、要素を追加する便利な方法を提供します。 

上面 - 8つの円のボルトホールパターンを追加する 
このプロセスでは、ボルトホールパターンから測定ルーチンに8つの円の要素が追加されます。 

1. グラフィックモードツールバーから、変換モード（ ）を選択します。 

2. 図形モデルで、上面をクリックして選択します(1)。それは明るい青色に強調表示されま

す。  

3. Shiftキーを押しながらポインタを小さな円形要素の上に移動します。このチュートリア

ルでは、上面の下端に最も近い円を使用します。これにより、そのサーフェス上のその

直径の円形要素がすべて強調表示されます (2)。  

4. すべての円要素が黄色に強調表示されたら、要素をクリックして、強調表示された円形

要素を作成します(3)。 

 

PC-DMISは、すべての8つの円要素（CIR2〜CIR9）を編集ウィンドウに挿入します。  
上面 - 2つのネスト化された大きな内円筒の追加 
このプロセスは、相互にネスト化にされた2つの内円筒形の要素を測定ルーチンに追加します。 
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1. もう一度上面をクリックして選択を解除します。 

2. Shiftキーを押しながらポインタを大きな内円筒の内側面の上に移動します。円筒を選択

するには、測定品を拡大表示する必要があります。 

 

3. 円筒を黄色に強調表示したら、円筒をクリックして要素を作成します。PC-
DMISはCYL1を編集ウィンドウに挿入します。 

4. QuickFeaturesを使用し、より小さくネスト化にされた内円筒で上記を繰り返します： 

 

PC-DMISはCYL2を編集ウィンドウに挿入します。 

前面 - 外円筒の追加 
このプロセスでは、前面の外円筒要素が測定ルーチンに追加されます。 

1. Shiftキーを押しながら、前面の外円筒の外側面にポインタを移動します。  

 

2. 円筒を黄色に強調表示したら、円筒をクリックして要素を作成します。PC-
DMISはCYL3を編集ウィンドウに挿入します。 
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QuickFeaturesの詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「自動要素の作成」章の「QuickFeaturesの作成」トピックを参照してくだ

さい。 

ステップ13: 既存要素から新規要素の構築 

このステップでは、構築済の要素を使用して、既存の要素から新規要素を作成します： 

1. 挿入 | 要素 | 作成済み | 線を選択して、[線作成]ダイアログボックスを開きます。 

2. ポインタを使って、グラフィック表示ウィンドウでCIR8及びCIR4をクリックします。ま

た、線の作成ダイアログボックスのリストボックスから円要素を選択することもできま

す。円を選択すると、PC-DMISは、それらを強調します。 

 
CIR8とCIR4が選択された線の作成ダイアログボックス 

3. [自動]オプションを選択します。 

4. [2次元の線]オプションを選択します。 

5. 作成ボタンをクリックして、これら2つの要素の重心からLIN2を構築します。PC-
DMISは、最も効果的な構築方法を使用して線を作成します。 

6. 次に、CIR6及びCIR2の間に別の2D線を作成して、LIN3を作成します。 
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CIR6とCIR2が選択された線の作成ダイアログボックス 

7. 閉じるをクリックして線の作成ダイアログボックスを閉じます。 

2つの線（LIN2とLIN3）とそれらの要素IDは、グラフィック表示ウィンドウ及び編集ウィンドウ

に表示されます： 

 

[グラフィックの表示]ウィンドウに表示された構築された線 

要素構築方法の詳細情報については、PC-DMIS 
Coreドキュメンテーションの「既存の要素から新規要素を作成すること」章を参照してくださ

い。 
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ステップ14：先端変更コマンドを追加すること 

このステップでは、プローブが新しい角度に移動して正面のCYL3を測定できるように指示する

コマンドが追加されます。 

1. 編集ウィンドウで、カーソルがLIN3コマンドの最後にあることを確認します。 

2. [設定]ツールバーの[プローブのチップ]で、較正されたアクティブな先端の角度A90B-
180を選択します。これにより、LIN3が要素を構築しました後で編集ウィンドウにTIP/
T1A90B-180コマンドが挿入されます。 

ステップ 15: 異なるクリアランス平面を追加する 

このステップでは、正面にCYL3要素を備えたプローブ移動の第2クリアランス平面が追加されま

す。 

1. 編集ウィンドウで、カーソルがTIP/T1A90B-
180コマンドの最後にあることを確認します。 

2. パラメータの設定ダイアログボックスを開くには、パラメータ|環境設定|編集を選択し

ます。 

3. クリアランス平面タブをクリックします。 

4. アクティブ平面エリアでは、次の項目を設定します。 

• 軸をYMINUSにする 

• 値を-40にする 

5. 貫通平面では、次のアイテムを設定する： 

• 軸をXPLUSにする 

• 値を100にする 

6. クリアランス平面をアクティブ(ON)チェックボックスをオンにします。 

7. 適用 とOKをクリックしてダイアログ ボックスを閉じます。 

8. クリアランス平面を表示するには、クリアランス平面の表示アイコン（

）を再度クリックします。これらは次のように見えるはずです： 
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9. クリアランス平面を非表示するには、クリアランス平面を表示アイコン（

）を再度クリックします。 

ステップ16：移動点コマンドの追加 

 
要素の測定が完了したら、プローブをテーブルの上の安全な場所に移動することをお勧めしま

す。 

このステップでは、2つの移動点コマンドが追加されます。1つはプローブをパーツから遠くに

移動させ、2つ目はプローブを安全な場所に移動して、将来の実行または測定ルーチンのために

使用します。 

1. 編集ウィンドウから、カーソルがCYL3要素の最後にあることを確認します。 

2. [挿入|移動|移動点]を選択して[移動点]ダイアログボックスを開きます。  

 移動点ダイアログボックスが表示されない場合、PC-
DMISは既にMOVE/POINTコマンドを現在のプローブ位置の編集ウィンドウに挿入してい

る可能性があります。その場合は、コマンドをクリックしてF9を押します。 
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3. [移動点]ダイアログボックスか、または[編集]ウィンドウで直接に移動点の位置を定義す

るX、Y、Z値を定義します。次の推奨値を使用してください： 

X を 25にする 

Y を -100にする 

Z を -25にする 

4. 2番目のMOVE/POINTコマンドを作成して、チップをこれらの推奨値でパーツの上に移

動させます： 

X を 0にする 

Y を -50にする 

Z を 250にする 

MOVE/POINTコマンドを挿入する他の方法もいくつかあります。  

• CTRL + M を押します。  

• ジョグボックスでプローブを目的の場所に移動し、移動点ダイアログボッ

クスから位置を読込みを押します。（一部のジョグボックスでは、PRINTボ
タンを押してコマンドを挿入することができます）。 

移動点の詳細については、PC-DMIS Core 
ドキュメントの「移動コマンドの挿入」章にある「移動点コマンドの挿入」トピッ

クを参照してください。 

5. 編集ウィンドウから、CYL3要素コマンドをカットアンドペーストして、3番目のMOVE/
POINTコマンドの後に配置します。 

6. [表示|要約モード]を選択して、編集ウィンドウを要約モードにします。次に、ユーザの

仕事をチェックします。CIR9の編集ウィンドウの最後の部分は次のようになります： 

 

7. [表示 | 要約]を選択して、編集ウィンドウをコマンドモードに戻します。 
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調整が必要な場合は、[編集]ウィンドウで値を直接変更したり、切り取りと貼り付けのコマン

ドを別の場所にドラッグしたりすることもできます。また、ほとんどのコマンドでF9キーを押

すとダイアログボックスにアクセスして値を変更することができます。 

ステップ17: 寸法の計算 

要素を作成したら、そのレポートの寸法を計算できます。測定ルーチンの学習中はいつでも寸

法を作成でき、個々の仕様に合わせてそれらをカスタマイズできます。PC-
DMISは編集ウインドウに各寸法の測定処理の結果を表示します。 

このステップでは、4つの異なる寸法が生成されます。  

• 円2〜9の真円度 

• 直線2と直線3との直角度 

• 円筒1と円筒2との同軸度 

• 円筒2と円筒3の直角度 

 このチュートリアルでは、公差記入枠の寸法を使用します。挿入 | 
寸法を選択し、使用 
[レガシー寸法]メニュー項目が選択されていないことを確認します。FCF寸法の作成方法につい

ては、PC-DMIS Coreドキュメントの「公差記入枠の使用」の章を参照してください。 

基準要素の定義 
寸法を定義する前に、基準要素を定義する必要があります： 

1. まず、編集ウィンドウの最終のところをクリックします。 

2. [挿入|要素|寸法|基準要素の定義]を選択して[基準要素の定義]ダイアログボックスを開

きます。  

3. [基準要素の定義]ダイアログボックスを使用して、これらの基準要素を作成します： 

• 基準要素 A - LIN3 

• 基準要素 B - CYL2 

最初の寸法 
次に、最初の寸法、円2〜9の真円度を作成します： 

1. [挿入|寸法|真円度]を選択して、XactMeasure GD&Tダイアログボックスを開きます。 

2. 要素の一覧からCIR2を選択し、Shiftを押しながらCIR9を選択します。 
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3. 公差記入枠のエディタの公差記入枠（FCF）で、要素の公差範囲の部分をクリックし、

公差0.25を定義します。 

 

4. 作成及び閉じるをクリックします。これにより、FCFCIRTY1の寸法が編集ウィンドウに

挿入されます。 

二番目の寸法 
次に、二番目の寸法、及び線2と線3間の垂直度（基準A）を作成します： 

1. [挿入|寸法|垂直度]を選択して、XactMeasure GD&Tダイアログボックスを開きます。 

2. 要素一覧からLIN2を選択します。 

3. 公差記入枠のエディタの公差記入枠（FCF）で、要素の公差範囲の部分をクリックし、

公差0.25を定義します。 

4. 主要の基準要素をAに設定します。  

 

5. 作成及び閉じるをクリックします。 
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三番目の寸法 
次に、円筒1と円筒2（基準要素B）の同軸度である三番目の寸法を作成します。 

1. [挿入|寸法|同軸度]を選択して、XactMeasure GD&Tダイアログボックスを開きます。 

2. 要素一覧からCYL1を選択します。 

3. 公差記入枠のエディタの公差記入枠（FCF）で、要素の公差範囲の部分をクリックし、

公差0.25を定義します。 

4. 主要の基準要素をBに設定します。  

 

5. 作成及び閉じるをクリックします。 

四番目の寸法 
最後に、円筒2と円筒3の垂直度（基準要素B）である4番目の寸法を作成します。 

1. [挿入|寸法|垂直度]を選択して、XactMeasure GD&Tダイアログボックスを開きます。 

2. 要素一覧からCYL3を選択します。 

3. 公差記入枠のエディタの公差記入枠（FCF）で、要素の公差範囲の部分をクリックし、

公差0.25を定義します。 

4. 主要の基準要素をBに設定します。 
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5. 作成及び閉じるをクリックします。 

測定ルーチンには、次のデータ定義及び寸法コマンドが必要です： 

 

ステップ 18: 実行する項目のマーク選択 

編集ウインドウでアイテムを選択し、それらをマークまたはマーク解除して、測定ルーチンで

実行するコマンドをオプションに選択することができます。  

この手順は、すべての要素にマークを付けます： 

1. 編集|マーキング|すべてマーキングメニューオプションを使用すると、測定ルーチンの

すべての要素にマークを付けることができます。詳細については、PC-
DMISコアのドキュメントの「測定ルーチンの編集」章の「実行コマンドのマーキング」

を参照してください。 
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2. PC-
DMISが手動整列要素をマークするとようかどうかが頼まれたら、はいをクリックします

。 

ステップ19：衝突のテスト 

DCCモードでコマンドを実行しようとする場合は、常に衝突をテストすることをお勧めします

。これにより、ハードウェアの損傷を防ぐことができます。 

チュートリアルのこのステップでは、プローブルートを表示して実行前の衝突をテストできる

ように、パスラインをオンにします。 

1. [表示|パス線]を選択すると、グラフィック表示ウィンドウに緑色のパス線が表示されま

す。これらの行は、プローブが実行中に取るパスを表します。 

 

2. パス線を表示した状態で、操作|グラフィックス表示ウィンドウ|衝突検出]を選択して

衝突検出ダイアログボックスを開きます。 

3. 衝突検出ダイアログボックスで、衝突際に停止アイコンをクリックします( アイコ

ン)。 

4. 各アライメント要素の手動ヒットに対して、続行（

）をクリックして、これらの要素の検出されたヒットをシミュレートします。  

5. 最後の手動ヒットを取った後、DCCモードが引き継がれ、グラフィックス表示ウィンド

ウのプローブがパス線に沿って移動します。[衝突リスト]ダイアログボックスには、衝

突がすべて表示されます。衝突のあるパス線は赤色に変わります。 
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ルーチンが実行される前にプローブの位置の原因で衝突が発生することがあります。たとえば

、マニュアル要素上の最後マニュアルヒットや、以前の実行時の最終測定で、後で衝突する可

能性がある位置にプローブが存在することがあります。 
 
DCCモードで何かを実行する前に、プローブがどこにあるかをいつも注意して、新しい実行を

開始する時にぜひ、それを安全な場所に移動します。  

 

 
衝突リストダイアログボックスに「基礎ヒット」が表示されている場合、その衝突は無視でき

ます。このチュートリアルでは、これは手動のヒットで、手動でプローブをその場所に移動し

ます。 

要素間の衝突の解決 
要素間の衝突を解決するには、MOVE/POINTまたはMOVE/CLEARPLANEコマンドを編集ウィン

ドウに追加して、特定の点または平面に移動できます。要素間のパス線にMOVE/POINTコマン

ドを追加することもできます。詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「CAD表示の編集」の章の「パス線の移動」を参照してください。 

要素の衝突を解決すること 
1つの要素内のヒットの衝突を解決するには、要素設定自体を調整する必要があります。例えば

、このチュートリアル（CYL1、CYL2、CYL3）の円筒自動要素は、プローブが円筒の底部または

端部付近の材料に接触する可能性のある深さまたは終了オフセット値を持っています。 

これを修正するには、影響された各要素でF9キーを押し、深さまたは終了オフセットを変更す

る必要があります。詳細は、「要素値の調整」を参照してください。 

ステップ20：要素値の調整 

 
「衝突のテスト」ステップで円筒要素（CYL1、CYL2、およびCYL3）が衝突結果を提供する場合

にのみ、このステップを実行する必要があります。 

チュートリアルのこのステップでは、3つの円筒要素（CYL1、CYL2、CYL3）の深さおよび終了オ

フセット値を調整します。この部分と2mmのプローブでは、これらの要素は、3つの円筒の底

部または端部付近の材料と衝突することがあります。  
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1. 編集ウィンドウでCYL1をクリックし、F9キーを押してその要素の要素の自動作成ダイア

ログボックスを開きます。緑色の線は、プローブが要素の異なるヒットを測定するため

に必要な経路を表示します。 

2. ダイアログボックスの下半分から、「接触のプロパティ」タブ（「

）をクリックします。 

3. 深さを3に変更します。 

4. 終了オフセットを1に変更します。 

5. [OK] をクリックします。 

6. CYL2の場合は、上記の手順を繰り返し、それらを同じ値に変更します。  

7. CYL3の場合、変更は異なります。これは、円筒が測定品の側にあるためです。その代わ

りに、終了オフセットを3に、深さを1に設定します。 

8. 完了したら、「衝突のテスト」ステップを再度実行して、衝突がないことを確認します

。 

ステップ21：レポートの出力とタイプの設定 

PC-
DMISは、ファイルやプリンタに最終報告書を送ることができます。このチュートリアルでは、

レポートをPDFファイルに送信します。 

1. [ファイル|印刷|レポートウィンドウ印刷設定]を選択して、出力の設定ダイアログボッ

クスを開きます。 

2. [レポート]タブから、[自動]を選択します。 

3. ファイルタイプから、ポータブルドキュメントフォーマット（PDF）オプションを選択

します。 

4. プリンターチェックボックスをクリアします。 

5. 背景色を印刷オプションをマークします。 

6. [OK] をクリックします。 

次に、レポートタイプを選択します： 

1. [表示|レポートウィンドウ]を選択します。 

2. レポートウィンドウのツールバーから、テキスト及びCADアイコン（

）を選択します。 

3. [表示|レポートウィンドウ]を選択して、レポートウィンドウを閉じます。 

この段階で、作成した測定ルーチンを実行するのに十分なPC-
DMISについての情報が存在します。 
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手順 22: 完了した測定ルーチンの実行 

以前のチュートリアルの手順が完了されると、パートを実行することができます。 

1. 衝突を避けるために、常にプローブを安全な場所で実行してください。ジョグボックス

を使用して、プローブを測定品から十分に離してください。  

2. ファイル | 実行を選択します。PC-
DMISは実行ダイアログ・ボックスを表示して測定プロセスを開始します。 

3. [実行]ダイアログボックスの指示を読み取ります。指定されたヒットを取るように要求

に従ってください。プローブのステムではなく、ルビー先端のみが測定品に接触するよ

うにしてください。 

 

[実行]ダイアログボックスにおける指示 

4. PC-
DMISは、グラフィック表示ウィンドウに表示されているおおよその位置でプローブを使

って手動でこれらのヒットを取るよう要求します。 

• 平面を作成するには、特定の面で3つのヒットを取ります。[終了]を押します。 

• エッジで2つのヒットを取り、線を作成します。[終了]を押します。 

• 円の内部で4つのヒットを取ります。[終了]を押します。 

5. PC-
DMISは各ヒットを検出し、自動的に次のヒットを取るためのメッセージを表示します。

円整列要素（CIR1）で最後にヒットを取るとき、いくつかのコメントが表示され、次に

、DCCモードに切り替えします。 

6. 入力コメントが表示され場合、オペレーターの入力で、ユーザの名前を入力して[OK]を
クリックします。 
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7. PC-DMISは、このPC-DMISメッセージダイアログボックスを表示します： 

 

PC-DMIS メッセージ 

[OK]をクリックすると、PC-DMISは残りの要素をDCCモードで測定します。 

 警告: 
これを行うと機械が動きます。怪我を防止するために機械に近づかないでください。ハ

ードウェアの損傷を防止するために機械を低速で動かしてください。 

 実行中にPC-
DMISがエラーを検出すると、エラーがダイアログボックスの測定機エラーリストに表示されま

す。測定ルーチンを進める前にエラーを解決する必要があります。続行する準備ができたら、[
続行]ボタンをクリックして測定ルーチンの実行を完了します。 

実行ダイアログボックスのオプションについて詳しくは、PC-DMIS Core 
マニュアルの「実行ダイアログボックスの使用」トピックを参照してください。 
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測定ルーチンの全体または一部を実行するために宅丹のオプションが用意されます。詳細につ

いては、PC-DMIS Coreドキュメントの「測定ルーチンの実行」章を参照してください。 

ステップ23：レポートの表示 

PC-
DMISは、測定ルーチンを実行した後、それが自動的に出力の設定ダイアログボックス（ファイ

ル|印刷|レポートウィンドウの印刷の設定）で指定された出力ソースにレポートを出力します

。前のステップでPDF出力を選択したため、レポートは測定ルーチンと同じディレクトリにあ

るPDFファイルに送信されます。 

また、表示 | 
レポートウィンドウを選択して、[レポート]ウィンドウに最終レポートを表示することもでき

ます。[レポート]ウィンドウでは、PC-
DMISに同梱の事前に作成された各種レポートテンプレートを適用して、同じ測定データをバリ

エーションで表示することができます。さらに、レポートの異なる部分を右クリックして、利

用可能な項目を切り替え表示することもできます。 

PC-DMISのレポート機能について、詳しくは、PC-DMIS Core 
マニュアルの「測定結果のレポート」章を参照してください。 
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テキストとCADレポートの4つの寸法を表示するサンプルレポート 

ステップ24：最適体験 

このチュートリアルの最後のトピックでは、推奨される最適体験について説明します。  

自動測定 
自動要素を使用する場合は、ルーチンで使用する各要素タイプのトグルオプションをオンにす

ることをお勧めします。  

1. [挿入|要素|自動]を選択してから、その要素の[要素の自動作成]ダイアログボックスにア

クセスする要素の類別を選択します。 

2. [測定プロパティ]エリアから、次のオプションをオンにします。 

• 円形移動トグル - 円形の要素を中心にパス線をより円形にします。 
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• 手首の自動トグル - 要素に最適なプローブ角度を自動的に選択します。 

• 無効検出のトグル - PC-
DMISは、空き領域で取られたヒットを検出し、再配置します。 

3. 完了したら、[閉じる]をクリックして[要素の自動作成]ダイアログボックスを閉じます。

その要素を次回に作成すると、PC-DMISはその変更を使用します。 

自動要素の最適体験を確認するには： 

1. 円筒の自動要素には、上記のアイテムをオンにします。  

2. 表面が選択されていないことを確認します。  

3. Shiftキーを押しながら、上面の傾斜面の内側にある円筒をクリックします。 

 

グラフィック表示ウィンドウのアニメーションプローブは、その字体を円筒内に位置し

ます。「自動手首」ダイアログボックスも、最良の角度を推奨するように表示されます

。 
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4. [OK]をクリックしてCYL4をルーチンに追加し、[手首の自動作成]ダイアログボックスを

閉じます。 

5. 編集ウィンドウでCYL4要素を選択し、F9を押します。ヒット間のパス線が直線ではなく

曲線を使用していることがわかります： 

 

移動点 
測定ルーチンを終了する場合は、ルーチンの最後にMOVE/POINTコマンドを使用して、プロー

ブを将来のルーチンまたは測定の安全な位置に移動します。 

おめでとうございます！これでチュートリアルを終了します。 
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設定およびプローブの使用法 
星型プローブの定義 
PC-
DMISでは様々な星形プローブ構成の定義、校正およびそれらを使った作業が可能です。星形プ

ローブはCMM作業平面に向かって垂直方向(垂直アームを使用している場合はZ-
方向)に伸びた1つのプローブ 
チップおよび水平方向に伸びた4つのチップより構成されます。例えば: 

 

典型的な星形プローブの構成 

このセクションでは、星形プローブの構築方法を説明します。 

 
多くの種類の機械およびアーム構成がありますが、ここでの操作例はアームがCMM平面に向か

ってZ-方向に伸びる標準的な垂直アームCMMを使用するものとします。 

星型プローブの構築 

次に示す星型プローブの設定が可能です: 

• 異なるプローブチップ付きのカスタマイズ可能な５方向星型プローブ。 
カスタマイズ可能な5方向星型プローブ。このタイプのスタープローブは、さまざまな

プローブチップをねじ込むことができる5つのねじ穴からなるセンターキューブを使用

します。 
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カスタマイズ可能な5方向星型プローブ 

• 同一のプローブチップを持ったカスタマイズ不可能な星型プローブ。 
カスタマイズ不可能な星型プローブ。この種類の星型プローブは、カスタマイズ

可能な5方向中心部を持ちません。代わりに付いている立方体はネジ穴を持たず

、立方体に付いている4つの水平チップは取り外せません。水平チップの大きさ

は全て同じです。 

 

カスタマイズ不可能な星型プローブ。 

プローブが構築された後はプローブのユーティリティツールボックス内の測定ボタンを使用し

てプローブを校正する必要があります。プローブ先端を校正することについては、「測定」を

参照して下さい。 

５方向星型プローブのカスタマイズ 
1. [プローブ ユーティリティ]ダイアログ ボックスにアクセスします ([挿入 | ハードウェア 

| 定義 | プローブ])。 

2. プローブファイルボックスに、プローブファイルの名前を入力します。 

3. プローブの説明エリアより、定義済のプローブ無しを選択します。 

4. プローブの説明リストより、プローブを選択します。ここでは、PROBETP2プローブを

使用します。下のようなプローブが現れます: 
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プローブ図: 

5. 表示でプローブを非表示にします。非表示にするには、プローブ記述エリアのPROBETP
2接続をダブルクリックして、このコンポーネントを描画チェックボックスのチェック

を外します。 

6. プローブの説明エリアより空の接続部 #1を選択します。 

7. プローブの説明リストより、EXTEN5WAYという5方向立方体拡張を選択します。プロー

ブの説明エリアに、空の接続部が5つ表示されます。下図のようにプローブが表示され

ます: 

 

プローブ図: 

8. 下図に示すとおり、合せて5つのチップになるまで、空の接続部ごとに適当なチップお

よび拡張端子を割り当てます。 
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合計5つの先端 

5つ全ての接続部を使用する必要はありません。 

空の接続部 # 
1に割り当てられた測定子はレールが置かれた方向と同じ向きになります。これはZ-
方向です。 

• 空の接続部 # 2に割り当てられたチップはX+と同じ向きになります。 

• 空の接続部 # 3に割り当てられたチップはY+と同じ向きになります。 

• 空の接続部 # 4に割り当てられたチップはX-と同じ向きになります。 

• 空の接続部 # 5に割り当てられたチップはY-と同じ向きになります。 

9. OKをクリックして変更を保存するか、または測定をクリックしてプローブを校正します

。チップの校正についての説明は、「プローブチップの校正」を参照してください。 

定義済み星型プローブの構築 
1. [プローブ ユーティリティ]ダイアログ ボックスにアクセスします ([挿入 | ハードウェア 

| 定義 | プローブ])。 

2. プローブファイルボックスに、プローブファイルの名前を入力します。 

3. プローブの説明エリアより、定義済のプローブ無しを選択します。 

4. プローブの説明リストより、プローブを選択します。ここでは、PROBETP2プローブを

使用します。下のようなプローブが現れます: 
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プローブ図: 

5. 表示でプローブを非表示にします。非表示にするには、プローブ記述エリアのPROBETP
2接続をダブルクリックして、このコンポーネントを描画チェックボックスのチェック

を外します。 

6. プローブの説明エリアより空の接続部 #1を選択します。 

7. 2BY18MMSTARまたは10BY6.5STARを選択します。ここでは、2BY18MMSTARを使用します

。下のようなプローブが現れます:  

 

プローブ図: 

8. プローブの説明エリア 
にある4つの空の接続部アイテムのそれぞれに対し、同じチップを4回選択し、それぞれ

に水平チップを割り当てます。この場合、TIPSTAR2BY30またはTIPSTAR2BY18を4回選択し

ます。ここでは、TIPSTAR2BY30を使用します。 
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図面 

9. OKをクリックして変更を保存するか、または測定をクリックしてプローブを校正します

。チップの校正についての説明は、「プローブチップの校正」を参照してください。 

現在のプローブ チップを強調表示 

グラフィック表示ウィンドウの強調表示されたプローブチップは、どのチップがアクティブで

あるかを示します。PC-
DMISは、複数のプローブシャンクを持つプローブ上のアクティブプローブチップを強調表示で

きます。PC-
DMISは、そのプローブチップを使用するコマンドをクリックするとその先端を強調表示します

。 

 

複数のルビーの付いたプローブ構成 
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強調表示されたアクティブなルビーでのプローブ構成 

現在のプローブ チップだけを表示 

デフォルトでは、PC-
DMISはすべての先端を描画し、現在のプローブの先端を強調表示します。スタープローブの場

合、アクティブなプローブチップを強調表示するのと同様に、非アクティブなプローブチップ

をすべて非表示にすることができます。非アクティブな先端を非表示にすると、現在のプロー

ブのチップだけが表示されます。  

現在のプローブ チップだけを表示します。 

1. 挿入 | ハードウェア定義 | 
プローブを選択して、プローブユーティリティダイアログボックスを表示します。 

2. [プローブの説明]エリアで、プローブヘッド部品をダブルクリックして、[プローブ部品

の編集]ダイアログボックスを表示します。 

3. アクティブのチップだけを描く チェックボックスを選択します。 

 

プローブコンポーネント編集ダイアログボックスのアクティブチップ描画チェックボックス 
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4. [OK]をクリックして、[プローブ部品の編集]ダイアログボックスを閉じます。 

5. OKをクリックして、[プローブユーティリティ]ダイアログ 
ボックスボックスを閉じます。 

編集ウィンドウでは、カーソルがLOADPROBEコマンドの下にあるときは常に、測定ルーチンが

非アクティブな先端を隠します。 

プローブの設定および使用法: はじめに  
CMMでパーツを測定するには、測定に使用されるプローブを適切に定義する必要があります。

計測メカニズム全体を構成するハードウェアの部品を選択してプローブを定義します。これら

の部品はプローブヘッド、手首、エクステンション、特定のプローブチップです。定義される

と、次に定義済みのルビー角度が校正され、パートの様々な要素を測定することができます。

ルビーの校正処理により、パートおよび機械に関連してプローブルビーの場所を座標系で検出

することができます。 

プローブが定義され、プローブチップが校正されると、測定ルーチン内でLOAD/PROBE および 
LOAD/TIPコマンドを挿入して、測定ルーチンの測定の際に校正済みチップ角度を使用するこ

とができます。 

プローブの定義および校正については、次のトピックを参照してください。 

• プローブの定義 

• プローブチップの校正 

 プローブの定義及び校正の詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「ハードウェアの定義」章の「プローブのユーティリティダイアログボッ

クスについて」を参照してください。 

測定が終了されると、オフライン及びオンラインのモードでプローブを使用することに関する

情報については、「異なるプローブ・オプションを使用する」を参照してください。 

プローブの定義 

CMMプログラミングの最初の手順は、検査の段階で使用されるプローブを定義することです。

測定プロセス開始前に新しい測定プログラムのプローブファイルを作成および/またはロードす

る必要があります。ユーザーはプローブを読み込むまでは測定プログラムではほとんど何もで

きません。 

PC-DMISでは、さまざまな種類のプローブと校正ツールが用意されています。また、Renishaw 
PH9/PH10 
リストに対する固有の校正方法も用意されています。プローブの定義および校正に使用するツ
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ールはプローブユーティリティダイアログボックスにあります。このダイアログボックスにア

クセスするには、挿入|ハードウェアの定義|プローブを選択します。このダイアログボックス

のオプションについて詳しくは、PC-DMIS 
コアドキュメントの「[プローブのユーティリティ]ダイアログ 
ボックスの説明」を参照してください。 

 また、PC-
DMISプローブウィザードを使用してプローブを定義することができます。プローブウィザード

にアクセスするには、ウィザードツールバーのProbeWizardボタン（ ）をクリックします。 

コンタクト プローブの定義 

プローブのユーティリティダイアログ ボックス(挿入 | ハードウエアの定義 | 
プローブ)にアクセスすると、プローブヘッド、拡張端子から特殊なチップに至るまでプローブ

全体を設定することができます。 

コンタクトプローブ、拡張端子およびルビーを定義する手順は次のとおりです。 

1. プローブファイルリストに、新しいプローブの名前を入力します。 

2. [プローブの説明]リストで、[プローブが定義されていません]というステートメントを

選択します。 

3. プローブの説明リストを選択します。 

4. 目的のプローブヘッドを選択します。 

5. 選択可能な現在強調表示されているステートメントに関連するプローブオプションを作

成するには、Enterキーを押します。 

 
一般的にプローブファイル内の最初のコンポーネントの方向は、通常、プローブヘッドの方向

により決定されます。しかし、マルチコネクト型プローブアダプタ(5方向アダプタ)を最初のコ

ンポーネントとして選択した場合、複数の接続様式の可能性が起こります。このような場合、

プローブヘッドの方向はマルチコネクト型プローブアダプタの方向を決定します。プローブヘ

ッドが機械の軸に沿って正しく配置されない場合は、プローブユーティリティダイアログ 
ボックス内のプローブの説明リストを使用して回転角度を調節して接続する必要があります。

詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「ハードウェアの定義」章の「プローブ部品の編集」を参照してください

。 
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プローブヘッドの選択 

選択されたプローブヘッドが、プローブの説明ボックスの下部および右側のグラフィックの表

示ボックス内に表示されます。 

1. プローブの説明ボックスの空の接続部 #1を強調表示します。 

2. 一覧をクリックします。 

3. プローブ ヘッドに取り付ける次の項目(延長端子またはプローブ 
チップ)を選択します。チップは、最初はサイズ、次にネジのサイズによってに表示さ

れます。 

 

チップの選択 

 5方向エクステンションを追加すると、PC-DMISは5個の空接続を提供します。 

必要なに応じて全てまたは一部の接続部に、適当なプローブ 
チップを接続することができます。PC-
DMISでは、常に、最も低い延長部にある(Z軸上で最も低い)チップが最初に測定されます。 
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5方向型の延長端子 

プローブの説明ボックスで選択した項目が既に含まれている場合、選択した項目を既存の項目

の前に挿入するのか、置換するのかを尋ねるメッセージが表示されます。 

"挿入の場合は[はい]を、置換の場合は[いいえ]をクリックします" 

• はいがクリックされると、元の項目の前に新しいチップが挿入され、追加の行が作成さ

れます。 

• [いいえ]をクリックすると、 PC- 
DMISは元の項目を削除し、ハイライトされた要素に置き換えます。 

 
選択した項目はプローブの説明ボックスで強調表示されている行に挿入されます。PC-
DMISは、ユーザーが選択された項目をマークされた線の前に挿入するか、強調表示された項目

を置き換えることができるようにするメッセージを適切なタイミングで表示します。 

すべての空接続を定義するまで、要素の選択を続けてください。次に、校正のためのルビー角

度を定義することができます。 

 

ハード プローブの定義 

PC-DMISでは、ハード(固定)プローブの定義が可能です。タッチトリガ 
プローブではプローブがパートに接触するたびにその位置がCMMによって検出されている際に

は、ハード プローブははこのように動作しません。ハード 
プローブは機械またはアームのボタンを押したとき、またはスキャン中に一定の条件を満たし

た場合(事前に定義された領域、経過時間、経過距離等を通過した場合など)に、ヒットを記録

します。 
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一般的に、これらの種類のプローブはPC-
DMISポータブルで使用されます。このタイプのプローブを校正および使用するには、PC-DMIS 
Portableマニュアルの「PC-DMISポータブルの使用」を参照してください。 

プローブチップの校正 

プローブ チップの校正では、プローブ チップの位置および直径を設定できます。プローブ 
チップが校正されるまでは、測定ルーチンの実行およびパーツの測定は行えません。ここでは"
校正"と"較正"はほぼ同じ意味です。 

次の操作で校正を開始します。 

1. プローブのユーティリティダイアログボックス(挿入 | ハードウェアの定義| 
プローブ)から、アクティブなチップの一覧に目的のチップ角度があるか確認します。 

2. リストから校正するプローブチップを選択します。 

3. [測定]をクリックして、[プローブの測定]ダイアログボックスを表示します。 

 
自動プローブ交換装置があり、現在アクティブなプローブファイルがプローブヘッドの

プローブ構成でない場合、PC-
DMISは現在ロードされているプローブ構成から必要なプローブ構成に自動的に切り換わ

ります。 
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測定プローブダイアログ ボックス 

[プローブの測定]ダイアログボックスはプローブ校正を目的とした測定に適用できる様々

な設定を表示します。ご希望の選択がされると、[測定]をクリックして開始します。 

校正前の必要条件 
校正処理を開始する前に、認証ツールを定義する必要があります。ツールでされる測定のタイ

プはツールのタイプ(通常SPHERE)、およびチップのタイプ(BALL、DISK、TAPER、SHANK、OPTICA
L)に頼っています。 

• [利用可能なツールの一覧]をクリックして、リストから現在定義されている校正ツール

を選択します。 

• [ツールの追加]をクリックして、利用可能なツールの一覧に追加できる新規の校正ツー

ルを定義します。 

• [ツールの編集]をクリックして、現在定義されている校正ツールの構成を変更します。 

• [ツールの削除]をクリックして、現在定義されている校正ツールを削除します。 

校正の開始 
PC-DMIS 
は校正ツールを位置付けるために測定機がDCCのヒットを使用する機能に基づいて校正ツール

が移動したかどうかを尋ねる2つのスタイルのメッセージのうちの１つを表示します: 

はい/いいえ メッセージボックス 
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このメッセージボックスは測定機がDCCのヒットを使用して校正ツールを位置付ける機能をサ

ポートしない場合に現れます（手動専用の測定機のなど）。 

PC-DMIS  

校正ツールが移動されたか、またはCMMのゼロ点が変更されたことがありますか。警告：先端

TIP1に回転しようとしています。 

Yes No 

[校正ツールが移動済み] ダイアログ ボックス 

このダイアログボックスは測定機およびプローブ構成がDCCのヒットを使用して校正ツールを

位置付ける機能をサポートする場合に現れます: 

校正ﾂｰﾙが移動済み  

校正ツールが移動されたか、またはCMMのゼロ点が変更されたことがありますか。 

最後に知られている位置が現在の位置に非常に接近しているような微量の位置の変更では、手

動取込点を必要とせずにDCCモードでツールの位置を決めることが可能です。 

新規に定義されたツールまたは大幅な位置の変更に対しては、位置決定のために手動取込点が

必要です。 

なし 

はい (手動取込点でツールを位置付け) 

はい (DCC取込点でツールを位置付け) 

• [はい]または[はい（ツールを検索する手動ヒット）が選択されると、PC-
DMISは、実行ダイアログボックスが表示されます。それはユーザが校正処理を続行する

前に、（ツールの種類に応じて）手動モードで1つ以上のヒットを取ることが必要です

。 

• [はい (DCC ヒットでツールを位置付け)] を選択した場合、PC-DMIS は[実行] ダイアログ 
ボックスを表示し、DCCヒットを使用して校正ツールの位置付けを自動的に行います。

校正ツールを前回とほぼ同じ位置に再配置した場合にこのオプションを使用できます。 

• ユーザーがいいえを選択した場合も、PC-DMISはまた実行ダイアログ 
ボックスを表示します。しかし、それらが（手動モードに動作するような場合）選択さ

れた測定方法に適切ではないなら、それはどんな手動のヒットでも必要としません。 

測定が完了したら、PC-
DMISはプローブのタイプ、使用したツール、および要求された操作に対して適切に校正結果を

計算します。[校正ツールが移動]ダイアログボックスにある２つの[はい]オプションの違いは、

測定中に手動ヒットが必要どうかということのみに影響します。測定後の計算については、ど

ちらの [はい] オプションも同じです。 
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校正の後、各チップの簡単な概要は、プローブユーティリティダイアログボックスの[アクティ

ブ先端·リストに表示されます。また、ダイアログ ボックスの [結果] 
ボタンをクリックすると、詳細な校正結果を見ることができます。 

再校正 
一般的に、PC-DMISがプローブ 
チップの再校正の必要性を知らせることはありません。プローブの設定を変更した場合は必ず

再校正を実行してください。 

ヒット数 

 

ヒット数ボックス 

PC-
DMISでは校正モードに基づき、プローブの測定で指定された数のヒットを使用します。ヒット

数のデフォルトは5です。 

接近/後退距離 

 

プレヒット/撤回ボックス 

[プレヒット/撤回] ボックスではパートまたは校正ツールからの距離の値を定義できます。PC-
DMISはこの距離内に速度を定義されたタッチ速度 
まで減速します。その速度は、ヒットが取得され、その距離に再び達するまでタッチ速度のま

まとなります。その時点でPC-DMISは定義された移動速度に戻ります。 

 一部のコントローラはそれ自体では後退しません。このような場合、PC-
DMISは後退を行うための移動を発行し、その距離はボール表面からパートの理論的な取込み点

位置までの距離に基づいて決まります。コントローラが後退を行わない場合、その距離はコン

トローラに基づき、ボール表面またはボール中心から理論的または測定された取込み点の位置

までの距離のいずれかで計算できます。 

移動速度 

 

移動速度ボックス 

移動速度ボックスでは、PH9を使用した校正の移動速度を指定することができます。[設定オプ

ション] ダイアログ ボックスの [パート/測定機] タブにある [絶対速度を表示] 



PC-DMIS 2018 R2 CMM Manual 

65 

チェックボックスの状態により、上記の [移動速度] と [タッチ速度] ボックスは絶対速度（mm 
/秒）または定義済みの測定機の最高速度のパーセンテージのいずれかを受け入れます。 

測定処理の速度を変更する他の方法については、PC-DMIS 
Coreマニュアル内「カスタマイズ設定」章の「移動速度%」を参照してください。 

 
移動速度ボックスの数値は小数点以下4桁まで指定できます。小数点以下4桁を超えた数値を入

力すると、小数点以下4桁に四捨五入されます。 

ﾀｯﾁ速度 

 

接触速度ボックス 

[タッチ速度] 
ボックスでは、PH9を使用した校正のタッチ速度を指定することができます。[設定オプション] 
ダイアログ ボックスの [パート/測定機] タブにある [絶対速度を表示] 
チェックボックスの状態により、上記の [移動速度] と [タッチ速度] ボックスは絶対速度（mm 
/秒）または定義済みの測定機の最高速度のパーセンテージのいずれかを受け入れます。 

さらに詳しい説明は、PC-DMIS 
Coreマニュアル内「カスタマイズ設定」章の「タッチ速度%」を参照してください。 

 
タッチ速度ボックスの数値は小数点以下4桁まで指定できます。小数点以下4桁を超えた数値を

入力すると、小数点以下4桁に四捨五入されます。 

システムモード 

 

システムモード 

プローブの校正に使用されるシステムモードは次のとおりです: 

• 手動モードでは、CMMがDCC機能を備えていても、全てのヒットを手動で取る必要があ

ります。 

• DCC 
CMMは、DCCモードを使用します。校正ツールが移動されていない限り、それは自動的
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にすべてのヒットを取ります。この場合でも、最初のヒットは手動で取る必要がありま

す。 

• 手動+DCCモードは手動モードとDCCモードの混合です。このモードはモデルの構築が簡

単でない、特殊な設定のプローブを校正する場合に便利です。ほとんどの場合、手動+D
CCモードは次の点を除いてDCCモードと同じように動作します: 

• 校正ツールが移動していなくても、常に各チップに対する最初のヒットは手動で

取る必要があります。残りのヒットはDCCモードで自動的に取られます。 

• 最初のヒットは全て手動で取られるため、各チップでの測定前のクリアランス移

動は行われません。 

• 提供されたチップの球体測定が完了すると、使用しているリストのタイプによっ

て、最終的な後退移動が行われる場合と、行われない場合があります。 

PH9、PH10、PHS 
などの移動可能リストを使用する場合、通常のDCCモードの場合と同様に最終的な後退移動が

行われます。後退移動は通知なしで行われ、次のチップのAB角度への移動および次のABの移動

を実行するために、プローブに十分なクリアランスが設けられます。 

移動可能リストを使用していない場合、最終的な後退移動は行われません。代わりに、次のチ

ップのヒットを手動でとるよう直ちに要求されます。 

• DCC+DCCモードは手動+DCCモードと同様に機能しますが、違いは各チップに対して最初

のヒットを手動で取る代わりにDCCのサンプル 
ヒットが取られ、球体の位置が決定されます。このモードは校正処理を完全自動化した

い場合に便利です。ただし、手動+DCCモードの方がより正確な結果を返すことに留意し

てください。 

操作の種類エリア 

 

操作の種類エリア 

操作の種類エリアでは、プローブを測定ダイアログ 
ボックス内の測定ボタンをクリックする場合に実行される操作を選択できます。 

チップの校正 
このオプションは全てのマークされたチップを標準的に校正する場合に使用されます。 
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ユニットの校正 
この校正オプションは、無限リストデバイスおよびインデックス可能なリストデバイスのエラ

ー 
マップを作成します。インデックス可能なリストデバイスについては下記の説明を参照してく

ださい。無限リストデバイスの説明については、PC-DMIS 
Coreマニュアルのリストデバイスの使用付録にある無限リストデバイスのユニット校正を参照

してください。 

 このオプションは1アーム構成でのみ機能します。 

ユニットの校正(インデックス可能なリストデバイス) 
このオプションは、プローブ ヘッドまたは手首デバイスのエラー 
マップ作成に使用されます。このセクションでは、PH9、PH10、またはZeiss 
RDSといったインデックス式プローブヘッドのエラーマップ作成について説明します。 

同じ直径の3つのスタイラスから成る特別なプローブ構成を、プローブヘッドに配置し、チップ

の向きをユーザーが必要とする数だけ(可能限りすべての方向が望ましい)そのプローブ構成で

測定します。一般的に、スタイラスは高さ最低20mm、幅最低40mmの'T'字形(中心から20mmの

スタイラスを持った星形プローブ状)に配置する必要があります。スタイラス間の距離が大きけ

れば大きいほど、エラーマップはより正確になります。 

特別なプロープ構成を使って可能な限り全ての方向への測定が完了すると、チップ全体の校正

をする必要なしにプローブの構成を変更することができます。元のマップで測定された各方向

は、次に新しい設定で自動的に校正されます。PC-DMISでは、Zeiss 
RDSヘッドと同様、全てのRenishawおよびDEAプローブヘッドの校正と使用が完全にサポートさ

れています 

 
ここで説明したように、このオプションはPH10などの再現性のあるインデックスされた位置を

持つプローブヘッドのみを対象にしています。この校正には3つのスタイラスを持つ星形プロー

ブが必要です。ここで説明したように、このオプションはPH10などの再現性のあるインデック

スされた位置を持つプローブヘッドのみを対象にしています。アナログプローブを使用する場

合、プローブヘッドの種類がインデックス可能であるか無限であるかに関わらずユニットの校

正オプションは使用できません。これはアナログプローブは必要な偏向率を得るために位置ご

とに個別に校正しなければならないからです。 

手首の校正の詳細については、PC-DMIS 
Coreマニュアルの「手首デバイスの使用」付録を参照してください。 
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インデックス可能なリストデバイスの「ユニットの校正」の手順 
1. 下図に示すように、ユニットのプローブ構成を作成します: 

 

A - 50 mm 延長子 
B - 5 方中心 
C - 三つの3BY20先端 

2. コンポーネントの正確なサイズは違っても構いませんが、形状は必ず同一である必要が

あります。また、重力が測定に多少の誤差を生じさせる可能性があるため、可能な限り

軽い部品を選択することも最善です。 

3. プローブユーティリティダイアログボックスで角度を追加ボタンをクリックします。望

む限り多くの異なる方位を追加します。プローブ 
ヘッドの完全なマッピングとは、すべての可能な方向について測定することを意味しま

す。 

4. プローブのユーティリティダイアログボックスから測定ボタンを選択して測定プローブ

ダイアログボックスを開きます。 

5. 使用するデフォルト値を入力します。 

6. 実行する操作の種類のユニットの校正を選択します。 

7. 測定プローブダイアログ ボックスより、測定ボタンをクリックします。PC-
DMISは選択された方向で、3つのチップをそれぞれ測定します。このデータは、各方向

のオフセット、間隔、および揺れをマップするために使用されます。 

8. 次に、測定に使用するプローブ構成をプローブ ヘッドに配置します。 

9. マップされた方向のうち少なくとも4つを選択します。 

10. プローブのユーティリティチェックボックスより、ユニット校正データを使用チェック

ボックスをチェックします。 

11. このプローブを選択された方向で校正します。手順は次のとおりです: 
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• プローブのユーティリティダイアログ 
ボックスの測定ボタンをクリックします。測定プローブダイアログ 
ボックスが表示されます。 

• 実行する操作の種類として、チップの校正を選択します。 

• プローブ測定ダイアログ ボックスから測定ボタンをクリックして下さい。PC-
DMISは、このプローブ構成のオフセット実際の長さを計算します。PC-
DMISは自動的に各方向にマップされた先端を作成します。 

下位マトリクス 
このオプションでは、SP600プローブの下位レベルマトリクスを校正できます。詳しくは、「SP
600下位マトリクスに関する注記」 
および「下位レベルマトリクス校正の実行」トピックを参照してください。 

校正チェック 
このオプションは、選択されたプローブファイル内で指定する先端の向きを再測定します。こ

れは、これらの先端の向きに以前に測定されたデータとの比較を行います。ユーザーは、この

比較を利用して、完全な校正が必要かどうかを判断することができます。この処理は選択され

たプローブファイル内で検査をするのみで、チップのオフセットは更新されません。 

ユニットを原点に戻す 
このオプションは選択された校正済みルビー角度でのリストマッピング処理の一部を実行して

、リストエラーマップ内のA=0 および B=0位置を決定します。PC- DMISには、PC-DMIS Settings 
EditorのRenishawWristレジストリエントリが1に設定するかどうかを選択するためのユニッ

トを原点復帰が含まれます。レジストリエントリ変更に関するヘルプについては、PC-DMIS 
コアドキュメントの「レジストリエントリの変更」章を参照してください。 

 PC-DMISのリストサポートを有効にするには、LMS 
ライセンスまたはポートロックがリストオプションをオンにしておく必要があります。 

NC-100ｱｰﾁﾌｧｸﾄの校正 
NC-
100校正ツールの校正にはこのオプションが使用されます。このオプションを有効にするには、

あらかじめ NC-100オプションを購入しておく必要があります。このオプションをLMS 
ライセンス、またはポットロックで有効になっている場合は、NC-
100タブには、セットアップオプションダイアログボックス（編集|環境設定|セットアップ）

が表示されます。NC-
100アーティファクトを校正するオプションが利用可能になる前に、ユーザはその後、NC-
100を設定する必要があります。 
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ScanRDV の校正 
アナログスキャンプローブを使用する場合、測定機の種類によってはチップの公称サイズから

の半径偏差の使用をサポートするものもあります。この公称値からの偏差は、連続スキャン(SC
ANRDVと呼ばれる)と比較して、個別のヒット(PRBRDVと呼ばれる)によって異なる可能性があり

ます。スキャン固有の半径偏差を計算するために、このダイアログボックス内で直接にチップ

を校正するために、このオプションを使用します。お使いの測定機がチップサイズからの半径

偏差を個別にサポートしない場合、このオプションボタンは選択できません。 

このオプションを使用する前に、まず通常の方法でチップを校正する必要があります。一般的

には [チップの校正] オプションを使用します。それが終わったら [スキャン半径偏差の校正] 
オプションを使用してスキャン固有の偏差を計算できます。PC-DMIS 
は校正ツールの赤道上で１つの円形スキャンを測定し、この値を計算します。 

 PC-DMIS 
はスキャン固有の偏差の測定ついて、適切なコマンドを含む測定プログラムを使用した旧式の

計算方法を備えています。この旧式の方法は現在でも機能し柔軟なアプローチを残しています

が、適切な校正測定プログラムを開発するためには相当な労力を要します。新しい方法はほと

んどの状況で十分なものであると考えられますが、必要に応じて以前の方法を使用することも

できます。この方法については、「分散およびスキャン測定に対して個別の偏差を使用」を参

照してください。 

校正モード領域 

 

校正モード領域 

校正モードエリアには、以下に示すデフォルトモード 
とユーザ定義オプションの間での切り替えを可能にするオプションが含まれています。 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾓｰﾄﾞ 
デフォルトのモードオプションが選択された場合は、PC-
DMISは赤道から10または15度のいずれかでの球状ツールの周りに示されたヒット数をとります

。また、赤道から90度にプローブに垂直する一つの追加のヒットをも取ります。 
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球ツールの例 

(A) - プローブに垂直 
(B) - 赤道 
(C) - 軸 

シャンクの直径がプローブチップの直径とほぼ同じ場合は、プローブのシャンクが校正球に当

たらないよう、10または15度の位置でヒットを取ります。 

チップの直径が1mmより小さい場合、球の赤道より15度の位置でヒットが取られます。 

チップの直径が1mmより大きい場合、球の赤道より10度の位置でヒットが取られます。 

ユーザー定義モード 
このオプションを選択すると、PC-
DMISは、レベル及びボックスの角にアクセスすることができます。PC-
DMISは、これらのボックスで定義したレベル数、開始角度、終了角度に基づいてプローブを測

定します。レベルの場所は設定される角度に基づいています。 

0度はプローブの赤道の位置です。 

90度はプローブの垂線です。プローブに垂直に測定するときに取られるヒットは1つだけです。 

ﾚﾍﾞﾙ数 
レベル番号値は、PC-
DMISが校正プロセスで使用するレベル番号を設定します。各レベルでとるヒット数は、総ヒッ

ト数をレベル数で割って決定されます。 

開始角度と終了角度 
開始角度および終了角度値は、最初のレベルおよび最後のレベルの位置を指定します。すべて

の追加のレベルは、これら2つのレベル間に均等に配置されます。 

• 開始角度0度は球の赤道の位置です(プローブに対して水平です)。 

• 90°の終了角度は球のトップに位置し、プローブに垂直です。 
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開始角度と終了角度 

(A) - プローブに垂直：90度 

(B) - 赤道：0度 

(C) - 軸 

リスト校正エリア 

 

リスト校正エリア 

この手首校正エリアを使って、インデックス可能な手首を校正するために、最高9つの球体測定

のパターンで、手首の位置を指定できます。このエリアは、次の条件を満たしたときに選択可

能となります: 

• [プローブのユーティリティ]ダイアログ 
ボックスで、PHSまたはCW43Lのような無限インデックス型リストデバイスを設定しま

す。「プローブの定義」を参照してください。 

• PC-DMIS Settings 
Editorのオプションセクションで、適切な手首レジストリエントリ(DEAWrist または 
RENISHAWWrist)を1に設定します。詳細については、Settings 
Editorのドキュメントの「レジストリエントリの変更」を参照してください。 

• [プローブの測定] ダイアログ ボックスの [操作の種類] エリアから、[ユニットの校正] 
オプションを選択します。 

リストデバイスの使用および校正についての詳しい説明は、PC-DMIS 
Coreマニュアルの「リストデバイスの使用」付録を参照してください。 
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校正するAB手首位置の定義 
リストを校正するには、少なくとも3つの A 
角度位置に対し、それぞれ少なくとも3つのB角度位置をとり、合計で9つの球体測定のパター

ンでリスト位置を校正する必要があります。[リスト校正] 
エリアでは、A軸とB軸の両方を校正するための角度を指定できます。[開始] ボックス、[終了] 
ボックス、および [増分] 
ボックスでは、リストのマッピングの開始角度と終了角度およびA軸とB軸の両方でマッピング

する場合の増分を指定できます。 

 次の値を使用するとします: 
 
A 角度: 
開始 = -90 
終了 = 90 
増分 = 90 
 
B 角度: 
開始 = -180 
終了 = 180 
増分 = 180 
 
PC-DMISは A-90B-180, A-90B0, A-90B180, A0B-180, A0B0, A0B180, A90B-180, A90B0, 
及びA90B180の位置を校正します。 

 

 
実際の開始角度と終了角度は使用しているリスト装置の種類、機械的性能および製造元やベン

ダーの推奨事項に従って選択する必要があります。場合によっては、コントローラの仕様に基

づいて、PC-
DMISが開始角度と終了角度を自動的に決定することもあります(但し、この場合はB軸の回転は3
59.9度しかマップされません)。 

リスト 
デバイスの校正には少なくとも9つの位置が必要ですが、これ以上の数の位置を使用することも

できます。最少数以上の位置を使用した場合、校正の精度がわずかに上がります。 
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手首を校正するときは、校正された位置間での手首内の角度エラーを修正するために、手首エ

ラー マップを作成することもできます。詳しくは、PC-DMIS Coreマニュアルの「リスト 
デバイスの使用」付録の「エラー マップの計算」を参照してください。 

SP600プローブを使用している場合は、PC-DMIS 
Coreマニュアルの「手首デバイスの使用」付録にある「手首の校正」トピックの注意セクショ

ンを十分にお読みください。 

リストエラーマップの使用 
次のコントロールを使用すると、手首エラーマップの作成、置換、表示、および削除が可能で

す。 

• 新規マップ作成 - 
このオプションボタンを選択した場合、測定ボタンをクリックしたときに新しいエラー

マップが作成されます。 

• 最も近いマップを置き換える - 
このオプションボタンを選択すると、測定ボタンをクリックしたときに最も近い既存の

リストエラーマップが新しく作成されたリストエラーマップに置換されます。 

• マップの表示/削除 - このボタンを選択すると、手首マップの表示/削除ダイアログ 
ボックスが表示されます。マップされた各手首の場合、このダイアログボックスにはシ

ステム上で見つかったすべての手首のエラーマップがリストされます。各マップについ

てプローブ延長端子の長さを表示し、AB角度数、および角度増分値も表示します。シス

テムから手首のエラーマップを削除するには、目的の手首エラーマップを選択し、削除

をクリックします。 

シャンク校正 

 

シャンク校正チェックボックス 

シャンクチップを使ってエッジのヒットを取る場合、[シャンクの校正] 
チェックボックスをチェックします。このチェックボックスをチェックすることで、プローブ

のシャンクを校正できます。このオプションを選択すると、[シャンクヒット数] 
ボックスおよび [シャンクオフセット] ボックスの値を変更できます。 

 
シャンクプローブを使用するケースでは、エッジの取込み点を取得する場合、シャンクの校正

を行うだけで済みます。 
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ｼｬﾝｸﾋｯﾄ数: 

 

シャンクヒット数ボックス 

[シャンクヒット数] ボックスでは、シャンクの測定で使用されるヒット数を定義できます。 

シャンクオフセット 

 

シャンクオフセットボックス 

シャンクオフセットボックスでは、PC-
DMISが次の校正ヒットを取る際の、シャンクのチップからの距離(または長さ)を設定できます

。 

パラメータのセット領域 

 

パラメータのセット領域 

パラメータのセットアリアでは、プローブ校正のパラメータのセットを作成、保存、および保

存されたこれらのデータを使用することができます。PC-
DMISは、プローブファイルの一部としてこの情報を保存します。これは、ヒット数、プレヒッ

ト/撤回の距離、移動速度、タッチスピード、システムモード、資格モード、および資格ツール

の名前と場所などの設定を含みます。 

パラメータ セットを作成し、名前をつける手順は次のとおりです: 

1. PC-DMISにプローブファイルをバージョン3.5以上の形式で自動更新させます。 

2. プローブのユーティリティダイアログ ボックスを開きます(挿入 | ハードウェア | 定義 | 
プローブ)。 

3. 測定ボタンをクリックして、プローブの測定ダイアログボックスを開きます。 

4. 測定プローブダイアログボックスのパラメータを変更します。 

5. [パラメータセット]エリアの[名前]ボックスに、新しいパラメータセットの名前を入力し

ます。 

6. 保存をクリックします。パラメータセットの名前が新しく作成されたことを告げるメッ

セージが表示されます。保存されたパラメータセットを削除するには削除をクリックし

ます。 
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7. 直ちにプローブ 
チップの校正を行う場合は、測定ボタンをクリックします。後で校正を行う場合は、取

り消しをクリックします。 

8. プローブのユーティリティダイアログ 
ボックスより、OKをクリックします。パラメータセットを含むプローブファイルに行っ

た任意の変更を削除するには、[キャンセル]をクリックします。 

新しいパラメータ 
セットを作成すると、それをAUTOCALIBRATE/PROBEコマンド内で使用することができます。

詳しくは、PC-DMIS Core 
ドキュメントの「ハードウェアの定義」章にある「プローブの自動校正」を参照してください

。 

 
パラメータセットはユーザーが作成したときに使用されていたプローブに固有なものです。 

ﾂｰﾙを回転ﾃｰﾌﾞﾙに取り付け 

 

回転テーブルに固定されたツールチェックボックス 

プローブ校正ツールを回転テーブルに取り付ける場合、ツールを回転テーブルに取り付けチェ

ック ボックスをオンにします。機械に回転テーブルがない場合は、このチェック 
ボックスは使用できません。 

校正開始時にﾁｯﾌﾟを理論値にﾘｾｯﾄ 

 

校正開始時にチップを理論値にリセットのチェックボックス 

較正が始まるとき、このチェック・ボックスをマークすると、較正を受けるチップは、自動的

にそれらの元の理論上の状態にリセットして戻されます。まるで較正の前にプローブユーティ

リティダイアログボックスの中を手動で先端をリセットボタンをクリックするかのように、こ

れは本質的には同じように機能します。 

但し、この機能は全タイプの操作および全タイプのハードウェアに適用される訳ではありませ

ん。 
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それは校正試験にすぎず実際に校正に関連するデータに影響を及ぼさないため、「校正の確認

」操作に影響を与えません。また、それはユーザーがマップドモードで無限リスト装置を使用

するときは適用されません。 

これは、インデックス付き（マップされていない）モードで使用される時に、固定ヘッド、イ

ンデックス付き手首、または無限の手首に使用される場合、主に「チップの校正」操作で使用

されます。 

「なし」が明示的に選択された場合に使用するﾁｯﾌﾟ 

 

「なし」が明示的に選択された場合に使用するチップ 

このエリアでは、校正を開始する前にユーザーが [プローブユーティリティ] ダイアログ 
ボックスの [アクティブなチップの一覧] 
からプローブチップを明示的に選択しなかった場合にPC-DMIS 
が行うべき操作を決定できます。 

 [プローブユーティリティ] 
ダイアログボックスで明示的にルビーを選択すると、選択したチップのみが使用されます。 

• すべて - PC-
DMISは現在のプローブファイルのすべての既存のプローブチップを使用します。 

• ルーチンで使用 - PC-
DMISは現時点のプローブファイルの測定プログラムで使用されるプローブルビー角度だ

けを使用します。制限事項を下記に記載します。 

• 自動的にプローブヘッド手首を調整のオプションが有効にされる測定ルーチン

でそれを使用する場合は、このオプションは、所望の結果を達成しない場合があ

ります。校正時に測定ルーチンで使用されるチップは実際のパーツの整列結果と

して、それが後で変更されることがあります。 

• このオプションは、現在開いている測定ルーチンを調べます。それはサブルーチ

ンなどの外部のファイルの参照に目を通そうとしません。 
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• 実行を中止 - PC-
DMISは、実行または測定を中止します。これは、先端角の選択されていない条件エラー

条件として扱います。 

これらのオプションはすべてのオペレーションタイプおよびハードウェアタイプに適用される

わけではありません。これは主に、インデクス化モード (非マップト) 
モードで使用される場合、固定ヘッドのインデクス化リストまたは無限リストで使用されると

きに「ルビーの校正」操作または「校正の確認」操作で使用されます。 

測定 

 

測定ボタン 

測定ボタンを押すと、操作の種類エリアより選択された操作が実行されます。 

SP600の校正について 

以下は、バージョン3.25およびそれ以降のバージョンで発生する、SP600プローブの校正手順に

関する変更です。 

SP600 Lower Matrixに関する注記: 
現在、下の行列の処理手順はHexagon Manufacturing 
Intelligence社により開発されたAP_COMP方式を使用しています。PC-DMIS Settings 
EditorのANALOG_PROBINGセクションには、3つのレジストリエントリがあります： 

• SP6MTXMaxForce - その値を0.54に設定します。 

• SP6MTXUpperForce - その値を0.3に設定します。 

• SP6MTXLowerForce - その値を0.18に設定します。 

これらのレジストリエントリ値は現在、lower matrix手順の実行中、Hexagon Manufacturing 
Intelligenceにより推奨されている値です。レジストリエントリがまだ存在しない場合、PC-
DMISは、下位の手順を初めて実行するときにレジストリエントリを作成します。 

Hexagon Manufacturing 
Intelligence社が新しい推奨値を出すまではこれらの値は変更しないでください。lower 
matrixプロシージャはOPTIONPROBEコマンドが現在の測定ルーチンにあるなしに関わらず、こ

れらの値を使用します。 

PC-DMIS Settings Editorの詳細については、「PC-DMIS Settings 
Editor」のマニュアルを参照してください。 

下部マトリックスの詳細については、このHexagon社のテクニカルサポートのページを参照し

てください： 
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http://support.hexagonmetrology.us/link/portal/16101/16131/Article/721/What-is-a-Lower-Level-
Matrix 

SP600 Upper Level Matrixに関する注記(通常の校正): 
次の注記はアナログ式のプローブが使用された場合のUpper Level 
Matrix校正に関するものです。 

OPTIONPROBEコマンドを使用したアナログ式プローブの設定 
[パラメータの設定] ダイアログ ボックスの [オプショナルプローブ] 
タブ内の値が変更されると、OPTIONPROBEコマンドが測定ルーチンに挿入されます。[パラメ

ータの設定] ダイアログ ボックスについては、PC-DMIS 
Core文書にある「カスタマイズ設定」章の「パラメータの設定: 
プローブオプションタブ」をを参照してください。 

プローブのLOADPROBEコマンドより前に現在の測定ルーチン内でOPTIONPROBEコマンドが検

出された場合、OPTIONPROBEコマンドの値を使用して校正が実行されます。OPTIONPROBEコ
マンドがLOADPROBEコマンドより先にない場合、PC-DMIS Settings 
Editorアプリケーションに保存されているデフォルト値が使用されます。 

このバージョンのPC-
DMISでは、OPTIONPROBEコマンドが見つからない場合、自動的に機械固有のデフォルト値が

使用されるのでOPTIONPROBEコマンドに機械のデフォルト値を含める必要はありません。パ

ラメータのデフォルト値はPC-DMIS Settings 
EditorアプリケーションのANALOG_PROBINGセクションに保存されています。 

 
OPTIONPROBEコマンドの使用は測定ルーチンの移植性を制限することがあります。OPTIONPR
OBEコマンドでは機械固有のデータが使用されているので、別のCMMを搭載したコンピュータ

上で測定ルーチンを実行すると不正確な結果が出ることがあります。OPTIONPROBEコマンド

が必須でない限り(例えば非常に柔らかいパートを測定する場合)、このバージョンでは通常OPT
IONPROBEコマンドを挿入しないでください。PC-DMISが自動的にPC-DMIS Settings 
Editorよりデフォルト値を取得します。 

校正アルゴリズムのデフォルト値を変更 
SP600の３D校正アルゴリズムのデフォルト値はTraxに変更されています。UseTraxWithSP600
レジストリエントリはこれを制御します。これはオプションセクションにあります。 

PC-
DMISは、デフォルトで、このレジストリエントリは1に設定されて、すなわちTraxがデフォルト

のアルゴリズムだと設定されています。特定の状況に最適したアルゴリズムを試すことができ

ます。 

SP600のTrax校正を使用した場合、校正処理から作成される有効なチップの大きさは設計値と異

なります。 

http://support.hexagonmetrology.us/link/portal/16101/16131/Article/721/What-is-a-Lower-Level-Matrix
http://support.hexagonmetrology.us/link/portal/16101/16131/Article/721/What-is-a-Lower-Level-Matrix
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Wetzlar社製の機械でSP600以外のアナログ式プローブを使用してTrax校正を行った場合、チップ

の大きさの設計値が使用され、チップの大きさのばらつきは別々に扱われます。 

Trax以外の校正を行った場合、チップの大きさはその設計値が使用されます。 

PC-DMIS Settings Editorの詳細については、「PC-DMIS Settings 
Editor」のマニュアルを参照してください。 

 

ディスク スタイラスの構成についての注意および操作 
適格球でアナログプローブ上のディスクスタイラスのディスクリートヒット校正を実行する場

合は、[プローブの測定]ダイアログボックスを使用して以下を指定する必要があります： 

• ヒット数ボックスに5つのヒット  

• [レベル数]ボックスの2つのレベル 

これらはRenishawスキャンベースの校正をするプローブには当てはまりません。 

プローブを定義する際に、球スタイラスではなく、ディスクスタイラスのモデルを構築するこ

とを確認します。測定プローブ上で測定ボタンをクリックすると、PC-
DMISはディスクスタイラスを持ったアナログプローブが処理を実行すると自動的に認識します

。 

• 球を移動した場合、またはMan + 
DCCモードを選択した場合は、ディスクスタイラスの下部中心を使って校正球の最上部(
北極)で手動のヒットを1つ取るよう要求されます。追加のボールスタイラスがディスク

スタイラスの下部に付いているプローブ構成の場合、必ずボールスタイラスでヒットを

取ります。 

• 球を移動していない場合で、かつMan + 
DCCモードを使用しない場合、DCCモードで校正ツールの上でヒットが取られます。 

DCCモードでは次の手順により処理が完了します: 

• PC-
DMIS設定エディタのプローブ校正セクションにあるProbeQualAnalogDiskUsePlan
eOnBottomレジストリ エントリの値により、次の処理をいずれかが実行されます: 

• エントリ値がの場合、ディスクスタイラスの下部で円形状に、球の頂点で4つの

ヒットが取られ、平面が作成されます。平面の測定は校正用ヒットがディスクの

実際の平面を反映するよう正しい方向を向くのに役立ちます。これは個別のヒッ

トを使用した従来の校正方法のデフォルト設定です。 

• エントリ値が0の場合、PC-
DMISはディスク表面の下部に接した平面を測定しようとはしません。代わりに

、ディスクの設計方向が使用されます。これがRenishawスキャンベースの校正の

デフォルト設定です。 
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• ヒットが球のトップで取られた後、2つのレベルで6つのヒットが取られ、球の中心点に

もっとも近い位置が採用されます。 

• 平面の測定またはデザイン方向からベクトルに沿った中心点が使用され、次の測定の位

置を正確にします。 

• 個別のヒット校正については、次の5つのヒットを取ります（球の赤道上で環状に4つ、

五番目のヒットは球の頂点または極からとられます）。 

• スキャンベースの校正では、2つの異なるレベル（赤道のわずかに下の方と赤道のわず

かな上の方）で一連のスキャンを行います。どちらのレベルも時計回りおよび反時計回

りにスキャンが実行されます。どちらのレベルも両方向で異なる2つのスキャンの強制

オフセットを使用してスキャンされます。この結果、合計8つのスキャンが実行されま

す。 

PC-DMISは、ProbeCalセクションのPC-DMIS Settings 
Editorに二つの追加のレジストリエントリを提供します。校正する時にディスク針の底のヒット

の位置に影響を与えるためにこれらを使用することができます。これらのレジストリエントリ

は次のとおりです： 

• ProbeQualAnalogDiskBottomHitsDistanceFromEdge 

• ProbeQualAnalogDiskPlaneStartAngle 

これらのレジストリエントリの詳細については、PC-DMIS Settings 
Editorのドキュメントの「ProbeCal」セクションを参照してください。 

SP600を使った校正手順 

次にSP600プローブを下位レベルおよび上位レベルマトリクスで校正する手順を説明します。 

下記の処理から正確な値を得るためには、高性能な球状校正ツールを使用し、その校正ツール

を校正処理全体を通してきれいに保つ必要があります。 

下位レベルマトリクス校正の実行 
下位レベルマトリクスには校正デバイスの3Dまたは中心点が含まれます。次の場合に、SP600
の下位レベルマトリクスを再実行する必要があります。 

• プローブヘッドを取り外した場合 

• プローブヘッドを再度取り付けた場合 

• 新しいSP600プローブを取り付けた場合 

• SP600が破損した場合 

• 必要に応じて、定期的に実行 

前提条件 
以下の較正手順に従う前に、これらの前提条件を満たすのを確認してください:  
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• ユーザはオンラインモードでPC-DMISを実行しなければなりません。 

• 低級マトリクスを持っているCMMを使用してPC-DMISを実行しなければなりません。 

• Hexagon Manufacturing 
Intelligence/DEA社製のライツプロトコルコントローラを使用するなら、低級マトリクス

を使用するのは、構成していなければなりません。これが本当であるように、それはコ

ントローラ設定にPRBCONF=0を持たなければなりません。 

• より低いマトリックスを利用するアナログのプローブを持たなければなりません。これ

らのいくつかはSP600、SP80、LSP-X1、LSP-X3、LSP-X5等を含んでいます。 

• プロシージャの間にわずかに逸れる堅いスタイラスを使用するべきです。SP600のため

のこれの共通の例は8x100陶磁器のスタイラスです。 

校正手順 
1. [プローブ ユーティリティ]ダイアログ ボックスにアクセスします ([挿入 | ハードウェア 

| 定義 | プローブ])。 

2. アクティブなチップの一覧に必要なチップ角度があるか確認します。 

3. [アクティブなチップの一覧] 
より、参照点として使用する角度を選択します。多くの場合、この角度はZ-
方向の角度です。水平方向のアームがない限り、この角度チップは通常T1A0B0です。 

4. 測定ボタンをクリックして下さい。測定プローブダイアログ ボックスが表示されます。 

5. 操作の種類エリアより、SP600下位マトリクスオプションボタンを選択します。このオ

プションは、オンラインで作業し、かつプローブのユーティリティダイアログ 
ボックス内にSP600プローブが設定されているときのみ表示されます。 

6. 必要に応じて、プレヒット/撤回、移動速度及びタッチ速度ボックスの値を変更します

。 

7. 利用可能なツールの一覧リストより、適当なツールを選択します。 

8. 測定ボタンをクリックして下さい。注意喚起のメッセージが表示され、続行するとコン

トローラー自体の下位レベルマトリクスに関する機械固有のパラメータが変更されるこ

とが告げられます。はいを押して校正を続行します。 

9. PC-DMIS 
は校正ツールが移動したかを聞くもう一つのメッセージを表示します。はいまたはいい

えをクリックします。 

10. 次に、校正ツールに垂直なヒットを取るか尋ねるメッセージが出力されます。Z-
の位置から作業している場合は、ツールの最頂点でヒットを取ります。このヒットを取

った後、作業が開始され校正ツールの中心位置が決定されます。下記のヒットが取られ

ます: 

• 球の周りの3ヒット 
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• 球の周りでさらに25個のヒット 

11. ツールの中心位置が検出されたら、下位レベルマトリクスの校正が実際に開始されます

。校正球のX+、X-、Y+、Y-
、Z+極で自動的に20ヒットが取られ(一方向に10ヒット、別の方向に10ヒットを取って

格子状に)、合計100ヒットが取られます。この処理は通常、完了まで5分から10分かか

ります。 

12. 次に、9つ数字が表示され、これらの数字が正しいかを尋ねるメッセージが表示されま

す。これらは下位マトリクスの値です。プローブをZ-
方向に向けて校正を開始した場合、ZZ値(3行3列目の値)は14から16になるはずです。他

のすべての値が0.1またはこの以下でなければなりません。 

13. 数値が正しければ、OKをクリックします。機械に緊急停止のコマンドを送りコントロー

ラーの下位レベルマトリクスの値がこれらの値に新しく更新されます。さらに機械を再

始動させるかを尋ねるメッセージが表示されます。 

14. ジョグボックスより、機械をスタートボタンを押します。 

15. メッセージボックスからOKをクリックします。 

再び、プローブのユーティリティダイアログ 
ボックスが表示されます。アクティブなチップの一覧内で、参照チップが校正されていないこ

とを確認します。下位レベルの校正では、実際のチップ角度は校正されません。チップ角度は

、上位レベルのマトリクス校正処理を実行した場合に校正されます。 

 下位レベルのマトリクスの値が妥当でないと、スキャン 
ルーチンの際に問題が発生したり機械がスキャンを完了できないことがあります。さらに、不

正確な値が返されます。 

Upper Level Matrix校正の実行 
低級のマトリックスの 
校正を終了した後、通常の校正を実行することができます。この上級の校正は実際のプローブ

チップを校正します。さらに、現在のプローブ構成および向きに基づいて別のマトリクスを制

御部に送り、下部マトリクスに対して微調整を行います。 

より正確な結果を得るには、校正球の赤道上でプローブヒットを取り、ぐるりと一周して測定

する必要があります。球を取り巻く角度が良ければ、より正確な値が得られます。PC-DMIS 
Settings 
EditorのProbeCalセクションのこれらのレジストリエントリから、球の赤道の周りのスイープの

開始角度と終了角度を制御できます： 

FullSphereAngleCheck - その値を25.0に設定します。 

ProbeQualToolDiameterCutoff - その値を18.0に設定します。 

ProbeQualLargeToolStartAngle1 - その値を50.0に設定します。 
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ProbeQualLargeToolEndAngle1 - その値を310.0に設定します。 

ProbeQualSmallToolStartAngle1 - その値を70.0に設定します。 

ProbeQualSmallToolEndAngle1 - その値を290.0に設定します。 

レジストリエントリの変更の詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「レジストリエントリの変更」トピックを参照してください。 

校正手順 
上部レベルのマトリクス校正を実行する手順は、次のとおりです: 

1. プローブのユーティリティダイアログ ボックスを開きます(挿入 | ハードウェア | 定義 | 
プローブ)。 

2. 測定ボタンをクリックして下さい。 

3. [操作の種類]エリアで、[先端を校正]を選択します。 

4. 校正モードエリアで、ユーザ定義済を選択します。デフォルト方法は校正球の直径周り

および頂点で1つのヒットを取るのみなので、プローブの中心からは良い3D関係が生成

されません。デフォルト方法を使用して校正する場合は、下記の「SP600 
デフォルト(2D)校正モードに関する注記」トピックをお読みください。 

5. [レベル数]ボックスに「3」と入力します。ヒット数を超えない限り追加のレベルを入力

することができます。ただしレベルの最小値は3です。 

6. [開始角度]ボックスに「0」と入力します。 

7. 終了角度ボックスに90と入力します。 

8. [ヒット数]ボックスに「25」と入力します。少なくとも12のヒットが必要ですが、通常

は25のヒットが推奨されます。 

9. 開始の準備ができたら、測定ボタンをクリックします。 

10. PC-DMIS Settings 
Editor内でアナログ式プローブのヒットオプションをオンにした場合、自動的に校正球

の周りで5つのヒットが取られ、校正ツールの中心がより正確に定義されます。 

11. 次に、AB角度の位置を校正し、自動的に上位レベルのマトリクス数を制御部に送ります

。これらの数値は、下位レベルのマトリックス校正手順を正しく実行した場合は正しい

です。 

プローブのユーティリティダイアログ 
ボックスが表示されます。アクティブなチップが校正され、新しく校正されたSP600プローブを

使ってパーツをプログラムする準備ができました。 

SP600 デフォルト(2D)校正モードに関する注記 
校正モードエリアで、[デフォルト]を選択すると、PC-
DMISは[ヒット数]ボックスに5ヒットを挿入します。校正の処理を開始すると、プローブの位置

に垂直な軸の上でこれら5つのヒットが取られます。 
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これら3つの条件の下で校正を行う場合は注意してください。 

• 底面から出てくる校正用球の上にシャンクがあります（ベクトルは0、0、1）。 

• デフォルトの校正モードを使用します。 

• ユーザは球でA90の角度を持っています。 

上記の条件が満たされていると、PC-
DMISはプローブを較正球のシャンクにクラッシュさせます。これはプローブが球のZ-
位置でヒットを取ろうとするために起こります。 

これを修正するためには、シャンクを傾けるか、チップをA90角度で校正しないか、ユーザー

定義校正モードの使用を選択します。 

温度センサの使用 

PC-
DMISは、可変温度センサーあるいはCMMプローブヘッドに固定された温度センサーを使用して

、温度補償を適用する能力を支援します。温度補償の詳細については、「PC-DMIS 
Core」ドキュメントの「カスタマイズ設定」章の「温度の補償」を参照してください。 

PC- DMISは、連続的な接触と非連続的な接触温度センサをサポートしています。 

連続接触温度センサ 
これらのタイプのセンサは、パーツと連続接触しています。温度補償（TempComp）コマンド

は、温度を読み取ります。TempCompコマンドの詳細については、 PC- 
DMISコアドキュメントの「マルチアームモードの使用」章の「複数アーム校正を備える温度補

償を使用する」ヘルプトピックを参照してください。 

非連続接触温度センサ 
下記の非連続的な温度センサーが利用可能です： 

• 固定–この種のセンサーは、LSPX5.2、LSP-
S2あるいは同様の検出ヘッドの上で直接に固定します。 

• 可変 - 
このセンサは、温度センサが含まれている針アセンブリの一種であり、可変プローブア

センブリの一部です。ユーザは、ツールラックにセンサーを取り付けることができます

。また、定期測定のためにスタイラスアセンブリと同じ一般的な方法でそれを添付する

か、または切り離すことができます。LSP-X5.3およびLSP-
S8のようないくつかの検出ヘッドは、変わりやすい温度センサーを支援します。 

温度検出、自動的にパーツの温度を測定する機能は非連続接触温度センサーで温度を測定する

ように要求されます。温度を測定するために温度検出点を測定する必要があります。温度を測

定した後に、温度補償をアクティブにするには、TempCompコマンドを使用することができま

す。 
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温度プローブファイルの作成 
温度プローブファイルを作成するには： 

1. プローブのユーティリティダイアログ ボックスを開きます(挿入 | ハードウェア | 定義 | 
プローブ)。 

2. 温度プローブを構築する 

プローブヘッドに取り付けられた温度センサーの、プローブの説明エリアのメインプロ

ーブ本体の説明は「TEMPSENSOR 」で終わります。 

 LSPX5.2_GLOBAL_TEMPSENSOR 

下記の図は、 CMMのプローブ·ヘッドに取り付けられた温度センサの一例を示す図です。 

 

CMMプローブヘッドに取り付けられた温度センサー 
用プローブユーティリティダイアログボックスの例 



PC-DMIS 2018 R2 CMM Manual 

87 

可変温度センサのプローブの説明エリアのメインプローブ本体の説明はCHANGEABLE_TE
MPSENSORで終わります。 

 LSPX5.3_GLOBAL_CHANGEABLE_TEMPSENSOR 

下記の図は、可変の温度センサを有するプローブ·ファイルの例を示しています。 

 

可変温度センサー用プローブユーティリティのダイアログボックスの例 

プローブのユーティリティダイアログボックスのさまざまなオプションの詳細については、PC-
DMIS 
Coreドキュメントの「ハードウェアの定義」章の「プローブのユーティリティダイアログボッ

クスについて」を参照してください。 
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温度プローブコンポーネントの編集 
ユーザが温度プローブを校正する必要はありません。しかし、可変の温度センサが使用されて

いる場合、温度プローブの理論的ベクトルが正しいことを確認する必要があります。 

 
ナックルコンポーネントが使用されている場合、その接続の回転角を変化させることによって

理論的ベクトルを調整することができます。 

温度プローブコンポーネントを編集するには： 

1. メインメニューから、[挿入| ハードウェアの定義| 
プローブをクリックしてプローブのユーティリティダイアログボックスにアクセスしま

す。このダイアログボックスの詳細については、PC-DMIS 
コアドキュメントの「ハードウェアの定義」章の「[[プローブのユーティリティ]ダイア

ログ ボックスの説明」を参照してください。 

2. [プローブのユーティリティ]ダイアログボックスの[プローブの説明]エリアで、部品を

ダブルクリックして[プローブ部品の編集]ダイアログボックスを表示します。 

3. [接続に関するデフォルトの回転角度]ボックスに、希望の角度（+ 180°〜-
180°の任意の角度）を入力し、[OK]をクリックします。 

下の画像は、ナックル部品の例です： 

 

プローブ構成要素の編集ダイアログ ボックスの例 

温度プロービング点の測定 
温度プローブは、通常のプローブの動作方法と同様の働きをします。センサーがそのパーツに

接触する場合、その測定は開始します。 

温度プロービングポイントは次のようになります： 

• 測定された点 

• ベクトル点 

ユーザは温度プローブセンサのベクトルに沿って温度プローブ点を測定しなければなりません

。したがって、プローブ先端として温度センサーが選択されると、点を測定する場合、PC-
DMISはアクティブな温度プローブのベクトルに沿ったCMMを駆動し、測定された点かベクトル
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点の理論的なベクトルを無視します。この措置により測定値が正しく、温度センサーはパーツ

に確実に接触することを保障できます。 

温度の測定方法 
PC- 
DMISは、温度を測定する以下のメソッドをサポートしていますが、このサポートは、使用され

ている特定のCMMの能力に依存します。いくつかのCMMはたった1つの方法を支援します。B4 
Leitz・コントローラーを備えているCMMは両方の方法を支援する配置の例です。 

温度は、そのパーツ(接触時間)との接触のある間隔の後に測定されます: 

この方法では、センサは、定義された時間のコンポーネントと接触して保持されま

す。温度は、パーツの温度を決定するために連続的に測定されます。このモードを

サポートする三次元測定機のほとんどは、一般に、遅延時間と呼ばれる既定の接触

時間を有します。 

CMMのデフォルトのタイム以外の接触時間で温度を測定するには、測定が実行さ

れる時点の前にPC- 
DMIS測定ルーチンのどこかで適切な「割り当て」を挿入することにより、所望の

接触時間を指定する必要があります。割り当ての変数の名前は、次のとおりです。 

TEMPSENSOR_CONTACT_TIME_SECONDS 

割り当ての例は次のとおりです: 

ASSIGN/TEMPSENSOR_CONTACT_TIME_SECONDS=30 

接触時間の選択は、温度センサーの感度に依存します。時間が短すぎる場合、その

パーツの温度は不正確に読まれる恐れがあります。 

測定ルーチンで「割当」ステートメントを有する必要はありません。これは、単に

CMMのデフォルトを使用したくない場合にのみ必要です。 

外挿法により測定された温度： 

この方法では、センサーは短時間でコンポーネントに接触して維持されます。また

、コンポーネントの温度は少数の測定値から推定されます。0の接触時間を指定す

る「割り当て」ステートメントが使用されれば、CMMがそれを支援する場合、PC-
DMISは外挿法を使用することを試みます。この場合、コントローラーは、温度を

測定する時間をコントロールします。 

0の接触時間の割り当ては次のとおりです: 

ASSIGN/TEMPSENSOR_CONTACT_TIME_SECONDS=0 

外挿を有効にするには、0の接触時間を指定します。0を超える接触時間を指定する

ことは外挿法を不能にし、指定された時間間隔を使用します。 
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大きなパーツの温度を測定する 
ユーザは複数の場所で、大きなパーツの温度を測定することができます。この場合には、温度

補償は、それらの温度測定値の平均値に基づいています。これを行うには、複数の温度点を測

定する必要があります。PC- DMISは、平均気温が記録されます。 

温度を複数回測定する 
あなたが温度を複数回測定する場合、PC-
DMISは毎回に温度を記録し、温度補償に平均気温を使用します。TempCompコマンドが実行さ

れると、測定値の合計が、その後の温度の読み取りの新しい平均値を開始するためにリセット

されます。また、平均温度が記録されます。プローブが変更されたときに測定値の合計もリセ

ットされます。 

温度を再び測定したい場合は、それを再び測定する前に、記録された温度を「リセット」する

ようにTempCompコマンドを実行する必要があります。 

ツールラックを備えた温度プローブの使用 
プローブヘッド上でマウントされた温度センサーは、工具棚中のガレージ/スロットにプローブ

が割り当てられることを要求しません。 

可変温度センサはプローブの自動的にロードされたり、アンロードされたりすることができる

ようにツールラックのガレージ/スロットに割り当てられている必要があります。 

PC-DMIS CMM 
文書の「分散およびスキャン測定結果に対して個別の偏差を使用」 

 また、新しくより簡単になった [スキャン半径偏差の校正] 
方法が「操作の種類エリア」トピックで説明されています。 

接触式のアナログ走査プローブを校正する場合、測定チップの大きさは、公称先端サイズと異

なる場合があります。これは、機械の種類及び選択された較正方法の種類に依存します。一部

の機種では、この偏差が計算され、半径方向偏差として公称サイズとは別にマシンコントロー

ラに送信されることがあります。これらのマシンでは、特に離散的なヒットかスキャンが使用

されたかどうかに関して、この偏差は較正データがどう集められたかに敏感である場合があり

ます。これは時々、校正後の測定結果のサイズの不一致に起こすおそれがあります。これは、

特定の要素を個別のヒットまたはスキャンを使用して測定されているかどうかに依存します。 

この食い違いを扱うなら、これらのいくつかのマシンコントローラ(現在のライツインタフェー

スを使用するもの)が、離散的ヒット測定に別々の偏差を使用して(PRBRDV)、スキャン測定(SCN
RDV)をサポートするために充実しました。これをサポートするなら、定期的な較正が終了した

後に、SCNRDVをアップデートするのにPC-DMISの以下の手順を用いることができます。 
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手順概要: 
これをするには、既知サイズの較正人工物をスキャンしてください。通常、較正球の赤道かリ

ングゲージの内部の周りの1つ以上の円をスキャンします。スキャンから円の特徴を構成して、

次に、チップに較正データをアップデートする「アクティブなチップを較正する」というコマ

ンドを使用してください。 

校正手順 
1. 伝統的なチップ較正をしてください。これは、チップオフセットや振れ係数などの普通

のパラメタについて計算して、1つの結果として起こる逸偏差にPRBRDVとSCANRDVの両

方の用意をします。ユーザは別々の、既に準備された較正測定ルーチンを使用するか、

ステップ2で使用される、同じ測定ルーチンの前の部分、または即座にプローブユーテ

ィリティーダイアログボックスにアクセスして、測定ボタンを使用することによって、

このチップ較正ができます。「プローブチップの較正」を参照してください。 

2. 以下で測定ルーチンを作成します。 

• 既知のサイズのキャリブレーションアーチファクトを測定する1回以上のスキャ

ン。これらは、較正球の赤道かリングゲージの内部を測定する通常基本的な円の

スキャンです。人工物は、PC-
DMISの中で較正ツールと定義された何かである必要はありません。詳細は、「

円の基本スキャンの実行」を参照してください。 

• ベストフィットは(BF 
Recomp)望ましいスキャンを参照する構築された円の特徴を再補償しました。詳

細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「既存の要素からの新要素の構築」章の「円要素の構築」を

参照してください。他の構築された円のタイプか非円の要素はSCNRDVの計算の

ために現在支援されていません。 

 
構築された要素の理論的サイズは校正アーチファクトのサイズに正確に一致してい

なければなりません。また、ユーザーは構築された円の入力パラメータで測定され

たアーチファクトの理論的直径を指定する必要があります。構築された円の理論的

サイズと測定されたサイズ間の相違はSCNRDVの値を確立するための基礎になりま

す。 

• 「アクティブなチップを較正」という構築された円に参照をつけるコマンド。詳

細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「ハードウェアの定義」章の「シングル先端の自動較正」を

参照してください。いつに入力特徴としてこのタイプの円と共にこのコマンドを

使用する場合、シングルチップの校正コマンドは較正球の参照を必要としません

。 
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3. 前のステップで説明した測定ルーチンを実行します。これは、チップのオフセットおよ

び PRBRDV 
を変更せずに、構築された円の理論的なサイズと測定されたサイズの差分に基づいて 
SCNRDV をアップデートします。 

 
これらは測定機でスキャンがどのように実行されるかに影響するため、再補正によ

る最適化円およびステップ2に記載した「単一ルビーの校正」コマンドが校正用に

スキャンが実行される時点で測定プログラムに存在しなければなりません。 

サンプル校正測定ルーチンの一部 
SCN_FORCAL =BASICSCAN/CIRCLE,NUMBER OF HITS=54,SHOW 
HITS=NO,SHOWALLPARAMS=NO 

ENDSCAN 

CIR_PRECAL=FEAT/CIRCLE,CARTESIAN,IN,LEAST_SQR,YES 

THEO/<0,0,5>,<1,0,0>,50 

ACTL/<-0.0007,-0.0007,-0.0001>,<0,0,1>,49.9967 

CONSTR/CIRCLE,BFRE,SCN_FORCAL,, 

OUTLIER_REMOVAL/OFF,3 

FILTER/OFF,UPR=0 

CALIBRATE ACTIVE TIP WITH FEAT_ID=CIR_PRECAL 

上記のサンプルでは、50mmのリングゲージにおけるただ一つの円のスキャンが実行されて、

構築された円のフィーチャーはそれから作成されて、それから、アクティブなチップを較正す

るコマンドがSCNRDV値をアップデートするのに使用されます。実行される特定測定は適切であ

るなら、組み立てられた円には、入力されるように1つ以上のスキャンがあるかもしれません。 

 
一部のケースでは、時計回りスキャンと反時計回りスキャンの両方を組み合わせて、優れた平

均値が得られる場合があります。 

SCNRDVの手動編集 
[プローブユーティリティ] ダイアログにおける希望のチップを選択して、[編集] 
ボタンをクリックすることによって、SCNRDVを見るか、または手動で編集できます。PRBRDV
とSCNRDV値の両方を含んでいるPrbRdvボックスがコンマによってこのように切り離され、プロ

ーブデータ編集ダイアログボックスは現れます: 
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Renishaw SP25 スキャンプローブ 
上の手順は主として初めは離散的なヒットを使用することで較正される伝統的なアナログの走

査プローブに向かって適応します。プローブに個別のヒットで較正されているために、離散的

なヒットとその後の測定結果は、一般的に良いです。しかし、更なる調整は、時々、スキャン

ベースの測定に適しているSCNRDVを取得するために必要とされます。 

Renishaw 
SP25走査プローブにおいて、初期(完全な)の較正が一連のスキャンを使用することで実行され

るので、状況はいくらか逆にされます。この較正の結果は、時々スキャン測定が良いのですが

、次に、離散的なヒットを使用して測定するとき、サイズ食い違いが存在するかもしれません

。 

この問題に対処するために、変更がSP25のために"部分"キャリブレーション·プロシージャに行

われました。それは部分的な校正は不連続のヒットを使用して、校正基づくフルにスキャンに

よって生成される偏向係数を変更することなく先端のオフセットとサイズを更新します。この

変更により、サイズの結果を更新するとき、部分較正手順はPRBRDVを更新しますが、SCNRDV
値は変更しません。 

もしフルの較正測定が部分的な較正測定が続いて、行なわれるなら、結果として生じている 
PRBRDV 
は不連続のヒットベースの部分的な較正測定からです。SCNRDVはまだ完全のスキャンに基づい

た較正測定からです。 

SP25の最初の走査ベースの校正測定がそれを必要とされる可能性が低くするかもしれませんが

、もし必要であるなら、この新しい 
SCNRDV手順は、ただ他のいずれでもアナログ走査プローブのように、SP25と共に使われること

ができます。 
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様々なプローブのオプションの使用 

このトピックでは、プローブがロードされ、アクティブな先端が校正されていることを前提と

します。 

オンラインでプローブの使用 
タッチ トリガ プローブを使用し、オンラインモードで点を測定する方法: 

1. 点のヒットを取る面までプローブを下げます。 

2. プローブを面にタッチさせて測定のトリガを与えます。 

3. ENDキーを押して、測定処理を完了します。 

PC-
DMISは、要素の種類を判別するように設計されています。プローブの補正距離は、プローブの

半径で決定されます。補正される方向は、機械の方向によって決定されます。 

 
円を測定する場合、プローブは円の内側から外に向かって移動します。突起を測定する場合、

プローブは円の外側から開始してパートの内側に向かって移動します。 

 

 
点を測定する場合、アプローチの方向が面に垂直(直角)にする必要があります。他の種類の要

素を測定する場合、これは必須ではありませんが、要素の種類を判別する精度を上げることが

できます。 

固定プローブを使用する点を測定する場合、測定される要素の種類およびプローブの補正方向

を指定する必要があります。詳細については、PC-DMIS 
Portableマニュアルの「ハードプローブの使用」を参照してください。 

オフラインでのプローブの使用法 
PC-
DMISをオフラインモードで使用する場合、全てのプローブオプションにアクセス可能です。た

だし、実際の測定はできません。プローブデータを入力するか、または、デフォルト設定を使

用することができます。 
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校正ツールを実際に測定してプローブを校正することはできません。プローブの公称値を入力

する必要があります。 

オフラインモードでヒットを取る方法: 

1. PC-DMIS 
がプログラムモードであることを確認します。これをしるには、グラフィックモードツ

ールバーにあるプログラムモードボタン（

）を選択することができます。(詳しくは、PC-
DMISコアドキュメントの「ツールバーの使用」章にある「グラフィックモードツールバ

ー」を参照してください。) 

2. 画面上のポインタをヒットを取りたい位置に移動します。 

3. マウスの右ボタンをクリックして、ヒットをとるパートの領域にプローブの先端を移動

します。プローブが画面上に描画され、プローブの深さが設定されます。 

4. マウスの左ボタンをクリックして、パート上にヒットを登録します。[ワイヤーフレー

ム 
モード]を選択した場合、最も近いワイヤー上でヒットが取られます。[面のモード]を選

択した場合、選された面でヒットが取られます。 

5. ENDキーを押して、測定処理を完了します。 

プローブ ツールボックスの使用 
プローブツールボックスの使用: はじめに 

PC-DMIS 
CMMでは、このプローブツールボックスを使用してコンタクトプローブに特化したプローブ関

連の様々な操作を簡単に実行できます。ユーザがプローブ・ツールボックスを単独で使用すれ

ば、それはわずか2つのタブしか含んでいません。ユーザが自動要素ダイアログ・ボックス内に

埋め込まれたツールボックスを見る場合、追加のタブが現われます: 

プローブ ツールボックスの使用ダイアログ ボックス 
1. ビュー | 他のウインドウ | プローブツールボックス 

を選択します。プローブツールボックスダイアログボックスが表示されます： 
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接触プローブ用のプローブ ツールボックス 

2. 表示される2つのタブのプロパティを実行します。 

• 位置のプローブタブ-
このタブはある形成されたプローブまたはプローブ先端の間で転換し、現在のプ

ローブの位置を見て、プローブ計測値ウインドウにアクセスし、衝突緩衝から精

査衝突を取除くことを可能にします。 

• ヒットターゲットタブ - 
これはユーザに要素を測定するために使われるヒットとそれぞれのヒットの XYZ 
値を見ることを可能にします。 

自動要素ダイアログボックス内に埋め込まれたプローブツールボックスを

使用すること 
1. [要素の自動作成]ダイアログボックスを開きます。ヘルプについては、「自動要素の挿

入」を参照してください。 

2. 使用したい測定方策の自動要素を選択します。 

3. [>>] 
ボタンをクリックします。測定プロパティエリア、詳細測定オプションエリア、および

（ダイアログボックスの下部に追加のタブを付いている）プローブツールボックスは表

示されます。 
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サンプル自動要素のダイアログ ボックス 
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注：このドキュメントセットでは、測定プロパティエリアと詳細測定オプションエリア

のオプションについては記載していません。これらのオプションの多くはPC-
DMISの別機能と共通しているため、この情報はPC-DMIS 
Core文書に記載されています。これらのエリアのオプションに関して詳しくは、PC- 
DMISコアドキュメントの「自動要素の作成」の章を参照してください。 

プローブ・ツールボックスがダイアログ・ボックスの下部に現われて、デフォルトPC-
DMIS測定方策のためにこのタブを表示します。自動要素ダイアログボックスの中の標準

の接触プローブタイプのプローブ関連のタブと操作は補助のタブを含んでいます。例を

下記に示します。 

 

自動フィーチャーダイアログボックス内に埋め込まれたプローブツールボックス  

4. タブのプロパティを完了します。 

• 位置プローブタブ-
このタブはある形成されたプローブまたはプローブ先端の間で転換し、現在のプ

ローブの位置を見て、プローブ計測値ウインドウにアクセスし、ヒットバッファ

から計測ヒットを取除くことを可能にします。 

• 測定方策タブ-
このタブを使用して特定タイプの自動要素に対する異なった内部方策を読み込み

、要素が実行される方法を変更します。 

• ヒットターゲットタブ - 
これはユーザに要素を測定するために使われるヒットとそれぞれのヒットの XYZ 
値を見ることを可能にします。 

• 要素ロケータタブ - 
要素の位置指令を定義して表示するには、このタブを使用します。 
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• 接触パス特性タブ - 
これはレベルごとにヒットのように、ヒット数、深さなどのプローブのパスに影

響を与えるプロパティを変更することができます。 

• 接触サンプルヒットのプロパティタブ - 
サンプルヒットのプロパティを変更するには、このタブを使用します。 

• 接触自動移動のプロパティタブ - 
自動移動（または回避移動）のプロパティを変更するには、このタブを使用しま

す。 

• 接触穴検索のプロパティタブ - 
穴を探すプロパティを変更するには、このタブを使用します。 

プローブ位置の利用 

 

プローブの位置 

位置プローブタブ(表示 | その他のウィンドウ | 
プローブツールボックス)では、既存の設定済みプローブとプローブチップ間での切り換え、現

在のプローブ位置の表示、プローブ計測値ウインドウへのアクセスおよびヒットバッファから

のプロービングヒットの削除を行うことができます。 

 

現時点でのプローブ変更 

プローブツールボックス(表示 | その他のウィンドウ | 
プローブツールボックス)を使用して、測定ルーチンの現在のプローブを変更するには: 

1. プローブの位置タブにアクセスします。 

2. プローブ 一覧を選択して下さい。 
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プローブ一覧 

3. 新規のプローブを選択して下さい。 

PC-DMISは選択されたプローブ用のLOADPROBEコマンドを測定ルーチンに挿入します。 

現時点でのプローブ先端チップ変更 

プローブツールボックス(表示 | その他のウィンドウ | 
プローブツールボックス)を使用して、測定ルーチンの現在のプローブを変更するには、以下を

実行します： 

1. プローブの位置タブにアクセスします。 

2. プローブ先端チップ 一覧を選んで下さい。 

 

プローブ先端一覧 

3. 新規のプローブを選択して下さい。 

PC-DMISは選択されたプローブ用のLOADPROBEコマンドを測定ルーチンに挿入します。 

ヒットバッファにおける最新のヒットを見る 

直前のヒットを見る 
PC-
DMISは、プローブツールボックスの[プローブ位置]タブのヒットバッファか、またはプローブ

の現時点の位置に格納されている最新のヒットを表示します。PC-DMIS 
CMMでは、これらの値は読み出し専用です。 
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一番最近の取込み点情報 

キーボードの[END]またはジョグボックスの[DONE]を押して、プローブしている現在の要素を確

定します。 

アニメのプローブを指定された位置に動かします。 
また、ユーザは、グラフィックス表示ウインドウの中にヒットの位置がどこにあるかを案内し

ていて、プローブをその位置に動かすためにXYZとIJK値を変えることができます。単に、ボッ

クスの中に目標値をタイプするか、または小さい上下の矢をクリックして、軸に沿って値を増

加してください。PC-DMISはスクリーンでアニメの探測装置をその位置に動かします。 

 

ヒットの実行と削除 

現在のプローブ位置でヒットを取るには、ヒットの取得アイコンをクリックします。 

 

[ヒットの取得]アイコン 

ヒットがヒットバッファに追加されます。このアイコンはハード 
プローブを定義した場合のみ利用可能です。 

プローブ ツールボックスを用いて、ヒット 
バッファからヒットを削除するにはヒットを除去アイコンをクリックして下さい。 

 

[ヒットの削除]アイコン 

プローブ読み取りウィンドウが開いている場合、このウィンドウのヒット部分から、そのヒッ

トが削除されたことがお分かりになると思います。 

 

プローブ読み取りウィンドウへのアクセス 

プローブツールボックスよりプローブ計測値ウィンドウへアクセスするには、プローブ計測値

アイコンをクリックします。 
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プローブ計測値アイコン 

プローブ測定値ウィンドウの詳細については、PC-DMIS 
Coreのドキュメントの「他のウィンドウズエディタ、およびツールの使用」章の「プローブ読

み出しウィンドウの使用」トピックを参照してください。 

 

プローブを、読み取りモード、及び、ヒット モードに配置 

一部のインターフェースでは、読み取りモード、及び、ヒット 
モードは、相互に排除的に機能するので、これらの2種のモード間で、トグルすることが必要と

なります。これは、これらのインターフェースのオペレーションが、受け取り状態（ヒット 
モード - ヒットのシグナルを待つ）か、または、送付状態（読み取りモード - 
プローブの所在位置のデータをプローブ計測値ウィンドウに送る）のいずれかで行われるため

です。LK-RS232 インターフェースは、このようなタイプのインターフェースに例です。 

LKインターフェースを使用している場合は、プローブモードツールバーから読み取りモードア

イコンを使用して、プローブを読み取りモードにすることができます： 

 

読み取りモード 

LKインターフェースを使用している場合は、プローブモードツールバーからヒットモードアイ

コンを使用して、プローブをヒットモードにすることができます： 

 

取込み点モード 

ヒット目標を見る 

 

プローブ ツールボックス - ヒットのターゲット タブ 
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ヒットバッファ内のすべてのヒットを表示するには、プローブツールボックスのヒットターゲ

ットタブを選択します。PC-
DMISはバッファ内の各取込み点のXYZおよびIJKデータを表示します。ユーザーが新しい取込み

点を取得するか、古い取込み点を取込み点バッファから削除すると、この読み出し専用リスト

は取込み点バッファを動的に変更します。 

特徴ロケータ指示を提供して、使用する 

 

プローブツールボックス - 要素ロケータータブ 

プローブツールボックスの要素位置検索タブを用いて、その時点での自動要素測定の手順をオ

ペレーターに指示することができます。これは、測定ルーチンが自動要素測定においてオペレ

ーターとの対話を必要とする場合（例えば、オペレーターが手動モードで作業中の場合）に役

立ちます。 

これらの指示を提供するために、ユーザはテキスト記述を入力したり、要素のスクリーンショ

ットを取ったり、または事前に存在するビットマップ画像を使用したり、準備された音声ファ

イルを使用することもできます。オペレータが測定ルーチン実行中（但し、要素の実行前）に

プローブツールボックスを表示すると、その指示が表示されます。 

要素ロケータ指示を使用するには: 

1. プローブツールボックスの要素ロケータタブ（ ）をクリックします。 

2. 音声の指示を加えてください。 

• 要素ロケータ WAV ファイルトグルアイコン の横の要素ロケータ 
WAVの選択アイコン
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をクリックして、この自動要素と関連付ける.wavファイルにブラウズします

。 

• 要素ロケータ WAVトグルアイコン

をクリックして、測定ルーチン実行中の音声ファイル再生を可能にします。 

3. ビットマップイメージを追加します。ユーザが既存のビットマップイメージを選択する

か、または現在のグラフィックス表示ウインドウのスクリーンキャプチャを使用できま

す。 

• 先在のビットマップ・ファイルを選択するために、フィーチャー 

ロケータBMPフィルアイコン の横でフィーチャーロケータBMP 
の選択アイコン

をクリックします。この自動要素と関連付ける.bmpファイルにブラウズしま

す。それを選択すると、選択された画像のサムネイルが要素ロケータタブに表

示されます。 

• グラフィックの表示ウインドウのスクリーンキャプチャを使用するために、要

素ロケータキャプチャBMPの捕獲アイコン

をクリックしてください。捕らわれているイメージのサムネイルは要素ロケ

ータタブに現れます。このファイルはインデックスを付けられて、そしてPC-
DMIS 
インストールディレクトリで保存されます。例えば、bolthole.prgという名前の測

定ルーチンは、bolthole0.bmp、bolthole1.bmp、bolthole2.bmpなどの名前付けら

れたビットマップを生成します。 

• 要素ロケータ BMPファイルトグルアイコン

をクリックして、測定ルーチン実行中におけるビットマップイメージの表示

を可能にします。 

4. テキストの指示を追加します。特徴のロケータのテキスト・ボックスでは、表示したい

と思う原文の指示をタイプして下さい。 

5. 作成かOKをクリックして、自動要素ダイアログボックスの中で行われた変更を保存して

ください。 

特徴ロケータ指示を使用するには 
1. 実行中にプローブツールボックスを表示します。実行中にプローブツールボックスが表

示されない場合、指示は表示されません。プローブツールボックスを表示するには以下

を実行してください。 

• 測定ルーチンの実行を開始します。 

• いったん実行ダイアログボックスが現れると、停止ボタンをクリックます： 
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• ツールボックスを表示するために、 ビュー | プローブツールボックス 
を選択してください。 

• 継続ボタンをクリックして、実行を続けてください。 

2. 指示を参照てください。PC-
DMISが要素を実行し始めると、指示はプローブツールボックスの要素ロケータタブの中

に自動的に現れます: 

 

特徴のロケータタブは実行中に指示を提供します。 

• オーディオが可能にされたなら、必要に応じて何回も要素ロケータ WAV 

ファイルアイコン をクリックして、指示を聞いてください。 

• さらに、グラフィックの表示ウインドウにプローブのツールボックスをドラッグ

して、望まれるようにサイズを定めることができます。 

3. 関連づけられた特徴が測られた途端に、ＰＣ - DMIS 
はフィーチャーロケータタブをプローブツールボックスからの指示で取り去ります。 
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接触プローブ用経路プロパティの利用 

 

プローブツールボックス—接触パスの属性タブ 

[接触パスのプロパティ]タブでは、自動要素ダイアログボックスが開かれ([挿入 | 要素 | 
自動])、接触プローブが有効の場合に表示されます。このタブでは、接触プローブを使用する

自動要素のための様々なヒットプロパティを変更するために使用する項目が含まれています。 

 
これらのプロパティがどのように測定に影響するかを視覚化するのに有効な方法は、取込み点

ターゲットトグルの表示アイコン を使って経路と取込み点を表示することです。 

自動要素ダイアログ 
ボックス内で選択した要素のタイプに基づき、このタブは以下の項目の一つまたは複数を含む

よう変わることがあります。 

取込点 
この項目は線、円、楕円および円スロットの自動要素をサポートします。これは要素を測定す

るために使用されるヒット数を定義します。指定されるヒット数は指示される開始角度と終了

角度の間で等間隔に配分されます。 

• 円または楕円要素 - 
開始角度および終了角度が同じ場合、または360度単位で違う場合は、複数の開始角度

および終了角度で1個のヒットのみが取られます。 
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ヒットの位置 

(A) - 開始角度  

(B) - ３つヒット  

(C) - ４つのヒット  

(D) - ５つのヒット 

• 丸溝要素 - 入力されたヒット数が奇数の場合、PC-
DMISはその数値に自動的にもう一つの値を追加します。これによって、溝の測定におい

て偶数のヒットが行われます。ヒットの半分は、丸型溝の端にあるそれぞれの半円部分

に行われます。最低でも6つのヒットが必要です。 

• 線要素 - 
どのような値でも、ヒット数として入力できます。線の種類および入力された値によっ

て、次の処理が行われます: 

• 有界線を作成する場合、線の長さが計算され、ヒットが線に沿って等間隔に並び

、最初と最後のヒットそれぞれ開始点、終了点になります。 

• 非有界線を作成する場合、入力された長さが使用され、入力されたヒット数が線

の方向ベクトルに沿って等間隔に並びます。 

 直線の長さ値を入力しない場合（または値がゼロの場合）、PC-
DMISはその時点でのプローブルビーの直径をポイント間の距離として使用します。 

深さ 
このアイテムはエッジ点、線、円、楕円、円形スロット、四角形スロット、切り欠き、及び多

角形などの自動要素を支援しています。これは、PC-
DMISが要素自体に行うヒットの場所、及びその周辺のサンプル ヒットを定義します。 

自動要素 内容 

エッジ ポイント、切り欠き溝 1、2、または、3箇所のサンプル 
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ヒットが必要とされる場合、深さの値は、測

定された表面値から適用されます。 

 

エッジ ポイント用の深さ 

A - 目標ヒット 
B - ヒット例 
C - 深さ 

円、楕円、丸型溝、角型溝、及び、多角形 

この要素に関しては、深度は一般的に正のオ

フセット距離として、IJK中心線ベクトルに沿

って適用されます。ベクトルは各要素の中点

で発生します。負の深度は許されるとはいえ

、この要素の接触に基づく計測に勧められま

せん。例えば、以下の２つの例を考えてみま

しょう: 

• 例1:名目の中央点は外部要素のベース

にあるなら、深度は底から要素までの

距離になります。 

• 例２:名目の中央点は外部要素のトップ

にあるなら、深度はトップから要素ま

での距離になります。 

例１では、負の値によって、プローブは要素

周囲の表面の方に動いて衝突の恐れがありま

す。 

例２では、負の値によって、プローブは要素

に相応しく接触します。一方、正の深度によ

って、プローブは接触する物体のない方に向

かいます。 

注意項目: 
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中央線ベクトル(IJK):要素のベクトルは要素が

配置されている表面の逆方面に向かうべきで

す(2D 

要素)。サンプルヒットが関わっている場合(2

D あるいは 

3D要素向けの)、そのベクトルはそのサンプル

ヒット向けの接近ベクトルを表すべきです。 

高さまたは長さ:要素は負の高さまたは長さを

持つ場合、ベクトルの方向が変換されます。 

正の深度はベクトルの方向に従って適用され

る(IJK’)がその方向は、以下の３つの条件に基

づいて変換されます： 

外部要素: 

要素の高さ/長さ>= 0の場合はIJK’ = IJK、 

要素の高さ/長さ>= 0の場合はIJK’ = IJK、 

内部要素: 

内部要素用のIJK’は外部要素の逆の方向

に向いています。 

直線 

この距離は線ベクトルおよびエッジベクトル

に垂直なベクトルの方向が正の値となります

。 

直線の深さは、その時点での座標システムに

関連した、ヒットの方向によって決まります

。例えば、一般的な方向性（X/右、Y/後方、

及び、Z/上方）を持ち、モデルの左側から右

側へ1、2番目のヒットを行う場合、深さとし

て正の値を使用する必要があります。しかし

、モデルの右側から左側へ1、2番目のヒット

を行う場合、深さとして負の値を使用する必

要があります。 
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開始の深さ 
このアイテムは円筒および円錐の自動要素を支援します。 

• 複数のレベルを持つ要素については、ここで最初のレベルのヒットが取られる開始深さ

を定義します。 

• 開始深さとは、要素の頂点からのオフセットです。 

• その他の全レベルでは、要素の開始の深さと終了の深さの間で、ヒットが等間隔に配分

されます。 

終了の深さ 
このアイテムは円筒および円錐の自動要素を支援します。 

• 複数のレベルを持つ要素について、これは、最後のレベルのヒットの終了の深さを定義

します。 

• これは、要素の底部からのオフセットとなります。 

• その他の全レベルでは、要素の開始の深さと終了の深さの間で、ヒットが等間隔に配分

されます。 

終了ｵﾌｾｯﾄ 
このアイテムは円筒および円錐の自動要素を支援します。 

• 要素の長さと組み合わせて最後の行の位置を定義します。 

• 要素の長さが定義されない場合、[終了オフセット]の値は最後の行を参照します。 

取込点 
この項目は球の自動要素をサポートします。 

• それは、すべての使用可能な行の中の要素を測定するのに使用される総ヒット数を定義

することを除いて、ヒットについて記述されるものと同一です。 

• 球の測定には最低4つのヒットが必要です。 

ﾚﾍﾞﾙあたりの取込点数 
このアイテムは円筒および円錐の自動要素を支援します。 

• これは要素を測定するために使用されるレベルごとのこれは要素を測定するために使用

されるヒット数を定義します。 

• 数値4は、1レベルにつき4箇所のヒットを行うことを意味します。 

 
円筒または円錐を測定するには、少なくとも6つの取込み点と2レベル（各レベルで3つの取込み

点）が必要です。 
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行ごとのヒットまたはリングごとのヒット 
このアイテムは平面の自動要素をサポートします。 

• 平面要素の行またはリングごとに取得されるヒットの数を定義します。 

• 正方形パターンでは行が使用されます。 

• 放射パターンではリングが使用されます。 

• 詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「自動要素の作成」章の「パターン一覧」を参照してください。 

• 平面の測定には最低3つのヒットを必要とします。 

側面あたりの取り込み 
こちらは多角形の自動要素をサポートしています。これは、多角形要素の側面ごとに行われる

ヒット数を定義します。 

ﾚﾍﾞﾙ 
このアイテムは円筒、円錐および球体の自動要素を支援します。これは要素を測定するために

使用されるレベル数を定義します。1以上のいずれの整数でも、使用可能です。最初のレベルの

ヒットは、開始の深さに配置されます。最後のレベルのヒットは、終了の深さに配置されます

。 

• 円筒、または、円錐については、そのレベルは、フィーチャーの開始の深さと終了の深

さの間で等間隔に配分されます。 

• 球については、そのレベルは自動要素ダイアログ ボックスの開始角度 2と終了角度 
2の間で等間隔に配分されます。 

• 平面については、レベル数とヒット数が、自動平面作成に使用される、合計ヒット数を

決定します。 

ﾋﾟｯﾁ 
このアイテムはお円よび円筒の自動要素を支援します。ネジ穴とスタッドについて、間隔値（

「インチごと山数」としても知られる）が、要素の軸線に沿った、隣接のねじ間の距離を定義

します。これを用いると、ねじ筋付きの穴、及び鋲の、より正確な測定を行うことができます

。その値がゼロ以外である場合、PC-
DMISは、フィーチャーのヒットを、自動フィーチャーダイアログ 
ボックス内の開始角度値と終了角度値を用いて、フィーチャーの周りにヒットを配分し、その

理論的軸線に沿って、互い違いに配置します。 

 各種ねじ山サイズにおけるピッチ値について詳しくは、適切な規格書 
(ASME規格など) を参照してください。 
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• 円要素 - 標準(時計回り)のスレッドパターンに従うためには、開始角度と終了角度 
(つまり、720～0) 
を反転することが必要で、測定が上りピッチから下りピッチへ(上/下)反転するためには

、ピッチを負の値にすることが必要です。 

例: 円のまわりで均等割付の4つのヒットで円を測定する場合:  

• 最初のヒットは、入力深度で開始角度になります。 

•  2番目のヒットは最初のヒットから90度回転し、深さ(深さ ((ヒット数-
1)/総ヒット数 * ピッチ間隔))の位置にあります。 

•  3番目のヒットは最初のヒットから180度回転し、深さ(深さ ((ヒット数-
1)/総ヒット数 * ピッチ間隔))の位置にあります。 

• 残りのヒットも同じパターンに従います。 

• 円筒要素 - 例: 
円筒の周囲で等間隔に配置された2つのレベルの4つのヒットを測定するには: 

• 各レベルの最初のヒットは、入力深度で開始角度になります。 

• 2番目のヒットは最初のヒットから90度回転し、(深さ - (ヒット数-
1)/レベルあたりのヒット数 * ピッチ間隔)。 

•  3番目のヒットは最初のヒットから180度回転し、深さ(深さ ((ヒット数-
1)/総ヒット数 * ピッチ間隔))の位置にあります。 

• 残りのヒットも同じパターンに従います。 

行数 
このアイテムは平面および球の自動要素をサポートします。これは要素を測定するために使用

される行数を定義します。 
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接触プローブ用サンプル ヒット プロパティの利用 

 

プローブツールボックス—コーナー点用のサンプル接触のサンプルヒットのプロパティタブ 

 

プローブツールボックス—円用のサンプルコンタクトのサンプルヒットのプロパティタブ 

接触サンプル取込み点のプロパティタブでは、自動要素ダイアログボックスが開いているとき

に表示され、接触プローブも有効です。このタブでは、接触プローブを使用する自動要素のサ

ンプル取込み点またはサンプル要素のプロパティを変更できるように項目が含まれています。 

サンプル ヒット及びサンプル要素について 
サンプルヒットは周囲の物体をサンプリングし、点の公称位置の周囲で表面を測定する際に使

用されます。これは、次の目的を果たします。 

1. 要素のパスを調整するには - 
シートメタルパーツは曲げることができるか柔軟であるため、測定場所は公称値とかな

り異なることがあります。サンプルヒットでは、ヒットがパーツ上において要素の正し

い場所で取得されるように要素のパスを調整することによって、このことを考慮するこ

とができます。 

2. 要素に投影されている面を変更するには - 
サンプルヒットを使用するすべての自動要素は、サンプルヒットから生成された平面に
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投影されています。これの理由は、時々、要素の名目場所が良いヒットに向かないとい

うことです。 

 
円要素などの穴の最上部を測定したいとします。実際にその穴のふちで取込み点を取得

しようとすると、取込み点データが信頼できないものになります。但し、この問題を解

決するには、投影面を使用して自動的にその平面上の表面の下で取得される信頼性の高

い取込み点を自動的に投影します。 

サンプル要素はサンプルヒットと同じことを行いますが、各要素のサンプルヒットを使用する

代わりに投影する要素として一つの要素を測定し使用する場合に追加の利点をもたらします。 

 
測定する穴が10個あるとしますが、それぞれの円ごとにサンプルヒットは必要ありません。単

一の平面要素を参照要素として定義することができます。PC-DMIS 
は平面を一度測定し、すべての円の測定された取込み点をその平面に投影して、通常、サンプ

ル取込み点取得に掛かる時間を節約します。 

以下の自動要素は投影要素をサポートします：面上点、円、円錐、円筒、楕円、多角形、丸溝

、角溝、および線。 

サンプルヒットとサンプル要素を使用すると、両方ではなく、どちらか一方だけを使用するこ

とができます。彼らは両方とも同じことを達成します。 

 
これらのプロパティがどのように測定に影響するかを視覚化するのに有用な方法は、取込み点

ターゲットトグルの表示アイコン を使って経路線とヒットを表示することです。 

自動要素ダイアログ ボックス内の要素 
タイプ次第で、このタブが持つ項目の内容が、以下のうちから選択され、異なる可能性があり

ます: 

サンプル ヒット 
このアイテムは面上点、エッジ点、頂点、線、円、楕円、丸溝、角溝、切り欠き、多角形、円

筒、円錐、球などの自動要素を支援しています。このアイテムを選択すると、サンプルヒット

リストを可能にし、投影要素アイテムを無効にします。[サンプルヒット]一覧では、自動要素

のために取られるサンプル 
ヒットの数を選択できます。これらのヒットは周囲の物体をサンプリングし、点の公称位置の

周囲で面を測定する際に使用されます。これらのサンプル 
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ヒットは固定です。サンプルヒットの詳細については、「サンプルヒット - 
要素特定の情報」を参照してください。 

初回のサンプル ヒット 
このアイテムは面上点、エッジ点、頂点、線、円、楕円、丸溝、角溝、切り欠き、多角形、円

筒、円錐、球などの自動要素を支援しています。初回サンプル 
ヒットはめったに使用されないので、デフォルト設定により、この一覧はユーザー 
インターフェース内には表示されません。PC-DMIS Settings 
Editor内のPTPSupportsSampleHitsInitレジストリエントリを用いて、これを作動可能に戻

すことができます。 

この項目を使用して、最初のサンプルヒットを指定することができます。最初のサンプル 
ヒットは測定ルーチン実行中の要素の最初の測定においてのみ取得されます。 

スペイサー 
このアイテムは面上点、エッジ点、頂点、線、頂点、平面、円、楕円、丸溝、角溝、切り欠き

、多角形、円筒、円錐、球などの自動要素を支援しています。これは、サンプルヒットが指定

された場合にPC-
DMISが平面を測定するために使用する公称点の位置からの距離を定義します。詳細については

、「 - 機能固有の情報」を参照してください。 

インデント 
こちらはエッジ点と切り欠きの自動要素を支援しています。エッジ 
点については、このボックスは、エッジ 点の所在位置から最初のサンプル 
ヒットへの、最低オフセット距離を定義します。切り欠き溝については、切り欠きの閉じた側

面（開いたエッジの反対側）からの距離を定義します。「インデント - 
要素専用情報」を参照してください。 

インデント1 
このアイテムは交点、線および頂点の自動要素を支援しています。交点および頂点では、これ

は要素の中心位置から最初の2つまたは3つのサンプルヒットまでの最小オフセット距離を定義

します。線については、これは線の終点から2番目および3番目(3番目のサンプルヒットが定義

されている場合)のサンプルヒットまでのオフセット距離を定義します。「インデント - 
要素特定の情報」を参照してください。 

インデント2 
このアイテムは交点、線および頂点の自動要素を支援しています。交点および頂点では、これ

は要素の中心位置から2つまたは3つのサンプルヒットのうち2番目までの最小オフセット距離を

定義します。線については、これは線の中点から最初のサンプルヒットまでのオフセット距離

を定義します。「インデント - 要素特定の情報」を参照してください。 

インデント3 
このアイテムは頂点自動要素を支援しています。これは、要素の中心点位置から、3箇所のサン

プル ヒットのうち、3番目のサンプル 
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ヒットへの、最低オフセット距離を定義します。「インデント - 
要素特定の情報」を参照してください。 

サンプル要素 
サンプル要素項目は面上点、円、円錐、円筒、楕円、多角形、円形スロット、正方形スロット

、切り欠きおよび線の各自動要素をサポートします。この項目はその下の要素リストを有効に

し、サンプルヒット項目を無効にします。要素リストにはサンプル要素として使用できる測定

ルーチンにおける既存の要素がすべて含まれています。現在の要素のヒットは選択された要素

に投影されます。<無し>に設定すると、投影は行われません。 

サンプル ヒット - フィーチャー専用情 
自動要素 サンプル ヒットの内容 

表面ポイント 

PC-DMIS 

は選択した値に基づいて点を測定します。例えば、以下を選択した場合

： 

• 0, PC-DMIS 

は指定された公称アプローチベクトルで点を測定します。 

• 3, PC-DMIS 

は公称点の位置の周囲の平面を測定し、公称点の位置にアプロー

チするために測定した3つのヒットから面の法線ベクトルを使用

します。 

エッジ ポイント 

PC-DMIS 

は選択した値に基づいて点を測定します。例えば、以下を選択した場合

： 

• 0, PC-DMIS 

は公称アプローチベクトルおよび指定された法線ベクトルで点を

測定します。 

• 1, PC-DMIS 

は面の法線で点を測定します。これはこの点を通過してエッジを

面の法線に投影します。DEPTH = 値は点からのオフセットです。 

• 2, PC-DMIS 

は指定された公称アプローチ方向に沿うエッジ上で2つのサンプ

ルヒットを測定します。PC-

DMISはこれらのヒットを使用してエッジに沿った実際の点の測定
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のために新規アプローチベクトルを計算します。 

• 3, PC-DMIS 

は１つまたは２つのサンプルヒットをそれぞれ使用する方法を組

み合わせて点を測定します。この測定法は通常、「フラッシュと

ギャップ」測定点として知られています。 

• 4, PC-DMIS 

は面の法線上で３つのサンプルヒットを測定し面の法線ベクトル

を調節します。それからエッジ測定値がこの新しい面の法線に投

影されます。DEPTH = 

値は点からのオフセットです。最後に、アプローチベクトルに沿

って点が測定されます。 

• 5, PC-DMIS 

は面の法線上で3つのヒットを取得し、指定した公称アプローチ

ベクトルに沿ったエッジで2つのヒットを取得することで点を測

定します。この測定方法は最も正確であるとみなされています。 

 

エッジ ポイント用の、様々なサンプル ヒット 

A - 目標ヒット 
B - サンプルヒット 
C - インデント 
D - 隔たり 
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E - インデント + 隔たり 

2面交点 

サンプルヒットは各面で使用されます。PC-DMIS 

は選択した値に基づいて点を測定します。例えば、以下を選択した場合

： 

• 2, ヒットはエッジベクトルに垂直な線で取得されます。 

• 3, ヒットは図面に示すように各面の平面を形成します。 

 

角度ポイント用の、2箇所、及び、3箇所のサンプル ヒット 

直線 

PC-DMIS 

は選択した値に基づいて線を測定します。例えば、以下を選択した場合

： 

• 0, PC-DMIS 

は指定の線を測定します。サンプルヒットは取得されません。 

• 1, PC-DMIS 

は最初に線の位置に最も接している面で1つのサンプルヒットを

測定します。それから、線の点が測定されます。サンプルヒット

の最初の位置はその線の中点に基づいています。 

• 3, PC-DMIS 

は最初に線の位置に最も接している面で3つのサンプルヒットを

測定します。それから、線の点が測定されます。サンプルヒット

の最初の位置はその線の中点、始点、および終点に基づいていま

す。 
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線に対する1つおよび3つのサンプル取込み点。インデント1(点2と点3用)とインデント2(
点1用)の値は同じであってはなりません。 

円、円筒、また

は円錐 

要素の面の法線の測定には定義済みのサンプルヒットが使用されます。

これらは指定した開始角および終了角の間で等間隔に配置されています

。PC-DMIS は選択した値に基づいて要素を測定します。 

• タイプ = 穴の場合、かつ 0を選択した場合、PC-DMIS 

はサンプルヒットを取得しません。 

• タイプ = 突起の場合、かつ 0を選択した場合、PC-DMIS 

はサンプルヒットを取得しません。PC-

DMISは、その要素が突起の代わりに穴であるかのように高さの値

を取り扱います。 

• タイプ ＝ 穴でかつ 1を選択した場合、PC-DMIS 

は要素の外側でヒットを取ります。 

• タイプ ＝ 突起でかつ 1 を選択した場合、PC-DMIS 

は突起の一番上で点を測定します。 

• 3 を選択した場合、PC-DMIS 

は開始角から始まり3つの等間隔なヒットで面を測定します。サ

ンプルヒットは測定された平面に関連し、値はこれら3つの点か

らのオフセットです。 
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A - 開始角度、及び、終了角度 

 

A - 開始角度 
B - 終了角度 

 PC-
DMISは、鋲のX、Y、Z名目値が鋲の底面になると予測します。その中心

点が、鋲の最上部である場合、鋲の深さとスペイサーは負の値として設

定して下さい。 

 

球体 

球については、1箇所のヒットのみ選択することが可能です。このサンプ

ル ヒットを選択すると、測定ルーチン実行時にPC-

DMISは以下の手続きに従います: 

1. 自動測定は、球の測定前に停止します。 

2. PC-

DMISは、球が測定される予定の方向に直角をなして、ヒットを1

箇所行うよう要求します。 

3. そのサンプル 

ヒットを取った後に、続けるボタンをクリックして下さい。 

4. それから、PC-
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DMISは、スペイサーによって決められたエリア内で、球上に追加

のヒットを3箇所に行います。 

PC-

DMISは、これら4箇所のヒットを行い、算出された球の所在位置を用い

て、与えられたヒット数、列、角度を伴った球を測定します。 

角型溝、または丸

型溝 

測定された平面は投影およびの中心線ベクトルと測定深さのために使用

されます。PC-DMIS 

は入力した値に基づいてスロットを測定します。例えば、以下を選択し

た場合： 

• 0, PC-DMIS 

は指定のスロットを測定します。サンプルヒットは取得されませ

ん。 

• 1, PC-DMIS 

はスロットの中心で面を測定します。スロットのヒットはベクト

ルの右側になります。 

• 3, PC-DMIS 

はスロットAから始まり3つの等間隔に配分されたヒットで面を測

定します。スロットのヒットは測定された平面に関連し、値はこ

れら3つの点からのオフセットです。 

 

 

角型溝（トップ図）及び丸型溝（底図）上の3箇所のサンプル ヒット 
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溝の反対側面で取込み点を取得するには、中心線ベクトルを逆転させま

す。 

PC- 
DMISv2015及びその以降のバージョンで円と角型溝のサ

ンプル ヒットのパターンを変更すること 
PC- 

DMISのv2015以降では、円及び四角形のコンタクトスロット用のサンプ

ルヒットパターンを分配する方法が変更されました。スロットの縁に沿

って同じ線に沿う二つのヒットは、現在のスロットの全長に配置されま

す。 

 

三つのヒットのサンプルヒットパターンの実例（旧式は左で、v2015以降では右に変更さ
れます） 

円形溝及び角型溝のサンプルヒットパターンの変化は、以下の条件が満

たされた場合にのみ適用されます。 

• このスロットは、内側スロットです。 

• スロットは、正の隔たりを備えた外側スロットである場合。負の

隔たりを備えた外側スロットはサンプルヒットの旧式のパターン

のみを使用することができます。 

円形溝または四角形溝が含まれているv2015以降のバージョンで作成され

た測定ルーチンは、サンプルヒットの旧式パターンを保持します。例外

は、F9キーを押した後に表示されるダイアログボックスからパスの再計
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算を必要とするスロット値に関連する変更を加える場合です。 

楕円 

受け入れ可能な値はゼロ、1、および3のみです。測定された平面は投影

およびの中心線ベクトルと測定深さのために使用されます。PC-DMIS 

は入力した値に基づいて楕円を測定します。例えば、以下を選択した場

合： 

• 0, PC-DMIS 

は指定の楕円を測定します。サンプルヒットは取得されません。 

• 1, PC-DMIS 

は楕円の中心に向かう方向ではなく(楕円が穴の場合は特に困難)

、角度ベクトルが示す位置(すなわち 0° + 

スペーサ)で1つのサンプルヒットを取得します。 

• 3, PC-DMIS 

は楕円の外側(または内側)の点で、外側エッジから指定の距離 

(スペーサ値) 

にある面を測定します。最初のヒットは指定された開始角のとこ

ろで取得されます。ヒット番号2は開始角と終了角の中間となり

ます。最後のヒットは終了角で取得されます。ヒットは測定され

た平面に関連し、値はこれら3つの点からのオフセットです。 

 
楕円の反対側で取込み点を取得するには、中心線ベクトルを反転させま

す。 

 

切り欠き溝 

サンプルヒットはエッジの角度ベクトルおよび幅も定義します。受け入

れ可能な値はゼロから5の値のみです。測定された平面は投影およびの中

心線ベクトルと測定深さのために使用されます。PC-DMIS 

は入力した値に基づいて切り欠きを測定します。例えば、以下を選択し

た場合： 

• 0, PC-DMIS 

は指定の切り欠きを測定します。サンプルヒットは取得されませ
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ん。 

• 1, PC-DMIS は切り欠きのエッジで面を測定します。 

• 2, PC-DMIS 

は切り欠きの開いた側に沿ったエッジを測定します。これは角度

ベクトルを定義し、切り欠きの幅を見つけるために使用されます

。 

• 3, PC-DMIS 

は切り欠きの一端で2つのヒットを取り、切り欠きの反対側で1つ

のヒットを取ることで面を測定します。切り欠きのヒットは測定

された平面に関連し、値はこれら3つの点からのオフセットです

。 

• 4, PC-DMIS 

は3つのサンプルヒットと同じように面を測定します。4番目のヒ

ットは切り欠きの幅を見つけるために開いた側に沿ったエッジで

取得されます。 

• 5, PC-DMIS 

は3つのサンプルヒットと同じように面を測定します。さらに、2

つのサンプルヒットと同じ方法で開いた側のエッジを測定します

。 

多角形 

PC-DMIS 

は選択した値に基づいて多角形を測定します。例えば、以下を選択した

場合： 

• 0, PC-DMIS 

は指定の多角形を測定します。サンプルヒットは取得されません

。 

• 1, PC-DMIS 

は角度ベクトルが示す位置でサンプルヒットを1つ取得します 

(つまり、0° + スペーサ)。 
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1箇所のサンプル ヒットを持つ、多角形フィーチャー（六角形）の例 

• 3, PC-DMIS 

は、内部多角形の場合は多角形の周囲の面で、外部多角形の場合

は多角形自身の面で三角形状に3つのサンプルヒットを取得しま

す。最初のヒットは常に角度ベクトルが示す位置になります。 

 

3箇所のサンプル ヒットを持つ、多角形フィーチャー（六角形）の例 

スペイサー - フィーチャー専用情 

自動要素 スペイサーの内容 

表面ポイント 

スペイサーボックスは、名目ポイント（A
）、及び、サンプル 
ポイント（B）がある、円の半径を定義し

ます。  

 

理論値及び点例 

エッジ ポイント スペイサーボックスは、名目ポイント、及び

、サンプル 
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ポイントがある、想像上の円の半径を定義し

ます。 

 

A - 目標ヒット 
B - サンプルヒット 
C - 隔たり距離 

2面交点 

スペイサーボックスは、折れ曲がり部のそれ

ぞれの側面にあるポイント間の、オフセット

距離を定義します。 

 

A - インデント 
B - 隔たり 
C - インデント + 隔たり 

直線 

スペーサボックスでは、3つの点が定義された

場合の点2および3の元の位置からの距離を定

義します。正の値は互いに近づき、負の値は

離れることを意味します。 
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A - インデント 2 
B - 隔たり 
C - インデント 1 

単独のサンプル点が使用される場合、何も行

われません。 

頂点 

スペイサーボックスは、最初のヒットの半径

から、その他のヒットへの距離を定義します

。 

 

A - ターゲット角 
B - 隔たり 

円、円筒、または円錐 

スペイサーボックスは、円の円周から、サン

プル ヒットへの距離を定義します。 
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A - サンプル ヒット 
B - 隔たり 

外筒（突起）の注意点： 

• サンプル取込み点を取得するときは安

全高さは使用されません。スタッド測

定時に、プローブがスタッドの周囲を

移動できる距離に、スペーサ値を設定

することが重要です。 

• PC-

DMISは、鋲のX、Y、Z名目値が鋲の底

面になると予測します。その公称中心

点が、鋲の最上部である場合、鋲の深

さとスペイサーは負の値として設定し

て下さい。 

• スペーサを負の値に設定すると、スペ

ーサの距離は、シリンダーの端から離

れた公称中心点に向いています。これ

により、サンプルヒットが円筒の上に

取り込まれます。代わりに正の値が使

用されると、スペーサは周辺パーツの

面上となります。 
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このスタッドは、一番上の公称点と負スペーサー値を持
っています。3つのサンプルヒット(赤線によって示され
た)はシリンダの上に得られます。 

 

このスタッドは、一番上の公称点と正スペーサー値を持
っています。3つのサンプルヒットはシリンダのまわり
の表面上で得られます。 

角型溝、 円形溝、 または楕円 隔たりボックスでは、要素の外側のエッジか
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らサンプル 

ヒットまでの距離が定義されます。 

 

四角型溝、または、切り欠き（上部）用のスペイサー 

 

丸型溝用のスペイサー 

A - サンプル ヒット 
B - 隔たり 

面 
スペイサーボックスは、その平面を構成する

、複数のヒット間の距離を定義します。 

切り欠き溝 

スペーサボックスではサンプルヒットが取得

される切り欠きのエッジからの距離を定義し

ます。 
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2箇所のサンプル 
ヒットを持つ、切り欠き溝用のスペイサー（点線） 

多角形 

スペーサボックスではサンプルヒットが取得

される多角形のエッジからの距離を定義しま

す。 

 

3箇所のサンプル 
ヒットを持つ、多角形用のスペイサー（点線） 

インデント - フィーチャー専用情 

自動要素 インデントの内容 

エッジ ポイント 

インデントボックスには、点の位置から角(ま

たはエッジ)の各側面における最初のヒットま

での最小オフセット距離が表示されます。 

 

エッジからのオフセット距離 

A - ターゲットヒット 
B - サンプル ヒット 
C - インデント 

2面交点 PC-DMIS 

は、角度点で折れた2つの面のそれぞれで、点
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の位置からサンプルヒットまでのオフセット

距離を設定するために2つのインデントボック

ス、インデント1およびインデント2を提供し

ます。 

 

角度ポイントのインデント 

A - インデント 
B - 隔たり 
C - インデント + 隔たり 

• インデント 1 

ボックスは、折れ位置の最初の面での

点の位置からサンプルヒットまでのオ

フセット距離を設定します。 

• インデント 2 

ボックスは、折れ位置の2番目の面で

の点の位置からサンプルヒットまでの

オフセット距離を設定します。 

直線 

PC-DMIS 

は、線の1つまたは3つのサンプルヒットのオ

フセット距離を設定するために2つのインデン

トボックス、インデント1およびインデント2

を提供します。 
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線のインデント 

• インデント1 

ボックスは、点2および点3のサンプル

面でのエッジからのオフセット距離を

設定します。 

• インデント2 

ボックスは、点1のサンプル面でのエ

ッジからのオフセット距離を設定しま

す。 

 
インデント1およびインデント2の値は正しい

サンプル平面を出すために別の値である必要

があります。 

 

頂点 
PC-DMIS 

は、頂点で折れた3つの面のそれぞれで、点の

位置からサンプルヒットまでのオフセット距
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離を設定するために3つのインデントボックス

、インデント1、インデント2およびインデン

ト3を提供します。 

• インデント 1 

ボックスは、3つの面の最初の面での

点の位置からサンプルヒットまでのオ

フセット距離を設定します。 

• インデント 2 

ボックスは、3つの面の2番目での点の

位置からサンプルヒットまでのオフセ

ット距離を設定します。 

• インデント 

3ボックスは、3つの面の3番目での点

の位置からサンプルヒットまでのオフ

セット距離を設定します。 

 

コーナー 
ポイント用のインデント。ある面に対して１はインデン
トの位置、2および3はサンプル 
ヒットの位置を示します。 

A - ターゲット角 
B - インデント 

切り欠き溝 

インデントボックスでは、切り欠きのどの2つ

の並行する辺に沿ってヒットが取得されるか

を定義します。切り欠きの閉じた側の辺から

開いた側に移動する距離です。 
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切り欠き溝用のインデント（点線） 

CADをクリックして切り欠きを自動作成する

と、PC-

DMISは自動的にプローブチップのサイズに応

じたインデント値を生成します。これは必要

に応じて後ほど変更できます。 

• NotchSafetyFactorレジストリエン

トリで拡大されたチップ半径が切り欠

き幅より大きな場合、PC-DMISはチッ

プ半径が大きすぎることを伝える警告

メッセージを表示します。 

• 正しい測定の結果を発生させるため、

NotchSafetyFactorレジストリエン

トリによって増加するプローブの先端

のサイズはノッチの幅よりより少しべ

きです。 
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接触プローブ用自動動作プロパティの利用 

 

平面用[接触自動移動プロパティ]タブ 

 
このタブは自動要素ダイアログボックスが開き、接触プローブが作動可能となった時に、見え

るようになります。 

接触プローブ用自動動作プロパティタブには、接触プローブを使用する自動フィーチャー用の

自動動作プロパティの変更を可能にする項目があります。 

 
これらのプロパティがどのように測定に影響するかを視覚化するのに有効な方法は、取込み点

ターゲットトグルの表示アイコン（ ）を使って経路と取込み点を表示することです。 

自動移動は、お客様の要素のパス 
ラインに付け加えられた特別の移動であり、それを用いると、実際の測定時に、プローブが測

定用の要素を通過してしまわないよう、PC-DMISに指示することができます。 

このタブはさらに測定が与えられる空間から遠ざけて距離を制御します。このタブには、以下

の項目があります: 

項目 内容 

回避動作 このリストを使って現在の自動要素のに対す

る回避移動の種類を指定できます。この一覧
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には、以下の項目があります: 

• 無し - 

その時点の要素に設定する回避動作は

ありません。 

• 前ー現在の要素に対して最初のヒット

が測定される前に、最初のヒットから

一定の距離だけ離れた上部に移動しま

す。 

• 測定後 - 

その時点でのフィーチャーに最後のヒ

ットを行った後に、最後のヒットの上

部に向けて指定された距離分、プロー

ブが移動します。 

• 両方ー要素が測定される前および後の

両方で、パスラインまでの回避移動距

離がとられます。 

2要素間の距離 

これは、実行中、最初のプロービング、また

は、最後のプロービング位置の上部を越える

、プローブ移動距離を指定します。 

無効な検出 

 
このエリアは単に平面自動要素の上で目に見

えます。 

測定プロパティーエリアのトグルバーにある

無効検出トグルアイコンを選択すると、それ

は有効になります。 

境界オフセットの使用チェックボックスはヒ

ットが取られている無効の境界（エッジ）か

ら最小距離を決定します。この距離はまた、

無効が検出された後、表面を検索するときに
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ソフトウェアが使用する増量値を定義します

。 

• このチェックボックスをオフにする場

合、 PC- 

DMISは無効の端からプローブ先端の半

径値のデフォルトの距離にヒットを取

ります。 

• このチェックボックスがオンにされて

いる場合は、 PC- 

DMISは、チェックボックスの下のボッ

クスで指定されたエッジからの距離で

ヒットを取ります。 

接触プローブ用穴発見プロパティの利用 

 

円要素用[接触穴検索プロパティ]タブ 

接触穴検索のプロパティタブでは、自動要素ダイアログボックスが開いていて、かつ接触プロ

ーブも有効になっているときに目に見えるようになります。PC-
DMISがDCCモードにある場合、これらの項目が利用可能になります。このタブでは、接触プロ

ーブを使用するオート要素の「穴検索」プロパティを変更することに使用できるいくつかの項

目が含まれています。 

[穴を検索]リスト(NOCENTER、SINGLE 
HITまたはCENTER)から、１つのアイテムを選択して測定プログラムを実行すると、PC-
DMISはプローブを要素の理論的中心よりアプローチ距離だけ上方に移動します。要素面の法線

ベクトルの方向にタッチ速度で穴を検索します。この検索は面に接触するか(穴が存在しないこ
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とを意味します)、「穴を検索」距離に達するまで(穴が存在することを意味します)続行されま

す。詳細な情報および例については、「「穴を検索」距離の計算」を参照してください。 

「穴の検索」操作が正常に実行されなかった場合、PC-DMISは 
位置の読み取りダイアログボックスを表示します。これによって次の選択が提供されます。 

• はい - 
これは、そこから穴を探し続けるために、新しい位置を読むことをどちらかの選択肢を

提供します。お手持ちのジョグボックスを用いて、プローブをご希望の位置に移動する

ことができます。 

• いいえ - 
これはユーザに、この要素をスキップして次の要素に移動するための選択肢を提供しま

す。PC-DMISは、回避動作 
のために指定された距離だけプローブを穴から遠ざけ(「接触自動移動プロパティでの

作業」を参照)、測定ルーチンの実行を続けます。この動作はプローブ衝突の可能性を

回避するのに役立ちます。 

さらに、穴が検出されない場合に、測定ルーチンを自動的に続いて実行するようにPC-
DMISを設定することができます。詳しくはPC-DMIS 
Coreドキュメントの「カスタマイズ設定」の章にある「穴検索失敗の場合の自動継続実行」ト

ピックを参照して下さい。 

自動フィーチャーダイアログ ボックス内のフィーチャー 
タイプ次第で、このタブが持つ項目の内容が、以下のうちから選択され、異なる可能性があり

ます: 

• 孔の検索 

• 取込点ｴﾗｰ上 

• 位置読取 

孔の検索 
このアイテムは次の自動要素を支援しています：  

• 円  

• 長穴 

• 角穴  

• 切り欠き溝 

• ﾎﾟﾘｺﾞﾝ 

• 円柱  

それはPC- 
DMISが穴を検索しようとするときに進行する方法を決定する以下のオプションから成ります。

オプションが使用できない場合それは、その要素タイプでサポートされていません。 
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オプション 内容 

無効 「穴の検索」操作は実行されていません。 

中心以外 

プローブが、穴の大体の中心点を発見するた

めに、3箇所のヒットを行わないことを除くと

、この項目は中心点項目と同じように機能し

ます。それは単に、専用の自動要素ダイアロ

グ 

ボックスで設定された、既存のパラメータを

用いて、円の測定が開始されます。 

単一ﾋｯﾄ 

この設定では、プローブが単一ヒットを行う

よう指示されます。面でヒットを行い穴が見

つからない場合、穴の検索に関する特別事項

穴の検索に関する特別事項リンクで指定され

る「穴が見つからない場合(円およびスロット

用)」または「穴が見つからない場合(切り欠

き用)」に自動的に切り替わります。プローブ

が穴を検出した場合、中心なしオプションを

使用して先に進みます。 

中心 

この項目を選ぶと、プローブは他の物体に衝

突しないように「穴を検索」距離まで下降し

ます。その後、プローブは要素の深さまたは

「確認距離」まで移動し、穴中心のおおよそ

の位置を測定するために穴内部を検索します

（下記「注記」を参照して下さい）。プロー

ブはこれを実行するために、穴の周囲で等間

隔になった3つの取込み点を取得します。プロ

ーブが穴の概略的位置を測定し終わると、プ

ローブは特定の自動要素 

ダイアログボックス内のパラメータセットを

用いて、穴の測定へと進みます。 NOCENTER

またはSINGLE 
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HITを選択しない場合は、これがPC-

DMISが穴を検索するときに従うデフォルト手

順です。 

 
このメモのレジストリエントリは、「穴を検索」操作のセンタリングプロセスの深さをより詳

細に制御します。デフォルトでは、芯だし処理におけるZ成分は要素の深さにより決定されます

。これはRMEAS(平面)要素と共に頻繁に使用されます。しかし、RMEAS要素を使用せず、パート

表面がZにおいて大きく変化するときは、パート表面が検索深さより下にあるため、芯出し処理

によって穴は検索されません。 
 
この場合、代わりにPC-DMIS Settings 
EditorのドキュメントのFHCenteringAtChkDistTimesPercentInsteadOfDepthレジスト

リエントリをTRUEに設定して、確認距離 * 
パーセントの位置で「穴を検索」の芯出し処理を実行することができます。このエントリーは

、USER_AutoFeatures 
の項に位置します。距離チェック及びパーセント値の確認については、「パラメータ設定：モ

ーションタブ」を参照してください。 

円または円筒 
下表に、円または円筒に特有の「穴検索」について記載します。 

穴が検出された場合 

PC-

DMISは「確認」距離まで下降し、3つの

取込み点を穴の周囲で等間隔に取得し、

穴のおおよその位置を決定します。この

一般的調整の後、PC-

DMISはこの要素用のタブにある定義済み

パラメータを使用して穴を測定します。

これには、サンプルヒットなどが含まれ

ます。これは上記のCENTER項目と同じで

す。 

穴が検出されていない場合 
PC-

DMISは、その表面から遠ざかり、要素の
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理論的中心点からはずれた（要素半径 - 

プローブ半径）、円形サーチ 

パターンを開始します。そのサーチでは

、サーチ円の周り(2 * PI * 

要素半径/(要素半径 – プローブ半径)) 

で穴が探されます。穴が発見されないま

でに、探し半径が（要素半径 - 

プローブ半径）分増加され、探し半径が

、ヒット前の距離と等しくなるまで、そ

れが繰り返されます。ヒット前距離が（

要素半径 - 

プローブ半径）より小さい場合、繰り返

しなしで、検索パターンが一度だけ行わ

れます。 

穴が検出されたことはない場合 

PC- 

DMISは検索円の最終点以上プレヒットの

位置にプローブを移動し、 

「位置読み取り」を行うように求められ

ます。（「位置項目を読み込む」を参照

してください） 

表面の法線に沿った調整 

垂直面に沿って調節: 

孔の代わりに面を検索し、面が検出され

たらその面に基づき、探しの高さを続い

て更新します。穴が発見された場合には

、その直前に発見された表面に基づいて

、穴測定の深さを更新します。穴が初め

て発見された場合、調整は行われません

。 

RMEASを備えた調節 RMEAS要素が与えられると、PC-
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DMISは、その要素を検索の高さと穴測定

の深さの参照とすることと推測します。

したがって、RMEAS調整以外の、面法線

に沿った調整は行われません。 

角型溝、または丸型溝 
下表に、正方形スロットまたは円形スロットに特有の「穴検索」について記載します。 

穴が検出された場合 

PC-

DMISは「確認」距離まで下降し、スロッ

トの4つの各側面の取込み点を測定します

。これは、４つのヒットの中心を調整し

ます。これは、スロットの回転を調整す

るために、長辺の一方に2つのヒットを測

定します。それは一般的な位置とスロッ

トの姿勢を算出した後、それはスロット

を測定する要素のタブで定義されるパラ

メータを使用します。 

穴が検出されていない場合 

PC-

DMISは、その表面から遠ざかり、要素の

理論的中心点からはずれた（要素半径 - 

プローブ半径）、円形サーチ 

パターンを開始します。その検索では、

検索円の周り(2 * PI * 要素半径/(要素半径 

– プローブ半径)) 

で穴が探されます。穴が発見されないま

でに、探し半径が（要素半径 - 

プローブ半径）分増加され、探し半径が

、ヒット前の距離と等しくなるまで、そ

れが繰り返されます。ヒット前距離が（

要素半径 - 



プローブ ツールボックスの使用 

144 

プローブ半径）より小さい場合、繰り返

しなしで、検索パターンが一度だけ行わ

れます。 

穴が検出されたことはない場合 

PC- 

DMISは検索円の最終点以上プレヒットの

位置にプローブを移動し、 

「位置読み取り」を行うように求められ

ます。それはユーザに「位置を読み取る

」を行うように注意します。（「位置項

目を読み込む」を参照してください） 

表面の法線に沿った調整 

垂直面に沿って調節: 

孔の代わりに面を検索し、面が検出され

たらその面に基づき、探しの高さを続い

て更新します。穴が発見された場合には

、その直前に発見された表面に基づいて

、穴測定の深さを更新します。穴が初め

て発見された場合、調整は行われません

。 

RMEASを備えた調節 

RMEAS要素が与えられると、PC-

DMISは、その要素を探しの高さと穴測定

の深さの参照とすることとします。した

がって、RMEAS調整以外の、面法線に沿

った調整は行われません。 

切り欠き溝 
下表にノッチスロットの「穴検索」の仕様について記載します。 

穴が検出された場合 

PC- 

DMISは「確認」距離まで下降して穴の深

さを測定し、穴を測定します。 
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穴が検出されていない場合 

PC-

DMISは、その表面から遠ざかり、検索パ

ターンを開始します。そのパターンは円

形であり、フィーチャーの理論的中心点

（切り欠きについては、内部エッジの中

心点）から幅の半分だけ外側に広がるよ

う調整されます。その位置の周り8箇所で

、探しが行われます。穴が発見された場

合、PC-

DMISは、その穴の深さを測定するために

、「チェック距離」の深さ分降下し、そ

れから、穴を測定します。 

穴が検出されたことはない場合 

PC- 

DMISは検索円の最終点以上プレヒットの

位置にプローブを移動し、 

「位置読み取り」を行うように求められ

ます。それはユーザに「位置を読み取る

」を行うように注意します。（「位置項

目を読み込む」を参照してください） 

サポートされるインターフェイス 
DCCインターフェースはすべて「穴の検索」機能をサポートしています。特定のインターフェ

ースで問題がある場合は、弊社のテクニカルサポートまでご連絡下さい。 

取込点ｴﾗｰ上 
このヒット関連のエラーのアイテムは、これらの自動要素を支援しています：角度点、円、エ

ッジ点、頂点、楕円、丸型溝、角型溝、切り欠き溝、円筒、円錐、多角形。それはPC-
DMISが予定外のヒット、または、省略されたヒットを探知した時に、より向上したエラー 
チェックを行うことができます。このチェックボックスを選択すると、PC-
DMISは次のことを行います : 

• 自動的に予期しないプローブヒットまたは逃したプローブ・ヒットが測定サイクルの間

に行われるたびに、位置の読み取りを行います。 

• 位置読み取りで得られた新規の位置で、その要素の全体を測定します。 
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このオプション用の編集ウィンドウのコマンドラインは、以下のようです: 

ONERROR = TOG 

TOG: この切り替えフィールドでは、[はい](オン)と[いいえ](オフ)が切り替わえります。 

予期しないヒットや検知できないヒットが発生した場合のオプションについては、PC-DMIS 
Core文書の「流れ制御の使用による分岐」章の「エラーの際の分岐」を参照してください。 

 デフォルトでは、PC-
DMISは位置の読み取り操作を実行しているとき(位置の読み取り、孔を検索、エラー時など)、X
、YおよびZ値のみを返します。しかし、2種のレジストリ 
エントリーによって、Z軸の値の回答をも、より良くコントロールすることができます。これら

はReadPosUpdatesXYZとReadPosUpdatesXYZEvenIfRMeasです。 
これら2つのレジストリエントリがFALSEに設定されている場合、[位置の読み取り]により検出さ

れた位置は要素の法線ベクトルにスナップされターゲットとして保存されます。但し、エッジ

点、交点、および頂点要素は法線ベクトルを持たず、代わりにベクトルの組み合わせにより定

義されるため、これらの要素タイプに対してはバージョン43以前のバージョンとは異なり、読

み取られた位置は要素のベクトルにスナップされません。そうではなくて、PC-
DMISは上記レジストリエントリを無視して、ターゲット (TARGフィールド) 
に読み取られた位置の XYZ を割り当てます。 

支援されたインターフェース: 
すべてのDCCインターフェースはヒットエラーの際機能を支援しています。特定のインターフ

ェースにおいて、問題が起こる場合には、弊社のテクニカルサポートにご連絡して下さい。 

位置読取 
この[位置読み取り]の項目は、以下の自動要素をサポートします：円、楕円、丸型溝、角型溝

、切り欠き溝、多角形、円筒、円錐。このチェックボックスを選択すると、PC-
DMISは要素の面上の実行を一時停止し、実行中に次のメッセージを表示します: 
「新しいプローブ位置を読み取りますか」。以下のうちの1つを行います: 

• PC- DMISが現在の目標位置を使用して、要素を測定しようとする場合は、 
[いいえ]をクリックします。 

• PC-
DMISに要素を測定するために現在のチップ位置を目標値として使用させたい場合は、希

望の位置にチップを移動させ、はいをクリックします。次のメッセージが表示されます

： 「新しいターゲットとしてこの位置を保存しますか？下記のうちの1つを行います。 

• PC-
DMISで現在の実行位置だけを現在の目標位置に使用する場合は、[いいえ]をクリ

ックします。PC-DMISは、次の実行のためにこの位置を保存しません。 
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• 現在の実行のために、 PC- 
DMISに現在の目標位置を使用させたいし、且つ、それが取る次の実行のために

、この位置を保存するようにしたい場合は、 [はい]をクリックします。 

[はい]をクリックすると、PC-
DMISは要素の中心に近いゾーンにプローブを置くことをユーザに要求します。測定の深さと向

きが自動的に次の表のオプションのいずれかによって決定される。 

オプション 内容 

RMEAS 要素 

RMEAS要素が与えれると、RMEASは、その要

素との関連で穴を測定すべきであると推測し

ます。その結果、この要素は面法線と測定の

深さを定義するために用いられ、そして、「

位置読み取り」が、変換のために他の2軸を決

めるために使用されます。 

 
検索機能が正常に実行されなかった場合、「

新しいプローブ位置を読み取りますか？」」

というメッセージが表示されます。この場合

、[ 

いいえ]をクリックして次の要素を続行します

。 

穴発見 

[穴を検索]操作が使用され、穴周囲の表面が1

回以上タッチされると、PC-

DMISは3軸のすべてを調整します。それは穴

を発見した後に2つの軸は、プローブの位置に

基づいています。第3軸は表面の法線に沿って

おり、タッチされた最後の表面に基づいて決

定されます。[穴検索]操作はRMEAS要素を上書

きしません。 

サンプル ヒット サンプル 

ヒットが使用される場合、それらは常に、測
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定中の穴の方向性、及び、深さ両方の決定に

おいて、最優先されます。 

上記オプションの以外 

上記オプションのどれも使用されない場合、P

C-

DMISは、与えられた目標値、及び、深さの値

に基づき、プローブを用いて穴を測定し、円

筒域内へのプローブ配置によって調整が行わ

れます。 

 デフォルト設定では、PC-DMISは (位置読み取りチェック 
ボックス、穴検索一覧、または取込み点上のエラーチェック 
ボックスで使用されるような）読み取り位置オペレーションを実行するとき、X値とY値のみを

返します。しかし、2種のレジストリ 
エントリーによって、Z軸の値の回答をも、より良くコントロールすることができます。これら

のレジストリエントリはReadPosUpdatesXYZとReadPosUpdatesXYZEvenIfRMeasです。 

穴検索のデフォルト最新ヒット調整をオフにします。 
「穴の検索」操作時にプローブが取込み点を記録するとき通常、ルビーは表面と接触し（穴を

見つけていないことを意味します）、続いて、次の検索取込み点に対するZ値が最後の取込み点

のZ値を使用して調整されます。通常はこの通常の動作が必要ですが、場合によってはこの調整

をオフにすることもできます。これを行うにはPC-DMIS Settings 
EditorのAdjustFindHoleByLastHitレジストリエントリをFALSEに設定します。 

 
リストが要素ベクトルに一致するルビー角度まで移動できない場合、「穴の検索」操作時にプ

ローブ軸が穴のエッジに接触している可能性があるため、PC-
DMISが推定する登録済み取込み点がルビーの位置におけるパートの表面になります。デフォル

トでは、PC-
DMISは最後の値で次の検索ヒットのZ値を調整するので、不正モードの結果となります。この

デフォルトの最後のヒットの調節をオフにすると、このような場合に PC-
DMISはZ値を調節せずに検索を続けます。 

イベントのシーケンス 図と説明 
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フレーム１ 

先端の角度

は穴のベク

トルとマッ

チしません

。 
 

 

A - U,V,W 
B - 検索の方向 
C - 移動 
D - 接近距離 

フレーム 2 

これはEで部

品の縁に接

触して、Bに

ヒットを登

録する徹プ

ローブ査の

軸をもたら

します。 

  

A - U,V,W 
B - ヒット 
C - 移動 
D - 接近距離 
E - 連絡中止 
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フレーム 3 

(デフォルト

行動) 

デフォルト

で、PC-

DMISは次の

検索ヒット

のためにZ値

を調整しま

すが、この

場合、これ

は、Fで悪い

移動をもた

らします。 

これは、AdjustFindHoleByL

astHitレジストリエントリがTr

ueに設定されている場合に発生

します。 
 

A - U,V,W 
B - ヒット 
C - 移動 
D - 接近距離 
E - 連絡中止 
F - 不良移動 

フレーム 3 

(変更された

行動) 

しかしなが

ら、ユーザ

がデフォル

ト調整をオ

フにすると

、PC-

DMISは、Fで

正しい移動

を使用する

ことで穴を

捜し続けま

す。 

これは、AdjustFindHoleByL

astHitレジストリエントリが

偽に設定されている場合に発生

します。 
 

A - U,V,W 
B - ヒット 
C - 移動 
D - 接近距離 
E - 連絡中止 
F - 正確な移動 

「穴を見つける」距離の計算 

PC-DMISは、次のように「穴を見つける」距離を計算します： 
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• check percent = 0の場合、先端の中心が奥行き距離に移動します。 

下の例では、先端の中心が要素の内側から0.5mmに移動します（check percent = 0、深さ= 
0.5）。 

 

「穴を検索」の例 

• 点検パーセント> 0で、 
≤１である場合、先端のサーフェスは深さ+（チェック*チェックパーセンテージ）の距

離に移動します。 

下の例では、先端の表面が要素の内側から0.6mmに移動します。これは、0.5mmの深さ+
（1mmチェック* 0.1％）として計算されます。 
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「穴を検索」の例 

測定方策の利用 
ユーザーは特定の自動要素に対する測定方策を使用して、PC-
DMISがそれらの要素を測定する方法を変更する定義済みスキームを選択することができます。

測定方策は下記のようにグループ分けされます。 

• デフォルトのPC- DMIS測定方策 - 
この方策はデフォルトのタッチ点方策です。それはすべての自動要素で使用できます。 

• アダプティブスキャン方策 - 
これらの方策名は「アダプティブ」で始まります。測定プログラム実行時に、これらの

方策はデータベースを参照してスキャンパラメータを決定します。 

• 非アダプティブスキャン方策 - これらの方策 
(ゲージスキャン校正、円筒センタリングスレッドスキャンおよびセルセンタリング点) 
はデータベースを参照してスキャンパラメータを決定する必要はありません。 

• TTP方策 - これらの方策の名前は「TTP」で始まります。これらの方策では、タッチ 
トリガ プローブを使用して要素を測定します。 
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 すべての測定方策での結果を最良にするために、PC-
DMIS設定エディタはVHSSを有効にする必要があります。 

 

 
測定方法エディタ（MSE）機能を使用して、特定の方法を変更することもできます。MSEを使

用すると、カスタム方法を要素レベルで変更して保存できます。さらに、すべての自動要素の

設定のグループを変更して保存することができます。MSEについて詳しくは、PC-
DMISコアドキュメントの「測定方策エディタの使用」を参照してください。 

測定方策を選択するには下記を実行します。 

1. プローブツールボックスから、測定方策タブ（ ）を選択します。最初にPC-
DMISはデフォルトのPC-DMIS測定方策を表示します。 

 

2. ドロップダウン矢印アイコンをクリックし、使用したい測定方策を選択します。プロー

ブツールボックスタブが所定の方策に適用するタブのみを表示するように変更されます

。例えば、アダプティブ円スキャン (スキャンプローブに対して使用できます) 
方策は下記のように表示されます。 
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プローブ ツールボックスのタブ実例 

3. 方策に関するすべての既知情報を使って、測定方策タブにあるプロパティを（例えば、

設定、詳細およびフィルタ）を完成させます。 

• アダプティブスキャン方策のプロパティを完成させるには、「アダプティブスキ

ャン方策の使用」を参照してください。 

• 非アダプティブスキャン方策のプロパティを完成させるには、「非アダプティブ

スキャン方策の使用」を参照してください。 

• TTPスキャン方策のプロパティを完了するには、「TTP方策の使用」を参照してく

ださい。 

4. 要素を試験するには試験をクリックします。 

• デフォルトのPC- DMIS測定方策では、PC-
DMISは自動要素ダイアログボックスで指定した設定に応じて要素を測定します

。 

• アダプティブスキャン測定方策では、PC-
DMISは方策タブで指定したパラメータに従って要素をスキャンします。 

• 非アダプティブスキャン測定方策では、PC-
DMISは方策タブで指定された設定に従って要素をスキャンします。 

• TTP方策では、PC-
DMISは方策タブでユーザーが指定した設定に従ってタッチ点で要素をスキャン

します。 

5. 作成をクリックします。要素プロパティエリアにある今測定トグルボタン( )を選択し

た場合、プローブは要素位置およびその他の特性に関する自動要素のプロパティを使用

し、詳細タブで指定される設定に従って移動します。 
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適応性のあるスキャン方策の使用 

ハードウェアの走査へのアクセスを持ったすべてのユーザはエキスパートだとは限らなく、走

査速度、点密度、オフセット力などのような、正確さおよび処理能力に影響する様々なコント

ロールするパラメーターを形成する方法を理解します。適応性がある走査で、それが、このよ

うな走査のパラメータを配置することから、当て推量を削除するから、あなたはエキスパート

でなくてもよい。アダプティブ·スキャンは、このような公差範囲、要素の種類とサイズ、スタ

イラスの長さ、表面仕上げなどの既知の入力に基づいて、これらのパラメータを計算するため

に専門的な知識から構成されるシステムを使用しています。あなたは、単にあなたに知られて

いた情報を供給する必要があります。適応性のある走査アルゴリズムは、他のセッティングを

選ぶ仕事を行ないます。 

適応性のある走査は「知っているコントローラー」です。これは、ある能力が走査精度および

処理能力を改善するコントローラーに存在すれば、ソフトウェアが自動的に求められるような

これらの能力を利用するだろうということを意味します。 

適応性のあるスキャン要素用の測定方策はアナログ先端にのみ利用可能です。 

方策はプローブツールボックスにある測定方策タブにあります。方策を以下に記載します。 

• 自動円要素: 

• アダプティブ円スキャン方策 

• 円錐自動要素： 

• アダプティブ円錐同心円スキャン方策 

• アダプティブ円錐線スキャン方策 

• 円筒自動要素: 

• アダプティブ円筒線スキャン方策 

• アダプティブ円筒螺旋線スキャン方策 

• 線自動要素： 

• 適応性のある線形スキャン戦略 

• 平面自動要素： 

• アダプティブ自由形状平面スキャン方策 

• アダプティブ平面円スキャン戦略 

• 適応性のある平面線スキャン方策 

測定方法の選択と使用の詳細については、測定方法を使用した操作を参照してください。 
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適応性のある円スキャン戦略 

円自動要素のアダプティブ円スキャン方法は、スキャンによって円を測定します。 

方法のタブは自動要素ダイアログボックス (挿入 | 要素 | 自動 | 
円)のプローブツールボックスに配置されます。 

• セットアップタブ 

• 詳細タブ 

• フィルタタブ 

• パス定義タブ 

• 走査パスタブ 

プローブツールボックスの完成情報及び測定方策の選択の詳細については、「測定方策の操作

」を参照してください。 

設定タブ - 適応性のある円スキャン戦略 
要素の公差要件に関するすべての既知の情報と表面タイプを指定するには、この適応性のある

円スキャン方法ための設定タブを利用し、 PC- DMISは残りを行います。 

サイズ 
計測の目的は、寸法公差の場合は、このチェックボックスを選択します。それが選択されると

、PC-
DMISは、ユーザーが入力したサイズの公差値に基づいて、要素をスキャンします。入力した寸

法公差値が非常に緩んでいるか、または非常にタイトである場合は、PC-
DMISは非常にゆっくりと要素をスキャンします。それ以外の場合は、PC-
DMISはすぐに要素をスキャンします。 

位置 
計測の目的は、位置公差の場合は、このチェックボックスを選択します。それが選択されると

、PC-
DMISは、ユーザーが入力した位置の公差値に基づいて、要素をスキャンします。位置公差値が

より大きいほど、スキャンはより遅いです。位置交差値がよりきついほど、スキャンはより速

いです。 

形状 
計測の目的は、形状公差の場合は、このチェックボックスを選択します。それが選択されると

、PC-
DMISは、入力した形状の公差値に基づいて、要素をスキャンします。形状公差値がより大きい

ほど、スキャンはより速いです。形状交差値がよりきついほど、スキャンはより遅いです。 

公差 
公差許容範囲あるいは寸法、位置および形状変化の限界を入力するか選択します。 
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表面類別 
磨かれた、機械加工、グランド、またはキャストを選択します。 

詳細タブ - 適応性のある円スキャン方法 
適応性のある円スキャン方法ための[詳細]タブを使用計算された設定と任意の自動的に設定さ

れたパラメータを上書きします。 

ｵｰﾊﾞｰﾗｲﾄﾞ 
このチェックボックスをオンにした場合、それは自動的に設定されたパラメータをすべて上書

きします。また、これは点密度、スキャン速度、加速度及びオフセット力などのプロパティを

可能にし、これらを使って、この測定に走査の特性を変更することができます。 

ポイントの密度 
走査中に測定単位当りに取る測定値をタイプするか、または選択します。 

ｽｷｬﾝ速度 
スキャン速度 (mm/秒) を入力または選択します。 

加速 
走査中に使用するために、加速をタイプするか、または選択します。その数値は、mm/sec/sec 
で指定されます。 

オフセット力 
走査中に維持するべき力のレベルをタイプするか選択してください。その数値は、ニュートン

で指定されます。 

スキャンの種類 
コントローラ上で実行したいスキャンの種類を選択します： 

• 定義済み - B3C、B4、またはFDCコントローラ上で定義されたパスの走査を実行します。 

• CIR - B4または B5 Leitz コントローラにスキャンのCIRタイプを実行します。 

フィルタタブ - 適応性のある円スキャン方法 
フィルタを設定するには、「アダプティブ円スキャン方法」の「フィルタ」タブを使用します

。 

アウトライヤー 
これを選択して最適化要素からの距離に基づいてアウトライアを削除することできます。これ

により、測定過程に生じる例外の除去が可能となります。 

PC-DMISは最初に円をデータに合わせ、次にどのポイントが法線デビエーション 
マルチプルに基づいているかを決定します。続いて以下を実行します: 

• 削除されたアウトライアを使って最適化円の再計算 
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• アウトライアの再検査 

• 最適化円の再計算 

• この過程をアウトライアがなくなるまで、またはPC-
DMISが円を計算できなくなるまで続けます。(PC-
DMISは、3データポイントより少ない場合は円を計算できない） 

フィルター 
この値は、スキャン用のフィルタタイプを示します。あるろ過のオプションはある特定の方法

に対応します。フィルターの類別を選択します： 

• 無し - どんな走査データセットにもフィルタ・タイプを適用しません。 

• ガウス – 
ガウスフィルターがスキャンデータに適用され、データがスムーズになります。 

UPR 
回転あたりの起伏を入力するか、選択します。デフォルトは50です。[フィルタ]リストから[な
し]が選択された場合、このアイテムは非表示になります。 

ゲージスキャンフィルターの使用 
ゲージから類似したスキャンデータと比較することによって測定されたスキャンデータを修正

するには、このチェックボックスを選択します。詳細については、「ゲージ・スキャン・フィ

ルタを有効にすること」を参照してください。 

パス定義タブ - 適応可能な円スキャン方策 
アダプティブ円スキャン方策のパス定義タブは、円形スキャンパスを定義するための追加オプ

ションを提供します。パス定義パラメータを更新するときはいつでもスキャンパスを表示する

ことができます。また、グラフィック表示ウィンドウに更新されたスキャンパスを表示するこ

ともできます。 

コントロール要素 
円スキャンは円筒形または球形に行われるかどうかを選択します。 

パス密度 
スキャンパスを作成するために生成される mm あたりの点数を入力します。 

球の中心 
コントロール要素リストにおける球面が選択されたときに、このプロパティが表示されます。

この特性については、派生した走査のベクトルは円の平面にありませんが、球体表面に垂直で

す。このスキャンタイプの使い方の一つは、ISO 
10360から4のテストです。X、Y、Zのボックスがパーツの座標です。 
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スキャンパスタブ - 適応できる円スキャン戦略 
アダプティブ円スキャン方策のスキャンパスタブを使用してスキャン点を表示します。 

次のアイテムは点一覧エリアに表示されます： 

• ＃ - 生成された点を識別 する番号です。 

• X、 Y及び Z - XYZ の値 

• I、J及びK - IJK の値 

適応性のあるコーン同心円スキャン戦略 

円錐自動要素の適応性のある円錐同心円スキャン - 
円錐軸に沿った様々な高さで多くの同心円測定を行ないます。 

戦略のタブは自動要素ダイアログボックス (挿入 | 要素 | 自動 | 
円錐)のプローブツールボックスに配置されます。 

• セットアップタブ 

• フィルタタブ 

• 詳細タブ 

プローブツールボックスの完成情報及び測定方策の選択の詳細については、「測定方策の操作

」を参照してください。 

設定タブ - 適応性のある円錐同心円スキャン戦略 
要素の公差要件に関するすべての既知の情報と表面タイプを指定するには、この適応性のある

円錐同心円スキャン方法ための設定タブを利用し、 PC- DMISは残りを行います。 

サイズ 
計測の目的は、寸法公差の場合は、このチェックボックスを選択します。それが選択されると

、PC-
DMISは、ユーザーが入力したサイズの公差値に基づいて、要素をスキャンします。入力した寸

法公差値が非常に緩んでいるか、または非常にタイトである場合は、PC-
DMISは非常にゆっくりと要素をスキャンします。それ以外の場合は、PC-
DMISはすぐに要素をスキャンします。 

位置 
計測の目的は、位置公差の場合は、このチェックボックスを選択します。それが選択されると

、PC-
DMISは、ユーザーが入力した位置の公差値に基づいて、要素をスキャンします。位置公差値が

より大きいほど、スキャンはより遅いです。位置交差値がよりきついほど、スキャンはより速

いです。 
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形状 
計測の目的は、形状公差の場合は、このチェックボックスを選択します。それが選択されると

、PC-
DMISは、入力した形状の公差値に基づいて、要素をスキャンします。形状公差値がより大きい

ほど、スキャンはより速いです。形状交差値がよりきついほど、スキャンはより遅いです。 

公差 
公差許容範囲あるいは寸法、位置および形状変化の限界を入力するか選択します。 

表面類別 
磨かれた、機械加工、グランド、またはキャストを選択します。 

詳細タブ - 適応性のある円錐同心円スキャン戦略 
適応性のある円錐同心円スキャン方法ための[詳細]タブを使用して、計算された設定及び任意

の自動的に設定されたパラメータを上書きします。 

ｵｰﾊﾞｰﾗｲﾄﾞ 
このチェックボックスをオンにした場合、それは自動的に設定されたパラメータをすべて上書

きします。また、これは点密度、スキャン速度、加速度及びオフセット力などのプロパティを

可能にし、これらを使って、この測定に走査の特性を変更することができます。 

ポイントの密度 
走査中に測定単位当りに取る測定値をタイプするか、または選択します。 

ｽｷｬﾝ速度 
スキャン速度 (mm/秒) を入力または選択します。 

加速 
走査中に使用するために、加速をタイプするか、または選択します。その数値は、mm/sec/sec 
で指定されます。 

オフセット力 
走査中に維持するべき力のレベルをタイプするか選択してください。その数値は、ニュートン

で指定されます。 

スキャンの種類 
コントローラ上で実行したいスキャンの種類を選択します： 

• 定義済み - B3C、B4、またはFDCコントローラ上で定義されたパスの走査を実行します。 

• CIR - B4または B5 Leitz コントローラにスキャンのCIRタイプを実行します。 
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フィルタタブ - 適応性のある円錐同心円スキャン戦略 
フィルタを設定するには、「アダプティブ円錐同心円スキャン方法」の「フィルタ」タブを使

用します。 

アウトライヤー 
これを選択して最適化要素からの距離に基づいてアウトライアを削除することできます。これ

により、測定過程に生じる例外の除去が可能となります。 

PC-DMISは最初に円をデータに合わせ、次にどのポイントが法線デビエーション 
マルチプルに基づいているかを決定します。続いて以下を実行します: 

• 削除されたアウトライアを使って最適化円の再計算 

• アウトライアの再検査 

• 最適化円の再計算 

• この過程をアウトライアがなくなるまで、またはPC-
DMISが円を計算できなくなるまで続けます。(PC-
DMISは、3データポイントより少ない場合は円を計算できない） 

フィルター 
この値は、スキャン用のフィルタタイプを示します。あるろ過のオプションはある特定の方法

に対応します。フィルターの類別を選択します： 

• 無し - どんな走査データセットにもフィルタ・タイプを適用しません。 

• ガウス – 
ガウスフィルターがスキャンデータに適用され、データがスムーズになります。 

UPR 
回転あたりの起伏を入力するか、選択します。デフォルトは50です。UPRは、円筒や円にも適

用されます。[フィルタ]リストから[なし]が選択された場合、このアイテムは非表示になります

。 

適応性のあるコーン線スキャン戦略 

円錐自動要素ための適応性のある円錐線スキャン方法 - 
指定された円錐上で多くの線走査を行ないます。 

戦略のタブは自動要素ダイアログボックス (挿入 | 要素 | 自動 | 
円錐)のプローブツールボックスに配置されます。 

• セットアップタブ 

• フィルタタブ 

• 詳細タブ 
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プローブツールボックスの完成情報及び測定方策の選択の詳細については、「測定方策の操作

」を参照してください。 

設定タブ - 適応性のあるコーン線スキャン戦略 
要素の公差要件に関するすべての既知の情報と表面タイプを指定するには、この適応性のある

円錐線スキャン方法ための設定タブを利用し、 PC- DMISは残りを行います。 

形状 
計測の目的は、形状公差の場合は、このチェックボックスを選択します。それが選択されると

、PC-
DMISは、入力した形状の公差値に基づいて、要素をスキャンします。形状公差値がより大きい

ほど、スキャンはより速いです。形状交差値がよりきついほど、スキャンはより遅いです。 

公差 
公差許容範囲か、または変数の限界を入力するか選択します。 

表面類別 
磨かれた、機械加工、グランド、またはキャストを選択します。 

詳細タブ - 適応性のある円錐線スキャン方法 
適応性のある円錐線スキャン方法ための[詳細]タブを使用計算された設定と任意の自動的に設

定されたパラメータを上書きします。 

ｵｰﾊﾞｰﾗｲﾄﾞ 
このチェックボックスをオンにした場合、それは自動的に設定されたパラメータをすべて上書

きします。また、これは点密度、スキャン速度、加速度及びオフセット力などのプロパティを

可能にし、これらを使って、この測定に走査の特性を変更することができます。 

ポイントの密度 
走査中に測定単位当りに取る測定値をタイプするか、または選択します。 

ｽｷｬﾝ速度 
スキャン速度 (mm/秒) を入力または選択します。 

加速 
走査中に使用するために、加速をタイプするか、または選択します。その数値は、mm/sec/sec 
で指定されます。 

オフセット力 
走査中に維持するべき力のレベルをタイプするか選択してください。その数値は、ニュートン

で指定されます。 
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フィルタタブ - 適応性のある円錐線スキャン方法 
フィルタを設定するには、「アダプティブ円錐線スキャン方法」の「フィルタ」タブを使用し

ます。 

フィルター 
この値は、スキャン用のフィルタタイプを示します。あるろ過のオプションはある特定の方法

に対応します。フィルターの類別を選択します： 

• 無し - どんな走査データセットにもフィルタ・タイプを適用しません。 

• ガウス – 
ガウスフィルターがスキャンデータに適用され、データがスムーズになります。 

波長 (mm) 
線形ガウスフィルターを適用すると、リストから選択された値よりも小さなデータの振動は平

滑化されます。これは線と面に適用されます。 

 ボックスに波長値を入力することもできます。この値はミリメートルです。 

[フィルタ]リストから[なし]が選択された場合、このオプションは非表示になります。 

適応性のある線スキャン戦略 

円筒自動要素ための適応性のある円筒線スキャン - 
その軸と平行な円筒に沿って多くの線を走査します。円筒はねじ切りされた表面または滑らか

な表面とすることがでます。 

この方策を実行するときは、プローブのシャンクを防ぐためにプローブルビーの直径がねじ間

のスペースより大きくなければなりません。 

戦略のタブは自動要素ダイアログボックス (挿入 | 要素 | 自動 | 
円筒)のプローブツールボックスに配置されます。 

• セットアップタブ 

• フィルタタブ 

• 詳細タブ 

プローブツールボックスの完成情報及び測定方策の選択の詳細については、「測定方策の操作

」を参照してください。 

設定タブ - 適応性のある円筒線スキャン方法 
要素の公差要件に関するすべての既知の情報と表面タイプを指定するには、この適応性のある

円筒線スキャン方法ための設定タブを利用し、 PC- DMISは残りを行います。 
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形状 
計測の目的は、形状公差の場合は、このチェックボックスを選択します。それが選択されると

、PC-
DMISは、入力した形状の公差値に基づいて、要素をスキャンします。形状公差値がより大きい

ほど、スキャンはより速いです。形状交差値がよりきついほど、スキャンはより遅いです。 

公差 
公差許容範囲か、または変数の限界を入力するか選択します。 

表面類別 
磨かれた、機械加工、グランド、またはキャストを選択します。 

詳細タブ - 適応性のある線スキャン戦略 
適応性のある円筒線スキャン方法ための[詳細]タブを使用して、計算された設定及び任意の自

動的に設定されたパラメータを上書きします。 

ｵｰﾊﾞｰﾗｲﾄﾞ 
このチェックボックスをオンにした場合、それは自動的に設定されたパラメータをすべて上書

きします。また、これは点密度、スキャン速度、加速度及びオフセット力などのプロパティを

可能にし、これらを使って、この測定に走査の特性を変更することができます。 

ポイントの密度 
走査中に測定単位当りに取る測定値をタイプするか、または選択します。 

ｽｷｬﾝ速度 
スキャン速度 (mm/秒) を入力または選択します。 

加速 
走査中に使用するために、加速をタイプするか、または選択します。その数値は、mm/sec/sec 
で指定されます。 

オフセット力 
走査中に維持するべき力のレベルをタイプするか選択してください。その数値は、ニュートン

で指定されます。 

円筒の事前計測 
この値はスキャンの前に円筒を見つけるために、接触点を取リます。 

ネジ穴 
このチェック·ボックスをマークすると、スレッドをスキャンするときの精度を高めるためにB3
のコントローラ上のフィルターがオンになります。 
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フィルタタブ - 適応性のある円筒線スキャン方法 
フィルタを設定するには、「アダプティブ円筒線スキャン方法」の「フィルタ」タブを使用し

ます。 

フィルター 
この値は、スキャン用のフィルタタイプを示します。あるろ過のオプションはある特定の方法

に対応します。フィルターの類別を選択します： 

• 無し - どんな走査データセットにもフィルタ・タイプを適用しません。 

• ガウス – 
ガウスフィルターがスキャンデータに適用され、データがスムーズになります。 

波長 (mm) 
線形ガウスフィルターを適用すると、リストから選択された値よりも小さなデータの振動は平

滑化されます。これは線と面に適用されます。 

 ボックスに波長値を入力することもできます。この値はミリメートルです。 

[フィルタ]リストから[なし]が選択された場合、このオプションは非表示になります。 

適応性のある円柱螺旋スキャン戦略 

円筒自動要素ための適応性のある円筒の螺旋状のスキャン - 
螺旋状の走査測定パターンを行ないます。 

戦略のタブは自動要素ダイアログボックス (挿入 | 要素 | 自動 | 
円筒)のプローブツールボックスに配置されます。 

• セットアップタブ 

• フィルタタブ 

• 詳細タブ 

プローブツールボックスの完成情報及び測定方策の選択の詳細については、「測定方策の操作

」を参照してください。 

設定タブ - 適応性のある円筒螺旋スキャン方法 
要素の公差要件に関するすべての既知の情報と表面タイプを指定するには、この適応性のある

円筒螺旋スキャン方法ための設定タブを利用し、 PC- DMISは残りを行います。 

サイズ 
計測の目的は、寸法公差の場合は、このチェックボックスを選択します。それが選択されると

、PC-
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DMISは、ユーザーが入力したサイズの公差値に基づいて、要素をスキャンします。入力した寸

法公差値が非常に緩んでいるか、または非常にタイトである場合は、PC-
DMISは非常にゆっくりと要素をスキャンします。それ以外の場合は、PC-
DMISはすぐに要素をスキャンします。 

位置 
計測の目的は、位置公差の場合は、このチェックボックスを選択します。それが選択されると

、PC-
DMISは、ユーザーが入力した位置の公差値に基づいて、要素をスキャンします。位置公差値が

より大きいほど、スキャンはより遅いです。位置交差値がよりきついほど、スキャンはより速

いです。 

形状 
計測の目的は、形状公差の場合は、このチェックボックスを選択します。それが選択されると

、PC-
DMISは、入力した形状の公差値に基づいて、要素をスキャンします。形状公差値がより大きい

ほど、スキャンはより速いです。形状交差値がよりきついほど、スキャンはより遅いです。 

公差 
公差許容範囲あるいは寸法、位置および形状変化の限界を入力するか選択します。 

表面類別 
磨かれた、機械加工、グランド、またはキャストを選択します。 

詳細タブ - 適応性のある円筒螺旋スキャン方法 
適応性のある円筒螺旋スキャン方法ための[詳細]タブを使用して、計算された設定及び任意の

自動的に設定されたパラメータを上書きします。 

ｵｰﾊﾞｰﾗｲﾄﾞ 
このチェックボックスをオンにした場合、それは自動的に設定されたパラメータをすべて上書

きします。また、これは点密度、スキャン速度、加速度及びオフセット力などのプロパティを

可能にし、これらを使って、この測定に走査の特性を変更することができます。 

ポイントの密度 
走査中に測定単位当りに取る測定値をタイプするか、または選択します。 

ｽｷｬﾝ速度 
スキャン速度 (mm/秒) を入力または選択します。 

加速 
走査中に使用するために、加速をタイプするか、または選択します。その数値は、mm/sec/sec 
で指定されます。 
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オフセット力 
走査中に維持するべき力のレベルをタイプするか選択してください。その数値は、ニュートン

で指定されます。 

スキャンの種類 
コントローラ上で実行したいスキャンの種類を選択します： 

• 定義済み - B3C、B4、またはFDCコントローラ上で定義されたパスの走査を実行します。 

• CIR - B4または B5 Leitz コントローラにスキャンのCIRタイプを実行します。 

フィルタタブ - 適応性のある螺旋スキャン方法 
フィルタを設定するには、「アダプティブ円筒螺旋スキャン方法」の「フィルタ」タブを使用

します。 

アウトライヤー 
PC-DMISは最初に円をデータに合わせ、次にどのポイントが法線デビエーション 
マルチプルに基づいているかを決定します。続いて以下を実行します: 

• 削除されたアウトライアを使って最適化円の再計算 

• アウトライアの再検査 

• 最適化円の再計算 

• この過程をアウトライアがなくなるまで、またはPC-
DMISが円を計算できなくなるまで続けます。(PC-
DMISは、3データポイントより少ない場合は円を計算できない） 

フィルター 
この値は、スキャン用のフィルタタイプを示します。あるろ過のオプションはある特定の方法

に対応します。フィルターの類別を選択します： 

• 無し - どんな走査データセットにもフィルタ・タイプを適用しません。 

• ガウス – 
ガウスフィルターがスキャンデータに適用され、データがスムーズになります。 

UPR 
回転あたりの起伏を入力するか、選択します。デフォルトは50です。UPRは、円筒や円にも適

用されます。[フィルタ]リストから[なし]が選択された場合、このアイテムは非表示になります

。 

適応性のあるリニアスキャン戦略 

線自動要素ための適応性のあるリニアスキャン戦略は、指定された線に沿って1回の線スキャン

を実行します。 
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戦略のタブは自動要素ダイアログボックス (挿入 | 要素 | 自動 | 
線)のプローブツールボックスに配置されます。 

• セットアップタブ 

• フィルタタブ 

• 詳細タブ 

プローブツールボックスの完成情報及び測定方策の選択の詳細については、「測定方策の操作

」を参照してください。 

設定タブ - 適応性のあるリニアスキャン戦略 
要素の公差要件に関するすべての既知の情報と表面タイプを指定するには、この適応性のある

リニアスキャン方法ための設定タブを利用し、 PC- DMISは残りを行います。 

形状 
計測の目的は、形状公差の場合は、このチェックボックスを選択します。それが選択されると

、PC-
DMISは、入力した形状の公差値に基づいて、要素をスキャンします。形状公差値がより大きい

ほど、スキャンはより速いです。形状交差値がよりきついほど、スキャンはより遅いです。 

公差 
公差許容範囲か、または変数の限界を入力するか選択します。 

表面類別 
磨かれた、機械加工、グランド、またはキャストを選択します。 

詳細タブ - 適応性のあるリニアスキャン方法 
適応性のあるリニアスキャン方法ための[詳細]タブを使用計算された設定と任意の自動的に設

定されたパラメータを上書きします。 

ｵｰﾊﾞｰﾗｲﾄﾞ 
このチェックボックスをオンにした場合、それは自動的に設定されたパラメータをすべて上書

きします。また、これは点密度、スキャン速度、加速度及びオフセット力などのプロパティを

可能にし、これらを使って、この測定に走査の特性を変更することができます。 

ポイントの密度 
走査中に測定単位当りに取る測定値をタイプするか、または選択します。 

ｽｷｬﾝ速度 
スキャン速度 (mm/秒) を入力または選択します。 

加速 
走査中に使用するために、加速をタイプするか、または選択します。その数値は、mm/sec/sec 
で指定されます。 
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オフセット力 
走査中に維持するべき力のレベルをタイプするか選択してください。その数値は、ニュートン

で指定されます。 

フィルタタブ - 適応性のあるリニアスキャン方法 
フィルタを設定するには、「アダプティブリニアスキャン方法」の「フィルタ」タブを使用し

ます。 

フィルター 
この値は、スキャン用のフィルタタイプを示します。あるろ過のオプションはある特定の方法

に対応します。フィルターの類別を選択します： 

• 無し - どんな走査データセットにもフィルタ・タイプを適用しません。 

• ガウス – 
ガウスフィルターがスキャンデータに適用され、データがスムーズになります。 

波長 (mm) 
線形ガウスフィルターを適用すると、リストから選択された値よりも小さなデータの振動は平

滑化されます。これは線と面に適用されます。 

 ボックスに波長値を入力することもできます。この値はミリメートルです。 

[フィルタ]リストから[なし]が選択された場合、このオプションは非表示になります。 

適応性のある自由形状平面スキャン戦略 

平面自動要素ためのアダプティブ平面円スキャン方法は、一連の点で定義されたパスに沿って

移動することによって平面をスキャンします。走査パスは連続的である、ブレークを含む、ま

たは移動点を含むことができます。走査パス中のブレーキ、移動点は、パスが任意の理由によ

り連続的でなくても、シングル面として面を走査するのを支援することができます。 

測定プログラムを実行するとき、テキストファイルからスキャンパスを動的に読み込むことが

できます。これはスキャンされる面の形状がバリアント(同類でわずかに異なるもの)間で変化

する場合に、パートのバリアント上で平面をスキャンするのに役立ちます。 

戦略のタブは自動要素ダイアログボックス (挿入 | 要素 | 自動 | 
平面)のプローブツールボックスに配置されます。 

• セットアップタブ 

• フィルタタブ 

• 詳細タブ 
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• パス定義タブ 

• 走査パスタブ 

• [実行]タブ 

プローブツールボックスの完成情報及び測定方策の選択の詳細については、「測定方策の操作

」を参照してください。 

設定タブ - 適応性のある自由形状平面スキャン戦略 
要素の公差要件に関するすべての既知の情報と表面タイプを指定するには、この適応性のある

自由形状平面スキャン方法ための設定タブを利用し、 PC- DMISは残りを行います。 

形状 
計測の目的は、形状公差の場合は、このチェックボックスを選択します。それが選択されると

、PC-
DMISは、入力した形状の公差値に基づいて、要素をスキャンします。形状公差値がより大きい

ほど、スキャンはより速いです。形状交差値がよりきついほど、スキャンはより遅いです。 

公差 
公差許容範囲か、または変数の限界を入力するか選択します。 

表面類別 
磨かれた、機械加工、グランド、またはキャストを選択します。 

詳細タブ - 適応性のある自由形状平面スキャン方法 
適応性のある自由形状スキャン方法ための[詳細]タブを使用計算された設定と任意の自動的に

設定されたパラメータを上書きします。 

ｵｰﾊﾞｰﾗｲﾄﾞ 
このチェックボックスをオンにした場合、それは自動的に設定されたパラメータをすべて上書

きします。また、これは点密度、スキャン速度、加速度及びオフセット力などのプロパティを

可能にし、これらを使って、この測定に走査の特性を変更することができます。 

ポイントの密度 
走査中に測定単位当りに取る測定値をタイプするか、または選択します。 

ｽｷｬﾝ速度 
スキャン速度 (mm/秒) を入力または選択します。 

加速 
走査中に使用するために、加速をタイプするか、または選択します。その数値は、mm/sec/sec 
で指定されます。 
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オフセット力 
走査中に維持するべき力のレベルをタイプするか選択してください。その数値は、ニュートン

で指定されます。 

フィルタタブ - 適応性のある自由形状平面スキャン方法 
フィルタを設定するには、「アダプティブ自由形状平面スキャン方法」の「フィルタ」タブを

使用します。 

アウトライヤー 
PC-DMISは最初に円をデータに合わせ、次にどのポイントが法線デビエーション 
マルチプルに基づいているかを決定します。続いて以下を実行します: 

• 削除されたアウトライアを使って最適化円の再計算 

• アウトライアの再検査 

• 最適化円の再計算 

• この過程をアウトライアがなくなるまで、またはPC-
DMISが円を計算できなくなるまで続けます。(PC-
DMISは、3データポイントより少ない場合は円を計算できない） 

フィルター 
この値は、スキャン用のフィルタタイプを示します。あるろ過のオプションはある特定の方法

に対応します。フィルターの類別を選択します： 

• 無し - どんな走査データセットにもフィルタ・タイプを適用しません。 

• ガウス – 
ガウスフィルターがスキャンデータに適用され、データがスムーズになります。 

波長 (mm) 
線形ガウスフィルターを適用すると、リストから選択された値よりも小さなデータの振動は平

滑化されます。これは線と面に適用されます。 

 ボックスに波長値を入力することもできます。この値はミリメートルです。 

[フィルタ]リストから[なし]が選択された場合、このオプションは非表示になります。 

パス定義タブ - アダプティブ自由形状平面スキャン戦略 
アダプティブ自由形状平面スキャン方策のパス定義タブを使用してスキャンパスを生成します

。 
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種類 
走査パスは次のタイプの方法によって生成することができます: 

• 境界パス 

• 自由形状パス 

• 教学パス 

ポイント一覧エリア 
点リストエリアはユーザーがCADで選択するか、手動にてCMMで取得する点を表示します（テ

ィーチパスタイプでのみ）。 

＃ - 点を識別する数や文字が表示されます。 

X、Y、Z - XYZ 値がこのエリアに表示されます。 

点の類別 - 
この列は、スキャン·パスを生成する教学パスメソッドの点の類別を示します。 

点を削除するには、点一覧エリアで右クリックします。削除とクリアのオプションが表

示されます。 

 

点オプション 

削除 - 
点を削除するには、点一覧エリアでそれを強調表示し、右クリックして、このオプ

ションを選択します。 

クリア - 
すべての点を削除するには、点リストのエリアで右クリックして、このオプション

を選択します。すべての点を削除しますかというメッセージが表示されると、 
[OK]をクリックします。 

>> 
選択された類別の追加のプロパティを設定し、スキャン·パスを生成するには、このボタンをク

リックします。 

<< 
点一覧エリアに戻すには、このボタンをクリックします。 

外周パス 
この方法は表面の外周に沿ってスキャンパスを生成します。これにはCADが必要です。 
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デフォルトの周辺スキャンパスの生成 
所定の平面に対してデフォルトのが外周スキャンパスを生成できます。デフォルトパスの開始

点は、選択した平面の点(重心)に最も近い端になります。スキャン方向は所定平面で反時計回

りに行われます。スキャンの開始点と終了点は同じです。デフォルトパスの生成はパス生成の

定義の第2画面でパラメータセットを使用します。[作成]を選択すると、スキャンパスのタブに

デフォルトパスのデータが入ります。 

複数の平面を選択 
周辺パスは離れた平面もサポートします。例えば、以下はデモブロックの正面です: 

 

デモブロックの正面の例 

 

パス定義タブ 

平面で複数の面を選択するには: 

1. [CADを選択]チェックボックスを選択します。 

2. 必要に応じて、[すべて非選択]をクリックし、選択されている面の選択を解除します。 

3. 最初の面をクリックします。ハイライトされます。 

4. 2番目の面をクリックします。ハイライトされます。 
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最初と2番目の面が離れている場合、PC-
DMISは自動的に[デフォルトパス]チェックボックスを選択します。各選択面でデフォル

トパスが生成されます。 

5. さらに多くの面をクリックして選択します。 

 [作成]を選択すると、PC-DMISが[スキャンパス]タブを完成します。 

選択による周辺パスの生成 
任意の1つのCAD表面上の開始点、方向、および終点を選択するか、またはいずれか1つのCAD表
面上の開始点と方向点を選択して閉鎖のスキャンパスを生成することによって、周囲パスを生

成できます。 

1. 下記のうちの1つを行います。 

• 始点、方向点、および終点を定義するには、CAD上の3つの点をクリックします

。これらの点は点一覧エリアに表示されます。#カラムでは、1=始点、D=方向点

および2=終点となります。例えば： 

 

[パスの定義]タブの実例 

• 始点と方向点を定義するには、CAD上の2つの点をクリックします。これらの点

は点一覧エリアに表示されます。#カラムでは、1=始点、D=方向点となります。

ポイント2（エンドポイント）が定義されていない場合、PC-
DMISはポイント1を使用して閉じたパスを作成します。 

点を編集する必要がある場合は、ポイントをダブルクリックします。[点の編集]ダイアロ

グボックスが表示されます。例を下記に示します。 
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点の編集のダイアログ ボックス 

必要に応じて値を変更します。点に移動し変更するには、[>>]をクリックします。 

2. 境界コントロールを設定するには、 
[>>]をクリックします。境界コントロールエリアが表示されます。境界点の生成を制御

するには、このエリア内のプロパティを使用します。 

 

境界コントロールアリアの実例 

CAD 公差 - アルゴリズムを見つける点で使用公差範囲を入力します。 

増量 - 隣接点間最小距離を入力します。 

オフセット - 境界からのオフセット距離を入力します。 

境界類別 - 
選択された表面上でどの境界タイプがパス計算で考慮されるべきかを選択します。 

• 内部のみ - 内部境界は、スキャンパスを生成するために使用されます。 

• 内部または外部 - PC-
DMISは、取得したヒットに基づいて内部境界または外部境界を使用する必要が

あるかどうかを判断し、ヒットを生成します。 

• 外部のみ - 外部境界は、スキャンパスを生成するために使用されます。 
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例えば、点1、D、及び点2、は次のように取られるとします。 

 

[内部のみ]が選択された場合、PC-DMISは次のようにスキャンパスを生成します。 

 

[外部のみ]が選択された場合、PC-DMISは次のようにスキャンパスを生成します。 
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穴をジャンプ - 
このチェックボックスを選択すると、CAD面上でスキャンパスが穴を通過した場合にスキ

ャンパスにブレーク点を生成します。ボックスの縁から必要な距離を入力します。 

生成 - 
点を生成して点一覧エリアに表示するには、このボタンをクリックします。生成された

パスは、CADグラフィック表示ウィンドウに表示されます。必要に応じて、始点、方向点

および終点を変更してから、スキャンパスを再生成することができます。 

[パスの追加] - スキャンパスタブに点を追加するには、このボタンをクリックします。 

自由形状パス 
この方法は定義された点のパスに沿ってスキャンパスを生成します。これにはCADが必要です

。この方法を使用してスキャンのパスを生成するには： 

1. 自由形状のパスを定義するためにCADをクリックします。5点の最小値は走査パスを計算

するために記録されなければなりません。点は点一覧領域に表示されます。例を下記に

示します。 
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[パスの定義]タブの実例 

＃カラムには点を識別する番号が一覧表示されています。点を編集するには、それをダ

ブルクリックします。点を編集ダイアログボックスが現れます。必要に応じて値を変更

します。点に移動し変更するには、[>>]をクリックします。 

2. 自由形状のパスコントロールを設定するには、 
[>>]をクリックします。自由形状コントロールエリアが表示されます。自由形状の点の

生成を制御するために、このエリアのプロパティを使用します。 

 

自由形状コントロールアリアの実例 

曲線のタイプ – 生成するパスのタイプを選択します: オープンか、またはクローズです。 

増量 - 隣接点間最小距離を入力します。 

穴をジャンプ - 
このチェックボックスを選択すると、CAD面上でスキャンパスが穴を通過した場合にスキ

ャンパスにブレーク点を生成します。ボックスの縁から必要な距離を入力します。 
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生成 - 
点を生成して点一覧エリアに表示するには、このボタンをクリックします。生成された

パスは、CADグラフィック表示ウィンドウに表示されます。必要に応じて、自由形状パス

を定義する点を変更し、走査パスを再生成することができます。 

[パスの追加] - スキャンパスタブに点を追加するには、このボタンをクリックします。 

教学パス 
パスを教える/学習するためにCMMかCADにヒットを取ることにより、この種の走査パスを生成

することができます。走査パスは線、弧および(または)円で作られています。 

 
ティーチパス生成に対するヘルプについては、指定されたパスに沿った上部面を走査するため

の「適応自由形状平面スキャン方策のティーチパスの例」トピックに記述された詳細な手順例

を参照してください。 

教学パスを定義するには： 

1. パスの類別を定義するボタンを選択します。 

• 線 

• 弧 

• 円 

2. 線または円経路について、2個または3個の手動ヒットを取ります。円弧のパスまたは円

のパスについて、2個または3個の手動ヒットを取ります。点は点一覧領域に表示されま

す。例を下記に示します。 

 

パスの定義タブの実例 - 線パス 
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次のアイテムは、点一覧エリアに適用されます。 

• ＃カラムには点を識別する番号が一覧表示されています。点の類別カラムには

点の類別が記載されています：例えば: 
線の始点、線の終点、円の終点、円の中間点<番号>。 

• 赤い点は経路が不完全なことを示し、点は経路を生成することに用いられません

。パスの類別(例えば線から弧まで)を変更すれば、赤い点は削除されます。 

• 点のX 
、Y、Zの値を編集するには、点をダブルクリックします。点を編集ダイアログボ

ックスが現れます。 

円経路の始点又は終点を編集する場合、それらは同じ点であるため、両方の点が変

わります。 

3. ティーチングコントロールを設定するには、 
[>>]をクリックします。ティーチコントロールエリアが現れます。このエリアのプロパ

ティを使用して、点の生成をコントロールします： 

 

教学コントロールアリアの実例 

増量 - 隣接点間最小距離を入力します。 

穴をジャンプ - 
このチェックボックスを選択すると、CAD面上でスキャンパスが穴を通過した場合にスキ

ャンパスにブレーク点を生成します。ボックスの縁から必要な距離を入力します。 

コーナー半径を平滑化 - 
スキャンパスが生成されると、交差点では鋭利な角が起こることがあります。鋭利な角

はコントローラのスキャン速度を遅くします。コーナー半径を平滑化すると、鋭利な角

を滑らかにするのに役立ちます。交差点と同じ中心を持つ円とその半径がこのボックス

に入力されることで定義されます。この円の内部に存在するスキャンパスのすべての点

が平滑化されます。 
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生成 - 
点を生成して点一覧エリアに表示するには、このボタンをクリックします。生成された

パスは、CADグラフィック表示ウィンドウに表示されます。必要に応じて、教学のパスを

定義する点を変更し、次に、走査パスを再生成することができます。 

[パスの追加] - スキャンパスタブに点を追加するには、このボタンをクリックします。 

ティーチパスの例 - アダプティブ自由形状平面スキャン方策 
この適応可能な自由形状平面スキャン方策のパスのティーチング法の例は、特定パスに沿って

最上面をスキャンする詳細な手順を示しています。 

この例において、下のように示されたパスに沿ったトップ面を走査したいとします: 

 

走査のパス 

このパスを生成するために、以下に説明するように点を定義するヒットを取ります。点は、パ

スの定義タブで点一覧に記録されます。これらは手順に示されているようにCAD上にマークさ

れています。 

1. パスの最初のセグメントは線形です。この線を生成するには： 

a. ボタンを選択します。 

b. これが最初のセグメントであるため、線の点1と2を定義するには、2つのヒット

を取ります。 
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最初のセグメントの点1と2 

 

CADにマークされた点１と点２ 

2. パスの2番目のセグメントも線形です。点2 
（最初のセグメント線の最後の点）は、第2のセグメント線の始点になります。この線

を生成するには： 

a. ボタンを選択された状態に維持してください。 

b. 点3、第2のセグメント線の終点を定義するためにヒット取ります。 



PC-DMIS 2018 R2 CMM Manual 

183 

 

二番目のセグメントにある点３ 

 

CADにマークされた点３ 

3. スキャン·パスの3番目のセグメントは大きな円に沿って弧です。点３（二番目のセグメ

ント線の最後の点）は、弧の始点になります。最後の点は弧の終点になります。この弧

を生成するには： 

a. ボタンを選択します。 

b. 点4と5を定義するには、弧上から2つ以上のヒットを取ります。 
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3番目のセグメントにある点4および5 

 

CADにマークされた点４と点５ 

4. 4番目のセグメントは線です。円弧の終点が線の始点になります。この線を生成するに

は： 

a. ボタンを選択します。 

b. 点６、四番目のセグメント線の終点を定義するためにヒット取ります。 
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4番目のセグメントにある点6 

 

CADにマークされた点６ 

5. 今、小円のまわりで360度を走査する必要があります。4番目のセグメント線の終点は円

の始点になります。この円を生成するには: 

a. ボタンを選択します。 

b. 円軌道の点7と8を定義するには、さらに2つのヒットを取ります。円は360度な

ので、円の終点である点9は円の始点と同じ位置に自動的に記録されます。 
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円内の点７から点９まで 

 

CADでマークされた点7〜点9 

6. 最後のセグメントは線です。円の終点である点9は、線の始点となります。この線を生

成するには： 

a. ボタンを選択します。 

b. パスのスキャンを完成する点10を定義するために、最後のヒットを取ります。 
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最後のセグメントにある点10 

 

CADにマークされた点10 

7. >>ボタンを選択して下さい。[ティーチコントロール]エリアの[増分]ボックスに「1」と

入力します。 

8. 生成をクリックします。生成された走査パスは、グラフィック表示ウィンドウに表示さ

れます。 
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生成された走査パス 

スキャンパスタブ - アダプティブ自由形状平面スキャン戦略 
アダプティブ自由形状平面スキャン方策のスキャンパスタブを使用して下記を実行します。 

• スキャン点と移動点を表示する 

• テキストファイルから走査点と移動点をインポートします。 

• テキストファイルに走査点と移動点をエクスポートします。 

• 移動点または断点を挿入します。 

以下に例を示します: 

 

走査パスタブの実例 
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次のアイテムは点一覧エリアに表示されます： 

• ＃ - 生成された点を識別 する番号です。 

• X、 Y及び Z - XYZ の値 

スキャンパスの任意の点をクリックすると、PC-
DMISはCADの表面で点をハイライト表示します。例を下記に示します。 

 

CADの表面でハイライトされた点の例 

追加機能を実行するには、点一覧エリアで右クリックします。次のオプションが表示されます: 

 

点リストオプション 

インポート 
インポート - 
テキストファイルからスキャン点と移動点をインポートするには、このオプションを選択しま

す。測定プログラムを実行するとき、テキストファイルからスキャンパスを動的に読み込むこ

とができます。これはスキャンされる面の形状がバリアント(同類でわずかに異なるもの)間で

変化する場合に、パートのバリアント上で平面をスキャンするのに役立ちます。 

次は、部分的なテキストファイルの一例です： 

-32.23,14.067,-0.001,SCAN 

-29.2,6.684,-0.006,SCAN 
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-24.389,1.846,-0.008,SCAN 

-19.309,-3.982,-0.004,SCAN 

-15.327,-8.125,-0.004,SCAN 

-9.949,-9.576,-0.004,SCAN 

-4.838,-11.112,-0.001,SCAN 

6.786,-10.431,-0.005,SCAN 

12.121,-4.769,-0.003,SCAN 

17.941,1.332,-0.005,SCAN 

21.889,7.432,-0.002,SCAN 

26.623,10.02,-0.004,SCAN 

0,0,0,BREAK 

27,10,50,MOVE 

30.361,9.192,-0.003,SCAN 

この実例には： 

• SCAN - スキャンに追加される点を示します。 

• BREAK - 
後退点への移動を示します。次に、別のスキャンが次のスキャン点で開始されます。 

• MOVE - 指定された場所への移動を示します。 

ｴｸｽﾎﾟｰﾄ 
テキストファイルにスキャンパスをエクスポートするには、このオプションを選択します。 

改行挿入 
スキャン点の間にブレークを挿入するには、このオプションを選択します。結果として PC-
DMISはコントローラに複数のスキャンコマンドを送信します。スキャンパス中のブレーク点は

パスがなんらかの理由により連続でなくても、シングル面として面をスキャンするのに役立つ

ことがあります。スキャンは下記を行います。 

1. リトラクトパラメータの現在の値に基づいて、パーツを撤回します。 

2. プレヒットのパラメータの現在の値に基づいてプレヒット距離で次のスキャン点に移動

します。 

3. 次のスキャンを開始します。 

移動の挿入 
障害物を回避するために移動点を挿入するには、このオプションを選択します。スキャンパス

内の移動点を使用すると、パスが何らかの理由により連続的でなくても、1つの単独平面として

面をスキャンすることができます。以下のように点の挿入ダイアログボックスが表示されます

。 



PC-DMIS 2018 R2 CMM Manual 

191 

 

[点の挿入]ダイアログ ボックス 

プローブを配置し、[プローブ位置]をクリックしてこの位置に移動点を挿入できます。 

削除 
点を削除するには点一覧エリアで強調表示し、右クリックしてこのオプションを選択します。 

クリア (消去) 
クリア - 
すべての点を削除するには点リストのエリアで右クリックして、このオプションを選択します

。「すべての点を削除しますか？」と尋ねるメッセージが表示されたら、[OK]をクリックしま

す。 

精製 
パスの曲率に基づいて、パスの点密度を変化させるために精製の設定ダイアログボックスを表

示するには、このオプションを選択します： 

 

精製設定ダイアログ ボックス 

コーナー公差 - 
このボックスに入力した値より小さい曲率を持つパス領域は弧セグメントに変換されま

す。 

点間隔 - パスの直線部の隣接点の間の最大の距離を入力します。 

精製を元に戻す 
精製設定ダイアログボックスで行った変更を元に戻すには、このオプションを選択します。 

実行タブ - アダプティブ自由形状平面スキャン戦略 
アダプティブ自由形状平面スキャン方策の実行タブを使用して、この方策に対する追加オプシ

ョンを設定します。 
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実行前のファイル読み取り  
テキストファイルから実行する前にスキャン·パスを読み取るには、このチェックボックスを選

択します。これは各種パートを測定するのに役立ちます。 

ﾌｧｲﾙ名 
実行前に読み込まれるファイルのパスと名前を入力します。[参照]をクリックしてファイルを

選択してください。 

アプローチ距離/後退距離: 
各スキャンセグメントに対するプローチ距離および後退移動の距離を入力してください。値0.0
はこれらの動きを無効にします。 

プロービング期間 
このプロパティはB3コントローラ（非VHSSスキャン）のみに適用されます。これはパス点間の

ミリ秒数をコントロールします。 

適応性のある平面円スキャン戦略 

平面自動要素ためのアダプティブ平面円スキャン方法は、円形のパスでスキャンすることによ

って平面を測定します。 

戦略のタブは自動要素ダイアログボックス (挿入 | 要素 | 自動 | 
平面)のプローブツールボックスに配置されます。 

• セットアップタブ 

• フィルタタブ 

• 詳細タブ 

• パス定義タブ 

• 走査パスタブ 

プローブツールボックスの完成情報及び測定方策の選択の詳細については、「測定方策の操作

」を参照してください。 

設定タブ - 適応性のある平面円スキャン方法 
要素の公差要件に関するすべての既知の情報と表面タイプを指定するには、この適応性のある

平面円スキャン方法ための設定タブを利用し、 PC- DMISは残りを行います。 

形状 
計測の目的は、形状公差の場合は、このチェックボックスを選択します。それが選択されると

、PC-
DMISは、入力した形状の公差値に基づいて、要素をスキャンします。形状公差値がより大きい

ほど、スキャンはより速いです。形状交差値がよりきついほど、スキャンはより遅いです。 
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公差 
公差許容範囲か、または変数の限界を入力するか選択します。 

表面類別 
磨かれた、機械加工、グランド、またはキャストを選択します。 

中心を選択 
このオプションによって、CADをクリックして中心点を表示することができます。面上点また

はワイヤーフレーム点を選択できます。PC-DMISは自動要素ダイアログボックス (挿入 | 要素 | 
自動 | 平面)の要素プロパティエリアに、選択された点の情報を挿入します。また、PC-
DMISはパス定義タブの最初の直径を完成させます。 

詳細タブ - 適応性のある平面スキャン方法 
適応性のある平面円スキャン方法ための[詳細]タブを使用計算された設定と任意の自動的に設

定されたパラメータを上書きします。 

ｵｰﾊﾞｰﾗｲﾄﾞ 
このチェックボックスをオンにした場合、それは自動的に設定されたパラメータをすべて上書

きします。また、これは点密度、スキャン速度、加速度及びオフセット力などのプロパティを

可能にし、これらを使って、この測定に走査の特性を変更することができます。 

ポイントの密度 
走査中に測定単位当りに取る測定値をタイプするか、または選択します。 

ｽｷｬﾝ速度 
スキャン速度 (mm/秒) を入力または選択します。 

加速 
走査中に使用するために、加速をタイプするか、または選択します。その数値は、mm/sec/sec 
で指定されます。 

オフセット力 
走査中に維持するべき力のレベルをタイプするか選択してください。その数値は、ニュートン

で指定されます。 

フィルタタブ - 適応性のある平面スキャン方法 
フィルタを設定するには、「アダプティブ平面円スキャン方法」の「フィルタ」タブを使用し

ます。 

アウトライヤー 
PC-DMISは最初に円をデータに合わせ、次にどのポイントが法線デビエーション 
マルチプルに基づいているかを決定します。続いて以下を実行します: 
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• 削除されたアウトライアを使って最適化円の再計算 

• アウトライアの再検査 

• 最適化円の再計算 

• この過程をアウトライアがなくなるまで、またはPC-
DMISが円を計算できなくなるまで続けます。(PC-
DMISは、3データポイントより少ない場合は円を計算できない） 

フィルター 
この値は、スキャン用のフィルタタイプを示します。あるろ過のオプションはある特定の方法

に対応します。フィルターの類別を選択します： 

• 無し - どんな走査データセットにもフィルタ・タイプを適用しません。 

• ガウス – 
ガウスフィルターがスキャンデータに適用され、データがスムーズになります。 

波長 (mm) 
線形ガウスフィルターを適用すると、リストから選択された値よりも小さなデータの振動は平

滑化されます。これは線と面に適用されます。 

 ボックスに波長値を入力することもできます。この値はミリメートルです。 

[フィルタ]リストから[なし]が選択された場合、このオプションは非表示になります。 

パス定義タブ - アダプティブ平面円スキャン戦略 
アダプティブ平面円スキャン方策のパス定義タブを使用して、円形スキャンパスの追加オプシ

ョンを提供します。パス定義パラメータを更新するときはいつでもスキャンパスを表示するこ

とができます。また、グラフィック表示ウィンドウに更新されたスキャンパスを表示すること

もできます。 

リング 
リングの数を入力または選択します。 

一番目の直径 
一番目のリングの直径 

補正 
2つのリング間の距離を入力します。 

リングをスキップ 
スキップしたいリングの数(複数可)を入力します。 
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 リング 2 および 4 
をスキップするには2,４と入力します。2～5のリングをスキップするには、2-
5と入力します。 

パス密度 
スキャンパスを作成するときにミリ当たりの必要な点数を入力します。 

開始角度 
10 進数度で、開始角度を入力するか選択します。 

終了角度 
10 進数度で、終了角度を入力するか選択します。 

方向 
CW (時計回り) またはCCW (反時計回り) を選択します。 

ジャンプ穴 
このチェックボックスが選択されると、CAD面上でスキャンパスが穴を通過した場合にスキャ

ンパスにブレーク点を生成します。ボックスの縁から必要な距離を入力します。 

スキャンパスタブ - アダプティブ平面円スキャン戦略 
アダプティブ平面円スキャン方策のスキャンパスタブを使用して下記を実行します。 

• スキャン点と移動点を表示する 

• 移動点または断点を挿入します。 

• スキャンパスからの点の削除 

以下に例を示します: 
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走査パスタブの実例 

次のアイテムは点一覧エリアに表示されます： 

• ＃ - 生成された点を識別 する番号です。 

• X、 Y及び Z - XYZ の値 

スキャンパスの任意の点をクリックすると、点がCADの表面でハイライトされます。例を下記

に示します。 
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CADの表面でハイライトされた点の例 

追加機能を実行するには、点一覧エリアで右クリックします。次のオプションが表示されます: 

 

点リストオプション 

改行挿入 
スキャン点の間にブレークを挿入するには、このオプションを選択します。結果として PC-
DMISはコントローラに複数のスキャンコマンドを送信します。走査パス中のブレーク点は、パ

スが何らかの理由で連続的でなくても走査が実行されるのに役立ちます。走査は下記を行いま

す。 

1. 後退パラメータの現在値に基づいてパートを後退させます。 

2. プレヒットのパラメータの現在の値に基づいてアプローチ距離で次のスキャン点に移動

します。 

3. 次のスキャンを開始します。 
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移動の挿入 
障害物を回避するために移動点を挿入するには、このオプションを選択します。スキャンパス

中の移動点はスキャンパス中の任意の障害物を回避するのに役立ちます。以下のように点の挿

入ダイアログボックスが表示されます。 

 

[点の挿入]ダイアログ ボックス 

プローブを配置し、[プローブ位置]をクリックしてこの位置に移動点を挿入できます。 

削除 
点を削除するには点一覧エリアで強調表示し、右クリックしてこのオプションを選択します。 

適応性のある平面線スキャン戦略 

平面自動要素ためのアダプティブ平面線スキャン方法は、直線のパスでスキャンすることによ

って平面を測定します。 

戦略のタブは自動要素ダイアログボックス (挿入 | 要素 | 自動 | 
平面)のプローブツールボックスに配置されます。 

• セットアップタブ 

• フィルタタブ 

• 詳細タブ 

プローブツールボックスの完成情報及び測定方策の選択の詳細については、「測定方策の操作

」を参照してください。 

設定タブ - 適応性のある平面線スキャン方法 
要素の公差要件に関するすべての既知の情報と表面タイプを指定するには、この適応性のある

平面線スキャン方法ための設定タブを利用し、 PC- DMISは残りを行います。 

形状 
計測の目的は、形状公差の場合は、このチェックボックスを選択します。それが選択されると

、PC-
DMISは、入力した形状の公差値に基づいて、要素をスキャンします。形状公差値がより大きい

ほど、スキャンはより速いです。形状交差値がよりきついほど、スキャンはより遅いです。 
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公差 
公差許容範囲か、または変数の限界を入力するか選択します。 

表面類別 
磨かれた、機械加工、グランド、またはキャストを選択します。 

詳細タブ - 適応性のある平面線スキャン方法 
適応性のある平面線スキャン方法ための[詳細]タブを使用計算された設定と任意の自動的に設

定されたパラメータを上書きします。 

ｵｰﾊﾞｰﾗｲﾄﾞ 
このチェックボックスをオンにした場合、それは自動的に設定されたパラメータをすべて上書

きします。また、これは点密度、スキャン速度、加速度及びオフセット力などのプロパティを

可能にし、これらを使って、この測定に走査の特性を変更することができます。 

ポイントの密度 
走査中に測定単位当りに取る測定値をタイプするか、または選択します。 

ｽｷｬﾝ速度 
スキャン速度 (mm/秒) を入力または選択します。 

加速 
走査中に使用するために、加速をタイプするか、または選択します。その数値は、mm/sec/sec 
で指定されます。 

オフセット力 
走査中に維持するべき力のレベルをタイプするか選択してください。その数値は、ニュートン

で指定されます。 

フィルタタブ - 適応性のある平面線スキャン方法 
フィルタを設定するには、「アダプティブ平面線スキャン方法」の「フィルタ」タブを使用し

ます。 

アウトライヤー 
PC-DMISは最初に円をデータに合わせ、次にどのポイントが法線デビエーション 
マルチプルに基づいているかを決定します。続いて以下を実行します: 

• 削除されたアウトライアを使って最適化円の再計算 

• アウトライアの再検査 

• 最適化円の再計算 
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• この過程をアウトライアがなくなるまで、またはPC-
DMISが円を計算できなくなるまで続けます。(PC-
DMISは、3データポイントより少ない場合は円を計算できない） 

フィルター 
この値は、スキャン用のフィルタタイプを示します。あるろ過のオプションはある特定の方法

に対応します。フィルターの類別を選択します： 

• 無し - どんな走査データセットにもフィルタ・タイプを適用しません。 

• ガウス – 
ガウスフィルターがスキャンデータに適用され、データがスムーズになります。 

波長 (mm) 
線形ガウスフィルターを適用すると、リストから選択された値よりも小さなデータの振動は平

滑化されます。これは線と面に適用されます。 

 ボックスに波長値を入力することもできます。この値はミリメートルです。 

[フィルタ]リストから[なし]が選択された場合、このオプションは非表示になります。 

適応性の無いスキャン方策の使用 

適応性の無いスキャン戦略とそのタブは下記の表にある自動要素ためのプローブツールボック

スにある測定方法タブに配置されています：方策を以下に記載します。方策を以下に記載しま

す。 

• ゲージスキャンの校正方法 

• 円筒センタリング・スレッド・スキャン 

• 「セルフセンタリング点戦略」 

測定方法の選択と使用の詳細については、測定方法を使用した操作を参照してください。 

ゲージスキャン校正方策 

ゲージスキャンフィルタは、同様のサイズのマスターリングやプラグをCMM上の同じ位置に配

置することによりスキャンを比べると、可能な限り高い精度で円や円筒の形を測定することが

できます。非常にタイトな形状公差で部品の生産リングやプラグ、円形の要素を測定するため

に、このフィルタを使用することができます。 

自動円に対するゲージスキャン校正方策はゲージスキャンフィルタで使用するためのプローブ

ルビーを校正します。ゲージスキャン校正データはプローブファイルに格納されます。ゲージ
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スキャンフィルタはアダプティブ円スキャンおよびアダプティブ円筒同心円スキャン方策で使

用できます。 

 プローブルビーを再校正すると、PC-
DMISはゲージスキャン校正データを削除します。再度ゲージスキャン校正を実行する必要があ

ります。 

ゲージスキャンフィルタオプションは、[プローブデータの編集]ダイアログボックス（[挿入|ハ
ードウェア定義|プローブ|編集]ボタン）にあります。各プローブ先端のゲージスキャンフィル

タオプションは、ゲージスキャン校正データが利用可能かどうかを示します。このオプション

の詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「ハードウェアの定義」章の「ゲージスキャンフィルタ」を参照してくだ

さい。 

最適の結果については： 

• 精確に穴の内部に測定するために、ゲージスキャン校正を使って、リングゲージでプロ

ーブ先端を校正します。 

• 精確に穴の外部を測定するために、ゲージスキャン校正を使って、プラグゲージでプロ

ーブ先端を校正します。 

• ゲージスキャン校正を使って、正確に検査する必要がある部分にできるだけ近い直径の

リングまたはプラグでプローブ先端を校正します。 

• 最も高い精度を得るには、検査のパーツが配置されているCMMの同じ場所にリングまた

はプラグゲージを置きます。 

• ゲージスキャンキャリブレーション用のソフトウェア補償オプションを使用する場合、

ゲージ測定によく使用される点密度にできるだけ接近している値で測定するべき点密度

(サンプル頻度)を定義することにより、精度を改善することができます。ゲージスキャ

ンフィルターは周波数領域で使用されているので、ゲージ点密度を要素スキャン点密度

と比べて類似性が高い場合、より効果的な修正につながります。 

方法のタブは自動要素ダイアログボックス (挿入 | 要素 | 自動 | 
円)のプローブツールボックスに配置されます。 

• 設定タブ 

• 詳細タブ 

設定 - タブゲージスキャン校正方策 
ゲージスキャン校正方策の設定タブを使って、ゲージスキャンフィルタ補償の種類を選択しま

す: 
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セットアップ タブ実例 

ゲージ・スキャン・フィルタの詳細については、「ゲージ・スキャン・フィルタを有効にする

こと」を参照してください。 

ソフトウエアの補正 
このタイプのゲージスキャンフィルターは、コントローラのすべてのタイプに利用可能です。

このタイプの場合： 

• PC-
DMISは、測定データを補正し、円形要素の測定の精度を向上させるためにゲージスキャ

ンフィルタパラメータを算出します。 

• PC-
DMISは、マスターリングやプラグに定義されたパスの円をスキャンすることによって、

ソフトウェアのキャリブレーションを実行します。 

• スキャンパラメータは、適応可能なデータベースを使用して、実行時に決定されます。 

• 円は360度でスキャンする必要があります。 

このタイプが選択されると、このゲージスキャンフィルターはそれを類似のゲージのスキャン

データと比較することによって、計測スキャンデータを訂正します。この比較は、同じ周波数

のゲージ振幅によって、計測スキャンデータで測定された周波数の振幅を減少します。この調

整では、計測機械やプローブに伴う雑音特徴を除きます。こうして、パーツをより正確に計測

できます。 

必要に応じて、詳細タブ（適応可能なスキャン測定方策の詳細タブに似ています）のオプショ

ンを使用して、スキャンパラメータを変更することができます。 

ハードウェア補正 
このタイプのゲージスキャンフィルターは、B5と高いライツコントローラのみで使用できます

。それは、一つのプローブファイルで一つだけのプローブ先端に適用されます。このタイプの

場合： 
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• コントローラは、マスターリングやプラグをスキャンすることによって、ハードウェア

のキャリブレーションを実行します。 

• コントローラは、測定データを算出して、円形要素の測定を改善し、エラーを補正しま

す。 

• 円は反時計回り（CCW）方向に-
90度から90度（540度スキャン）までスキャンされます。開始角度と終了角度はローカ

ル座標系で定義され変更することはできません。 

結果 
ハードウェア補償タイプを選択することにより、ゲージスキャン校正方策が実行された後、要

素の測定値は、その理論値と同じ値に設定されています。結果といて、ゲージスキャン校正要

素に寸法を付けると、その公称値と測定値は同じになります。 

ゲージスキャン校正方策はプローブファイル（例えば、MYPROBE.PRB）にゲージの校正結果を

記録します。方策は実績ファイル（例えば、MYPROBE.Results）に実績を追加します。 

下記は.results ファイルの例です: 

ゲージ校正 日付=03/03/2015 時間=01:06:59 PM 
TIP1 ハードウェア 理論値 X 770.039 Y 503.871 Z - 145.345 D 20.000 IN 
標準偏差: 0.001 

  

ゲージスキャン校正常に、実績ファイルに実績を追加します。実績ファイルが存在しない場合

、方策は、それを作成します。方策を実行するたびに、方策は実績を更新し、実績ファイルに

それらを追加します。 

実績ファイルは次のことを表示します： 

• ゲージ校正の日付と時間 

• アクティブ先端のID。 

• 補償の方法（ソフトウェアまたはハードウェア）。 

• 機械座標系におけるリングまたはプラグの中心位置の理論（THEO）X、Y、およびZ値。

これらの値は、校正用のCMMテーブルにリングやプラグが置かれるところを示します。 

• リングやプラグの公称直径（D）。リングやプラグが使用された場合、INまたはOUTを
示しています。 

• 校正の標準偏差 (StdDev) 

• 校正の単位は先端部を較正するために使用される測定ルーチンの単位に従います。 
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1つの内径および外径に対して1つのルビーを校正することができます。校正に異なる直径を使

用する場合は、元のデータは上書きされます。プローブ校正プロセスがそれを再作成するまで

、結果ファイルは実行されたゲージの校正履歴を表示します。 

ゲージスキャンフィルターを有効にする 
ゲージスキャンフィルタでは、適応可能なスキャニング計測方策を用いた適応可能な円スキャ

ン及び適応可能な円筒同心円スキャンの円形の測定の精度を向上させることができます。フィ

ルタは、ゲージスキャン校正によって決定されて、測定されたスキャンデータを補正する輪郭

ファイルに保存されたパラメータを使用しています。プローブ先端は、内側円または外側円（

または両方）を使って較正されることができます。 

ゲージスキャンフィルターを有効にするには： 

1. プローブツールボックスから、測定方策タブ（ ）を選択します。 

2. アクティブ・プローブ・チップのゲージスキャン校正を実行します。このステップでは

、指定された先端のゲージスキャンのパラメータを決定します。 

3. 円形の形状を測定するために適応可能な円スキャンまたは適応可能な円筒同心円スキャ

ン方策を使用します。 

4. 選択された方策に対してフィルタタブを選択します。 

5. ゲージスキャンフィルターを利用チェックボックスを選択します。円の計算は、ゲージ

スキャンフィルタデータを使用します。 

 
プローブファイルにアクティブプローブルビーの校正データが含まれていない場合、測定中に

エラーが表示されます。 

詳細設定タブ - ゲージスキャンの校正方方法 
ゲージスキャンの校正方法ための[詳細設定]タブを使用して、計算された設定及びPC-
DMISに任意の自動的に設定されたパラメータを上書きします。 



PC-DMIS 2018 R2 CMM Manual 

205 

 

詳細タブの実例 

ｵｰﾊﾞｰﾗｲﾄﾞ 
このチェックボックスをオンにした場合、それは PC-
DMISによって自動的に設定されたパラメータをすべて上書きします。また、点密度、走査速度

、加速、補正力オプションを有効にします。これらのオプションを使用して、この測定のスキ

ャン特性を変更することができます。 

設定タブでハードウェアの補償オプションを選択した場合、デフォルトで上書きチェックボッ

クスが選択されます。 

ポイントの密度 
走査中に測定単位当りに取る測定値をタイプするか、または選択します。 

ｽｷｬﾝ速度 
スキャン速度 (mm/秒) を入力または選択します。 

加速 
走査中に使用するために、加速をタイプするか、または選択します。その数値は、mm/sec/sec 
で指定されます。 

オフセット力 
走査中に維持するべき力のレベルをタイプするか選択してください。その数値は、ニュートン

で指定されます。 

スキャンの種類 
コントローラ上で実行したいスキャンの種類を選択します： 

• 定義済み - 
B3C、B4、B5またはFDCコントローラ上で定義されたパスの走査を実行します。 

• CIR - B4または B5 Leitz コントローラにスキャンのCIRタイプを実行します。 
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円筒センタリングネジ走査戦略 

円筒自動要素に対する円筒センタリングねじスキャン方策は、プローブをねじ内部の中央に保

持することによってねじをスキャンします。この方策を実行するときは、プローブのシャンク

を防ぐためにプローブルビーの直径がねじ間のスペースより大きくなければなりません。 

この方策はB4およびB5 Leitzコントローラでのみサポートされています。 

以下のプロパティが利用可能です。 

 

円筒センタリングネジ走査方策のプロパティ 

ポイントの密度 
走査中に測定単位当りに取る測定値をタイプするか、または選択します。 

ｽｷｬﾝ速度 
スキャン速度 (mm/秒) を入力または選択します。 

天底を検索 
ねじ山のわずかに異なる点で2つの取込み点を取得して、スキャンを開始するのに最適な場所を

決定するために、このチェックボックスを選択します。それはねじ山で一番深い点を選択しま

す。 

濾過するエリア 
フィルタの種類 - フィルタの種類を選択します。 

• 無し - どんな走査データセットにもフィルタ・タイプを適用しません。 

• ガウス – ガウス円筒状フィルターがスキャンデータに適用されます。 
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• 円筒 - 円筒フィルターはスキャンデータセットに適用されます。 

UPR - 
回転あたりの起伏を入力するか、選択します。デフォルトは50です。UPRは、単なるシリンダ

ーやサークルのみに適用されます。[フィルタ類別]リストから[なし]が選択された場合、このプ

ロパティは非表示になります。 

セルフセンタリングポイントの方策 

ベクトル自動要素のセルセンタリングポイント方策はパート上でセルフセンタリングポイント

を測定します。2種類のセルフセンタリング点を使用できます。 

• 2D（2軸） - 
内部のV字状または内部アークにあるセルフセンタリングポイントはその例です。 

• 3D（3軸） - 
内円錐、内円筒、または内球部分にあるセルフセンタリングポイントはその例です。 

セルフセンタリングポイントを測定するには、次の手順を実行します： 

1. ベクトル点(挿入 | 要素 | 自動 | 点 | ベクトル)の 自動要素 ダイアログ 
ボックスを開きます。ヘルプについては、「自動要素の挿入」を参照してください。 

2. プローブツールボックスから、測定方策タブ（ ）を選択します： 

3. 方策一覧から、セルフセンタリングポイントを選択します。 

4. 自動要素ダイアログボックスの点エリアでは、X、Y、およびZの名目値を入力します。 

5. 自動要素ダイアログボックスの表面エリアに表面ベクトルを入力します。 

6. タブ上のプロパティを完了します。 

• 設定 タブ 

• 実行タブ 

設定タブ - セルフセンタリングポイント方策 
セルフセンタリングポイント方策の設定を使って、セルフセンタリングポイントの種類を選択

します。 
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3Dタイプのサンプル設定タブ 

センタリングのタイプ 
センタリングタイプを選択します： 

• 2D（2軸） - 
2Dセルフセンタリングポイントを測定するには、このオプションを選択して、カットベ

クトルを入力します。切断ベクターはポイントの測定される平面のベクトルです。例を

下記に示します。 

 

2Dタイプのサンプル設定タブ 

• 3D（3軸） - 
3Dセルフセンタリングポイントを測定するには、このオプションを選択します。 
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表面のCADモデルを使って、3Dセルフセンタリングポイントを作成します

。 
内円錐、内円筒、または内球から3Dセルフセンタリングポイントを作成することができます。 

1. 3D 
[3軸]オプションを選択します。「3Dのセルフセンタリング用の円錐、球、または円筒

を選択してください」というメッセージがステータスバーに表示されます。 

2. 内円錐、内円筒、または内球をクリックします。 

セルフセンタリングポイントは、現在の先端の直径に依存します。 

• 自己中心部に現時点のプローブを使用することが可能である場合は、PC-
DMISは、セルフセンタリングポイントを算出し、この点のベクタポイント自動要素ダイ

アログボックスのX、Y、Zの各ボックスを完了します。 

• それは自己中心部に現時点のプローブを使用することが不可能である場合、PC-
DMISは内円錐、内円筒、または内球の中心を計算し、この時点のベクタポイント自動要

素ダイアログボックスを完了します。 

表面のCADモデルを使って、2Dセルフセンタリングポイントを作成します

。 
1. 2D（2軸）オプションを選択します。「2Dのセルフセンタリング用の最初表面の点を選

択してください」というメッセージがステータスバーに表示されます。 

2. I、J、およびKの切断ベクトルが正しいことを確認してください。 

3. 最初の面をクリックします。 

4. 2番目の面をクリックします。 

自己中心部に現時点のプローブを使用することが可能である場合は、PC-
DMISは、セルフセンタリングポイントを算出し、この点のベクタポイント自動要素ダイアログ

ボックスのX、Y、Zの各ボックスを完了します。 

PC-
DMISが、セルフセンタリングポイントを見つけることができない場合は、「2Dのセルフセンタ

リングの計算に失敗しました」というメッセージがステータスバーに表示されます。 

PC-
DMISは、ベクトル点として最初の点を取り、その点に垂直な平面を作成します。同様に、PC-
DMISは、第二の点に直交する第2平面を作成します。これは、2つの面の間のセルフセンタリン

グポイントを計算しようとします。部品の形状が異なる場合、これは近似値です。ユーザは計

算された値をオーバーライドして、独自の値を入力することができます。  
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実行タブ - セルフセンタリングポイントの方策 
（編集|環境設定|パラメータ）パラメータの設定ダイアログボックスの[動作]タブで指定され

たグローバルな機械の動き値をオーバーライドするには、セルフセンタリングポイント方策の

実行タブを使用します。 

 

実行タブ実例 

 
デフォルトでは、プローブルビーの半径はセルフセンタリング点に対して補償されません。測

定点はルビーの中心です。 

動作パラメータのオーバーライド 
グローバルな機械の動き値と異なる動き値を使用したい場合は、このチェックボックスを選択

します。 

アプローチ距離 
この値はPC-
DMISがパートの検索を開始する理論的な取込み点位置からの距離を決定します。詳細情報につ

いては、PC-DMIS Core 
マニュアルの「環境設定」章の「アプローチ距離」トピックを参照してください。 

撤回距離 
ヒットが取られた後に、プローブが面から後退する距離を入力します。詳細情報については、P
C-DMIS Core マニュアルの「環境設定」章の「撤回距離」トピックを参照してください。 
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チェック距離 
機械がパート表面を検索または確認し続ける理論上の取込み点位置を過ぎる距離を入力します

。この距離は機械がアプローチ距離値を越えた後の値です。詳細情報については、PC-DMIS 
Core マニュアルの「環境設定」章の「チェック距離」トピックを参照してください。 

TTP 方策の使用 

TTP方策とそのタブはプローブツールボックスにある測定方策タブにあります。方策を以下に記

載します。 

• TTP自由形状面 

• TTP平面円 

TTP方策はPC-DMISが手動モードまたはDCCモードにあるときに使用できます。 

測定方法の選択と使用の詳細については、測定方法を使用した操作を参照してください。 

TTP 自由形状平面方策 

平面自動要素ためのタッチトリガープローブ（TTP）自由形状面方策は、点の集合（スキャンパ

ス）で定義されたパスに沿って取込み点を選択することにより平面を測定します。 

戦略のタブは自動要素ダイアログボックス (挿入 | 要素 | 自動 | 
平面)のプローブツールボックスに配置されます。 

• パス定義タブ 

• 取込み点を選択タブ 

• スキャン/ヒットパスタブ 

• 実行タブ 

プローブツールボックスの完成情報及び測定方策の選択の詳細については、「測定方策の操作

」を参照してください。 

パス定義タブ - TTP自由形状平面スキャン方策 
TTP自由形状平面スキャン戦略のパス定義タブを使用して、スキャンパス/取込み点パスを生成

します。 
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[パスの定義]タブの実例 

スキャン/取込み点パスの方法が下記のようにタイプリストに表示されます。 

• 外周パス 

• 自由形状パス 

• ティーチパス 

• ユーザー定義パス 

これらの方法を組み合わせて使用しスキャン/取込み点を生成することができます。 

ポイント一覧エリア 
点リストエリアはユーザーがCADで選択するか、手動にてCMMで取得する点を表示します（テ

ィーチパスタイプとユーザー定義パスタイプに対してのみ）。 

• ＃ - 点を識別する数や文字が表示されます。 

• X、Y、Z - XYZ 値がこのエリアに表示されます。 

• 点の種類 - 
スキャンパスを生成するためのティーチパス方法に対する点の種類を示します。 

• >> - 
選択された種類の追加プロパティを設定し、スキャン·パスを生成するには、このボタン

をクリックします。 

• >> - 点一覧エリアに戻るには、このボタンをクリックします。 

1つまたは複数の点を削除するには、点一覧エリアで右クリックします。削除とクリアのオプシ

ョンが表示されます。 
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1つの点を削除するには、点の一覧エリアでその点を強調表示し、右クリックしてから[削除]を
選択します。すべての点を削除するには、点の一覧エリアを右クリックし、[クリア]を選択し

ます。すべての点を削除しますか？ 
という注意メッセージが表示されたら、[OK]をクリックします。 

点のX 、Y、Zの値を編集するには、点をダブルクリックします。[点の編集]ダイアログ 
ボックスが表示されます。点に移動し変更するには、[>>]をクリックします。例を下記に示し

ます。 

 

点の編集のダイアログ ボックスの例 

外周パス法 
この方法は表面の外周に沿ってスキャンパスを生成します。これにはCADが必要です。このパ

ス生成法はPC-DMISがDCCモードにあるときのデフォルトの方法です。 

デフォルトの周辺スキャンパスの生成 

所定の平面に対してデフォルトのが外周スキャンパスを生成できます。デフォルトパスの開始

点は平面を選択するためにクリックされた点に最も近いエッジとなります。スキャン方向は所

定平面で反時計回りに行われます。スキャン開始点および終了点は同じです。デフォルトのパ

ス生成はパス生成を定義する2番目の画面で設定したパラメータセットを使用します。作成が選

択されると、スキャン/ヒットパスタブには、デフォルトのパスが表示されます。 

デフォルトのパスが選択された場合は、他のパラメータを変更することはできません。 

複数の平面を選択 

周辺パスは離れた平面もサポートします。例えば、以下はデモブロックの正面です: 
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デモブロックの正面の例 

平面で複数の面を選択するには: 

1. [CADを選択]チェックボックスを選択します。 

2. 必要に応じて、[すべて非選択]をクリックし、選択されている面の選択を解除します。 

3. 最初の面をクリックします。ハイライトされます。 

4. 2番目の面をクリックします。ハイライトされます。 

最初の面と2番目の面が離れている場合、PC-
DMISは自動的に[デフォルトパス]チェックボックスを選択します。各選択面でデフォル

トパスが生成されます。 

5. さらに多くの面をクリックして選択します。 

 [作成]を選択すると、PC-DMISが[スキャン/取込み点パスタブを完成します。 

選択による周辺パスの生成 

任意の1つのCAD表面上の開始点、方向、および終点を選択するか、またはいずれか1つのCAD表
面上の開始点と方向点を選択して閉鎖のスキャンパスを生成することによって、周囲パスを生

成できます。 

1. 下記のうちの1つを行います。 

• 始点、方向点、および終点を定義するには、CAD上の3つの点をクリックします

。これらの点は点一覧エリアに表示されます。#カラムでは、1=始点、D=方向点

および2=終点となります。例えば： 

 

外周スキャンパスの例 
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• 始点と方向点を定義するには、CAD上の2つの点をクリックします。これらの点

は点一覧エリアに表示されます。#カラムでは、1=始点、D=方向点となります。

ポイント2（エンドポイント）が定義されていない場合、PC-
DMISはポイント1を使用して閉じたパスを作成します。 

3. 境界コントロールを設定するには、 
[>>]をクリックします。境界コントロールエリアが表示されます。境界点の生成を制御

するには、このエリア内のプロパティを使用します。 

 

境界コントロールアリアの実例 

CAD 公差 - アルゴリズムを見つける点で使用公差範囲を入力します。 

増量 - 隣接点間最小距離を入力します。 

オフセット - 境界からのオフセット距離を入力します。 

境界類別 - 選択された表面上で境界タイプ (内部のみ、内部または外部あるいは外部のみ) 
のどれをパス計算で考慮すべきかを選択します。 

穴をジャンプ - 
このチェックボックスを選択すると、CAD面上でスキャンパスが穴を通過した場合にスキ

ャンパスにブレーク点を生成します。ボックスの縁から必要な距離を入力します。 

生成 - 
点を生成して点一覧エリアに表示するには、このボタンをクリックします。生成された

パスはCADグラフィック表示ウィンドウに表示されます。必要に応じて、始点、方向点お

よび終点を変更してから、スキャンパスを再生成することができます。 

[パスの追加] - 
スキャン/取込み点パスタブに点を追加するには、このボタンをクリックします。スキャ

ンパスを追加すると、取込み点の選択タブで現在指定されている選択基準に基づいて取

込み点も選択されます。 



測定方策の利用 

216 

自由形状パス法 
この方法は定義された点のパスに沿ってスキャンパスを生成します。これにはCADが必要です

。この方法を使用してスキャンパスを生成するには下記のようにします。 

1. 自由形状のパスを定義するためにCADをクリックします。5点の最小値は走査パスを計算

するために記録されなければなりません。点は点一覧領域に表示されます。例を下記に

示します。 

 

自由形状パスの例 

2. 自由形状のパスコントロールを設定するには、 
[>>]をクリックします。自由形状コントロールエリアが表示されます。自由形状の点の

生成を制御するために、このエリアのプロパティを使用します。 

 

自由形状コントロールアリアの実例 
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曲線のタイプ – 生成するパスのタイプを選択します: オープンか、またはクローズです。 

増量 - 隣接点間最小距離を入力します。 

穴をジャンプ - 
このチェックボックスを選択すると、CAD面上でスキャンパスが穴を通過した場合にスキ

ャンパスにブレーク点を生成します。ボックスの縁から必要な距離を入力します。 

生成 - 
点を生成して点一覧エリアに表示するには、このボタンをクリックします。生成された

パスはCADグラフィック表示ウィンドウに表示されます。必要に応じて、自由形状パスを

定義する点を変更し、走査パスを再生成することができます。 

[パスの追加] - 
スキャン/取込み点パスタブに点を追加するには、このボタンをクリックします。スキャ

ンパスを追加すると、取込み点の選択タブで現在指定されている選択基準に基づいて取

込み点も選択されます。 

ティーチパス法 
CMMやCADからヒットを取ることによって、ユーザがスキャンパスを教えるか、または学ぶこ

とができます。走査パスは線、弧および(または)円で作られています。 

 
ティーチングパスの生成に関するヘルプについては、特定パスに沿った上部面のスキャンに対

する「TTP自由形状戦略でのティーチパスの例」トピックにおける詳細手順例を参照してくださ

い。 

教学パスを定義するには： 

1. パスの類別を定義するボタンを選択します。 

• 線 

• 弧 

• 円 

2. 線または円経路について、2個または3個の手動ヒットを取ります。円弧のパスまたは円

のパスについて、2個または3個の手動ヒットを取ります。点は点一覧領域に表示されま

す。例を下記に示します。 
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線パスの例 

次の項目は点一覧エリアに適用されます。 

• 点の類別カラムには点の類別が記載されています：例えば: 
線の始点、線の終点、円の終点、円の中間点<番号>。 

• 赤い点は経路が不完全なことを示し、点は経路生成には使用されません。パスの

類別(例えば線から弧まで)を変更すると、赤い点は削除されます。 

• 円経路の始点または終点を編集する場合、それらは同一点であるため両方の点が

変化します。 

3. ティーチングコントロールを設定するには、 
[>>]をクリックします。ティーチコントロールエリアが現れます。このエリアのプロパ

ティを使用して、点の生成をコントロールします： 

 

教学コントロールアリアの実例 
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増量 - 隣接点間最小距離を入力します。 

穴をジャンプ - 
このチェックボックスを選択すると、CAD面上でスキャンパスが穴を通過した場合にスキ

ャンパスにブレーク点を生成します。ボックスの縁から必要な距離を入力します。 

コーナー半径を平滑化 - PC-
DMISがスキャンパスを生成すると、交差点の角度が鋭利になります。コーナー半径を平

滑化すると、鋭利な角を滑らかにするのに役立ちます。交差点としての中心とユーザー

がこのボックスに入力する半径を有する円が定義されます。この円内部にあるスキャン

パスにおけるすべての点が平滑化されます。 

生成 - 
点を生成して点一覧エリアに表示するには、このボタンをクリックします。生成された

パスは、CADグラフィック表示ウィンドウに表示されます。必要に応じて、教学のパスを

定義する点を変更し、次に、走査パスを再生成することができます。 

[パスの追加] - 
スキャン/取込み点パスタブに点を追加するには、このボタンをクリックします。スキャ

ンパスを追加すると、取込み点の選択タブで現在指定されている選択基準に基づいて取

込み点も選択されます。 

ユーザ定義パス法 
この方法では平面を測定するために取得したい取込み点をティーチングすることができます。

取込み点をティーチングするには、CADを使用するか、機械で取込み点を取得します。このパ

ス生成法はPC-
DMISがマニュアルモードのときのデフォルトの方法です。この方法を使用するには、CADで希

望の場所をクリックするか、機械で取込み点を取得します。点は点一覧領域に表示されます。

下記がその例です。 
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ユーザ定義パスの例 

[パスの追加] - 
スキャン/取込み点パスタブに点を追加するには、このボタンをクリックします。PC-
DMISは点をスキャン/取込み点パスタブに追加し、下記のように取込み点を取得します。 

• 点一覧エリアに以前使用できた点がない場合、PC-
DMISは取込み点としてスキャン/取込み点パスタブ上のすべての点を選択します。取込

み点の選択タブでの選択方法は0でのセクター取込み点間隔 
(スキャンパスにおけるすべての取込み点が選択されます) です。 

• 点一覧エリアに以前に使用できた点がある場合、PC-
DMISは取込み点の選択タブで現在指定されている選択基準に従って、スキャン/取込み

点パスタブ上の取込み点を選択します。 

• 必要に応じて、移動点をスキャン/取込み点パスタブに追加することができます。 

TTP自由形状平面スキャン方策ためのティーチパス実例 
TTP自由形状平面方策のこのパスのティーチング例では、特定のパスに沿ったトップ面をスキ

ャンする詳細な手順を示します。 

この例において、下のように示されたパスに沿ったトップ面を走査したいとします: 
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走査のパス 

このパスを生成するために、以下に説明するように点を定義するヒットを取ります。点は、パ

スの定義タブで点一覧に記録されます。これらは手順に示されているようにCAD上にマークさ

れています。 

1. パスの最初のセグメントは線形です。この線を生成するには： 

a. ボタンを選択します。 

b. これが最初のセグメントであるため、線の点1と2を定義するには、2つのヒット

を取ります。 

 

最初のセグメントの点1と2 
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CADにマークされた点１と点２ 

2. パスの2番目のセグメントも線形です。点2 
（最初のセグメント線の最後の点）は、第2のセグメント線の始点になります。この線

を生成するには： 

a. ボタンを選択された状態に維持してください。 

b. 点3、第2のセグメント線の終点を定義するためにヒット取ります。 

 

二番目のセグメントにある点３ 
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CADにマークされた点３ 

3. スキャン·パスの3番目のセグメントは大きな円に沿って弧です。点３（二番目のセグメ

ント線の最後の点）は、弧の始点になります。最後の点は弧の終点になります。この弧

を生成するには： 

a. ボタンを選択します。 

b. 点4と5を定義するには、弧上から2つ以上のヒットを取ります。 

 

3番目のセグメントにある点4および5 
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CADにマークされた点４と点５ 

4. 4番目のセグメントは線です。円弧の終点が線の始点になります。この線を生成するに

は： 

a. ボタンを選択します。 

b. 点６、四番目のセグメント線の終点を定義するためにヒット取ります。 

 

4番目のセグメントにある点6 
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CADにマークされた点６ 

5. 今、小円のまわりで360度を走査する必要があります。4番目のセグメント線の終点は円

の始点になります。この円を生成するには: 

a. ボタンを選択します。 

b. 円軌道の点7と8を定義するには、さらに2つのヒットを取ります。円が360度で

あるので、点9 (円の終点)は自動的に円の始点と同様に記録されます。 

 

円内の点７から点９まで 
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CADでマークされた点7〜点9 

6. 最後のセグメントは線です。円の終点である点9は、線の始点となります。この線を生

成するには： 

a. ボタンを選択します。 

b. パスのスキャンを完成する点10を定義するために、最後のヒットを取ります。 

 

最後のセグメントにある点10 
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CADにマークされた点10 

7. >>ボタンを選択して下さい。[ティーチコントロール]エリアの[増分]ボックスに「1」と

入力します。 

8. 生成をクリックします。生成された走査パスは、グラフィック表示ウィンドウに表示さ

れます。 

 

生成された走査パス 

ヒットの選択タブ - TTP自由形状平面方策 
TTP自由形状面方策のヒットを選択タブでは、生成された走査経路からのヒット・ポイントを選

択できます。走査経路内の点は、「セクター」に分かれています。走査経路内の各「セクター

終点」はセクタの終わりを示します。ヒットパス上の「セクター終点」を選択することはでき

ません。 
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ヒット選択のサンプルタブ 

 
パス定義タブのタイプ一覧がユーザー定義パスに設定されている場合、取込み点の選択タブは

使用できません。取込み点の選択タブのオプションを有効にするには、パス定義タブでタイプ

を変更します。 

選択方法エリア 
走査経路点からのヒット点を選択するには、適切な方法を選択します： 

• セクターヒット間隔 - 
この方法では、ヒットはセクターで選択されます。各セクター内の選択されたヒット間

の間隔を入力します。入力された数値は、選択された2つのヒットの間の間隔です。 
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 次の例は値が0、1または3: 
 
である場合に選択される点を示しています: 0 = 
スキャンパスにおけるすべての取込み点が選択されます。 
 
1 = 
代わりの取込み点が選択されます。例えば：1、3、5、7のヒット点だけが選択されます

。 
 
3=選択されたヒット点の後の3点が選択されません。例えば、番号1の取込み点が選択さ

れると、次の選択された取込み点は5になり、2、3および4の取込み点は選択されません

。次の選択された取込み点は9になり、7、6および8の取込み点は選択されません。 

 

 
セクター取込み点間隔オプションのデフォルト設定は0です。値が0である場合、PC-
DMISは取込み点パスの取込み点としてスキャンパス内のすべての取込み点を選択します

。 

• ヒットの総数 - 
この方法では、必要なヒットの合計数を入力します。走査経路から選択されたヒットの

数は、入力した数に等しいです。PC-
DMISはヒットの選択用のセクターを配慮しません。 

選択に含めること 
最初のヒット、最後のヒット、またはその両方のヒットを含めるかどうかを選択します。 

最初のヒット - 最初のヒットは、お使いの選択方法に基づいて選択されます。 

最後のヒット - 最後のヒットは、お使いの選択方法に基づいて選択されます。 

「セクタのヒット間隔」オプションが選択された場合、各セクタの最初と最後のヒットは、デ

フォルトで選択されます。 

ヒットの合計数オプションが選択された場合は、最初と最後のヒットは、デフォルトで完全な

リストから選択されます。 
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選択 
このタブで指定した条件でヒットポイントを選択するには、このボタンをクリックします。選

択されたヒットポイントは、スキャン/ヒットパスタブ上で強調表示されます。 

 スキャンパス内のすべての移動点が取込み点経路で選択されます。 
 
PC-
DMISはパス生成時に、ユーザーが取込み点選択タブで指定する条件に基づいて取込み点を選択

します。タブ上の基準を変更し、[選択]ボタンをクリックして取込み点の選択を変更すること

ができます。 

スキャン/ヒット パス定義タブ - TTP自由形状平面スキャン方策 
TTP自由形状平面戦略のスキャン/ヒットのパスタブを使用して、次のことを行います： 

• スキャン点と移動点を表示する 

• テキストファイルから走査点と移動点をインポートします。 

• テキストファイルに走査点と移動点をエクスポートします。 

• 移動点または断点を挿入します。 

• スキャンパスまたはヒットパスからの点の削除 

• スキャンパスからヒットパスに点を追加すること 

例を下記に示します。 

 

走査パスタブの実例 
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次のアイテムは点一覧エリアに表示されます： 

• ＃ - 生成された点を識別 する番号です。 

• X、 Y及び Z - XYZ の値 

スキャンパスの任意の点をクリックすると、PC-
DMISはCADの表面で点をハイライト表示します。例を下記に示します。 

 

CADの表面でハイライトされた点の例 

追加機能を実行するには、点一覧エリアで右クリックします。次のオプションが表示されます: 

 

点リストオプション 

インポート - 
テキストファイルからスキャン点と移動点をインポートするには、このオプションを選

択します。測定プログラムを実行するとき、テキストファイルからスキャンパスを動的

に読み込むことができます。これはスキャンされる面の形状がバリアント(同類でわずか

に異なるもの)間で変化する場合に、パートのバリアント上で平面をスキャンするのに役

立ちます。 
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次は、部分的なテキストファイルの一例です： 

-32.23,14.067,-0.001,SCAN 

-29.2,6.684,-0.006,SCAN 

-24.389,1.846,-0.008,SCAN 

-19.309,-3.982,-0.004,SCAN 

-15.327,-8.125,-0.004,SCAN 

-9.949,-9.576,-0.004,SCAN 

-4.838,-11.112,-0.001,SCAN 

6.786,-10.431,-0.005,SCAN 

12.121,-4.769,-0.003,SCAN 

17.941,1.332,-0.005,SCAN 

21.889,7.432,-0.002,SCAN 

26.623,10.02,-0.004,SCAN 

0,0,0,BREAK 

27,10,50,MOVE 

30.361,9.192,-0.003,SCAN 

この実例には： 

• SCAN - スキャンに追加される点を示します。 

• BREAK - 
後退点への移動を示します。次に、別のスキャンが次のスキャン点で開始されま

す。 

• MOVE - 指定された場所への移動を示します。 

エクスポート - 
テキストファイルにスキャンのパスをエクスポートするには、このオプションを選択し

ます。 

セクター終了点を挿入 - 
スキャン点間にセクターを挿入するには、このオプションを選択します。その結果、PC-
DMISは「セクター」を作成します。パスが何らかの理由で連続していないときにスキャ

ンパスでセクター終了点が生成されます。 

移動の挿入 - 
障害物を回避するために移動点を挿入するには、このオプションを選択します。スキャ

ンパス内の移動点を使用すると、パスが何らかの理由により連続的でなくても、一つの

単独平面として面をスキャンすることができます。以下のように点の挿入ダイアログボ

ックスが表示されます。 
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[点の挿入]ダイアログ ボックス 

プローブを配置し、[プローブ位置]をクリックしてこの位置に移動点を挿入できます。 

削除 - 
点を削除するには、点一覧エリアでそれを強調表示し、右クリックして、このオプショ

ンを選択します。 

クリア - 
すべての点を削除するには、点リストのエリアで右クリックして、このオプションを選

択します。「すべての点を削除しますか？」と尋ねるメッセージが表示されたら、[OK]
をクリックします。 

ヒットのパスに選択 - 
点をヒットパスに追加する（及び点を反転表示）には、パスを右クリックして、ヒット

パスで選択を選択します。 

ヒットパスから選択の解除 -
ヒットパスから点を削除するには、このオプションを選択します。 

実行タブ - TTP 自由形状平面方策 
TTP自由形状平面方策の実行タブを使用して、この方策に対する追加オプションを設定します。 

このタブを選択すると、実行コントロールエリアが表示されます。例を下記に示します。 

 

実行タブ実例 
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実行する前にファイルの読み取り - 
テキストファイルから実行する前に、ヒットパスを読み取るには、このチェックボックスを選

択します。これは各種パートを測定するのに役立ちます。 

ファイル名 - 
実行に先立って読まれるファイルのパスとファイル名を入力します。[参照]をクリックしてフ

ァイルを選択してください。 

プレヒット/撤回 -   
プレヒットと撤回の距離を入力します。これらの値は、グローバルプレヒット及び撤回の値を

オーバーライドします。 

TTP 平面円戦略 

平面自動要素に対するタッチトリガープローブ（TTP）面円方策は、円形パスに取込み点を生成

することにより平面を測定します。その名前が示すように、この方策は単一の取込み点を取得

します。これは、タッチトリガープローブおよびスキャンプローブに使用できます。 

この方策の利点は、方策のタブで指定した条件に応じてヒットパスを生成できることです。ユ

ーザがパス内の障害物を回避するために、移動点を追加することができます。 

戦略のタブは自動要素ダイアログボックス (挿入 | 要素 | 自動 | 
平面)のプローブツールボックスに配置されます。 

• 設定タブ 

• パス定義タブ 

• 取込み点を選択タブ 

• スキャン/ヒットパスタブ 

プローブツールボックスの完成情報及び測定方策の選択の詳細については、「測定方策の操作

」を参照してください。 

設定タブ - TTP平面円方策 
TTP平面円方策の設定タブを使って、円形のパスのセンターを選択します。例を下記に示します

。 
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セットアップ タブ実例 

中心を選択 
このチェックボックスを選択した場合は、円形経路の中心点を示すために、CADをクリックす

ることができます。円、円筒、または任意の円形要素を選択することができます。PC-
DMISは下記を行います: 

• PC-DMISは自動要素ダイアログボックス (挿入 | 要素 | 自動 | 
平面)の要素プロパティエリアに、選択された点の情報を挿入します。 

• それはパス定義タブの上にある最初の直径ボックスをも完成します。 

• 取込み点の選択タブで現在指定されている選択基準に基づいて取込み点を生成および選

択します。 

パス定義タブ - TTP平面円方策 
TTP 
平面円戦略のパス定義タブは、円形のスキャンパスを定義するための追加オプションを提供し

ます。スキャンパスが生成されると、取込み点の選択タブで現在指定されている選択基準に基

づいて取込み点も選択されます。 

パス定義パラメータを更新するたびにはスキャンパスを表示して、次にカーソルを離れること

ができます。また、グラフィック表示ウィンドウに更新されたスキャンパスを表示することも

できます。 
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[パスの定義]タブの実例 

リング 
リングの数を入力または選択します。 

一番目の直径 
一番目のリングの直径 

補正 
2つのリング間の距離を入力します。 

リングをスキップ 
スキップしたいリングの数(複数可)を入力します。 

 リング 2 および 4 
をスキップするには2,４と入力します。2～5のリングをスキップするには、2-
5と入力します。 

パス密度 
スキャンパスの作成に使用する1ミリメートルあたりの点数を入力します。 

開始角度 
10 進数度で、開始角度を入力するか選択します。 

終了角度 
10 進数度で、終了角度を入力するか選択します。 
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方向 
時計回りまたは反時計回りを選択します。 

ジャンプ穴 
このチェックボックスが選択されると、CAD面上でスキャンパスが穴を通過した場合にスキャ

ンパスにブレーク点を生成します。ボックスの縁から必要な距離を入力します。 

 ジャンプ穴チェックボックスを選択すると、PC-
DMISはパスにおけるすべての点の周囲360度で表面におけるブレーク点を探します。パスが端

からジャンプ穴までの距離より近い場合、PC-
DMISはパスをジャンプしてそのパスを削除します。 

ヒット選択タブ - TTP平面円方策 
TTP平面円方策のヒットを選択タブでは、生成された走査経路からのヒット・ポイントを選択で

きます。走査経路内の点は、「セクター」に分かれています。走査経路内の各セクタの終点は

、セクタの終わりを示します。ヒットパスでセクタの終点を選択することはできません。 

 

ヒット選択のサンプルタブ 

選択方法エリア 
走査経路点からのヒット点を選択するには、適切な方法を選択します： 

• セクターヒット間隔 - 
この方法では、ヒットはセクターで選択されます。各セクター内の選択されたヒット間

の間隔を入力します。入力された数値は、選択された2つのヒットの間の間隔です。 
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 次の例は値が0、1または3: 
 
である場合に選択される点を示しています: 0 = 
スキャンパスにおけるすべての取込み点が選択されます。 
 
1 = 
代わりの取込み点が選択されます。例えば：1、3、5、7のヒット点だけが選択されます

。 
 
3=選択されたヒット点の後の3点が選択されません。例えば、番号1の取込み点が選択さ

れると、次の選択された取込み点は5になり、2、3および4の取込み点は選択されません

。次の選択された取込み点は9になり、7、6および8の取込み点は選択されません。 

 

 
セクター取込み点間隔オプションのデフォルト設定は0です。値が0である場合、PC-
DMISは取込み点パスの取込み点としてスキャンパス内のすべての取込み点を選択します

。 

• ヒットの総数 - 
この方法では、必要なヒットの合計数を入力します。走査経路から選択されたヒットの

数は、入力した数に等しいです。PC-
DMISはヒットの選択用のセクターを配慮しません。 

選択に含めること 
最初のヒット、最後のヒット、またはその両方のヒットを含めるかどうかを選択します。 

最初のヒット - 最初のヒットは、お使いの選択方法に基づいて選択されます。 

最後のヒット - 最後のヒットは、お使いの選択方法に基づいて選択されます。 

「セクタのヒット間隔」オプションが選択された場合、各セクタの最初と最後のヒットは、デ

フォルトで選択されます。 

ヒットの合計数オプションが選択された場合は、最初と最後のヒットは、デフォルトで完全な

リストから選択されます。 
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選択 
このタブで指定した条件でヒットポイントを選択するには、このボタンをクリックします。選

択されたヒットポイントは、スキャン/ヒットパスタブ上で強調表示されます。 

 スキャンパス内のすべての移動点が取込み点経路で選択されます。 
 
PC-
DMISはパス生成時に、ユーザーが取込み点選択タブで指定する条件に基づいて取込み点を選択

します。タブ上の基準を変更し、[選択]ボタンをクリックして取込み点の選択を変更すること

ができます。 

スキャン/ヒット パスタブ - TTP平面円方策 
TTP平面円方策のスキャン/ ヒット パスタブを使って、次のことをします： 

• パスにヒットポイントを表示します（これらの点は、このタブで強調表示されます）。 

• スキャンパス点及び移動点を表示します。 

• 移動点またはセクター終了点を挿入 

• スキャンパスまたはヒットパスからの点の削除 

• スキャンパスからヒットパスに点を追加すること 

例を下記に示します。 

 

スキャン/ヒットパスタブ 

次のアイテムは点一覧エリアに表示されます： 

• ＃ - 生成された点を識別 する番号です。 

• X、 Y及び Z - XYZ の値 
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• 協調表示点 - パス内のヒットポイント 

スキャン/ヒットパスの任意の点をクリックすると、PC-
DMISはCADの表面で点をハイライト表示します。例を下記に示します。 

 

強調表示されたCADの表面上の点の例: 
オレンジ=スキャンパス点 
、青=ヒットパス点 
ゴールド=クリックされた点： 

追加機能を実行するには、点一覧エリアで右クリックします。次のオプションが表示されます: 

 

点リストオプション 

セクター終了点を挿入 - 
スキャン点間にセクターを挿入するには、このオプションを選択します。その結果、PC-
DMISは「セクター」を作成します。パスが何らかの理由で連続していないときにスキャ

ンパスでセクター終了点が生成されます。 

移動の挿入 - 
障害物を回避するために移動点を挿入するには、このオプションを選択します。スキャ

ンパス中の移動点はスキャンパス中の任意の障害物を回避するのに役立ちます。以下の

ように点の挿入ダイアログボックスが表示されます。 
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[点の挿入]ダイアログ ボックス 

プローブを配置し、[プローブ位置]をクリックしてこの位置に移動点を挿入できます。 

削除 - 
点を削除するには、点一覧エリアでそれを強調表示し、右クリックして、このオプショ

ンを選択します。 

折り込み点パスで選択 - 
点を取込み点パスに追加（および点を反転表示）するには、パスを右クリックして、取

込み点パスで選択を選択します。 

ヒットパスから選択の解除 -
ヒットパスから点を削除するには、このオプションを選択します。 

CMM QuickMeasure ツールバー 

 

PC-DMIS CMM QuickMeasure ツールバー 

左から右まで、CMM 
QuickCMMツールバーはCMM操作の一般的な流れのモデルを作成します。これにアクセスする

には、表示|ツールバー|QuickMeasureを選択します。 
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ツールバーにはボタンの多くにドロップダウン機能があります。PC- 
DMISは各ボタンで最後に選択されたオプションを保存し、ソフトウェアが次回QuickMeasureツ
ールバーを表示するときにそれを表示します。 

表示 | ツールバー | 
カスタマイズメニューオプションからのカスタマイズ可能な任意のツールバーにドロップダウ

ンボタンを追加することができます。詳しくは、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「ツールバーのカスタマイズ」章を参照してください。 

CMM QuickMeasureツールバーには、次のボタンがあります： 

 オペレータモードでPC- DMISを実行する場合には、 CMM 
QuickMeasureツールバーには次のオプションが表示されます:グラフィック表示、グラフィック

アイテム、合わせて拡大縮小、プローブモード、実行（完全実行のみ）、ステータスウィンド

ウ及びレポートウィンドウ。 

1. CADセットアップボタン - CADモデルを設定するオプションを提供します。 

下記のように、小さな黒い矢印をクリックしてCAD 設定ツールバーを表示します： 

 

詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「CADセットアップツールバー」を参照してください。 

2. グラフィック表示ボタン - 
グラフィック表示ウインドウの図形をボタンに表示されたグラフィック表示にリセット

します。 

矢印をクリックして、グラフィックス表示ツールバーを表示します: 

 

詳しくは、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「グラフィックス表示ツールバー」を参照してください。 

3. グラフィックアイテムボタン - 
グラフィック表示ウィンドウの図形をリセットして、ボタンに表示されているグラフィ

ックアイテムを表示または非表示にします。 

小さな黒い矢印をクリックして、グラフィックスアイテムツールバーを表示します

: 
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詳しくは、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「グラフィックス項目ツールバー」トピックを参照してくださ

い。 

4. 画面サイズに拡大 - 
グラフィック表示ウィンドウ内に完全に収まるようにパーツの画像を再び描画します。

画像が大きくなりすぎ、または、小さくなりすぎた時に、この機能は役に立ちます。ま

た、Ctrl+Zを押して画像を再描画することもできます。 

5. コメントボタン - 
コメントダイアログボックスを開いて、さまざまなコメントタイプを測定ルーチンに挿

入することができます。デフォルトでソフトウェアは、オペレータオプションを選択し

ます。詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「プログラマのコメントの挿入」章を参照してください。 

6. ClearanceCubeボタン - ボタンに示されているClearanceCube機能を実行します。 

小さな黒い矢印をクリックして、ClearanceCubeツールバーを表示します： 

 

詳しくは、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「ClearanceCubeツールバー」トピックを参照してください。 

7. プローブモードボタン - 
ボタンに示されているプローブモード機能を設定し、その機能を測定ルーチンに追加し

ます。 

小さな黒い矢印をクリックしてプローブモードツールバーを表示します： 

 

詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「プローブモードツールバー」トピックを参照してください。 

8. グラフィックモードボタン - 
ボタンに表示されるアイコンに関連する画面モードを設定します。  

下記のように、小さな黒い矢印をクリックしてモードツールバーを表示します： 
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異なるグラフィックモードの詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「グラフィックモードツールバー」を参照してください。 

9. 測定方法エディターボタン - 
測定方法エディターダイアログボックスを開いて、すべての自動要素の設定を変更し、

カスタムグルループとして保存できるようにします。詳しくは、PC-DMIS Core 
ドキュメントの「測定方法エディターの使用」トピックを参照してください。  

10. ゲージボタン - 
現在の測定ルーチンにキャリパーコマンドを追加できるように、[ゲージ]ダイアログボッ

クスを開きます。詳細については、PC-DMIS 
Laserマニュアルの「キャリパーの概要」トピックを参照してください。 

小さな黒い矢印をクリックして、キャリパーまたは温度補償ゲージオプションのい

ずれかを選択できるゲージツールバーが表示されます。 

 

キャリパーゲージの詳細については、PC-DMIS 
Laserのマニュアルの「キャリパーの概要」を参照してください。温度補償ゲージ

の詳細については、PC-
DMISコアのドキュメントの「簡易温度補償の使用」を参照してください。  

11. 自動要素ボタン - 
これはボタンに表示されたアイコンに関連された自動要素ダイアログを表示します。ダ

イアログボックスから、測定ルーチンに挿入する要素コマンドを選択することができま

す。ダイアログボックスから、測定ルーチンに挿入する要素コマンドを選択することが

できます。 

自動要素ツールバーを表示するには、この小さな黒い矢印をクリックします: 

 

詳しくは、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「自動要素の作成」の章の「自動要素の挿入」トピックを参照

してください。 

12. 構築された要素ボタン - 
これはボタンに表示されたアイコンに関連される構築済要素ダイアログを表示します。

ダイアログボックスから、測定ルーチンに挿入する要素コマンドを選択することができ

ます。ダイアログボックスから、測定ルーチンに挿入する要素コマンドを選択すること

ができます。 

この小さな黒い矢印をクリックして構築された要素ツールバーを表示します: 
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詳しくは、PC-DMIS Core 
ドキュメントの「既存の要素から新規の要素を作成する章の既存の要素から新規要

素を作成する：はじめに」トピックを参照してください。 

13. 寸法ボタン - 
ボタンに表示されるアイコンに関連する寸法ダイアログボックスを表示します。ダイア

ログボックスから、測定ルーチンに挿入する寸法コマンドを選択することができます。 

この小さな黒い矢印をクリックして寸法ツールバーを表示します： 

 

詳しくは、PC-DMIS 
Coreドキュメントの要素の寸法付け章のレガシー寸法の使用トピックを参照してく

ださい。 

14. アラインメントボタン - アラインメント 
オプションは選択される要素のタイプ、それらが選択される順番および互いの要素に対

する位置に基づいて定義されます。 

この小さな黒い矢印をクリックしてアランメントツールバーを表示します： 

 

アラインメントの詳細については、PC-DMIS Core 
文書の「アライメントの作成と使用」章を参照してください。 

15. コピー/貼り付けボタン - 
編集ウィンドウで測定ルーチンを編集するための標準的なコピー/貼り付け機能を提供し

ます。また、ボタンによって要素のパターンを定義して測定ルーチンに貼り付けること

ができます。 

小さな黒い矢印をクリックしてコピー/貼り付けパターンツールバーを表示します

： 

 

詳細については、PC-DMIS Coreドキュメントの次のトピックを参照してください： 

「標準編集コマンドの使用」章の「コピー」および「ペースト」  

「要素のパターンの編集」章の「パターン」および「パターン付きのペース

ト」 
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16. パスボタン - ボタンに表示されているパス機能を実行します。 

小さな黒い矢印をクリックしてパスツールバーを表示します： 

 

パスツールバーには、次のオプションがあります： 

パス線 - 
グラフィック表示ウィンドウのパーツ上のパス線を表示または非表示にします。 
（詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「他のWindows、エディタ、およびツールの使用」章の「パス

ラインの表示」を参照してください）。 

パスの再生成 - これはパス線を再生成します。 
（詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「CADディスプレイの編集」章の「パスの再生成」を参照して

ください）。 

パス最適化 - パスを最適化します。これを行うには、PC-
DMISは編集ウィンドウでコマンドの順序を変更します。 
（詳細については、「PC-DMIS 
Core」ドキュメントの「CADディスプレイの編集」章の「パスの最適化」を参照し

てください）。 

アニメーションパス - 
グラフィック表示ウィンドウのCADモデルでヒットを取ったたアニメーションプロ

ーブを表示します。 
（詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「CADディスプレイの編集」章の「パスをアニメートする」を

参照してください）。 

クイックパス - 
これは以下のリストのオプションをオンにします。これらのオプションをオンにす

ると、それらは一緒に機能して、クイック要素の使用経験を向上させます。（Quic
kFeaturesの詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「自動要素の作成」章の「QuickFeaturesの作成」を参照してく

ださい）。要素を選択すると、PC-
DMISはパスの生成を実行し、対手動でパスコマンドを作成することを対処する必

要はありません（チップや移動コマンドなど）。 
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• オペレーション| グラフィック表示ウィンドウ| クリアランス移動| 
要素作成付き  
（詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「移動コマンドの挿入」章のクリアランスを自動的

に挿入するの「要素作成機能付き」サブトピックを参照してください）

。 

• オペレーション| グラフィック表示ウィンドウ| クリアランス移動| 
衝突検出付き  
（詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「移動コマンドの挿入」章のクリアランスの自動挿

入の「衝突検出機能付き」サブトピックを参照してください）。 

• 要素の自動作成ダイアログボックスの測定プロパティエリアのトグルバ

ーにある自動手首の切り替えボタン。（詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「自動要素の作成」章の「自動手首の切り替え」を

参照してください）。 

クイックパスを再度クリックして無効にすると、上記のオプションはクイックパス

がオンになる前の状態に戻ります。  

クイックパスを使用すると、PC-
DMISは前の要素から現在の要素に自動的にパス線を描画します。 

 

さらに、QuickFeaturesを使用した要素のパターンの場合、PC-
DMISはパターン内の要素間にパス線を描画します。 
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自動手首 - 
自動要素ダイアログボックスの測定プロパティーエリアのトグルバーにある自動手

首のトグルボタンをオンまたはオフにします。 

17. マークボタン - 
このボタンはマークツールバーで行う選択に応じて、編集ウィンドウで現在選択されて

いる要素にマークを付けるか、すべての要素にマークを付けるか、またはマークされて

いるすべての要素のマークを解除します。 

小さな黒い矢印をクリックしてマークツールバーを表示します： 

 

詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「ツールバーの使用」章の「編集ウィンドウのツールバー」を

参照してください。 

18. 実行ボタン - その時点でマークされたすべての要素の測定プロセスを実行します。 

小さな黒い矢印をクリックして、実行ツールバーを表示します： 

 

それぞれのボタンの詳細機能については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「詳細ファイルオプションの使用」章の「測定ルーチンの実行

」を参照してください。 

19. ステータス・ウィンドウ - 
ステータス・ウィンドウを表示します。このウィンドウを使用して、クイックスタート

ツールバーからコマンドや機能を作成しながらプレビューすることができます。これは

、要素の実行、寸法の作成または編集、および[ステータス]ウィンドウが開いた状態で[
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編集]ウィンドウのアイテムをクリックすることで実行できます。詳しくは、PC-DMIS 
Core ドキュメントの「ステータスウィンドウの使用」の章を参照してください。 

20. レポートウィンドウ - 
レポートウィンドウを表示します。このウィンドウは測定ルーチン実行後に測定結果を

表示し、デフォルトのレポートテンプレートに従って出力を自動的に設定します。詳し

くは、PC-DMIS 
Coreドキュメントの測定結果のレポートの章のレポートウインドウについてトピックを

参照してください。 

アラインメントの作成 
アラインメントは座標原点の設定およびX、Y、Z軸の決定に非常に重要です。「はじめに」章に

あるチュートリアルにしたがって、簡単な3-2-1アラインメントを作成することができます。 

 PC-DMISはウィザードツールバーから便利な321整列ボタン（ ）を提供します。 

必要に応じて、他に反復アラインメント、最適化アラインメント等、補充のアラインメントの

オプションを利用することもできます。これらのアラインメントを使った操作に関する詳しい

説明は、PC-DMIS Core 
ドキュメント内の「アラインメントの作成および使用」の章を参照してください。 

フィーチャー測定 
要素の測定: はじめに  
PC-DMIS ではパーツ要素を定義し、実行中、測定のためにそれらをPC-
DMISの測定ルーチンに挿入する2つの方法が用意されています: 

• [測定された要素]メソッド 

• [要素の自動作成]メソッド 

また、測定ルーチンに構築された要素を追加することができます。これらは他の要素から構築

された要素ですが、それはこのトピックの範囲外です。構築された要素についての情報につい

ては、PC-
DMISコア・ドキュメンテーションで「既存の要素から新規要素を作成すること」章を参照して

ください。 
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[測定された要素]方法 
プローブがパーツにヒットを取るたびに、PC-
DMISは、それらのヒットをさまざまな要素に解釈します。これらは、「測定された要素」と呼

ばれ、ヒット数、それらのベクトル数に依存しています。サポートされる測定要素は以下のと

おりです： 

• 点 

• 直線 

• 面 

• 円 

• 長穴 

• 角型溝 

• 円柱 

• 円錐 

• 球体 

• 円環面 

詳しくは以下の「測定された要素の挿入」を参照してください。 

[要素の自動作成]方法 
ご使用のPC-
DMISのバージョンが[要素の自動作成]をサポートしている場合、パーツの要素を「自動要素」

として測定ルーチンに挿入できます。ほとんどの場合、この自動要素はグラフィックの表示ウ

ィンドウ内で適切な要素をマウスで1回クリックするのと同様に簡単に認識されます。サポート

される自動要素は以下のとおりです。 

• ベクトル点 

• 表面ポイント 

• エッジ ポイント 

• 交点 

• 頂点 

• 最上部点 

• 面 

• 直線 

• 円 

• 楕円 
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• ﾌﾗｯｼｭとｷﾞｬｯﾌﾟ 

• 円形スロット 

• 角型溝 

• 切り欠き 

• 多角形 

• 円筒 

• 円錐 

• 球体 

詳しくは下記の「自動要素の挿入」を参照してください。 

測定された要素の挿入 

要素のプローブヒットを取ることで、要素をフィジカルパーツから測定ルーチンに挿入するこ

とができます。 

測定されたフィーチャを挿入するには、次の一般的な手順に従います： 

1. 物理的なパーツで、目的の要素を見つけます。 

2. 測定要素ツールバーから要素タイプをクリックします。これは、PC-
DMISに、ユーザがそのタイプの要素をヒットしようとしていることを伝えます。これに

より、必要な数のヒットを取り終えると、適した要素が測定ルーチンに作成されます。 

 

測定フィーチャー ツール バー 

3. ジョグボックスを使用して、要素の必要なヒット数を測定します。 

4. その後、ジョグボックスのDONEボタンまたはキーボードのEndキーを押して、その要素

を編集ウィンドウに挿入します。 
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クイックスタートインターフェイスを使用して、測定された要素を作成することもできます。

そのインターフェイスの詳細については、「PC-DMIS 
Core」ドキュメントの「その他のWindows、エディタ、およびツールの使用」章の「クイック

スタートインターフェイスの使用」トピックを参照してください。  

これらのツールバーボタンのいずれも使用しない場合か、または [推測計測] ボタン（

）をクリックした場合、PC-DMIS 
はヒットの数およびそのベクトルに基づいて正しい要素タイプを推測します。 

ヒットを取得して要素を作成すると、PC-
DMISは測定された要素を画面に描画します。3次元の測定要素(円環面、円筒、球、円錐) 
と2次元平面要素に対しては、PC-DMIS は影付きの面を使用して要素を描画します。 

 

シェーディングされたサーフェスで描かれたいくつかのサンプル測定要素 

シェーディング要素の要素を非表示にする 
ユーザは、実測平面ダイアログボックスの表示アリアの無しオプションを設定することにより

、シェーディング平面を非表示にすることができます。また、セットアップオプションダイア
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ログボックスで平面を非表示のチェックボックスマークすることによって、全体的に将来の平

面要素のすべての描画日陰面を非表示にすることができます。 

要素色の変更 
[セットアップオプション]ダイアログ 
ボックスの[IDセットアップ]タブを使用して、要素の作成中に使用する要素色を変更することが

できます。[ラベル対象]項目にある[要素]を選択した後に、[色]チェックボックスを確認してく

ださい。 

測定要素の詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「測定要素の作成」章を参照してください。 

 

点の測定 

 

実測点ボタン 

点ボタンを使用して、空間内の参照平面(肩)または点に整列された面に属する点の位置を測定

できます｡ 

測定された点を作成するには、パート上で1つのヒットをとる必要があります｡ 

 

線の測定 

 

実測線ボタン 

直線ボタンを用いて、参照平面、または、空間内の直線にある平面に属する、直線の方向性と

直線性を測定することができます。測定された線を作成するには、パート上で少なくとも2つの

ヒットをとる必要があります｡ 

測定された線及び作業面 
PC-DMISが測定線を作成する場合、PC-
DMISは現在の作業面に垂直なベクトルで線のヒットを取得することを期待しています。 
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 例えば、現在の作業平面がZプラス(ベクトル 
0,0,1)であり、まとまったパーツがある場合、線を測定するためのヒットはそのパートの前面や

側面等、垂直な面上にある必要があります。 
 
それから、当パーツの上部表面上にある、直線要素を測定する場合、直線の方向次第で、作業

平面を、Xプラス、Xマイナス、Yプラス、または、Yマイナスに切り換える必要があります。 

 

平面の測定 

 

実測平面 

平面ボタンを用いて、平坦な表面、または、平面を測定することができます。 

測定された平面を作成するには、平面上で少なくとも3つのヒットをとる必要があります｡ 
最小限のの3ヒットだけを使用する場合は、面の最大面積をカバーする大きな三角形パターンで

点を選択すると最良の結果が得られます。 

 

４点を持つ平面の例 

 

8点を持つ平面の例 
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円の測定 

 

実測円ボタン 

実測円ボタンは、直径、真円度、及び、参照平面に平行な穴 / 
鋲の中心点の位置の測定に使用されます。 
参照平面に平行な穴/鋲の中心点とは、参照軸線に配置された円筒の直角部分を指します。 

測定された孔または突起を作成するには、少なくとも3つのヒットをとる必要があります｡ 
測定中のシステムによって、平面が自動的に認識され設定されます。円周上に一様に分布する

点を選択する必要があります。 

 

4点の円を持つ例 

 

8点の円を持つ例 

 

単一点の円の測定ツールバーボタン 

また、ユーザは単一の点からシングル点円計測 
ツールバーのボタンを使用することによって、円を作成できます。球のサイズが穴の直径より

大きい穴を測定するのを試みるとき、これは役に立って、したがって、必要で普通の最小の3つ
のヒットを取るために穴に完全に収まることができません。詳細については、「PC-DMIS 
Portable」マニュアルの「単一点測定円要素の作成」を参照してください。 
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円形スロットの測定 

 

実測の円形スロット 

測定された丸型溝を作成するには、丸型溝ボタンを使用して下さい。  

測定された丸いスロットを作成するには、スロットで少なくとも6回のヒットが必要です。通常

、これは、各直線上で2ヒット、各曲線上で1点を取ることによって行われます。 

 

6点を持つ円形スロット測定の例 

代わりに、それぞれの曲線上で点を3つずつ取ることも可能です。 

また、2点から測定されたスロットを作成できます。  

 

2つの点 

これはプローブ球がスロットの直径よりも大きい場合に役立ち、必要な取込み点を取得きませ

ん。詳細については、「PC-DMIS 
Portable」マニュアルの「両点測定スロット要素の作成」を参照してください。 

四角形スロットの測定 

 

実測四角形スロットボタン 

測定された角型溝を作成するには、角型溝ボタンを使用して下さい。 

測定された四角形スロットを作成するには、スロットで５つのヒットが必要です。これを行う

には、スロットの長辺の1つを2つ取り、残りの3つの側面のそれぞれに1つずつヒットを取りま

す。ヒットは厳密に時計回りまたは反時計回りの方向に取らなければなりません。 



PC-DMIS 2018 R2 CMM Manual 

257 

 

CW（時計回り）方向およびCCW（反時計回り）方向に5つの点を持つ四角形スロットの例 

また、2点から測定されたスロットを作成できます。  

 

2つの点 

これはプローブ球がスロットの直径よりも大きい場合に役立ち、必要な取込み点を取得きませ

ん。詳細については、「PC-DMIS 
Portable」マニュアルの「両点測定スロット要素の作成」を参照してください。 

 

円柱の測定 

 

実測円筒 

直径、円筒度、及び、円筒の軸線の空間での方向性を測定するには、円筒ボタンを用いて下さ

い。直径、円筒度、及び、円筒の軸線の空間での方向性を測定するには、円筒アイコンを用い

て下さい。 

測定された円柱を作成するには、円柱状で少なくとも6つのヒットをとる必要があります｡ 
ヒットを行うポイントは、表面上に均一に配分されていなければなりません。最初の3つの点が

主軸と垂直な平面上にある必要があります。 

 

8点の円柱を持つ例 
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ポイントの特定パターン(例、3等分に隔てられたポイントの2行または4等分に隔てられた2行)
は、多数の方法で完璧な円柱の作成または測定をします。PC-
DMISの最適化アルゴリズムによって、予期しない方法で円柱が作成および測定される可能性が

あります。最適な結果を得るには、測定または作成された円筒が望まない解決策をなくす点の

パターンを使用する必要があります。 

 

円錐の測定 

 

実測円錐ボタン 

円錐度、頂点角度、及び、円錐の軸線の空間での方向性を測定するには、円錐ボタンを用いて

下さい。直径、円筒度、及び、円筒の軸線の空間での方向性を測定するには、円筒アイコンを

用いて下さい。 

測定された円錐を作成するには、少なくとも6つのヒットをとる必要があります｡ 
ヒットを行うポイントは、表面上に均一に配分されていなければなりません。最初の3つの点が

主軸と垂直な平面上にある必要があります。 

 

8点の円錐を持つ例 

 

球の測定 

 

実測球ボタン 
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球の直径、球状、及び、その中心点の位置を測定するには、球ボタンを使用して下さい。 

測定された球を作成するには、少なくとも4つのヒットをとる必要があります｡ 

• ヒットを行うポイントは、表面上に均一に配分されていなければなりません。 

• 選択された最初の4点が同じ円周上に位置していないことが必要です｡ 

• 最初のポイントは、球の極上に置かれるべきです。 

• 他の3点は円周上に位置します｡ 

 

５ポイントのヒットを持つ球の例 

 

９点を持つ球の例 

測定された円環面の作成 

 

実測円環ボタン 

円環面要素の中心直径およびリング直径を測定するには [円環] 
ボタンを使用します。直径、円筒度、及び、円筒の軸線の空間での方向性を測定するには、円

筒アイコンを用いて下さい。 

測定された円環面を作成するには、少なくとも７つのヒットをとる必要があります｡ 
円環面の中心線を通る円のひとつのレベル上で最初の３つのヒットを取ります。3つのヒットは

、これら3つのヒットによって生成された仮想円が円環面とほぼ同じベクトルを持つように、円

環面の向きを表す必要があります。 
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円環面の上面図。大直径(1)、小直径(2)、および中心線の円(3)。 

あなたを指すZ+で、トーラスを適応させて、鳥瞰図からそれを見おろしている場合は、トーラ

スに0、0、1のベクトルを与えるために左回りの方角に最初の3つのヒットを受けてください。

時計方向ににヒットを取れば、トーラスは(0、0、-1)のベクトルを持ちます。 

残りの4つのヒットは、すべて同じ平面上でない限り、任意の場所でランダムに探針できます。 

 

最初の3つが反時計方向に取られた7点から作成されたトーラス例です。 
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測定された要素セットの作成 

測定された要素セット（ポイントセットとも呼ばれます）として単一のポイントを複数回測定

することができます。これを行う方法については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「測定要素の作成」章の「測定要素セットの作成」を参照してください。 

自動要素の挿入 

 
ダイアログボックスを表示せずにいくつかの自動要素を作成するには、クイック要素を使用し

ます。グラフィック表示ウィンドウにCADモデルを読み込む必要があります。QuickFeaturesの
詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「自動要素の作成」章の「QuickFeaturesの作成」トピックを参照してくだ

さい。 

要素の自動作成ダイアログボックスで自動要素を測定ルーチンに挿入するには、[挿入| 
要素|自動]を選択し、次に要素のタイプを選択します。これにより、その要素タイプの[要素の

自動作成]ダイアログボックスが開きます。  

代わりに、要素の自動作成ツールバーから要素タイプを選択することもできます： 

 

自動フィーチャー ツール バー 

選択された要素の要素の自動作成ダイアログボックスが開いたら、CADモデルを使用している

場合は、グラフィック表示ウィンドウの要素をクリックします。PC-
DMISは必要な情報をCADモデルより直接取得してダイアログ 
ボックスに表示します。CADモデルにアクセスできない場合は、パート上で直接ヒットを取り

ます。ダイアログボックスの値が入力されたら、ダイアログ 
ボックスの作成ボタンをクリックして(またはジョグボックスの終了ボタンを押して)編集ウィ

ンドウに要素を挿入します。 

要素の自動作成ダイアログボックスとそのオプションはこの文書一式では説明しません。要素

の自動作成ダイアログボックスの多くのオプションはPC-
DMISの別の設定と共通しているため、この情報はPC-DMIS 
Core文書で取り扱います。[要素の自動作成]ダイアログボックスのオプションの詳細について

は、PC-DMIS Coreドキュメントの「自動要素の作成」の章を参照してください。 
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全ての内部要素または外部要素について、適当な要素の種類が正しく選択されているか確認し

てください：穴または突起。 

自動ベクトル点の作成 

 

自動ベクトル点ボタン 

ベクトル点自動オプションでは、点の公称位置を定義するほかに、CMMが定義された点を測定

するために使用する公称アプローチ方向を定義することができます。 

ベクトル点オプションにアクセスするには、自動要素 ダイアログ ボックスを開き、 
ベクトル点 を選択します(挿入 | 要素 | 自動 | 点 | ベクトル点)。 
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要素の自動作成 - ベクトル点 

ダイアログボックスが開いた状態で、下記の方法のいずれかを使用して要素を作成します： 

画面上の表面のデータの使用 
面データを使ってベクトル点を生成する手順は次のとおりです: 

1. [グラフィックの表示]ウィンドウで、希望される点の位置(面上)にポインターを合わせま

す。 

2. 面をクリックします。選択された面が強調表示されます。 
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3. 正しい面が選択されているか確認します。PC-
DMISはハイライトされた面を貫通し、選択された点の位置とベクトルを表示します。面

の法線ベクトルの方向はプローブにアクセス可能なパーツの面によって定義されます。

パーツの両面が等しくアクセス可能な場合、PC-DMIS 
はCADデータからの標準な方を使用します。ダイアログボックス上のベクトルを反転ア

イコン（ ）を使用するとアプローチの方向を変更できます。 

4. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。作成を選択する前に、PC-
DMISが追加のマウスクリックを検出すると、PC-
DMISは以前の情報を新しいデータで上書きします。 

CMMに面データの使用 
CMMの面データを使ってベクトル点を生成するには、パートの目的の面にプローブでタッチし

ます。プローブがタッチした場所に最も近いCAD面を貫通します。 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

• 接点が実際は面のデータ近くにあるが、今すぐ測定トグルアイコンが選択されてなく、

ジョグボックスの完了ボタンが押されている場合、点要素がPC-
DMISによって作成され直ちに編集ウィンドウに追加されます。接点が面のデータ近くに

あるが今すぐ測定トグルアイコンが選択されている場合、面のデータが使用されますが

、作成ボタンがクリックされるまで要素は作成されません。 

• タッチした点が面データから離れている場合は、そのタッチが実際のヒットと見なされ

ます。ヒットの位置とアプローチ ベクトルが表示されます。 

• 作成ボタンをクリックする前に2番目のヒットが取られると、2番目のヒットの位置のデ

ータが PC-DMISによって使用されます。 

• 三番目のヒットが取られる場合は、PC-
DMISはアプローチベクトルを決定するためにこの三つのヒットを使用します。最後のヒ

ットは、位置の決定に使用されます。 

• ３つ以上のヒットが取られると、PC-
DMISはアプローチベクトルを決定するために、最後のヒット以外のすべてのヒットを使

用します。PC-DMISは常に最後のヒットを使用して場所を特定します。 

画面上でのワイヤフレームデータの使用 
CADのワイヤフレーム データを使ってベクトル点を生成する手順は次のとおりです: 
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1. ターゲットの点が位置する面の2つのエッジ(ワイヤ)はマウスの左クリックで選択されま

す。(これらのワイヤは同じ面上にある必要があります)選択した線が強調表示されます

。 

2. 正しいワイヤが選択されているか確認します。 

3. 作成された面上で、ターゲットの点を選択します。この最後の選択が、2つのワイヤ 
ベクトルと最初のワイヤの高さから形成された平面に投影されます。 

CMMでのワイヤフレームデータの使用 
ワイヤフレーム データを使ってベクトル点を生成する手順は次のとおりです: 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

• 最初にとったヒットは、X、Y、Zの公称値となります。また、I、J、Kベクトルも自動的

に表示されます。この値は、CMMアプローチ 
ベクトルの反対方向(面から遠ざかる方向)を表します。このデータをそのまま使用する

か、または追加のヒットを要求するメッセージに従います。 

• 2回目のヒットをとると、そのヒットを使用してヒットの位置とアプローチベクトルが

更新されます。 

• 面上で3回目のヒットをとると、表示されていたX、Y、Zの公称値が現在のヒット位置に

変更されます。これら3つのヒットを使って平面が生成され、I、J、Kアプローチ 
ベクトルが検出されます。 

• 追加のヒットは、最新のヒット情報でヒットの位置を更新します。さらに、ベクトル点

の全ての前のヒット(最後のヒットを除く)の平均を反映するには、アプローチ 
ベクトルも更新されます。 

最初のヒット、2回目のヒット、または3回目のヒットを取った後は、いつでも表示されたデー

タを受け付けることができます。3回目のヒットを受け付けなかった場合でも、内部的にシステ

ムがリセットされます。こうして、次のヒット(4回目のヒット)が最初のヒットとなります。 

CADデータを使用しないで作成 
CADデータを使用しないでベクトル点を生成する手順は次のとおりです: 

• 最初にとったヒットは、X、Y、Zの公称値となります。また、そのヒットのI、J、Kアプ

ローチ ベクトルも自動的に表示されます。この値は、CMMアプローチ 
ベクトルの反対方向(面から遠ざかる方向)を表します。このデータをそのまま使用する

か、または追加のヒットを要求するメッセージに従います。 

• 2回目のヒットをとると、そのヒットを使用してヒットの位置とアプローチベクトルが

更新されます。 
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• 面上で3回目のヒットをとると、表示されていたX、Y、Zの公称値が現在のヒット位置に

変更されます。これら3つのヒットを使って平面が生成され、I、J、Kアプローチ 
ベクトルが検出されます。 

• 追加のヒットは、最新のヒット情報でヒットの位置を更新します。さらに、ベクトル点

に対するこれまでの全てのヒット(最後のヒットを除く)の平均を反映して、アプローチ 
ベクトルが更新されます。 

データの入力 
この方法を使用して、目的のベクトル点の X、Y、Z、I、J、K の値を入力することができます。 

1. ダイアログ ボックスに作成したい要素のX、Y、Z、I、J、K値を入力します。 

2. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。 

自動面上点の作成 

 

自動面上点ボタン 

面上点自動オプションでは、点の公称位置を定義するほかに、CMMが定義された点を測定する

ために使用する公称アプローチ方向を定義することができます。PC-
DMISでは、公称点位置の周りの平面を測定するために使用する点数と、平面のサイズを定義す

ることができます。平面が測定されると、PC-
DMISは平面の計算済みの面の公称ベクトルを使用して測定の点の公称位置にアプローチします

。 

 面上点の測定に必要なサンプルヒットの数はゼロから3までが許容されます。 

面上点オプションにアクセスするには、要素の自動作成ダイアログ 
ボックスを開き、面上点を選択します(挿入 | 要素 | 自動作成 | 点 | 面上点)。 
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要素の自動作成ダイアログボックス - 面上点 

ダイアログボックスが開いた状態で、下記の方法のいずれかを使用して要素を作成します： 

画面上の表面のデータの使用 
面データを使って面上点を生成する手順は次のとおりです: 

1. [グラフィックス モード]ツールバーから面のモードアイコン（

）をクリックします。 
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2. [グラフィックの表示]ウィンドウで、希望される点の位置(面上)にポインターを合わせま

す。 

3. マウスの左ボタンをクリックして下さい。選択された面が強調表示されます。 

4. 正しい面が選択されているか確認します。PC-
DMISはハイライトされた面を貫通し、選択された点の位置とベクトルを表示します。面

の法線ベクトルの方向はプローブにアクセス可能なパーツの面によって定義されます。

パーツの両面が等しくアクセス可能な場合、PC-DMIS 
はCADデータからの標準な方を使用します。ダイアログボックス上のベクトルを反転ア

イコン（ ）を使用するとアプローチの方向を変更できます。 

5. 作成をクリックして測定ルーチンに要素を挿入します。作成ボタンを押すまでは、マウ

スをクリックするたびに表示されていたデータが新しく上書きされます。 

CMMに面データの使用 
CMMの面データを使って面上点を生成するには、パートの目的の面にプローブでタッチします

。PC-DMISはプローブがタッチした場所に最も近いCAD面に貫通します。 

• タッチした点が実際に面データに近く、さらに[測定]チェックボックスがオフである場

合は、点要素が作成され、[編集]ウィンドウにただちに追加されます。 

• 接点が面のデータ近くにあるが測定ボックスが選択されている場合、面のデータが使用

されますが、作成ボタンがクリックされるまで要素は作成されません。 

• タッチした点が面データから離れている場合は、そのタッチが実際のヒットと見なされ

、ヒットの位置とアプローチ ベクトルが表示されます。 

• 作成ボタンをクリックする前に2番目のヒットが取られると、2番目のヒットの位置のデ

ータが PC-DMISによって使用されます。 

• 三番目のヒットが取られる場合は、PC-
DMISはアプローチベクトルを決定するためにこの三つのヒットを使用します。最後のヒ

ットは、位置の決定に使用されます。 

• ３つ以上のヒットが取られると、PC-
DMISはアプローチベクトルを決定するために、最後のヒット以外のすべてのヒットを使

用します。PC-DMISは常に最後のヒットを使用して場所を特定します。 

画面上でのワイヤフレームデータの使用 
CADのワイヤフレーム データを使って面上点を生成する手順は次のとおりです: 

1. ターゲットの点が位置する面の2つのエッジ(ワイヤ)はマウスの左クリックで選択されま

す。(これらのワイヤは同じ面上にある必要があります)選択した線が強調表示されます

。 

2. 正しいワイヤが選択されているか確認します。以下のメッセージが現れます。 
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3. 作成された面上で、ターゲットの点を選択します。この最後の選択が、2つのワイヤ 
ベクトルと最初のワイヤの高さから形成された平面に投影されます。 

CMMでのワイヤフレームデータの使用 
CADのワイヤフレーム データを使って面上点を生成する手順は次のとおりです: 

• 最初にとったヒットは、X、Y、Zの公称値となります。また、I、J、Kベクトルも自動的

に表示されます。この値は、CMMアプローチ 
ベクトルの反対方向(面から遠ざかる方向)を表します。このデータをそのまま使用する

か、または追加のヒットを要求するメッセージに従います。2回目のヒットをとると、

そのヒットを使用してヒットの位置とアプローチベクトルが更新されます。 

• 面上で3回目のヒットをとると、表示されていたX、Y、Zの公称値が現在のヒット位置に

変更されます。これら3つのヒットを使って平面が生成され、I、J、Kアプローチ 
ベクトルが検出されます。 

• 追加のヒットは、最新のヒット情報でヒットの位置を更新します。また、面上の点に対

するこれまでの全てのヒット(最後のヒットを除く)の平均を反映して、アプローチ 
ベクトルが更新されます。 

最初のヒット、2回目のヒット、または3回目のヒットを取った後は、いつでも表示されたデー

タを受け付けることができます。 

3回目のヒットを受け付けなかった場合でも、内部的にシステムがリセットされ、次のヒット(4
回目のヒット)が最初のヒットとなります。 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

CADデータを使用しないで作成 
CADデータを使用しないで面上点を生成する手順は次のとおりです: 

• 最初にとったヒットは、X、Y、Zの公称値となります。また、I、J、Kベクトルも自動的

に表示されます。この値は、CMMアプローチ 
ベクトルの反対方向(面から遠ざかる方向)を表します。このデータをそのまま使用する

か、または追加のヒットを要求するメッセージに従います。 

• 2回目のヒットをとると、そのヒットを使用してヒットの位置とアプローチベクトルが

更新されます。 

• 面上で3回目のヒットをとると、表示されていたX、Y、Zの公称値が現在のヒット位置に

変更されます。これら3つのヒットを使って平面が生成され、I、J、Kアプローチ 
ベクトルが検出されます。 
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• 追加のヒットは、最新のヒット情報でヒットの位置を更新します。さらに、面上点に対

するこれまでの全てのヒット(最後のヒットを除く)の平均を反映して、アプローチ 
ベクトルが更新されます。 

データの入力 
この方法では、目的の面上点のX、Y、Z、I、J、K値をキー入力できます。 

1. ダイアログ ボックスに作成したい要素のX、Y、Z、I、J、K値を入力します。 

2. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。 

自動エッジ点の作成 

 

自動エッジ点ボタン 

エッジ点自動オプションでは、パートのエッジ上で行われる点の測定を定義することができま

す。この種類の測定は、パートの素材が薄いためにCMMの測定ヒットを正確に制御する必要が

ある場合に特に便利です。エッジ点を正確に測定するには、5つのサンプル 
ヒットが必要です。 

エッジ点オプションにアクセスするには、要素の自動作成ダイアログ 
ボックスを開き、エッジ点を選択します(挿入 | 要素 | 自動作成 | 点 | エッジ点)。 
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要素の自動作成ダイアログボックス - エッジ点 

ダイアログボックスが開いた状態で、これらの方法のいずれかを使用して要素を作成します： 

画面上の表面のデータの使用 
面データを使ってエッジ点を生成する手順は次のとおりです:  
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1. [グラフィックス モード]ツールバーから面のモードアイコン（

）をクリックします。 

2. 自動エッジ点を作成したいエッジ付近の面を1回クリックします。 

3. 正しい面が選択されているか確認します。点を指定すると、選択したエッジ点とベクト

ルの値がダイアログ 
ボックスに表示されます。面の法線ベクトルの方向はプローブにアクセス可能なパーツ

の面によって定義されます。パーツの両面が等しくアクセス可能な場合、CADデータか

ら見て標準な方が使用されます。ダイアログボックス上のベクトルを反転アイコン（

）を使用するとアプローチの方向を変更できます。 

4. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。作成ボタンをクリックする前に

マウスクリックが検出されると、PC-
DMISは以前に表示された情報を新しいデータで上書きします。 

CMMに面データの使用 
CMMの面データを使ってエッジ点を生成する手順は次のとおりです: 

1. パートの目的のエッジ近くをプローブでタッチします。 

2. シャンクを面に対してできる限り垂直にします。 

PC-
DMISはプローブがタッチした場所に最も近いCAD面に貫通します。表示されたX、Y、Zの値は、

実際のヒットではなく、最も近いCADのエッジを反映しています。I、J、Kは面の法線ベクトル

を反映します。 

CADエッジが見つからない場合、PC-
DMISは最も近い点を表示し、追加のヒットを取るように求めます。 

作成ボタンをクリックする前に反対の面で2番目の接触が行われると、PC-DMIS 
はその位置を適当な値として置き換えます。ただし、表示されたベクトルは変わりません。 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

画面上でのワイヤフレームデータの使用 
ワイヤフレームCADデータを使用してエッジポイントを生成することもできます。 

エッジ点を生成する手順は次のとおりです: 

1. エッジ側(上面の境界内側ではない)で目的のワイヤの近くをクリックします。PC- 
DMIS選択されたワイヤの全体を強調表示します。 
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2. 正しい要素が選択されているか確認します。 

プローブのアプローチは常に線と直交すると同時に、現在のプローブ中央線ベクトルに直交し

ます。プローブは、クリックしたエッジの側からアプローチします。ワイヤを指定すると、選

択したエッジ点とベクトルの値がダイアログボックスに表示されます。 

さらにタッチが必要な場合は、(垂直)面と反対側のワイヤをクリックします。 

CMMでのワイヤフレームデータの使用 
CMMのワイヤーフレームデータを使ってエッジ点を生成するには: 

1. パートの目的のエッジ近くをプローブでタッチします。 

2. シャンクを面に対してできる限り垂直にします。 

PC-
DMISはプローブがタッチした場所に最も近いCADワイヤに貫通します。表示されたX、Y、Zの値

は、実際のヒットではなく、最も近いCADのエッジを反映しています。I、J、Kは面の法線ベク

トルを反映します。CADエッジが見つからない場合、PC-
DMISは最も近い点を表示し、追加のヒットを取るように求めます。 

作成ボタンをクリックする前に反対の面で2番目の接触が行われると、PC-DMIS 
はその位置を適当な値として置き換えます。ただし、表示されたベクトルは変わりません。 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

CADデータを使用しないで作成 
CADデータを使用しないでエッジ点を生成する手順は次のとおりです: 

• 最初に3つのヒットをとり、面ベクトルの公称値を指定します。 

• 次の2つのヒットでもう一方のベクトルが決まり、表示されます。この値は、CMMアプ

ローチ ベクトルの反対方向(面から遠ざかる方向)を表します。 

• 最後のヒット(6回目のヒット)は、実際のエッジ点の位置を表します。 

データの入力 
この方法を使用して、目的のエッジ点の X、Y、Z、I、J、K の値を入力することができます。 

1. ダイアログ ボックスに作成したい要素のX、Y、Z、I、J、K値を入力します。 

2. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。 
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自動交点の作成 

 

自動交点ボタン 

交点の自動測定オプションでは測定された2本の線が交差する測定点の定義が可能です。この測

定方法では、2本の線を個別に測定して交差点を構築せずに、それら2線の交差点を測定できま

す。交点を正確に測定するには、6つのヒットが必要です。 

交点オプションにアクセスするには、挿入 |フィーチャ| オート| ポイント| 
アングルを選択して、要素の自動作成ダイアログボックスを開きます。 
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要素の自動作成 - 交点 

ダイアログボックスが開いた状態で、これらの方法のいずれかを使用して要素を作成します。 

画面上の表面のデータの使用 
面データを使用して交点を作成する手順は、次のとおりです: 

1. [グラフィックス モード]ツールバーから面のモードアイコン（

）をクリックします。 
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2. [グラフィックの表示]ウィンドウ内で交点を含むエッジの近く(エッジ上ではない)を1回
クリックします。選択された面が強調表示されます。 

3. 正しい面が選択されているか確認します。点を指定すると、選択した交点とベクトルの

値がダイアログボックスに表示されます。面の法線ベクトルの方向はプローブにアクセ

ス可能なパーツの面によって定義されます。パーツの両面が等しくアクセス可能な場合

、CADデータから見て標準な方が使用されます。ダイアログボックス上のベクトルを反

転アイコン（ ）を使用するとアプローチの方向を変更できます。 

4. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。作成ボタンをクリックする前に

マウスクリックが検出されると、PC-
DMISは以前に表示された情報を新しいデータで上書きします。追加の接触が必要な場合

、角度付きエッジの反対側の面をクリックしてください。 

CMMに面データの使用 
CMMの面データを使用して交点を作成するには、交点を含むエッジの各側面を1回ずつタッチ

します。CAD交点が見つからない場合、PC-
DMISは最も近い点を表示し、追加のヒットを取るように求めます。 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

画面上でのワイヤフレームデータの使用 
CADのワイヤフレーム データを使って交点を生成することもできます。 

点を生成する手順は次のとおりです。 

1. 角エッジの近く(角エッジ上ではない)を1回クリックします。選択された面が強調表示さ

れます。 

2. 正しい面が選択されているか確認します。点を指定すると、選択した交点とベクトルの

値がダイアログボックスに表示されます。面の法線ベクトルの方向はプローブにアクセ

ス可能なパーツの面によって定義されます。パーツの両面が等しくアクセス可能な場合

、CADデータから見て標準な方が使用されます。ダイアログボックス上のベクトルを反

転アイコン（ ）を使用するとアプローチの方向を変更できます。 

3. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。作成ボタンをクリックする前に

マウスクリックが検出されると、PC-
DMISは以前に表示された情報を新しいデータで上書きします。追加の接触が必要な場合

、角度付きエッジの反対側の面をクリックしてください。 
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CMMでワイヤフレームデータを使用して要素を作成すること 
CMMのワイヤーフレームデータを使用して交点を作成するには、交点を含むエッジの各側面を

1回ずつタッチします。CAD交点が見つからない場合、PC-
DMISは最も近い点を表示し、追加のヒットを取るように求めます。 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

CADデータを使用しないで作成 
CADデータを使わずに交点を生成する場合は、各面を3回ずつタッチして2つの平面を検出しま

す。最初のヒット位置に交点が表示されます。 

データの入力 
この方法を使用して、目的の交点の X、Y、Z、I、J、K の値を入力することができます。 

1. ダイアログ ボックスに作成したい要素のX、Y、Z、I、J、K値を入力します。 

2. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。 

自動頂点の作成 

 

自動頂点ボタン 

頂点自動オプションでは、3つの測定済み平面が交差する点の測定を定義することができます。

これを行うには、平面を別々に測定して交点を作成する必要があります。頂点を測定するには

、9つのヒット(3平面それぞれに3つのヒット)が必要です。 

頂点オプションにアクセスするには、要素の自動作成ダイアログ 
ボックスにアクセスし、頂点を選択します(挿入 | 要素 | 自動作成 | 点 | 頂点)。 
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要素の自動作成 - 頂点 

ダイアログボックスが開いた状態で、これらの方法のいずれかを使用して要素を作成します。 

画面上の表面のデータの使用 
面データを使って頂点を生成する手順は次のとおりです: 
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1. [グラフィックス モード]ツールバーから面のモードアイコン（

）をクリックします。 

2. コーナーの近くを一度クリックします。頂点の上で自動的にアニメーション化されたプ

ローブに置き換わります。 

3. 正しい頂点が選択されているか確認します。点を指定すると、選択した頂点とベクトル

の値がダイアログ ボックスに表示されます。 

4. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

5. 作成をクリックします。 

CMMに面データの使用 
CMMの面データを使って頂点を生成する手順は次のとおりです: 

1. 頂点で交わる3つの面をそれぞれ1回ずつタッチします。PC-
DMISは、これらの面は相互に垂直であると見なします。 

2. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

3. 作成をクリックします。 

CAD頂点が見つからない場合、PC-
DMISは最も近い点を表示し、追加のヒットを取るように求めます。 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

画面上でのワイヤフレームデータの使用 
CADのワイヤフレーム データを使って頂点を生成することもできます。 

点を生成する手順は次のとおりです。 

1. コーナーの近く（その上でなく）を一度クリックします。選択された面が強調表示され

ます。 

2. 正しい面が選択されているか確認します。点を指定すると、選択した頂点とベクトルの

値がダイアログ 
ボックスに表示されます。(必要に応じて、頂点につながる別のエッジをクリックしま

す。) 
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3. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

4. 作成をクリックします。 

CMMでのワイヤフレームデータの使用 
CMMのワイヤーフレームデータを使って頂点を生成する手順は次のとおりです: 

1. 最初の面に2回触れます。 

2. 頂点で交わるエッジの近くを1回タッチします。PC-
DMISは、これらの面は相互に垂直であると見なします。CAD頂点が見つからない場合、

PC-DMISは最も近い点を表示し、追加のヒットを取るように求めます。 

3. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

4. 作成をクリックします。 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

CADデータを使用しないで作成 
CADデータを使用しないで頂点を生成する手順は次のとおりです: 

1. 最初の面を2回タッチします。 

2. 2番目の面を2回タッチします。 

3. 2番目の面を2回タッチします。 

4. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

5. 作成をクリックします。 

データの入力 
この方法を使用して、目的の頂点の X、Y、Z、I、J、K の値を入力することができます。 

1. ダイアログ ボックスに作成したい要素のX、Y、Z、I、J、K値を入力します。 

2. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。 
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自動最上部点の作成 

 

自動最上部点ボタン 

最上部点自動オプションでは、ユーザー定義領域を検索して現在の作業平面における最上部点

を検索できます。これは最高点の地域自体をサンプリングします。それは測定ルーチンで既存

の点を検索しません。 

最上部点の実行詳細： 

• PC-DMISは開始点から検索を開始します。 

• 開始点の周辺で、増分値で指定した距離だけ離れた位置で8つのサンプルヒットを取得

します。 

• より高い点が見つかった場合、それが新しい開始点となりPC-
DMISは点の周囲で再度8つのサンプルヒットを取得します。これはPC-
DMISが増分距離で高いポイントを見つけることができなくなるまで続きます。 

• 次に、公差値と一致になるまで、増分値を減らしながらサンプル 
ヒットを取ることを続けます。これで最上部点の検索を完成します。 

• 検索が終了したら、CADモデルの新しい最上部点の値が表示され、点IDが検索領域内で

検出された最上部点の位置に移動します。 

検索の結果として、X、Y、Zの座標とアプローチベクトルで定義される1つの点が返されます。 

最上部点オプションにアクセスするには、要素の自動作成ダイアログ 
ボックスにアクセスし、最上部点を選択します(挿入 | 要素 | 自動作成 | 点 | 最上部点)。 
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要素の自動作成 - 最上部点 

ダイアログボックスが開いた状態で、下記の方法のいずれかを使用して要素を作成します： 

画面上の表面のデータの使用 
面データを使って最上部点の検索範囲を定義する手順は次のとおりです: 

1. [グラフィックの表示]ウィンドウで、希望される開始点の位置(面上)にポインターを合わ

せます。 
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2. 一回に検索範囲のセンター と起点を定義します。選択された面が強調表示されます。 

3. もう一度クリックして起点を定義します。ダイアログ 
ボックスが開いている限り、パーツモデルの表面の各奇数のクリックはクリックされた

位置と同じにセンター と起点 を定義します。各奇数のクリックは新しい起点 
場所のみ定義します。 

4. 正しい面が選択されているか確認します。強調表示された面が貫通され、選択した点の

位置とベクトルが表示されます。面の法線ベクトルの方向はプローブにアクセス可能な

パーツの面によって定義されます。パーツの両面が等しくアクセス可能な場合、CADデ
ータから見て標準な方が使用されます。ダイアログボックス上のベクトルを反転アイコ

ン（ ）を使用するとアプローチの方向を変更できます。 

5. 測定プロパティ内のモードリストから、円形またはボックスのいずれかを選択し、検索

範囲の種類を指定します。 

6. 検索範囲がボックスの場合は幅ボックスおよび長さボックス、円形の場合は内径ボック

スと外径ボックスに値を入力して、検索範囲を定義します。検索範囲が強調表示されま

す。 

7. 最上部点の検索に使用する増分値および公差値を定義します。 

8. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他の値を変更します。 

9. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。測定ルーチンを実行すると、指

定された検索範囲で検索が行われた後で、最上部点が返されます。 

CMMに面データの使用 
CMMを使って最上部点の検索範囲を定義する手順は次のとおりです: 

1. パートの目的の面をプローブで一回にタッチします。これにより、検索領域の中心点と

開始点が同じであると定義されます。 

2. 検索の中心点を別にしたい場合は、対象となる面をもう一度プローブでタッチします。

これは、検索領域の新しい中心を定義します。別のポイントがプローブでサンプリング

されると、開始点とアプローチベクトルの位置が変更されます。このように、サンプル 
ヒットを連続して取ると、検索の中心と開始点が交互に変更されます。パートの面をプ

ローブでタッチするたびに、タッチした場所に最も近いCAD面が貫通されます。この面

モデルから収集される情報から、開始点と検索の中心点が定義されます。 

3. 測定プロパティ内のモードリストから、円形またはボックスのいずれかを選択し、検索

範囲の種類を指定します。 

4. 検索範囲がボックスの場合は幅ボックスおよび長さボックス、円形の場合は内径ボック

スと外径ボックスに値を入力して、検索範囲を定義します。検索範囲が強調表示されま

す。 

5. 最上部点の検索に使用する増分値および公差値を定義します。 

6. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他の値を変更します。 
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7. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。測定ルーチンを実行すると、指

定された検索範囲で検索が行われた後で、最上部点が返されます。 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

CADデータを使用しないで作成 
CADデータを使わずに最上部点の検索範囲を生成する場合は、最初にとるヒットが開始点およ

び検索の中心点のX、Y、Z公称値となります。また、そのヒットのI、J、Kアプローチ 
ベクトルも自動的に表示されます。この値は、CMMアプローチ 
ベクトルの反対方向(面から遠ざかる方向)を表します。新たな開始点を定義するには、面上の

目的の中心点の位置をプローブでタッチします。このように連続してタッチすると、開始点と

検索の中心点が交互に変更されます。 

1. 測定プロパティ内のモードリストから、円形またはボックスのいずれかを選択し、検索

範囲の種類を指定します。 

2. 検索範囲がボックスの場合は幅ボックスおよび長さボックス、円形の場合は内径ボック

スと外径ボックスに値を入力して、検索範囲を定義します。検索範囲が強調表示されま

す。 

3. 最上部点の検索に使用する増分値および公差値を定義します。 

4. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他の値を変更します。 

5. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。測定ルーチンを実行すると、指

定された検索範囲で検索が行われた後で、最上部点が返されます。 

データの入力 
この方法では、X、Y、Zの値を指定して、最上部点の検索範囲の中心(すなわちボックスの中央

または円の中心)をキー入力できます。また、X、Y、Z、I、J、Kの値を入力して、開始点および

関連するアプローチ ベクトルを定義できます。 

1. ダイアログボックスに作成したい要素のX、Y、Z、I、J、K値を入力します。 

2. 測定プロパティ内のモードリストから、円形またはボックスのいずれかを選択し、検索

範囲の種類を指定します。 

3. 検索範囲がボックスの場合は幅ボックスおよび長さボックス、円形の場合は内径ボック

スと外径ボックスに値を入力して、検索範囲を定義します。検索範囲が強調表示されま

す。 

4. 最上部点の検索に使用する増分値および公差値を定義します。 

5. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他の値を変更します。 
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6. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。測定ルーチンを実行すると、指

定された検索範囲で検索が行われた後で、最上部点が返されます。 

自動線の作成 

 

自動線ボタン 

線の自動作成オプションを使用すると、CMMが測定する理論線を定義できます。 

線オプションにアクセスするには、線の要素の自動作成ダイアログボックス(挿入 | 要素 | 自動 
| 線)にアクセスします。 
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要素の自動作成 - 線 

ダイアログボックスが開いた状態で、これらの方法のいずれかを使用して要素を作成します。 

画面上の表面のデータの使用 
面データを使って線を自動生成する手順は次のとおりです: 

1. 有界リストよりはいまたはいいえを選択します。それは別の定義されたポイントに達し

たときに境界線が終了します。境界無しの線は定義された長さに基づいて終了します。 
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2. 自動線を定義する手順は次のとおりです: 

• 有界リストよりはいを選択した場合、目的の面上で開始点および終了点をそれ

ぞれクリックして定義します。最も近い別の面との境界にこれらの点が移動し、

交差線に沿って配置されます。開始点の位置、終了点の位置、線およびエッジベ

クトルが表示されます。 

• 有界リストからいいえを選択した場合、目的の面で1回クリックして線の開始点

を定義します。PC-
DMISはその点を別の面との最も近い交差位置にスナップし、交差線に沿って配

置します。次に、長さボックスに線の長さを入力して定義します。PC-DMIS 
は開始点の位置、長さに一致する線を描きます。線とエッジのベクトルは、点

のサイズの値が0より大きい場合に大きく描画されます。 

 

この有界自動線見本は開始点と終了点を示しています。 

 

このサンプル有界自動線は(1) 、 (2)の開始点と終了点、0,-1,0 (A)のエッジベクトル、 1,0,0 
(B)の線ベクトル、 0,0,1 (C)の表面ベクトル及び4の点サイズの値を示します： 
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3. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他のオプションを変更します。 

4. 必要に応じて、プローブツールボックスのコンタクト 
パスの属性タブ内の項目を変更します。 

例えば、ヒットの値と深さの値を変更したい場合、 

 

現在の5つのヒットおよび3mmの深さの自動線 

または、端ベクトルの修正により、他の面に沿って線を測定することも可能です。 

 

0,0,1 (A)の修正エッジベクトル、0,-1,-0 (C)の修正済の表面ベクトル及び1mmの深さを持つ自動線 

5. サンプル 
ヒットが必要とされる場合には、必要に応じて、プローブツールボックスのコンタクト

サンプル ヒットの属性タブ内の項目を変更します。 
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例えば、端からオフセットされた表面物質をサンプリングする必要があれば、このよう

なものを持っているかもしれません:  

 

このサンプルでは、 0,0,1 (A)のエッジベクトル、0,-1,-0 (C)の表面ベクトル、2mmの深さ及び19 mm 
(D)のインデントを使っている一つのサンプル ヒットを持つ自動ラインを示しています。 

6. 作成をクリックします。自動線が生成されます。 

画面上でのワイヤフレームデータの使用 
ワイヤーフレームデータを使って画面上で線を生成する手順は次のとおりです: 

1. 有界リストよりはいまたはいいえを選択します。 

2. 目的のワイヤをマウスで左クリックし、目的の点が位置する面の2つのエッジ(ワイヤ)を
選択します(有界の場合は2番目の点で、有界でない場合は1回クリックするのみ)。これ

らのワイヤは同一面にある必要があります。 

3. PC-
DMISは開始位置を描画し、有界線を作成する場合は終了点の位置をも描画します。さら

に線およびエッジ点ベクトルも描画されます。 

4. 正しいワイヤが選択されているか確認します。 

5. 必要に応じて、ダイアログ ボックスおよびプローブツールボックスのコンタクト 
パスの属性タブ内の値を変更します。 

6. 作成をクリックします。線が生成されます。 

CMMでのワイヤフレームデータの使用 
ワイヤフレームデータを使用して線を生成するには： 

• 最初にとったヒットは、X、Y、Zの理論始点を示します。2番目のヒット(有界リストか

らはいを選択した場合は必要)は線の終了点を生成します。2番目のヒットの後、PC-
DMISはI、J、K の線ベクトルとI、J、K のエッジベクトルを表示します。 
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• 追加のヒットが線の長さに沿って等間隔に配置されます。さらに、ベクトル点の全ての

前のヒット(最後のヒットを除く)の平均を反映するには、アプローチ 
ベクトルも更新されます。 

表示されるデータは2番目のヒットが取られた後いつでも有効です。 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

CADデータを使用しないで作成 
CADデータを使用しないで線を生成する手順は次のとおりです: 

1. 有界リストよりはいまたはいいえを選択します。 

2. 有界線を作成する場合、2つのヒットを取ります。無界線を作成する場合、1つのヒット

を取ります。 

3. 必要に応じて、ダイアログ ボックスおよびプローブツールボックスのコンタクト 
パスの属性タブ内の値を変更します。 

4. 作成をクリックします。 

データの入力 
この方法では、自動線の作成に必要な値をキー入力できます: 

有界線の作成 

1. 有界リストよりはいを選択します。 

2. ヒットボックスにヒットの数を入力します。 

3. プローブツールボックスのコンタクトのプロパティタブにある深さボックスに、線の深

さを入力します。 

4. 開始および終了点のX、Y、Z の値を入力します。 

5. I、J、Kベクトルを入力します。 

6. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他のオプションを入力します。 

7. 作成をクリックします。PC-
DMISは、ダイアログボックスに入力した値に基づいて線を生成します。 

非有界線の作成 

1. 有界リストよりいいえを選択します。 

2. ヒットボックスにヒットの数を入力します。 
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3. プローブツールボックスのコンタクトのプロパティタブにある深さボックスに、線の深

さを入力します。 

4. 開始点のX、Y、Z の値を入力します。 

5. I、J、Kベクトルを入力します。 

6. 長さボックスに線の長さを入力します。 

7. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他のオプションを入力します。 

8. 作成をクリックします。PC-
DMISは、ダイアログボックスに入力した値に基づいて線を生成します。 

自動平面の作成 

 

自動平面ボタン 

自動平面オプションを利用して平面の測定を定義することができます。平面を測定するには最

低3つのヒットが必要です。 

平面オプションにアクセスするには、要素の自動作成ダイアログボックスにアクセスし、平面

を選択します(挿入 | 要素 | 自動作成 | 平面)。 
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[要素の自動作成]ダイアログ ボックス - 平面 

ダイアログボックスが開いた状態で、これらの方法のいずれかを使用して要素を作成します。 

画面上の表面のデータの使用 
面データを使って平面を生成する手順は次のとおりです: 

1. [グラフィックス モード]ツールバーから面のモードアイコン（

）をクリックします。 
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2. 平面を作成したい位置の面を1度クリックします。PC-
DMISはダイアログボックスにモデルから収集した情報を入力します。 

3. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他の値を変更します。 

4. 作成をクリックします。 

画面上でのワイヤフレームデータの使用 
CADのワイヤフレーム データを使って自動平面を生成することもできます。 

平面を生成する手順は次のとおりです。 

1. 平面要素の自動作成ダイアログボックス(挿入 | 要素 | 自動 | 平面)にアクセスします。 

2. 面上で少なくとも3回クリックします。 

3. 正しい要素が選択されているか確認します。プローブのアプローチは常に要素と直交す

ると同時に、現在のプローブ中央線ベクトルに直交します。選択した平面の中心点とベ

クトルの値がダイアログ ボックスに表示されます。 

4. 必要に応じて、ダイアログ ボックスおよびプローブツールボックスのコンタクト 
パスのプロパティタブ内の値を変更します。 

5. 作成をクリックします。 

CMMでのワイヤフレームデータの使用 
CMMのワイヤーフレームデータを使って平面を生成する手順は次のとおりです: 

1. 平面要素の自動作成ダイアログボックス(挿入 | 要素 | 自動 | 平面)にアクセスします。 

2. 平面を作成したい面上で、ヒットを1回取ります。PC-
DMISはプローブがタッチした場所に最も近いCAD面に貫通します。表示されるX、Y、Z
の値は平面の中心を反映しています。I、J、Kは面の法線ベクトルを反映します。 

3. 必要に応じて、ダイアログ ボックスおよびプローブツールボックスのコンタクト 
パスの属性タブ内の項目を変更します。 

4. ジョグボックスの完了ボタンを押します(またはダイアログボックスの作成ボタンをク

リックします)。 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

CADデータを使用しないで作成 
CADデータを使用しないで平面を生成する手順は次のとおりです: 

1. 平面要素の自動作成ダイアログボックス(挿入 | 要素 | 自動 | 平面)にアクセスします。 
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2. 面上で少なくとも3つのヒットを取ります。 

3. 必要に応じて、追加のヒットを取ります。PC- 
DMISは測定ヒットのすべてのデータを使用します。平面の中心X、Y、Z値が計算され、

表示されます。 

4. 必要に応じて、ダイアログ ボックスおよびプローブツールボックスのコンタクト 
パスのプロパティタブ内の値を変更します。 

5. 作成ボタンをクリックします。 

データの入力 
この方法では、ご希望の平面の中心のX、Y、Z、I、J、K値をキー入力できます。 

1. 平面要素の自動作成ダイアログボックス(挿入 | 要素 | 自動 | 平面)にアクセスします。 

2. X、Y、Z、I、J、Kの値を入力します。 

3. プローブツールボックスにコンタクトの属性タブ内で、ヒットおよびレベル値を入力し

ます。 

4. 必要に応じて、要素の自動作成ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

5. 作成をクリックします。 

PC-DMISは、指定されたパターンを使用して適切な数のヒットを生成します。 

自動円の作成 

 

自動円ボタン 

円の自動生成オプションでは、円の測定を定義できます。この測定タイプが特に有効となるの

は、どの作業平面とも平行でない平面に円が位置する場合、あるいは部分的な円に対して等間

隔のヒットが必要となる場合です。円を測定するには、少なくとも3つのヒットが必要です。円

の測定に必要なヒット数のデフォルト値は、SETUPモードでのデフォルト値に基づきます。 

円オプションにアクセスするには、円の要素の自動作成ダイアログボックス(挿入 | 要素 | 自動 
| 円)にアクセスします。 
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要素の自動作成ダイアログボックス - 円 

ダイアログボックスが開いた状態で、これらの方法のいずれかを使用して要素を作成します： 

画面上の表面のデータの使用 
面データを使って円を生成する手順は次のとおりです: 

1. [グラフィックス モード]ツールバーから面のモードアイコン（

）をクリックします。 
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2. CADデータから目的の円の外部または内部を1回クリックします。パーツモデル上のクリ

ックした場所に最も近い自動円がCADデータから選択され、中心点と直径がダイアログ 
ボックスに表示されます。 

3. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他の値を変更します。 

4. 作成をクリックします。 

CMMに面データの使用 
CMMの面データを使用して円を作成するには、孔の中または突起上で少なくとも3つのヒット

を取ります。PC-
DMISはプローブがタッチした場所に最も近いCAD面に貫通します。表示されたX、Y、Zの値は、

実際のヒットではなく、最も近いCADの円が反映されます。I、J、Kは面の法線ベクトルを反映

します。CAD円が見つからない場合、PC-
DMISは最も近い点を表示し、追加のヒットを取るように求めます。 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

画面上でのワイヤフレームデータの使用 
CADのワイヤフレーム データを使って自動円を生成することもできます。 

円を生成する手順は次のとおりです: 

1. 円上で目的のワイヤの近くをクリックします。PC-
DMISは、パーツモデルをクリックした場所に最も近い選択された円を強調表示します。 

2. 正しい要素が選択されているか確認します。プローブのアプローチは常に要素と直交す

ると同時に、現在のプローブ中央線ベクトルに直交します。ワイヤが指定されると、選

択された円の中心点と直径の値がダイアログ ボックスに表示されます。 

3. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

4. 作成をクリックします。 

 
基本となるCAD要素が円または弧ではない場合、要素を識別するためにさらにクリックする必

要があります。目的の要素が強調表示されていない場合、さらに円の上で少なくとも2か所をク

リックします。 
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CADデータを使用しないで作成 
CADデータを使用しないで円を生成する手順は次のとおりです: 

1. 円が位置する平面を検出するために、面上で3つのヒットを取ります。 

2. 穴(または突起)でさらに3つのヒットを取ります。PC-DMIS 
は3つのヒットすべてを使用して自動円を計算します。追加のヒットを取ることもでき

ます。PC-
DMISは作成ボタンがクリックされるまですべての測定されたヒットからデータを使用し

ます。表示されているX、Y、Zは計算された円(または突起)の中心です。 

3. 必要に応じて、ダイアログ ボックスおよびプローブツールボックスのコンタクト 
パスのプロパティタブ内の値を変更します。 

4. 作成をクリックします。 

データの入力 
この方法では、ご希望の円の中心のX、Y、Z、I、J、K値をキー入力できます。 

1. ダイアログ ボックスに作成したい要素のX、Y、Z、I、J、K値を入力します。 

2. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。 

ゲージスキャンの校正 
円の自動作成オプションはゲージスキャンフィルタで使用するプローブ先端を校正するために

、ゲージスキャン方策を提供しています。詳細については、ゲージスキャン校正方策の使用を

参照してください。 

自動楕円の作成 

 

自動楕円ボタン 

楕円自動作成オプションを使用して楕円を定義することができます。楕円要素の機能は、板金

の円要素とほとんど同じです。このオプションは、どの作業平面とも平行でない平面に楕円が

位置する場合に特に便利です。また、部分的な楕円に対して等間隔にヒットをとる必要がある

場合にも便利です。楕円の測定に最低限必要なヒット数は5です。 

楕円オプションにアクセスするには、楕円の要素の自動作成ダイアログボックス(挿入 | 要素 | 
自動 | 楕円)にアクセスします。 
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[要素の自動作成]ダイアログ ボックス - 楕円 

ダイアログボックスが開いた状態で、これらの方法のいずれかを使用して要素を作成します。 

画面上の表面のデータの使用 
1. [グラフィックス モード]ツールバーから面のモードアイコン（

）をクリックします。 
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2. グラフィックの表示]ウィンドウに表示されている楕円を1回クリックします。PC-DMIS 
は必要なX、Y、Z、および I、J、Kのデータを計算します。 

3. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他の値を変更します。 

4. 作成をクリックします。 

CMMに面データの使用 
CMMの面データを使用して楕円を作成するには、楕円上でで少なくとも5つのヒットを取りま

す。PC-
DMISはプローブがタッチした場所に最も近いCAD面に貫通します。表示されたX、Y、Zの値は、

実際のヒットではなく、最も近いCADの楕円を反映しています。I、J、Kは面の法線ベクトルを

反映します。CADの楕円が見つからない場合は、最も近い点が表示され、追加の点を取るよう

要求されます。 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

画面上でのワイヤフレームデータの使用 
1. 楕円上で目的のワイヤの近くをクリックします。PC- 

DMISが選択されたワイヤを強調表示します。 

2. 正しい要素が選択されているか確認します。プローブのアプローチは常に要素と直交す

ると同時に、現在のプローブ中央線ベクトルに直交します。ワイヤが指定されると、選

択された楕円の中心点と直径の値がダイアログ ボックスに表示されます。 

3. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

4. 作成をクリックします。 

 
基礎になるCAD要素が楕円でない場合は、要素を識別するために追加のクリックが必要となる

場合があります。目的の要素が強調表示されていない場合、さらに楕円の上で少なくとも2か所

をクリックします。 

CADデータを使用しないで作成 
CADデータを使用しないで楕円を生成する手順は次のとおりです: 

1. 楕円が位置する平面を検出するために、面上で3つのヒットを取ります。 
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2. 孔の内部(または突起上)でさらに5つのヒットを取ります。 

PC-
DMISはデータを使用して板金の楕円を計算します。作成ボタンをクリックするまでは、追加の

ヒットを取ることもできます。表示されているX、Y、Zは計算された楕円(または突起)の中心で

す。また、計算された長径および短径も方向ベクトルと共に表示されます。 

データの入力 
この方法では、目的の楕円のX、Y、Z、I、J、K値をキー入力できます。さらに、楕円の長径と

短径、および角度ベクトル I2、J2、K2もキー入力できます。 

1. ダイアログ ボックスに作成したい要素のX、Y、Z、I、J、K値を入力します。 

2. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。 

自動円形スロットの作成 

 

自動丸型溝ボタン 

円形スロットオプションを利用して円形スロットの測定を定義することができます。この種類

の測定は、線および円のセットを測定しそれらの交差点および中間点を構築したくない場合に

特に便利です。円形スロットの測定には最低6つのヒットを必要とします。 

 

6つ以上のヒットを持つ円形スロット 

円形スロットオプションにアクセスするには、要素の自動作成ダイアログ 
ボックスにアクセスし、円形スロットを選択します(挿入 | 要素 | 自動 | 円形スロット)。 
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[要素の自動作成]ダイアログ ボックス - 円形スロット 

ダイアログボックスが開いた状態で、これらの方法のいずれかを使用して要素を作成します。 

画面上の表面のデータの使用 
面データを使って円形スロットを生成する手順は次のとおりです: 

1. [グラフィックス モード]ツールバーから面のモードアイコン（

）をクリックします。 
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2. [グラフィックの表示]ウィンドウに表示されているスロットの一部を1回クリックします

。 

3. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

4. 作成をクリックします。 

CMMに面データの使用 
CMMの面データを使って円形スロットを生成するには、それぞれの弧に3回ずつタッチします

。 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

画面上でのワイヤフレームデータの使用 
ワイヤフレームCADデータを使用して円形スロットを生成することもできます。アニメーショ

ン化されたプローブを使用して、グラフィックの表示ウィンドウに表示されているスロットの

ワイヤの近くを1回クリックします。 

CMMでのワイヤフレームデータの使用 
CMMのワイヤフレーム 
データを使って円形スロットを生成するには、それぞれの弧に１回か、または3回ずつタッチし

ます。 

 スロットの末端を定義するCADデータが CIRCLE タイプまたは ARC 
タイプである場合(例えば、IGES エンティティ 
100など)、円弧上で自動的に2つのヒットがとられます。両端がこのタイプである場合、このタ

イプの要素を測定するには、両方の円弧に1回ずつタッチすれば十分です。 

この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

CADデータを使用しないで作成 
CADデータを使わずに円形スロットを生成する場合は、それぞれの弧に3回ずつ(合計6つのヒッ

ト)タッチします。 

データの入力 
この方法では、目的の円形スロットのX、Y、Z、I、J、K値をキー入力できます。 
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1. ダイアログ ボックスに作成したい要素のX、Y、Z、I、J、K値を入力します。 

2. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。 

自動四角形スロットの作成 

 

自動角型溝ボタン 

角型溝自動オプションを利用して角型溝の測定を定義することができます。この種類の測定は

、一連の線を測定しない場合や、線から交差と中点を構築しない場合に特に便利です。角型溝

を測定するには、5つのヒットが必要です(または幅の測定一覧からはいを選択した場合は6つ必

要)。 

0,0,1 の面ベクトルと 1,0,0 の角度ベクトルを持つ場合、PC-DMIS 
は以下に示すようにヒットを取ります。 

 

 

5つのヒットで測定される四角形スロット 

 

６つのヒットで測定される四角形スロット 

角型溝オプションにアクセスするには、要素の自動作成ダイアログ 
ボックスにアクセスし、角型溝を選択します(挿入 | 要素 | 自動 | 角型溝)。 
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[要素の自動作成]ダイアログ ボックス - 四角形スロット 

ダイアログボックスが開いた状態で、これらの方法のいずれかを使用して要素を作成します。 

画面上の表面のデータの使用 
面データを使って平面を生成する手順は次のとおりです: 

1. [グラフィックス モード]ツールバーから面のモードアイコン（

）をクリックします。 
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2. 四角形スロットの面の近くを1回クリックします。PC-
DMISはダイアログボックスにモデルから収集した情報を入力します。 

3. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他の値を変更します。 

4. 作成をクリックします。 

CMMに面データの使用 
CMMの面データを使って四角形スロットを生成する手順は次のとおりです: 

1. スロットの長辺をプローブで2回タッチします。 

2. スロットの短辺の部分をタッチします。 

3. スロットの周囲を回って、もう一方の長辺にタッチします。 

4. 最後の短辺にタッチします。 

5. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

6. 作成をクリックします。 

 タッチする順序は環状(時計回りまたは反時計周り)である必要があります。 

この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

画面上でのワイヤフレームデータの使用 
ワイヤフレームCADデータを使用して角型溝を生成するには： 

1. 四角形スロットの近くを一度クリックします。PC-
DMISはダイアログボックスにモデルから収集した情報を入力します。 

2. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

3. 作成をクリックします。 

CMMでのワイヤフレームデータの使用 
CMMのワイヤーフレームデータを使って四角形スロットを生成する手順は次のとおりです: 

1. スロットの長辺をプローブで2回タッチします。 

2. スロットの短辺の部分をタッチします。 

3. スロットの周囲を回って、もう一方の長辺にタッチします。 

4. 最後の短辺にタッチします。 
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5. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

6. 作成をクリックします。 

 タッチする順序は環状(時計回りまたは反時計周り)である必要があります。 

この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

CADデータを使用しないで作成 
CADデータを使用しないで四角形スロットを生成する手順は次のとおりです: 

1. 3つのヒットを使って上面を検出します。 

2. スロットの一方の長辺で2つのヒットを取ります。 

3. スロットの周囲を時計方向に回りながら、残りの3辺で1つずつヒットを取ります。(す
なわち、合計8つのヒットを取る必要があります)。 

4. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

5. 作成をクリックします。 

 ヒットの順序は環状(時計回りまたは反時計周り)である必要があります。 

データの入力 
この方法では、目的の四角形スロットのX、Y、Z、I、J、K値をキー入力できます。 

1. ダイアログ ボックスに作成したい要素のX、Y、Z、I、J、K値を入力します。 

2. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。 

自動ノッチスロットの作成 

 

自動切り欠き溝ボタン 

切り欠き自動オプションを利用してノッチの測定を定義することができます。ノッチとは三つ

辺を持つ四角形スロットのことです。この種類の測定は、線および円のセットを測定しそれら
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の交差点および中間点を構築したくない場合に特に便利です。ノッチの測定には4つのヒットが

必要です。 

ノッチ スロットオプションにアクセスするには、要素の自動作成ダイアログ 
ボックスにアクセスし、ノッチ スロットを選択します(挿入 | 要素 | 自動作成 | ノッチ)。 

 

[要素の自動作成]ダイアログ ボックス - ノッチ スロット 

ダイアログボックスが開いた状態で、これらの方法のいずれかを使用して要素を作成します。 
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画面上の表面のデータの使用 
面データを使ってノッチを生成する手順は次のとおりです: 

1. [グラフィックス モード]ツールバーから面のモードアイコン（

）をクリックします。 

2. アニメーション化されたプローブを使用して、CMMを使用するのと同様の手順でCADの
面上で5つのヒットを取ります(以下の「CMMの面データを使用して作成」を参照してく

ださい)。 

3. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

4. 作成をクリックします。 

CMMに面データの使用 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

CMMの面データを使ってノッチを生成する手順は次のとおりです: 

1. ノッチ開口部の反対側を、プローブで2回タッチします。これは、エッジに沿った線を

定義します。 

 

2. パーツをノッチの平行な一面に1回、もう一方の平行面に1回タッチします。これにより

、長さが定義されます。エッジ線に沿って点が、これらの平行な側面の間に位置します

。 
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3. 開いたエッジ上に1箇所のヒットを取ります。これにより、ノッチの幅が定義されます

。 

 

4. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

5. 作成をクリックします。 

画面上でのワイヤフレームデータの使用 
ワイヤフレームCADデータを使用してノッチを生成することもできます。 

アニメーション化されたプローブを使い、次の操作を行います: 

1. ノッチ開口部の反対側を、プローブで2回タッチします。これは、エッジに沿った線を

定義します。 

 

2. ノッチの2つの平行な側面のうち、一方を1回をタッチし、次に、もう一方の平行面を1
回タッチします。これにより、長さが定義されます。エッジ線に沿って点が、これらの

平行な側面の間に位置します。 
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3. 開口部エッジ上を1回タッチします。これにより、ノッチの幅が定義されます。 

 

4. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

5. 作成をクリックします。 

CMMでのワイヤフレームデータの使用 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

CMMのワイヤーフレームデータを使ってノッチを生成する手順は次のとおりです: 

1. ノッチ開口部の反対側を、プローブで2回タッチします。これは、エッジに沿った線を

定義します。 
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2. ノッチの2つの平行な側面のうち、一方を1回をタッチし、次に、もう一方の平行面を1
回タッチします。これにより、長さが定義されます。エッジ線に沿って点が、これらの

平行な側面の間に位置します。 

 

3. 開口部エッジ上を1回タッチします。これにより、ノッチの幅が定義されます。 

 

4. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

5. 作成をクリックします。 

CADデータを使用しないで作成 
CADデータを使用しないでノッチを生成する手順は次のとおりです: 

1. 3つのヒットを使って上面を検出します。 

2. ノッチ開口部の反対側を、プローブで2回タッチします。これにより、エッジに沿った

線が定義されます。 

3. ノッチの2つの平行な側面のうち、一方を1回をタッチし、次に、もう一方の平行面を1
回タッチします。これにより、長さが定義されます。エッジ線に沿って点が、これらの

平行な側面の間に位置します。 
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4. 開口部エッジ上を1回タッチします。これにより、ノッチの幅が定義されます。 

5. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

6. 作成をクリックします。 

データの入力 
この方法では、目的のノッチスロットのX、Y、Z、I、J、K値をキー入力できます。 

1. ダイアログ ボックスに作成したい要素のX、Y、Z、I、J、K値を入力します。 

2. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。 

自動多角形の作成 

 

自動多角形ボタン 

多角形自動オプションでは、多角形自動要素を定義し測定ルーチンに挿入することができます

。多角形とは等しい長さを持つ3つ以上の辺から構成される要素です。 

 

多角形の自動要素作成の例 

 六角形と八角形は両方とも多角形の要素です。 

この自動要素は主にナットやボルトを測定するために使用されます。 
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多角形オプションを挿入するには、多角形(挿入 | 要素 | 自動 | 
多角形)の要素の自動作成ダイアログボックスを開きます。 

 

[要素の自動作成]ダイアログ ボックス - 多角形 

ダイアログボックスが開いた状態で、これらの方法のいずれかを使用して要素を作成します。 
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CADモデルの使用 
1. 要素の自動作成ダイアログ ボックスから多角形を選択します(挿入 | 要素 | 自動 | 

多角形)。 

2. 辺数ボックスに、目的の多角形の辺数を入力します。 

3. グラフィックの表示ウィンドウで目的の多角形要素を1回クリックします。PC-
DMISは多角形の中心点の情報を取得し予備のパスラインを描画します。ダイアログボッ

クスに変更が加えられるたびに、PC-
DMISはダイナミックにパスを更新し変更を反映します。 

 

予備パスラインが表示されて、一辺当たり2つのヒットを表示します。 

 
CADの公差は、見つかったポリゴンに影響します。詳しくはCoreのドキュメントの「CAD 
公差の変更」トピックを参照してください。 

4. ヒット数ボックスに、測定する辺ごとにとるヒット数を定義します。要素の角度ベクト

ルを決定するためには、常に要素の最初の辺上で最低2つのヒットを必要とします。 

5. 方向エリアで、穴または突起をそれぞれ選択することで内側多角形や外側多角形のどち

らであるかを決定します。 

6. コーナー半径 ボックスで、コーナー半径を定義します。これはPC-
DMISがコーナーからどれだけ離れて多角形の辺でヒットを取るべきかを決定します。こ

れはコーナーで直接ヒットが取られることを回避するのに役立ちます。 

7. 直径ボックスに多角形の正しい直径が表示されているか確認します。通常、偶数の辺を

持つ多角形では、直径は対辺の距離を意味します。その他の多角形、例えば正三角形で

は、直径とはその多角形に内接する円の半径の2倍を意味します。この値は多角形をク

リックすると自動的に表示されます。 
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8. 必要に応じて、ダイアログ 
ボックスおよびプローブツールボックスの他の値を変更します。 

9. 作成をクリックします。測定ルーチンに多角形要素が自動的に挿入されます。 

CMMの使用 
CADデータを使用せずに機械のプローブでパートのヒットを取ることにより自動多角形の位置

を決定する方法を説明します。必要な情報をダイアログ 
ボックスに入力します。多角形要素の自動作成ダイアログ 
ボックスが表示された状態で、多角形の一辺でヒットを取ります。最初のヒットの後、画面下

のステータス バーに追加の指示が表示されます。ステータス 
バーに表示される指示に従い、多角形の作成を完成させます。終了したら、作成をクリックし

ます。 

データの入力 
多角形の理論的なデータを知っている場合、その理論データを適当なフィールドに入力するこ

とで多角形要素の自動作成が可能です。多角形要素の自動作成ダイアログ 
ボックスを使用して、XYZ中心点およびIJKベクトルを指定します。辺の数、辺ごとのヒット数

、直径、およびコーナー半径を定義します。終了したら、作成をクリックします。 

自動円柱の作成 

 

自動円筒ボタン 

円柱自動オプションを利用して円柱の測定を定義することができます。この種類の測定は、部

分的な円柱に対して等間隔にヒットを取る必要がある場合に特に便利です。自動円柱の測定に

は最低6つのヒットを必要とします。 

円柱オプションにアクセスするには、要素の自動作成ダイアログ 
ボックスにアクセスし、円柱を選択します(挿入 | 要素 | 自動作成 | 円柱)。 
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[要素の自動作成]ダイアログ ボックス - 円柱 
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ポイントの特定パターン(例、3等分に隔てられたポイントの2行または4等分に隔てられた2行)
は、多数の方法で完璧な円柱の作成または測定をします。このため、PC-
DMISの最適化アルゴリズムによって、予期しない方法で円柱が作成および測定される可能性が

あります。最良の結果を得るには、測定または構成された円柱の望ましくない解を排除する点

のパターンを使用します。 

ダイアログボックスが開いた状態で、これらの方法のいずれかを使用して要素を作成します。 

画面上の表面のデータの使用 
面データを使って円柱を生成する手順は次のとおりです: 

1. [グラフィックス モード]ツールバーから面のモードアイコン（

）をクリックします。 

2. 目的の位置(円筒の外側または内側)にカーソルを合わせます。 

3. 円柱の表面近くを1回クリックします。PC- 
DMISが選択された円筒を強調表示します。選択された円筒のCADデータから中心点、角

度、および直径がダイアログ 
ボックスに表示されます。パーツモデル上のクリックした場所に最も近い円柱の端が選

択されます。 

4. プローブ ツールボックスのコンタクト 
パスの属性タブ内で高さ開始点および高さ終了点を入力し、円柱の長さを設定します。 

5. 必要に応じて、ダイアログ ボックスおよびプローブツールボックスのコンタクト 
パスのプロパティタブ内の値を変更します。 

6. 作成ボタンをクリックします。 

CMMに面データの使用 
CMMのワイヤーフレームデータを使って円柱を生成するには: 

1. 穴の内部または突起上で3つのヒットを取ります。 

2. プローブを別の深さに移動します。 

3. さらに3つのヒットを取ります。PC-
DMISはプローブがタッチした場所に最も近いCAD面に貫通します。 

表示されたX、Y、Zの値は、実際のヒットではなく、最も近いCADの円柱を反映しています。I、
J、Kは面の法線ベクトルを反映します。CAD円筒が見つからない場合、PC-
DMISは最も近い点を表示し、追加のヒットを取るように求めます。 
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この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

画面上でのワイヤフレームデータの使用 
ワイヤフレームCADデータを使用して円筒を生成することもできます。 

ワイヤフレームデータを使用して円筒を生成するには： 

1. 円柱上で目的のワイヤの近くをクリックします。選択されたワイヤが強調表示され、パ

ーツモデル上のクリックした場所に最も近い円柱の端が選択されます。 

2. 正しい要素が選択されているか確認します。 

プローブのアプローチは常に要素と直交すると同時に、現在のプローブ中央線ベクトルに直交

します。ワイヤが指定されると、選択された円筒の中心点と直径の値がダイアログ 
ボックスに表示されます。 

 
基本となるCAD要素が円筒、円または弧ではない場合、要素を識別するためにさらにクリック

する必要があります。目的の要素が強調表示されていない場合、さらに円筒の上で少なくとも2
か所をクリックします。 

CADデータを使用しないで作成 
CADデータを使用しないで円柱を生成する手順は次のとおりです: 

1. 円柱が位置する平面を検出するために、面上で3つのヒットを取ります。 

2. 孔の内部(または突起上)で3つのヒットを取ります。 

3. 別のレベルでさらに3つのヒットを取ります。 

PC-DMIS は6つのヒットすべてを使用して板金の円筒を計算します。PC-
DMISで要素タイプを特定することが困難な場合、2つのレベルの間で1つのヒットを取ることが

役に立つ場合があります。PC-
DMISは作成ボタンが選択されるまですべての測定されたヒットからデータを使用します。表示

されているX、Y、Zは計算された円筒(または突起)の中心です。 

データの入力 
この方法では、目的の円筒のX、Y、Z、I、J、K値をキー入力できます。 

1. ダイアログ ボックスに作成したい要素のX、Y、Z、I、J、K値を入力します。 

2. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。 



PC-DMIS 2018 R2 CMM Manual 

319 

自動円錐の作成 

 

自動円錐ボタン 

円錐自動オプションを利用して円錐の測定を定義することができます。この種類の測定は、部

分的な円錐に対して等間隔にヒットを取る必要がある場合に特に便利です。自動円錐の測定に

は最低6つのヒットを必要とします。 

円錐オプションにアクセスするには、要素の自動作成ダイアログ 
ボックスにアクセスし、円錐を選択します(挿入 | 要素 | 自動作成 | 円錐)。 
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[要素の自動作成]ダイアログ ボックス - 円錐 

ダイアログボックスが開いた状態で、これらの方法のいずれかを使用して要素を作成します。 

 
次の方法で、バージョン3.6またはそれ以前に作成された外部円錐(突起)は、正確な測定のため

にベクトルおよび長さを負の値に変換しなければならない場合があります。 
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画面上の表面のデータの使用 
面データを使って円錐を生成する手順は次のとおりです: 

1. [グラフィックス モード]ツールバーから面のモードアイコン（

）をクリックします。 

2. 目的の位置(円錐の外側または内側)にカーソルを合わせます。 

3. 円錐の表面を1回クリックします。PC- 
DMIS選択された円錐の全体を強調表示します。選択された円錐のCADデータから中心点

、角度、および直径がダイアログ ボックスに表示されます。 

4. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他の値を変更します。 

5. 作成をクリックします。 

CMMに面データの使用 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

CMMの面データを使って円錐を生成する手順は次のとおりです: 

1. 穴の内部または突起上で3つのヒットを取ります。 

2. プローブを別の深さに移動します。 

3. さらに3つのヒットを取ります。PC-
DMISはプローブがタッチした場所に最も近いCAD面に貫通します。 

表示されたX、Y、Zの値は、実際のヒットではなく、最も近いCADの円錐を反映しています。I、

J、Kは面の法線ベクトルを反映します。CAD円錐が見つからない場合、PC-

DMISは最も近い点を表示し、追加のヒットを取るように求めます。 

画面上でのワイヤフレームデータの使用 
ワイヤフレームCADデータを使用して円錐を生成することもできます。 

ワイヤフレームデータを使用して円錐を生成するには： 

1. 円錐上で目的のワイヤの近くをクリックします。PC- 
DMISが選択されたワイヤを強調表示します。これにより、円錐の中心、面ベクトル、お

よび直径が得られます。 

2. 円錐のもう一方の端を表すワイヤをクリックして角度を計算します。 
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プローブのアプローチは常に要素と直交すると同時に、現在のプローブ中央線ベクトルに直交

します。ワイヤが指定されると、選択された円錐の中心点と直径の値がダイアログ 
ボックスに表示されます。 

 
基本となるCAD要素が円錐、円または弧ではない場合、要素を識別するためにさらにクリック

する必要があります。目的の要素が強調表示されていない場合、さらに円錐の上で少なくとも2
か所をクリックします。 

CADデータを使用しないで作成 
CADデータを使用しないで円錐を生成する手順は次のとおりです: 

1. 円錐が位置する平面を検出するために、面上で3つのヒットを取ります。 

2. 同じレベルで、孔の内部または突起上で3つのヒットを取ります。 

3. 最初の3つのヒットより低いレベルまたは高いレベルで、少なくとも1つのヒットを取り

ます(円錐の正確な定義を得るためには3つまでヒットを取ります)。 

データの入力 
この方法では、目的の円錐のX、Y、Z、I、J、K値をキー入力できます。 

1. ダイアログ ボックスに作成したい要素のX、Y、Z、I、J、K値を入力します。 

2. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。 

自動球の作成 

 

自動球ボタン 

球の板金オプションでは、球の測定を定義できます。この種類の測定は、どの作業平面とも平

行でない平面に球が存在する場合に特に有効です。自動球の測定には最低4つのヒットを必要と

します。 

球オプションにアクセスするには、要素の自動作成ダイアログ 
ボックスにアクセスし、球を選択します(挿入 | 要素 | 自動 | 球)。 
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[要素の自動作成]ダイアログ ボックス - 球 

ダイアログボックスが開いた状態で、これらの方法のいずれかを使用して要素を作成します： 

• 画面に表面データを使用すること 

• CMMで表面データを使用する 

• ワイヤーフレームCADデータを画面上で使用すること 

• データの入力 
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画面上の表面のデータの使用 
面データを使って球を生成する手順は次のとおりです:  

1. [グラフィックス モード]ツールバーから面のモードアイコン（

）をクリックします。 

2. グラフィックの表示ウィンドウで球の上をクリックします。 

点が指定されると、選択した球とベクトルの値がダイアログボックスに表示されます。 

CMMに面データの使用 
CMMの面データを使って球を生成するには、球の4か所をプローブでタッチします。作成ボタ

ンを選択する前に追加のマウスクリックが検出されると、PC-
DMISは測定された点近くで最適な球を検索します。 

 
この測定方法の[モード]リストで[公称値を検索]オプションを選択する必要があります。公称値

の詳細については、PC-DMIS Core文書の「モードリスト」トピックを参照してください。 

画面上でのワイヤフレームデータの使用 
ワイヤフレームCADデータを使用して球を生成するには： 

1. 測定する球を選択します。PC-
DMISは選択された球が利用可能であれば、それを強調表示します。 
(別の要素が選択された場合は、さらに2つのヒットを取ります。) 

2. 正しい要素が選択されているか確認します。 

球が指定されると、選択したDCCの球とベクトルの値がダイアログボックスに表示されます。 

データの入力 
球体に必要なX 、 Y、 Z、 I、J 、Kの値を入力するには、このメソッドを使用します。 

1. ダイアログボックスに作成したい要素のX、Y、Z、I、J、K値を入力します。 

2. 作成をクリックして要素を測定ルーチンに挿入します。 
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スキャン 
スキャン: はじめに 

PC-DMISおよびCMMでは、TTP(タッチ トリガ 
プローブ)またはアナログ式(連続接触方式)プローブを使用してDCC(Direct Computer 
Control)モードで一定間隔でパートの面をスキャンすることが可能です。また、手動モードでは

タッチ トリガまたはハード プローブを使用した手動のスキャンを実行することができます。 

タッチトリガープローブ（TTP）スキャンについて 
DCC 
TTPスキャンは、プローブがパーツの表面に接触するように上下に動くため、測定機の縫い付け

動作に似ているため、「ステッチ式」スキャンとも呼ばれます。DCC TTPのスキャンは、PC-
DMISおよびCMMコントローラによって制御されます。プローブを正確に補正するため、優れた

自動調整アルゴリズムを使用して面の法線ベクトルが計算されます。 

連続コンタクトスキャンについて 
DCC連続接触スキャンは、アナログプローブヘッドで行われる走査です。このスキャン式のプ

ローブは、パーツの表面に連続して接触したままです。最初に、PC-
DMISからコントローラにスキャンのパラメータが渡されます。コントローラは選択されたパラ

メータを基にパートをスキャンし、その結果をPC-
DMISに返します。通常、連続接触スキャンを使用すると大量の点データを比較的早く作成する

ことができます。 

利用可能なスキャンのタイプ 
これらの異なるスキャン方法は、パートの面でプロファイルをデジタル化する際に便利です。 

 

パッチスキャンの面のプロット例 
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パートの要素および面をスキャンするために、PC-
DMISでは次のスキャン種類が用意されています: 
基本スキャン、高度なスキャン、および手動スキャン 

この章では、主に挿入 | スキャンサブメニューで利用できる機能について説明します: 

• 高度なスキャンの実行 

• クイックスキャンの作成 

• 基本スキャンの実行 

• 手動スキャンの実行 

 スキャンオプションの詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「パートのスキャン」章を参照してください。 

高度なスキャンの実行 

高度なスキャンは、タッチ トリガ 
プローブ(TTP)によって実行されるDCCステッチ式スキャンです。これらのスキャンは、PC-
DMISおよびCMMコントローラによって制御されます。DCCスキャンの処理では、プローブを正

確に補正するため、高度な自動調整アルゴリズムを使用して面の法線ベクトルが計算されます

。 

これらの高度なスキャンではTTPを使用するので、面の縦断面の各点を自動的に数値化すること

ができます。DCCのスキャンに必要なパラメータを指定し、測定ボタンを選択します。PC-
DMISのスキャンアルゴリズムが測定プロセスを制御します。 

PC-DMISは、次のような高度なスキャンを支援しています: 

• 線形オープン 

• 閉じた線のｽｷｬﾝ 

• ﾊﾟｯﾁ 

• 外周 

• セクション 

• 回転 

• 自由形状 

• UV 

• 格子 

• 断面との作業 
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スキャンダイアログ ボックスで（これらのスキャンを実行する際に使用するダイアログ 
ボックス）使用できるオプションについての情報は、PC-DMIS Coreマニュアルの「スキャン 
ダイアログ ボックスの共通機能」章を参照してください。 

 

高度な開いた線のスキャンの実行 

 

[開いた線のスキャン]ダイアログ ボックス 

挿入 | スキャン | 
開いた線方法では、開いた直線に沿って面のスキャンが実行されます。この手順では、線の開

始と終了ポイントを使用しています。また、切断面を算出する方向点を含んでいます。スキャ

ン中、プローブは常に切断面上を移動します。 

[スキャン方向の方法]エリア"で説明されるように、開いた線の方向には3つの種類があります。 
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開いた線のスキャン例 

開いた線のスキャンの作成方法 
1. TTPまたはアナログ プローブが有効になっていることを確認します。 

2. PC-DMISをDCCモードにします。 

3. サブメニューより、挿入 | スキャン |線形オープン を選択します。線形オープン 
スキャンダイアログ ボックスが表示されます。 

4. 任意の名前を使用する場合、IDボックスにスキャン名を入力します。 

5. 方向1のスキャン方法リストより、目的の閉じた線の種類を選択します。 

6. LINEAROPENのスキャンの種類に応じて、最大増分、最小増分、最大角度、および最小

角度ボックスに適切な増分値および角度を入力します。 

7. スキャンが複数の表面を横断する場合は、「グラフィックスタブ」で説明したように表

面を選択するために選択チェックボックスを使用することができます。 

8. "[境界点]エリア"トピックで説明されている手順に従って、点1(開始点)、点D(スキャン

の方向)、および点2(終了点)を追加します。 

9. [ヒットのコントロール]エリア内の、ヒットの種類リストより目的のヒットの種類を選

択します。 

10. 必要に応じて、[初期ベクトル]エリアで、ベクトルを変更します。ベクトルをダブルク

リックして、スキャン項目の編集ダイアログボックスで変更を行った後、OKをクリック

すると、リニアオープンのスキャンダイアログ ボックスに戻ります。 

11. [公称値検索の方法]エリアの[公称値]リストより、適切な公称値モードを選択します。 

12. [公称値検索の方法]エリアの[公差]ボックスに、少なくともプローブの半径を補正する

公差値を入力します。 

13. [実行コントロール]エリアの、[実行]リストより目的の実行モードを選択します。 

14. 薄いパートを使用する場合は、[グラフィック]タブの[厚さ]ボックスにパートの厚さを

入力します。 

15. 必要に応じて、[実行]タブエリア内のチェックボックスを選択します。 
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16. アナログ 
プローブが使用されている場合、[制御ポイント]タブを使用すると、スキャンが最適化

されます。 

17. パスの定義タブの理論パスエリアの生成ボタンを選択すると、グラフィックの表示ウィ

ンドウでCADモデルのスキャンのプレビューを生成します。スキャンを生成すると、PC-
DMISは開始点でスキャンを開始し、選択した方向に従って要素を回り、終了点に到達し

ます。 

18. 個々の点を削除したい場合は、[理論上のパス] 
エリアからそれを一回にずつ選択し、キーボードから[DELETE]キーを押します。 

19. 必要に応じて、同じタブ内にある[スプライン パス]エリア 
を使用して理論パスをスプライン パスに合わせます。 

20. 必要に応じて、スキャンに補充的な変更を行います。 

21. 作成ボタンをクリックします。[編集]ウィンドウにスキャンが挿入されます。 

クイックスキャン機能を使用してリニアオープンスキャンを作成すること 
クイックスキャン機能を使用して、ポリラインまたはサーフェスからカーブモードまたはサー

フェスモードでリニアオープンスキャンを作成できます。詳細については、「クイックスキャ

ンの作成」を参照してください。 

カーブモードでリニアオープンスキャンを作成するには 
CADに曲線またはポリラインがある場合は、[グラフィックモード]ツールバー（[表示|ツールバ

ー|グラフィックモード]）から曲線モードアイコンを選択して、曲線モードで線形オープンス

キャンを作成できます。 

クリックして曲線上の点1を定義する場合、曲線が選択されます。複数の曲線を選択するには、

Ctrlキーを押しながら各曲線またはポリラインをクリックします。選択された曲線またはポリラ

インは、Ctrlキーを押しながらその曲線またはポリラインを再度クリックすると、選択は解除さ

れます。 

選択の順番は重要です。スキャンは、選択された順に曲線またはポリラインで生成されます。P
C-
DMISは、最初のポリラインでスキャンの終点から次のポリラインの最も近い端を探します。こ

の終点は、次のポリラインでのスキャンの開始端になります。 

選択した曲線またはポリラインで、1点、D点、2点を選択するか、または1点とD点を選択しま

す。PC-DMIS がスキャンを生成します。 

 
スキャンを生成するには、ポリラインまたは曲線の後ろにサーフェスがなければなりません。 

エッジ距離を使用して、ポリラインの最後からスキップする距離を指定できます。 
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• パスの定義タブの穴をジャンプチェックボックスを選択すると、プローブは各ポリライ

ンのスキャン間を移動します。 

• 穴をジャンプチェックボックスをクリアすると、PC-
DMISは最初のポリラインの終点と次のポリラインの始点との間の直線をスキャンします

。 

最初のポリラインのスキャン開始点は、クリックしてジェスチャを作成する点です。この点が

スキャンダイアログボックスで指定されたエッジ距離より近い場合、スキャンは終点から離れ

たエッジの距離から開始します。 

別の曲線でスキャンを定義するには、[線形オープンスキャン]ダイアログボックス（[挿入|スキ

ャン|線形オープン]）の[グラフィックス]タブで[すべて選択解除]ボタンを選択します。 

3DワイヤーフレームのCADモデル上に開いた線のスキャンを作成する方法 
ワイヤーフレームモデル上で開いた線のスキャンを実行するには、一般的にCADの3Dワイヤー

フレームファイルを使用する必要があります。深さ」(3次元の面)と同様に、スキャンしたい要

素の形を定義するために3次元のワイヤーが必要となります。この種類のスキャンは上記と同じ

手順で実行されます。 

2DワイヤーフレームのCADモデル上に開いた線のスキャンを作成する方法 
2Dワイヤーフレームファイル上に、開いた線のスキャンを実行する必要がある場合、次の作業

を追加することでスキャンが可能となります。 

1. 2DのCADファイルをインポートします。CADの原点はCADの任意の場所にある必要があ

り、物体の座標から外れないようにします(処理を簡単にするため)。 

2. 挿入 | 要素 | 構築 | 線を選択します。線の構築ダイアログ ボックスが表示されます。 

3. アラインメントを選択します。CADの原点で、2次元のCADデータの面に垂直な線が構築

されます。 

4. 編集ウインドウを開きます。測定単位にミリメートルを使用している場合、線の長さを

1(デフォルト)からそれ以上の長さ、例えば5または10に変更します。インチを使用して

いる測定ルーチンに対しては、このステップを無視してください。 

5. 測定ルーチン(要素のみ)をIGESまたはDXF形式のファイルにエクスポートします。エクス

ポートされたファイルを任意のディレクトリに保存します。 

6. ユーザの測定ルーチンに戻ります。作成された整列ラインを削除します。 

7. 先ほど同じ測定ルーチンにエクスポートしたファイルをインポートします。プロンプト

が表示されたら、マージをクリックしてCADワイヤーをグラフィックの表示ウィンドウ

にマージします。こうするとCADモデルは他のCADワイヤーに垂直なCADワイヤーを持つ

はずです。 

8. [リニアオープンのスキャン]ダイアログボックスにアクセスします。 

9. [グラフィック]タブをクリックし、[選択]チェックボックスをオンにします。 
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10. 各ワイヤーをクリックし、スキャンする要素を定義します。スキャンを開始する場所に

あるワイヤーから始め、スキャンの順番に沿ってワイヤーを選択します。 

11. [深さ]チェックボックスをオンにします。 

12. 他の全てのワイヤーに垂直な、インポートされたワイヤーをクリックします。 

13. [選択]チェックボックスをオフにします。これにより、面の形状を定義するワイヤーお

よび深さを定義するワイヤーにより指定された理論面上で、1、D、および2の境界点が

選択可能となります。 

14. オンラインモードの場合、[測定]チェックボックスをオンにします。[公称値検索の方法

]エリアより[公称値の検索]を選択します。[公差]ボックスに、適切な公差値を入力しま

す。 

15. 作成をクリックします。PC-
DMISは基本スキャンを挿入します。それがオンラインモードである場合は、スキャンを

開始し、公称値を検索します。 
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高度な閉じた線のスキャンの実行 

 

[閉じたスキャン]ダイアログ ボックス  

挿入 | スキャン | 
閉じた線方法では、指定した開始点から面のスキャンが開始され、開始位置と同じ点でスキャ

ンが終了します。この種類のスキャンは、最初の開始点に戻るため、閉じたスキャンとなりま

す。これは円要素またはスロットをスキャンする場合に便利です。 

この処理では開始点および方向点を定義する必要があります。ヒットを取る増分もユーザーに

より指定されます。 

次の定義に従ってPC-DMISは面のスキャンを実行します。 
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A - 開始点および終了点 

 

孔の内側にスキャン点を持つ閉じた線のスキャン例 

リニアのクローズスキャンの作成方法 
1. TTPまたはアナログプローブが有効になっていることを確認します。 

2. PC-DMISをDCCモードにします。 

3. サブメニューより、挿入 | スキャン | 
閉じた線を選択します。閉じた線のスキャンダイアログ ボックスが表示されます。 

4. 任意の名前を使用する場合、IDボックスにスキャン名を入力します。 

5. 方向1 のスキャン方法リストより、目的の閉じた線の種類を選択します。 

6. LINEARCLOSEのスキャンの種類によって、最大増分、最小増分、最大角度、および最小

角度ボックスに適切な増分値および角度を入力します。 
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7. スキャンを複数の面にまたがって実行する場合は、"[グラフィック]タブのトピックで説

明されているように[選択]チェックボックスを使用して面を選択してください。 

8. "[境界点]エリア"トピックで説明されている手順に従って、点1(開始点)および点D(スキ

ャンの方向)を追加します。 

9. [ヒットのコントロール]エリア内の、ヒットの種類リストより目的のヒットの種類を選

択します。 

10. 必要に応じて、[初期ベクトル]エリアのベクトルを変更します。ベクトルをダブルクリ

ックして、スキャン項目の編集ダイアログボックスで変更を行った後、OKをクリックす

ると、リニアクローズのスキャンダイアログ ボックスに戻ります。 

11. [公称値検索の方法]エリアの[公称値]リストより、適切な公称値モードを選択します。 

12. [公称値検索の方法]エリアの[公差]ボックスに、少なくともプローブの半径を補正する

公差値を入力します。 

13. [実行コントロール]エリアの、[実行]リストより目的の実行モードを選択します。 

14. 薄いパートを使用する場合は、[グラフィック]タブの[厚さ]ボックスにパートの厚さを

入力します。 

15. 必要に応じて、[実行]タブエリア内のチェックボックスを選択します。 

16. アナログプローブを使用している場合、[制御ポイント]タブを使用するとスキャンが最

適化されます。 

17. パスの定義タブの理論パスエリアの生成ボタンを選択すると、グラフィックの表示ウィ

ンドウでCADモデルのスキャンのプレビューを生成します。スキャンを生成すると、PC-
DMISは開始点でスキャンを開始し、選択した方向に従って要素を回り、開始点に戻りま

す。 

18. 必要に応じて、個別の点を削除できます。これをするには、[理論上のパス] 
エリアからそれを一回にずつ選択し、キーボードから[DELETE]キーを押します。 

19. 必要に応じて、同じタブ内にある[スプライン パス]エリア 
を使用して理論パスをスプライン パスに合わせます。 

20. 必要に応じて、スキャンに補充的な変更を行います。 

21. 作成ボタンをクリックします。[編集]ウィンドウにスキャンが挿入されます。 

3DワイヤーフレームのCADモデル上に閉じた線のスキャンを作成する方法 
ワイヤーフレームモデル上で閉じた線のスキャンを実行するには、一般的にCADの3Dワイヤー

フレームファイルを使用する必要があります。深さ」(3次元の面)と同様に、スキャンしたい要

素の形を定義するために3次元のワイヤーが必要となります。この種類のスキャンは上記と同じ

手順で実行されます。 



PC-DMIS 2018 R2 CMM Manual 

335 

2DワイヤーフレームのCADモデル上に閉じた線のスキャンを作成する方法 
2Dワイヤーフレームファイル上に、閉じた線のスキャンを実行する必要がある場合、次の作業

を追加することでスキャンが可能となります。 

1. 2DのCADファイルをインポートします。CADの原点はCADの任意の場所にある必要があ

り、物体の座標から外れないようにします(処理を簡単にするため)。 

2. 挿入 | 要素 | 構築 | 線を選択します。線の構築ダイアログ ボックスが表示されます。 

3. アラインメントを選択します。CADの原点で、2次元のCADデータの面に垂直な線が構築

されます。 

4. [編集]ウィンドウにアクセスし、測定単位にミリメートルを使用している場合、線の長

さを1(デフォルト)からそれ以上の長さ、例えば5または10に変更します。インチを使用

している測定ルーチンに対しては、このステップを無視してください。 

5. 測定ルーチン(要素のみ)をIGESまたはDXF形式のファイルにエクスポートします。エクス

ポートされたファイルを任意のディレクトリに保存します。 

6. ユーザの測定ルーチンに戻ります。作成された整列ラインを削除します。 

7. 先ほど同じ測定ルーチンにエクスポートしたファイルをインポートします。プロンプト

が表示されたら、マージをクリックしてCADワイヤーをグラフィックの表示ウィンドウ

にマージします。こうするとCADモデルは他のCADワイヤーに垂直なCADワイヤーを持つ

はずです。 

8. [線形クローズのスキャン]ダイアログ ボックスにアクセスします。 

9. [グラフィック]タブをクリックし、[選択]チェックボックスをオンにします。 

10. 各ワイヤーをクリックし、スキャンする要素を定義します。スキャンを開始する場所に

あるワイヤーから始め、スキャンの順番に沿ってワイヤーを選択します。 

11. [深さ]チェックボックスをオンにします。 

12. 他の全てのワイヤーに垂直な、インポートされたワイヤーをクリックします。 

13. [選択]チェックボックスをオフにします。これにより、面の形状を定義するワイヤーお

よび深さを定義するワイヤーにより指定された理論面上で、1(開始点)およびD(方向)の
選択が可能となります。 

14. オンラインモードの場合、[測定]チェックボックスをオンにします。[公称値検索の方法

]エリアより[公称値の検索]を選択します。[公差]ボックスに、適切な公差値を入力しま

す。 

15. 作成をクリックします。PC-
DMISは基本スキャンを挿入します。それがオンラインモードである場合は、スキャンを

開始し、公称値を検索します。 
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高度なパッチ スキャンの実行 

 

[パッチ スキャン]ダイアログ ボックス 

パッチ スキャンは、互いに並行な複数の開いた線のスキャンの集まりと似ています。 

挿入|スキャン|パッチの方法は、方向1テックエリアと方向2テックエリアで選択される技術に

応じて表面を走査します。 

• スキャン中、プローブは常に切断面上を移動します。 

• 方向1のスキャン方法は、最初の境界点から2番目の境界点へ向かう方向でのスキャン方

法を示します。 

• 方向2のスキャン方法は、2番目の境界点から3番目の境界点へ向かう方向でのスキャン

方法を示します。 
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• まず、PC-
DMISは[方向1の方法]エリアで指定された表面でパートをスキャンします。2番目の境界

点に到達すると、[方向2の方法]エリアで指定された方向に従って、自動的に次の行へ移

動します。 

 

A - 方向 1 方法 
B - 方向 2 方法 

 

パッチスキャンの例 

パッチスキャンの作成方法 
1. TTPまたはアナログプローブが有効になっていることを確認します。 

2. PC-DMISをDCCモードにします。 

3. サブメニューより、挿入 | スキャン | 
パッチを選択します。[パッチスキャン]ダイアログ ボックスが表示されます。 

4. 任意の名前を使用する場合、IDボックスにスキャン名を入力します。 

5. 方向1のスキャン方法リストより、最初方向のパッチの種類を選択します。選択された

方法に応じて、最大増分、最小増分、最大角度、および最小角度ボックスに適切な増分

値および角度を入力します。 
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最初の方向に[物体]方法が選択された場合、それを2番目の方向にも選択する必要があり

ます。 

6. 方向２の方法リストより、方向２の適切なパッチの種類を選択します。選択された方法

に応じて、利用できる最大増分、最小増分、最大角度、および最小角度ボックスに適切

な増分値および角度を入力します。 

7. スキャンを複数の面にまたがって実行する場合は、[グラフィックタブ]トピックで説明

されているように[選択]チェックボックスを使用して面を選択してください。 

8. 点1(開始点)、点D(スキャンを開始する方向)、点2(最初の線の終了点)、点3(最小領域生成

用)、および必要ならば点4(正方形または長方形を作成する場合)をスキャンに追加しま

す。これにより、スキャンの領域が選択されます。[境界点]エリア"トピックで説明した

手順に従って、これらの点を選択します。 

9. 必要に応じて、[初期ベクトル]エリアのベクトルを変更します。ベクトルをダブルクリ

ックして、スキャン項目の編集ダイアログボックスで変更を行った後、OKをクリックす

ると、パッチスキャンダイアログ ボックスに戻ります。 

10. [公称値検索の方法]エリアの[公称値]リストより、適切な公称値モードを選択します。 

11. [公称値検索の方法]エリアの[公差]ボックスに、少なくともプローブの半径を補正する

公差値を入力します。 

12. [実行コントロール]エリアの、[実行]リストより目的の実行モードを選択します。 

13. 薄いパートを使用する場合は、[グラフィック]タブの[厚さ]ボックスにパートの厚さを

入力します。 

14. 必要に応じて、[実行]タブエリア内のチェックボックスを選択します。 

15. アナログプローブを使用している場合、[制御ポイント]タブを使用するとスキャンが最

適化されます。 

16. パスの定義タブの理論パスエリアの生成ボタンを選択すると、グラフィックの表示ウィ

ンドウでCADモデルのスキャンのプレビューを生成します。スキャンを生成すると、PC-
DMISは開始点でスキャンを開始し、選択した方向に従って要素を回り、境界点に到達し

ます。その後、スキャンは選択したエリアに沿って、指定の増分値でスキャンの列を行

ったり来たりしながらプロセスを完成します。 

17. 必要に応じて、個別の点を削除できます。これをするには、[理論上のパス] 
エリアからそれを一回にずつ選択し、キーボードから[DELETE]キーを押します。 

18. 必要に応じて、スキャンに補充的な変更を行います。 

19. 作成ボタンをクリックします。[編集]ウィンドウにスキャンが挿入されます。 
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高度な周囲のスキャンの実行 

 

[周囲のスキャン]ダイアログ ボックス  

挿入 | スキャン | 周囲 
のスキャンでは、他の線のスキャンと異なり、実行前にCADデータからスキャン全体が作成さ

れます。この種類のスキャンはCADの面データが使用できる場合のみ可能です。(小さい誤差で)
開始前に正確なスキャンパスを指定することが可能です。 
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外部周囲スキャンの例 

2種類の周囲スキャン 
2種類の周囲スキャンは利用できます： 

• 外部スキャンでは、選択された表面境界線に沿ってスキャンが実行されます。外部スキ

ャンは複数面の境界を超えて単一のスキャンを作成することが可能です。 

• 内部スキャンでは、任意の面の内部の境界曲線に沿ってスキャンが実行されます。通常

、この曲線は、孔、スロット、突起などの要素を定義します。外部スキャンと異なり、

内部スキャンでは、単一面の内部だけがスキャンされます。 

下図(スキャン1およびスキャン2)は2つの種類の周囲スキャンを図解したものです。 

• スキャン1では4つの面が選択されています。各面は互いに接していますが、すべての面

を取り囲む外周が1つの合成境界となります(の実線で表示)。この合成境界からスキャン

位置までの距離がオフセット距離となります(の点線で表示)。 

 

スキャン1 

A - 面 1 
B - 面 2 
C - 面 3 
D - 面 4 

• スキャン2では、穴の境界は内部周囲のスキャンのパスを作成します。 
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スキャン2 

内部スキャンと外部スキャンは次に示すように、同じ手順で作成可能です: 

周囲スキャンの作成方法: 

1. [周囲 スキャン]ダイアログ ボックスにアクセスします(挿入 | スキャン | 周囲)。 

2. 任意の名前を使用する場合、IDボックスにスキャン名を入力します。 

3. 内部の周囲スキャンを作成する場合は、[実行]タブの[内部境界]チェック 
ボックスをオンにします。 

4. 境界の作成に使用する面を選択します。複数の面を選択する場合は、実際にスキャンが

横切る順序で面を選択する必要があります。必要な面を選択するための手順は、次のと

おりです: 

• [グラフィック]タブの[選択]チェックボックスがオンになっていることを確認し

ます。 

• スキャンに使用する面を順にクリックします。それを選択すると、各表面がハイ

ライト表示されます。 

• 必要な面が全て選択されたら、[選択]チェックボックスをオフにします。 

5. スキャンを開始する境界の近くの面をクリックします。これが開始点となります。 

6. スキャンの実行方向と同じの面上をもう一度クリックします。これが方向点となります

。 

7. 必要に応じて、スキャンが終了する点をクリックします。この点はオプショナルです。

終了点が指定されない場合は、開始点に戻った時点でスキャンが終了します。 

 終了点は、PC-
DMISによって自動的に指定されます。この終了点を使用しないと、それを削除してくだ

さい。それを削除するには、境界点のリスト内の数（デフォルトは2）を強調表示して[
削除]ボタンをクリックします。 
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8. [スキャンの構築]エリアに、適切な値を入力します。これらは下記を含みます: 

• 増分 ボックス 

• CAD 公差 ボックス 

• [オフセット] ボックス 

• 補正公差 (+/-) ボックス 

9. [境界の計算]ボタンをクリックします。このボタンは、PC-
DMISがスキャンを作成する元の境界を計算します。境界上のオレンジ色の点は、周囲ス

キャンでのヒット位置を示します。 

 境界の計算にはそれほど時間がかかりません。 
 
計算された境界が適切でない場合は、 
[削除]ボタンをクリックします。境界が削除され、新しい境界を作成できるようになりま

す。 
 
計算された境界が不適切な場合は、通常、CAD公差を大きくする必要があります。 
 
CAD公差を変更したら、境界の計算 ボタンをクリックして境界を再計算します。 
 
境界の再計算に比べ、スキャン 
パスの計算にはかなり長い時間がかかるため、必ず境界が適切であることを確認してか

ら周囲スキャンを計算してください。 

10. [オフセット]の値が正しいことを確認します。 

11. [パスの定義]タブの[理論パス]エリアの[生成]ボタンをクリックします。スキャンを実行

するための理論値が計算されます。この処理は、非常に時間のかかるアルゴリズムが含

まれます。選択した面が複雑であったり、計算する点の数が多かったりすると、スキャ

ン 
パスの計算にかなりの時間を要します(5分程度かかる場合も少なくありません)。スキャ

ン パスが適切でない場合は、[元に戻す]ボタンをクリックして、生成されたスキャン 
パスを削除します。必要に応じて[オフセットの公差]を変更し、スキャンを再計算しま

す。 

12. 必要に応じて、個別の点を削除できます。これをするには、[理論上のパス] 
エリアからそれを一回にずつ選択し、キーボードから[DELETE]キーを押します。 

13. [作成]ボタンをクリックして周囲スキャンを作成し、[編集]ウィンドウに保存します。他

のスキャンと同じように実行されます。PC-
DMISのAutoWristメソッドを有効にして任意の校正のヒントを持っていない場合、 
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それは校正が必要な新しいプローブ チップを追加したら、PC-
DMISはメッセージを表示して通知します。他のすべての例では、PC-
DMISはそれが必要なチップ角度に 
近い校正チップを使用してまたは必要な角度で新しい非校正チップを追加します。 

孔の回避についての注記 
[実行]タブの[実行コントロール]エリア内の[定義済み]モードにすると、周囲スキャンでは孔の

回避はサポートされないことに注意してください。この実行モードを使用して、スキャンパス

に穴がないことを確認してください。ある場合は、パスを調整するか、または通常の実行モー

ドに切り替えます。 
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高度な断面スキャンの実行 

 

[断面スキャン]ダイアログ ボックス 

挿入 | スキャン | 
断面スキャンは、リニアオープンのスキャンと非常に良く似ています。パートの線に沿って面

がスキャンされます。この種類のスキャンはCADの面データが使用できる場合のみ可能です。C
ADの面を使用して、断面の開始点および終了点が検出されます。断面スキャンでは、直線の開

始点と終了点を使用し、切断面を計算するための方向点も必要です。スキャン中、プローブは

常に切断面上を移動します。 

断面スキャンでは3種類の[スキャン方向の方法]が用意されています。 
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孔の検出およびスキップ 
断面スキャンでは、パートのスキャン中に孔を検出しそれをスキップすることが可能です。こ

の種類のスキャンでは、CADエンジニアによって描かれた「断面線」を画面上で選択し、スキ

ャンを続行することができます。 

固定軸に沿った複数スキャン 
断面スキャンを使用する利点は、固定軸に沿って複数のスキャンを実行できることです。 

 
X方向に一定間隔で、Y軸に沿った線でパートをスキャンするとします。したがって、 
 
X=5.0で最初の線をスキャンします。 
X=5.5で二番目の線をスキャンします。 
X=6.0で三番目の線をスキャンします。 

これらは開いた線のスキャンを複数回実行することでも可能ですが、断面スキャンを利用すれ

ばこれら一定間隔のスキャンが簡単に実行できます。 

断面スキャンの断面軸としてX軸を指定し、切断間隔として0.5を指定します。その他のパラメ

ータも設定します("リニアオープン線の詳細スキャンの実行"を参照してください)。最初の断面

スキャンが測定された後、[断面 スキャン]ダイアログ 
ボックスが再び表示され、すべての境界点が指定した間隔で次の断面にシフトされます。 

 

断面スキャンの例 

断面スキャンの作成方法 
1. TTPまたはアナログプローブが有効になっていることを確認します。 

2. PC-DMISをDCCモードにします。 
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3. サブメニューより、挿入 | スキャン |セクションを選択します。セクション 
スキャンダイアログボックスが現れます。 

4. 任意の名前を使用する場合、IDボックスにスキャン名を入力します。 

5. 方向1の方法リストより、最初方向の断面の種類を選択します。選択された方法に応じ

て、最大増分、最小増分、最大角度、および最小角度ボックスに適切な増分値および角

度を入力します。 

6. スキャンを複数の面にまたがって実行する場合は、"[グラフィック]タブのトピックで説

明されているように[選択]チェックボックスを使用して面を選択してください。 

7. 断面スキャンの点1(開始点)、点D(スキャンの方向)、および点2(終了点)を追加します。

これにより、スキャンする線が選択されます。[境界点]エリア"トピックで説明した手順

に従って、これらの点を選択します。 

8. [CADの切断]ボタンを選択します。これによりスキャンが副断面に分割され、面に沿っ

て障害物(孔など)があるためにスキップされる位置が表示されます。[境界点を表示]ボ
タンをクリックすると、境界点が再び表示されます。 

9. [断面の位置]エリアで、次の操作を実行します: 

• [軸]リストより、次の断面スキャンが間隔を取るのに使用する軸を選択します。 

• すべての境界点に対して設定する軸位置の値を入力します。 

• [増分]ボックスに増分値(間隔)を入力します。[作成]ボタンをクリックすると、こ

の量だけスキャンがシフトされます。 

10. [ヒットのコントロール]エリア内の、ヒットの種類リストより目的のヒットの種類を選

択します。 

11. 必要に応じて、[初期ベクトル]エリアのベクトルを変更します。ベクトルをダブルクリ

ックして、スキャン項目の編集ダイアログボックスで変更を行った後、OKをクリックす

ると、断面スキャンダイアログ ボックスに戻ります。 

12. [公称値検索の方法]エリアの[公称値]リストより、適切な公称値モードを選択します。 

13. [公称値検索の方法]エリアの[公差]ボックスに、少なくともプローブの半径を補正する

公差値を入力します。 

14. [実行コントロール]エリアの、[実行]リストより目的の実行モードを選択します。 

15. 薄いパートを使用する場合は、[グラフィック]タブの[厚さ]ボックスにパートの厚さを

入力します。 

16. 必要に応じて、[実行]タブエリア内のチェックボックスを選択します。 

17. アナログ 
プローブを使用している場合、[制御ポイント]タブを使用するとスキャンが最適化され

ます。 
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18. パスの定義タブの理論パスエリアの生成ボタンを選択すると、グラフィックの表示ウィ

ンドウでCADモデルのスキャンのプレビューを生成します。断面スキャンを生成すると

、PC-
DMISは開始点でスキャンを開始し、選択した方向に従って要素を回り、穴をスキップし

、境界点に到達します。 

19. 必要に応じて、個別の点を削除できます。これをするには、[理論上のパス] 
エリアからそれを一回にずつ選択し、キーボードから[DELETE]キーを押します。 

20. 必要に応じて、同じタブ内にある[スプライン パス]エリア 
を使用して理論パスをスプライン パスに合わせます。 

21. 必要に応じて、スキャンに補充的な変更を行います。 

22. 作成ボタンをクリックします。[編集]ウィンドウにスキャンが挿入されます。 

23. スキャンを作成したら、PC-
DMISは境界点を選択した軸に沿って指定の増分だけシフトします。これは、グラフィッ

ク表示ウィンドウに新しい境界線を表示します。これにより、異なる断面のスキャンを

作成するには、再度断面スキャンダイアログボックスを使用することができます。 
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高度な回転スキャンの実行 

 

[回転スキャン]ダイアログ ボックス 

挿入 | スキャン | 
回転のスキャン方法では、指定した点を中心として、指定した半径で面がスキャンされます。

面を変更しても、半径は維持されます。この手順では、測定アークの始点と終点を使用してい

ます。また、開始から終了までの方向を定義するために、方向点を含んでいます。 
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円錐の周囲の回転スキャンの例 

回転スキャンの作成方法 
1. TTPまたはアナログプローブが有効になっていることを確認します。 

2. PC-DMISをDCCモードにします。 

3. サブメニューより、挿入 | スキャン | 
ロータリーを選択します。ロータリースキャンダイアログボックスが現れます。 

4. 任意の名前を使用する場合、IDボックスにスキャン名を入力します。 

5. 回転スキャンの中心点を指定します。次の2つの方法があります: 

• [中心を選択]チェックボックスをオンにし、目的のパートの点をクリックします

。 

• XYZおよびIJK ボックスに円の中心となる位置を手入力します。 

6. R ボックスに回転スキャンの半径値を入力します。半径を入力したら、PC-
DMISはグラフィックの表示ウィンドウでパーツモデルの上にスキャンの位置を描きます

。 

7. XYZ中心およびIJKの値が正しいことを確認します。 

8. 選択 中心 チェックボックスをオフにします。 

9. 方向1の方法リストより、適当な方法を選択します。選択された方法に応じて、最大増

分、最小増分、最大角度、および最小角度ボックスに適切な増分値および角度を入力し

ます。 

10. スキャンを複数の面にまたがって実行する場合は、"[グラフィック]タブのトピックで説

明されているように[選択]チェックボックスを使用して面を選択してください。 

11. 回転スキャンの点1(開始点)、点D(スキャンの方向)、および点2(終了点)を追加します。

これにより、スキャンする曲線が選択されます。円周全体をスキャンする場合は、点2
を削除します。[境界点]エリア"トピックで説明した手順に従って、これらの境界点を選

択します。 

12. ヒットのコントロールエリア内の、ヒットの種類 
リストより目的のヒットの種類を選択します。 
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13. 必要に応じて、[初期ベクトル]エリアで、ベクトルを変更します。ベクトルをダブルク

リックして、スキャン項目の編集ダイアログボックスで変更を行った後、OKをクリック

すると、回転スキャンダイアログ ボックスに戻ります。 

14. [公称値検索の方法]エリアの[公称値]リストより、適切な公称値モードを選択します。 

15. [公称値検索の方法]エリアの[公差]ボックスに、少なくともプローブの半径を補正する

公差値を入力します。 

16. [実行コントロール]エリアの、[実行]リストより目的の実行モードを選択します。 

17. 薄いパートを使用する場合は、[グラフィック]タブの[厚さ]ボックスにパートの厚さを

入力します。 

18. 必要に応じて、[実行]タブエリア内のチェックボックスを選択します。 

19. アナログ 
プローブを使用している場合、[制御ポイント]タブを使用するとスキャンが最適化され

ます。 

20. パスの定義タブの理論パスエリアの生成ボタンを選択すると、グラフィックの表示ウィ

ンドウでCADモデルのスキャンのプレビューを生成します。スキャンを生成すると、PC-
DMISは開始点でスキャンを開始し、選択した方向に従って要素を回り、境界点に到達し

ます。 

21. 必要に応じて、個別の点を削除できます。これをするには、[理論上のパス] 
エリアからそれを一回にずつ選択し、キーボードから[DELETE]キーを押します。 

22. 必要に応じて、スキャンに補充的な変更を行います。 

23. 作成ボタンをクリックします。[編集]ウィンドウにスキャンが挿入されます。 
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自由形式の高度なスキャンの実行 

 

[自由形式のスキャン]ダイアログ ボックス 

自由形状スキャンダイアログボックスでは、表面上で任意のパスを作成することができます。

スキャンはそのパスに従います。このパスは完全にあなたに次第です: 
曲線、直線、ヒット数の大小も自由に設定できます。 

スプライン パス前の自由形式のスキャンの例: 
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スプラインパス前の自由形式のスキャンの例 

スプライン パス後の自由形状スキャンの例 : 

 

スプラインパス後の自由形状スキャンの例: 

自由形式のスキャンの作成方法 
1. [高度]ボタンをクリックしてダイアログ ボックスの下にタブを表示します。 

2. 実行およびグラフィックタブで、目的の項目を選択します。 

3. パスの定義タブを選択します。 

4. 理論上のパスを定義します。理論パスボックスにヒットを追加します。これを行うには

、グラフィック表示ウィンドウでパーツの表面をクリックします。クリックするたびに

パーツの図にオレンジ色の点が現れます。5つ以上の点を追加したら、スプラインパス

エリアの計算ボタンが有効になります。 

5. 必要に応じて、個別の点を削除できます。これをするには、[理論上のパス] 
エリアからそれを一回にずつ選択し、キーボードから[DELETE]キーを押します。 

6. 必要に応じて、スプライン 
パスエリアの項目を選択し、計算をクリックします。これにより、指定した理論点に沿
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ってスプライン曲線が作成され、次に理論パスエリア内の点が再計算され、プローブが

移動するための滑らかなパスが作成されます。 

7. 作成をクリックしてスキャンを作成します。PC-
DMISのAutoWristメソッドを有効にして任意の校正のヒントを持っていない場合、 
それは校正が必要な新しいプローブ チップを追加したら、PC-
DMISはメッセージを表示して通知します。他のすべての例では、PC-
DMISはそれが必要なチップ角度に 
近い校正チップを使用するか、または必要な角度で新しい非校正チップを追加するかを

尋ねます。 

 

高度なUVスキャンの実行 

 

[UVスキャン]ダイアログ ボックス 

挿入 | スキャン | UV スキャン 
では既知のCADモデルの任意の面上にある一連の点を簡単にスキャンできます(パッチ 
スキャンと同様)。このスキャンはCADモデルで定義されるUVスペースを使用するため、多くの

設定を必要としません。 
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各ヒットに番号の付いたUVスキャンの例 

 このダイアログ 
ボックスでUVスキャンを設定すると、CADファイルより各点が得られ、各点の公称値データが

使用されます。 

UVスキャンの作成方法 
1. TTPプローブをオンにします。 

2. CADモデルを立体モードにします。 

3. PC-DMISをDCCモードにします。 

4. [UVスキャン] ダイアログ ボックスにアクセスします(挿入 | スキャン | UV)。 

5. 任意の名前を使用する場合、IDボックスにスキャン名を入力します。 

6. [グラフィック[タブより、[選択]チェックボックスをオンにします。 

7. スキャンしたい面をクリックします。選択された面が強調表示されます。PC- 
DMISは各軸の方向を示すCADモデルでUとVを表示します。 

 

CAD面にあるUV軸の矢印 

8. [グラフィック[タブより、[選択]チェックボックスをオフにします。 

9. [UVスキャンの設定]エリアより、[開始CADをクリック]チェックボックスをオンにしま

す。 

10. 選択された面を1回クリックして、スキャンの始点を設定します。また、面をクリック

するとUVスキャンを開始する場所が示されます。これはスキャン範囲を定義する長方形

の最初の角になります。 
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UVスキャンで複数面のすきゃんが支援されるようになりました。複数面をスキャンする

には、スキャンしたい順に面をクリックします。PC-
DMISは面番号及びU、V方向の矢印を示す数字を表示します。実行の際は、最初の面で、

次に2番目の面でという具合にUVスキャンが実行されます。 

11. [UVスキャンの設定]エリアより、[終了CADをクリック]チェックボックスをオンにしま

す。 

12. 選択された面を1回クリックして、スキャンの終了点を設定します。再び、CADモデルに

UおよびVが表示されます。これはスキャンの2番目の長方形の角になります。 

 PC-
DMISでは、クリックされた点に基づき、UおよびV軸に沿って開始位置および終了位置が

自動的に定義されます。UおよびV行の[開始]および[終了]値を入れ替えることにより、ス

キャンの方向を変えることができます。UVスペースは、0.0から1.0の間の数を使用して面

全体を表します。従って、ほとんどの場合で、0.0, 0.0 は、1.0, 
1.0に向かう対角となります。ただし、角を落とした面ではU方向およびV方向共に0.0より

大きい値から開始し1.0より小さい値で終了する場合があります。 

13. [ヒットのコントロール]エリア内の、ヒットの種類リストより目的のヒットの種類を選

択します。ベクトルまたは面のいずれかを選択できます。 

14. 必要に応じて、他のオプションを変更します。 

15. パスの定義タブの理論パスエリアの生成ボタンを選択すると、グラフィックの表示ウィ

ンドウでCADモデルのスキャンのプレビューを生成します。PC-
DMISは点を取得する位置にCADモデルを描きます。UVスキャンは面に沿って邪魔な穴を

自動的にスキップすることを注意してください。 

16. 必要に応じて、個別の点を削除できます。これをするには、[理論上のパス] 
エリアからそれを一回にずつ選択し、キーボードから[DELETE]キーを押します。 

17. 必要に応じて、スキャンに補充的な変更を行います。 

18. 作成ボタンをクリックします。PC-
DMISは編集ウィンドウにスキャンを挿入し、グラフィックの表示ウィンドウでプローブ

がモデルの面の上を辿る経路を描きます。 
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グリッド高度スキャンの実行 

 

[グリッドスキャン]ダイアログ ボックス 

グリッドスキャンはUVスキャンと同様、表示された四角形の内側に格子状の点を簡単に作成で

き、それらの点を選択した面の上に投影することができます。UVおよびグリッドスキャンは、

選択した範囲内に一定間隔の点を構築するという点においては同じです。しかしながら、UV走
査はCADモデルによって定義されるようなUVスペースを使用します。現在のCADオリエンテー

ションでグリッドを作成し、かつCAD表面に点を投影するためにグリッド走査を使用すること

ができます。 

次の2つの図を比較してください: 
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図1 - 2次元の回転したパート上でのUVスキャン 

 

図2 - 2次元の回転したパート上でのグリッドスキャン 

図1は2次元の回転したブロックの面上でのUVスキャンの例を示します。図2は同じブロックで

のグリッドスキャンの例を示します。図1のUV軸は選択された面のXY軸に沿っていることに注

目してください。一方、グリッドスキャンではこのようにならず、代わりに点が表示された四

角形の方向に沿って配置されます。作成時には、グリッドスキャンはパーツの向きに関わらず

選択された面に位置する点を生成します。 

グリッドスキャンの作成方法: 
1. TTPプローブをオンにします。 

2. CADモデルを立体モードにします。 

3. PC-DMISをDCCモードにします。 
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4. メニューから（挿入|スキャングリッド）の順により、グリッド 
スキャンダイアログボックスにアクセスすることができます。 

5. 任意の名前を使用する場合、IDボックスにスキャン名を入力します。 

6. あなたは、スキャンに含める表面または表面上の画面上の四角形をクリックして、ドラ

ッグします。この四角形は、 CAD面に投影されるグリッドの境界を定義します。 

 

複数の面を横切る四角形の例 

7. [グラフィック]タブより、[選択]チェックボックスをオンにします。 

8. 任意の面またはスキャンしたい面をクリックします。あなたがそれらを選択するとPC- 
DMISは、選択されたサーフェスが強調表示されます。 

 

面の選択例、赤が選択された面 

9. [ヒットのコントロール]エリア内の、ヒットの種類リストより目的のヒットの種類を選

択します。ベクトルまたは面のいずれかを選択できます。 

10. グリッド 
スキャンの設定エリアで、A方向およびB方向へのスキャンの数が定義され、選択した面

上に等間隔に配置されます。 

11. 必要に応じて、他のオプションを変更します。公称値一覧からは、MASTERのみは選択

可能です。 
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12. パスの定義タブの理論パスエリアの生成ボタンを選択すると、グラフィックの表示ウィ

ンドウでCADモデルのスキャンのプレビューを生成します。PC-
DMISはCADモデルの上に点を描きます。たとえ四角形の境界が他の面と接していても、

選択していない面には点は描かれません。 

 

点の生成例。他の複数の面(青色)が四角形の領域内にあるにもかかわらず、選択された面(赤色)のみに点が
現れていることに注意。 

13. 必要に応じて、個別の点を削除できます。これをするには、[理論上のパス] 
エリアからそれを一回にずつ選択し、キーボードから[DELETE]キーを押します。 

14. 必要に応じて、スキャンを変更します。 

15. 作成ボタンをクリックします。PC-
DMISは編集ウィンドウにスキャンを挿入し、グラフィックの表示ウィンドウでプローブ

がモデルの面の上を辿る経路を描きます。 

断面との作業 

挿入|スキャン| 断面 メニュー項目が断面 ダイアログ ボックスを表示します。 
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セクションカットダイアログボックス 

このダイアログボックスを使用してCADモデルと交差する切断平面を指定します。交差線に沿

って、点が作成された場所の間で開始点および終了点を定義できます。これらの点から、ベク

トル点要素の作成を選択するか、あるいは開いた線のスキャンを選択できます。 

 
このプロセスは切り取り平面機能のように視覚的にCADモデルを切断するわけではなく、代わ

りに切断平面とCADモデルの交差線に沿って、自動ベクトル点または線形オプーンスキャンを

作成する際に便利なツールとして機能します。 
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[セクションカット]ダイアログボックスの説明 

 

セクションカットダイアログボックス 

 切断面の作成に関する詳細は、「切断面の作成」を参照してください。 

項目 内容 

面ポイント選択オプション 

 

CADモデル上の点を選択します。これは切断面の点になり

ます。 

限界エリア  

 

交差点に沿って始点および終点を指定します。グラフィッ

クの表示ウィンドウで点を選択するか、または弧の長さを

指定して始点および終点の正確な位置を指定することがで

きます。 

開始点を選択 - 

グラフィックの表示ウィンドウで始点を選択することで、

切断面の開始点を選択します。黒い交差線の上で点を選択

します。赤い点が画面に表示され、開始点の位置が示され

ます。 

開始弧の長さ - 

切断平面の点に関して開始点の正確な位置を指定する場合
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はこのボックスを使用します。切断平面の点を切断面に投

影した位置と開始点を結ぶ弧の長さを入力します。負の数

値を定義することも可能です。 

終了点を選択 - 

グラフィックの表示ウィンドウで終点を選択することで、

切断面の終了点を指定します。黒い交差線の上で点を選択

します。マゼンタ色の点が画面に表示され、終点の位置が

示されます。 

弧の長さ - 

終点の位置を正確に指定するにはこのボックスを使用しま

す。入力する値は始点および終点を結ぶ弧の長さとなりま

す。負の数値を定義することも可能です。 

方向の逆転--

このボタンをクリックして、アーク長が平面ポイントから

測定されるという方向を逆転します。  

点密度エリア  

 

このエリアを使用して、開始点と終了点の間で計算される

点の間隔と点の数をコントロールします。 

最低の間隔 - 

このオプションはセクションカットに沿う表面の湾曲に基

づいてポイントの最小数を使用します。表面が平らなら、

始点と終点で2ポイントだけが作成されます。表面が曲が

れば、より多くのポイントは作成されます。曲げられた表

面で作成されるポイントの数はOpenGLのオプションダイア

ログボックスで定義される平面充填の乗数の値セットによ

って決まります。PC-DMIS 

Coreヘルプの「カスタマイズ設定」章の「OpenGLオプショ

ンの変更」を参照して下さい。 

点数 - 作成したい点数を入力します。PC-

DMISは開始点と終了点の間で点を等間隔に配置します。 

点の間隔 - 各点間の弧の長さを指定します。 

軸間隔 - 
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弧のオプションは点の作成を選択した軸沿いのみに制限し

ます。このオプションを選択すると、X軸、Y軸、およびZ

軸オプションが有効になります。このオプションの隣にあ

るボックスを使用して選択した軸沿いに点の間隔を定義し

ます。例えば、X軸を選択すると、点は指定した値に従いX

軸に沿って間隔を開けられます。 

点の選択エリア  

 

このエリアを使用して平面、始点、および終点のスナップ

オプションを指定します。 

エッジにスナップ-このチェック・ボックスはPC-

DMISが最も近い表面の縁または表面の境界にポイントを止

めるかどうかを定めます。 

グリッドにスナップ - このチェックボックスがPC-

DMISがこの点を最も近いグリッドの交差点にスナップする

かどうかを決定します。3Dグリッドが表示されていない場

合でも、グリッドにスナップする機能を使用できます。3D

グリッドを有効にするには、PC-DMIS 

Coreドキュメントの「CAD表示の編集」章の「スクリーン

表示の設定」を参照してください。 

エッジにスナップと、グリッドにスナップを両方同時に選

択した場合、PC-

DMISは表面のエッジや境界を交差する最も近いグリッドラ

インにポイントをスナップします。 

平面ベクトルの選択エリア  

 

このエリアを使用して切断平面の法線ベクトルを指定しま

す。 

X 軸 - 切断平面の法線をX軸ベクトル (1,0,0) に設定します。 

Y 軸 - 切断平面の法線をY軸ベクトル (0,1,0) に設定します。 

Z 軸 - 切断平面の法線をZ軸ベクトル (0,0,1) に設定します。 

エッジ - 

切断平面の法線を、最も近い面の境界の接線ベクトルに設

定します。平面の点を選択すると、平面の法線が最も近い
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面の接線ベクトルに更新されます。 

その他 - 

切断平面の法線の値を手動で定義します。いったん選択さ

れると、平面ベクトルエリアでIJK値をタイプ入力できます

。または、法線ベクトルとして使用するCADモデル上で要

素を選択するには、[選択]ボタンをクリックすることがで

きます。 

選択 - 

点の選択ダイアログボックスを表示し、それを切断平面の

法線ベクトルとして使用する要素を選択するために使用で

きます。このダイアログボックスは、PC-DMIS 

Core文書の「CAD表示の編集」章にある「CADモデルの変換

」トピックで説明されています。 

平面上の点エリア  

 

このエリアは平面ポイントのXYZ値を示しています。ユー

ザは、X、Y、およびZ箱に新しい値を入力することによっ

て、手動で値を変更できます。指定した点がCADの表面に

ない場合、使用される実際の点がCADモデルに投影されま

す。 

ユーザが平面ベクトル選択領域から手動でこれらの値を編

集して、次に、エッジオプションボタンを選択するとき、

平面ベクトルに使用される界面辺ベクトルは、前の平面ベ

クトルの最も近くにあるベクトルになります。言い換えれ

ば、前の平面ベクトルについて最も平行な辺ベクトルは新

しい平面ベクトルとして使用されます。 

平面ベクトルエリア  

 

この領域は面法線ベクトルのIJK値を示しています。ユーザ

は、I、J、およびK箱に新しい値をタイプすることによって

、手動で値を変更できます。 

開始点エリア  この領域は始点のXYZ値を示しています。また、ユーザは

、選択された軸の値を定義するか、または調整するのにも
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この領域を使用できます。他の2つの軸値が交差点線から

計算されます。 

終点エリア  

 

この領域は終点のXYZ値を示しています。また、ユーザは

、選択された軸の値を定義するか、または調整するのにも

この領域を使用できます。他の2つの軸値が交差点線から

計算されます。 

出力エリア  

 

このエリアを使用して切断面から作成された要素のタイプ

を決定します。PC-

DMISは作成ボタンをクリックした後のみ出力要素を作成し

ます 

ベクトルポイント--

このオプションは、作成されるべきであるベクトルポイン

トを指定します。 

スキャン - 

このオプションは、リニアのオープンスキャンがポイント

から作成されるべきであると指定します。 

フリップベクトルボタン 

ユーザがいったんセクションカットを作成すると、PC-

DMISは緑色の矢印でセクションカットにおける、点数を特

定します。また、ベクトル反転ボタンは選択に利用可能に

なります。このボタンは逆方向に指すことを引き起こして

、点のベクトルを表す緑色の矢をはじき出します。 

作成 ボタン 
切断面から指定の要素を作成します。要素のタイプは出力

エリアで選択したオプションによって異なります。 

閉じるボタン 切断面ダイアログボックスを閉じます。 

セクションカットを作成します。  
セクションカットを作成するために、ユーザは、これらの情報を定義する必要があります:  

• カット平面 
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• 断面カット上の始点 

• 断面カット上の終点 

ステップ１： 切断面を定義してください  
平面の上で一つの点を指定して、切断面を定義します。ユーザは２つの方法でこれをすること

ができます: 

• ユーザは平面ポイントの選択オプションを選択できます。それから、CADモデルで点を

クリックします。 

• 平面点エリアでは、手動でXYZ値を入力できます。 

切断平面が定義されると、PC-
DMISは平面点及び断面法線ベクトルの方向を示すグレーの矢印を描きます。また、PC-
DMISは、CADモデルでポリライン（または1つ以上の接続された線）を描きます。これは全体の

CADモデルにおける表面と面の交線（「切断面」と呼ばれる）を表します。複数の断面が、非

常に小さい表面ギャップがいつ存在しているかを示しているために異なった有色のポリライン

として描かれます。ユーザがまだ始点と終点を定義していないので、赤とマゼンタドットはそ

れぞれ始めとエンドポイントを表して、初めは、平面ポイントの位置のCADモデルの上に現れ

ます: 

 

サンプル平面点(グレーの矢で示される)及びCADモデルの上に描かれた断面(黒線で示される) 
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 平面が1つ以上の位置でモデルに交差しているなら、PC-
DMISはすべての交差点を描きます。 

平面ポイントを定義したら、必要に応じて切断面の法線ベクトルを指定することができます。

デフォルトでは、法線ベクトルは(1,0,0)になります。平面のベクトルの選択エリアでオプショ

ンを選択して、この法線ベクトルを変更することができます。これは、選択した軸の一つに沿

って法線をシフトします。また、独自のカスタム・ベクトルを定義することができます。 

ステップ2: セクションカットに沿って始点と終点を定義してください。 
今まで切断面が定義されたので、ユーザは、セクションカットに沿って始点と終点を定義する

必要があります。開始点と終了点を定義するには、好みに応じて、これらのさまざまな方法の

組み合わせを使用します： 

方法1：CADをクリックする 

1. 起点を選択 
オプションを選び、一つの黒線をクリックしてセクションカットを作成します。これは

断面によって平面ポイント からの距離を定義してまた開始アーク長さ 
ボックス内の距離を配置します。PC-DMIS は選択されたポイントのXYZ 値を 起点 
エリアに配置します。 

2. 終点を選択するオプションを選び、次に、同じセクションカットのもう一つの点をクリ

ックします。これは始点と終点の間のアークの長さを定義します。PC-DMIS 
は選択されたポイントのXYZ 値を 終点 エリアに配置します。 

メソッド2: アーク値をタイプする 

1. 平面 
点から離れっている開始アーク長さ箱に値をタイプして、距離を指定することによって

、スタートポイントを定義してください。 

2. アーク長さを指定することによって、エンドポイントを定義してください。アーク長さ

の箱に値をタイプすることによって、これをしてください。 

メソッド3: 3値をタイプ入力する 

始点と終点アリアでXYZ値をタイプすることによって、始点と終点を定義してください。 

 
始点および終点は同じ断面上になくてはなりません。例えば、2つの表面の間のギャップが切断

面を複数の切断面に分割する場合、始点および終点は1つの切断面上で定義されなくてはなりま

せん。異なる切断面にわたって始点および終点を選択しようとした場合、最初に選択した点は

削除され再度選択する必要がなくなります。 
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始点を示す赤色の点がCADモデルに現れ、終点を示すマゼンダの点が現れます。さらに、PC-
DMISは断面沿って緑色の矢印を描き、PC-
DMISがセクションカットポイントを作成する場所を示します。サーフェスがカーブしている場

合、PC-DMISはいくつかの矢印を描きます。サーフェスがフラットである場合、PC-
DMISはこれらの緑の矢印を開始点と終了点のみに描画します（点密度領域にはデフォルトで最

低密度が選択されているため）。 

始点と終点間の点数を制御するためにポイント密度エリアの選択を変更できます: 

 

サンプルのセクションカットが始点（赤ドット）と終点（紫紅色のドット）の間に２５の等しく間隔を置かれたポイ
ントを示します。 

ステップ３：アウトプットの定義及び作成 
1. アウトプットエリアで望ましいアウトプットフォーマットを選択してください。出力が

ポイントを含む個々の自動ベクトルポイントか開いた線スキャンであることができます

。 

2. 必要に応じていかなる他のコントロールも変更してください。これらで、ユーザは平面

、始点、および終点に影響するポイントスペース、および要素タイプが作成したパラメ

タをカスタム設計できます。 

3. 作成ボタンをクリックして、出力要素かスキャンを作成します。 

PC-DMISは指定された要素か測定ルーチンにおける要素を作成します。 

セクションカットに沿って法線の方向を修正します。 
緑色の矢はポイントに表面法線ベクトルを表します。セクションカットアルゴリズムはセクシ

ョンカットに沿った表面法線ベクトルがそれらのようにして、多数の表面を渡る転移弾かない

ように設計されています。但し、これらのベクトルはすべて間違った方向へ指すかもしれませ

ん(部品の中で)。これらの矢印が間違った方向へ向けられるなら、ボタンをベクトルを反転ク

リックして、彼らを直してください。 
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表面間のギャップを修正します 
表面間の小さなギャップのために、時にはそれはパーツの周りのすべての方法をラップする前

に、セクションがエンドをカットします。これはCAD解像度がギャップの距離よりも小さいな

ために引き起こされます。表面の間のギャップはCADの解像度よりも大きい場合、それはセク

ションカットを中断します。ギャップを識別するために、別のセクションカットは、異なる色

で描画されます。CAD 公差 
ダイアログボックスでCAD解像度を増やすことによって、この問題を解決することができます

。 

それを行うには： 

1. 編集|グラフィック表示ウィンドウ|CAD 公差を選択してCAD 
公差ダイアログボックスを開きます。 

 

CAD公差ダイアログ ボックス 

2. 解像度をギャップ距離より大きい値に変更します。それはいくつかの試行と錯誤をして

十分に大きな解像度の値を見つけます。詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「CAD表示の編集」章の「CAD公差の変更」を参照してください。 

3. [OK] をクリックします。 

4. 断面をもう一度作成します。 

断面は、ギャップを渡ってジャンプします。 

クイックスキャンの作成 

クイックスキャン機能を使用して、ポリラインまたはサーフェスからリニアオープンスキャン

を作成できます。クイックスキャンは、CADの曲線モードまたは表面モードを使用して作成で

きます。これらのモードの詳細については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「CADディスプレイの編集」章の「曲線モードと表面モードの切り替え」

を参照してください。 

単一のポリラインまたは複数のポリラインを選択できます。ポリラインは自由に開いたり、閉

じたりすることができます。 

生成されたパス内の2つの点間の距離は、スキャンポイント密度に依存します。タッチトリガプ

ローブ（TTP）の場合、PC-DMISはスキャンポイントの密度に基づいて 
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リニアオープンスキャンダイアログボックスの最大インクリメントオプションの値も更新しま

す。スキャンポイント密度を編集するには、[パラメータの設定]ダイアログボックスの[プロー

ブオプション]タブで点密度値を変更します。このダイアログボックスにアクセスするには、F1
0を押すか、または編集| 環境設定| パラメータを選択します。 

レーザープローブの場合、生成されたパス内の2点間の距離を定義するために、PC-
DMISはリニアオープンスキャンダイアログボックスの増分オプションで最後に設定された値を

使用します。 

最初のポリラインのスキャン開始点は、クリックしてジェスチャを作成する点です。この点が

、[リニアオープンスキャン]ダイアログボックスの[パス定義]タブの[オフセット]オプションに

指定されているエッジ距離より近い場合、スキャンは終点からのエッジ距離から開始されます

。 

クイックスキャン機能は、Vision 
測定機のスポットレーザープローブを支援します。クイックスキャンはレーザープローブも支

援しています。 

単一ポリラインでのクイックスキャンの作成 

クイックスキャン機能を使用して単一ポリラインでクイックスキャンを作成できます。ポリラ

インは開いた状態で終了することも閉じることもできます。詳しくは、クイックスキャンの作

成を参照してください。 

単一ポリラインでクイックスキャンを作成するには下記を実行します。 

1. 編集ウィンドウで、クリックして新しい要素を挿入すべき場所を定義します。 

2. 曲線モード（操作|グラフィック表示ウィンドウ|曲線の変更/表面モード）を選択しま

す。 

3. グラフィック表示ウィンドウで、ポンターをCAD要素ポリラインの上に移動します。 

4. Ctrl + 
Shiftを押しながら、スキャンを開始するポリラインをクリックします。ポインタをポリ

ラインに沿ってスキャンの方向にドラッグします。 

5. マウスボタンをリリースして下さい。PC-
DMISは下記のようにスキャンを作成し、カーソル位置に挿入します。 

• ポリラインが開いた状態で終了する場合、PC-
DMISはクリックしてジェスチャを作成した点からポリラインの端までリニアオ

ープンスキャンダイアログボックスのパス定義タブのオフセットオプションに

入力される値と等しい距離を引いたところまでからパスを作成します。 
 
レーザープローブでは、ポリラインの端までスキャンが作成されます。 

• ポリラインが閉じている場合、スキャンはオールラウンドです。それはクリック

してジェスチャを作成した点からスタートします。 
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複数ポリラインでクイックスキャンを作成する 

クイックスキャン機能を使用して複数ポリラインでクイックスキャンを作成できます。ポリラ

インは開いた状態で終了することも閉じることもできます。詳しくは、クイックスキャンの作

成を参照してください。 

複数ポリラインでクイックスキャンを作成するには下記を実行します。 

1. 編集ウィンドウで、クリックして新しい要素を挿入すべき場所を定義します。 

2. 曲線モード（操作|グラフィック表示ウィンドウ|曲線の変更/表面モード）を選択しま

す。 

3. グラフィック表示ウィンドウで、CAD要素の最初のポリライン上にポインタを置いて、

そのパーツをクリックします。 

4. 複数のポリラインを選択するには、Ctrlを押しながら各ポリラインをクリックします。 

 ポリラインを選択する順番が重要です。PC-
DMISは選択した順番にポリライン上にクイックスキャンを作成します。 

後続のポリラインの開始点が衝突しないで前のポリラインのスキャンの終端からアクセ

スできるようにしてください。 

5. Ctrl + 
Shiftを押しながら、スキャンを開始するポリライン上の開始点をクリックします。ポイ

ンタをポリラインに沿ってスキャンの方向にドラッグします。 

6. マウスボタンをリリースして下さい。PC-
DMISはスキャンを作成し、カーソル位置に挿入します。 

PC-
DMISはスキャンジェスチャの点から開始して、ユーザーがポリラインを選択した順番に

ポリライン上にスキャンを生成します。 

最初のポリラインの端の後で、PC-
DMISは次のポリラインの最短の端を探します。この端が次のポリラインの開始点になり

ます。 

 
触覚プローブの場合は、パス定義タブのジャンプホールチェックボックスが常に選択されます

。これは、プローブが各ポリラインでのスキャンの間に上昇するためです。スポットレーザー

プローブでは、穴をジャンプチェックボックスが選択に使用でき、PC-
DMISはその最後に使用された値を使用します。チェックボックスについて詳しくは、「リニア
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オープン詳細スキャンの実行」を参照してください。 
 
穴をジャンプチェックボックスはレーザープローブでは使用されません。 

クイックスキャンジェスチャで複数ポリラインを選択する 
また、クイックスキャンジェスチャで複数ポリラインを選択することもできます。それを実行

するには下記を行います。 

1. 最初のポリラインをクリックします。 

2. Ctrl + Shiftを押しながら、スキャンを開始するポリライン上の開始点をクリックします。 

3. ポインタをポリラインに沿ってスキャンの方向にドラッグします。 

4. Ctrl+Shiftを押した状態で、ポインターを後続のポリラインに移動します。ポインタを移

動する各ポリラインが選択されます。ポリラインをハイライト表示する順序は、スキャ

ンの順序を定義します。 

CAD表面で複数ポリラインを作成する 
PC-DMISのCADサーフェスに複数のポリラインを作成する方法については、PC-DMIS 
Coreドキュメントの「CAD表示の編集」章の「CAD切断面の作成」を参照してください。 

表面でクイックスキャンを作成する 

下記のように、クイックスキャン機能を使用して1つまたは複数の表面でクイックスキャンを作

成できます。 

1. 編集ウィンドウで、クリックして新しい要素を挿入すべき場所を定義します。 

2. 曲線モード（操作|グラフィック表示ウィンドウ|曲線の変更/表面モード）を選択しま

す。 

3. 必要に応じて、1つまたは複数の表面を選択します。 

4. グラフィック表示ウィンドウで、スキャンする表面の上にポインタを置きます。 

5. Ctrl + 
Shiftを押しながら、スキャンの開始位置をクリックします。スキャンを停止したい位置

にポインタをドラッグします。 

6. マウスボタンをリリースして下さい。PC-
DMISはスキャンを作成し、カーソル位置に挿入します。 

 
触覚プローブの場合は、パス定義タブのジャンプホールチェックボックスが常に選択されます

。これは、プローブが各ポリラインでのスキャンの間に上昇するためです。スポットレーザー
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プローブでは、穴をジャンプチェックボックスが選択に使用でき、PC-
DMISはその最後に使用された値を使用します。チェックボックスについて詳しくは、「リニア

オープン詳細スキャンの実行」を参照してください。 
 
穴をジャンプチェックボックスはレーザープローブでは使用されません。 

以下に注意してください: 

• 1つまたは複数の表面を事前に選択し、クイックスキャンジェスチャの開始点が選択さ

れた平面の1つの上にある場合、PC-
DMISは選択された表面にのみスキャンを生成します。このケースでは、ポインターをそ

れらの上に移動したときでさえも事前に選択されていない表面は強調表示されません。

これはPC-
DMISが事前に選択されていない表面にはクイックスキャンを生成しないことを示してい

ます。 

• 1つまたは複数の表面を事前に選択し、クイックスキャンジェスチャの開始点が選択さ

れた平面の1つの上にない場合、PC-
DMISはマウスを上に移動する1つの表面または複数の表面を選択し、それらの表面を使

用してスキャンを生成します。 

• 表面を事前に選択しない場合、PC-
DMISはポインターを上に移動する1つの表面または複数の表面を選択します。ポインタ

ーを移動すると、選択された表面が強調表示されます。クイックスキャンジェスチャ点

が開始点です。PC-DMISはこの方法で選択した表面を使用してスキャンを生成します。 

• カットベクトルと任意の座標軸の間の角度が+/- 5度未満の場合、PC-
DMISはカットベクトルをその座標軸にスナップします。PC-
DMISは、開始点、方向点、および終了点をカットベクトル平面に投影します。 

1つまたは複数の表面を選択する 
1つの表面を選択するには、グラフィック画面上の任意の表面を左クリックします。PC-
DMISはこの表面を選択して、以前に選択されたすべての表面を選択解除します。 

複数の表面を選択するには、Ctrlを押しながら表面をクリックします。 

表面の選択を解除するには、Ctrlを押しながら選択された表面をクリックします。 

事前に選択された表面でのクイックスキャンの例 
2つの前面でクイックスキャンを生成したい場合、下記を実行します。 

1. 2つの前面を選択します。 

2. 左表面からクイックスキャンジェスチャを開始し、ポインターを端点までドラッグしま

す。 

PC-DMISは次のようにクイックスキャンを生成します： 
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2つのフロント面のクイックスキャン 

事前選択されたサーフェスを使用しないクイックスキャンの例 
サーフェスを事前に選択せずに複数のサーフェスで構成されるエリアでクイックスキャンを生

成する場合は、次のようにします： 

1. サーフェスが選択されていないことか、またはスキャンジェスチャのクリックが選択さ

れていないサーフェス上にあることを確認します。 

2. スキャンジェスチャを開始し、ポインターをスキャンの目的の終点に移動します。 

マウスが移動すると、PC-
DMISはサーフェスを選択し、以下に示すようにクイックスキャンを生成します。 
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複数の表面上のクイックスキャン 

計測実績 

走査プローブを使用した測定実績 
アクティブプローブがスキャンタイプのプローブである場合、PC-
DMISは、次のようにリニアオープンスキャンダイアログボックスにパラメータを設定します。 

• 方向 1 技術 一覧 = NULLFILTER 

• 実行 一覧 = 定義済 

• 公称値 一覧 = FIND NOMS 

PC-DMISは、ダイアログボックスの他のパラメータを使用してスキャンを作成します。 

 カーブが3Dの場合、PC-
DMISは、線形オープンスキャンダイアログボックスの実行タブでCAD補正チェックボックスを

選択します。カーブが2Dの場合、PC-DMISはチェックボックスをオフにします。 

タッチ トリガプローブを使用した測定実績 
アクティブプローブが接触トリガー型プローブである場合、PC-
DMISは、次のようにリニアオープンスキャンダイアログボックスにパラメータを設定します。 

• 方向 1 技術 = LINE 

• 実行 一覧 = 公称値 
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• 公称値 一覧 = MASTER 

• ヒットタイプ 一覧 = VECTOR 

PC-DMISは、ダイアログボックスの他のパラメータを使用してスキャンを作成します。 

点を作成することにクイックスキャンの使用 

クイックスキャン機能を使用してスキャンではなくポイントを生成するには、次のいずれかを

実行します： 

• プローブモードツールバー（[表示|ツールバー|プローブモード]）から[点のみモード]
アイコンを選択します。 

• セットアップオプションダイアログボックス（編集| 初期設定| 
セットアップ）の汎用タブでポイントのみモードチェックボックスを選択します。 

カーブモードまたはサーフェスモードでのクイックスキャンでは、スキャンではなくポイント

が生成されます。 

生成されたポイントは編集ウィンドウでグループ化され、グループは折りたたまれて表示され

ます。グループのIDは、スキャンのIDに設定されます。例えば： 

SCN1 =GROUP/SHOWALLPARAMS=NO 

EXECUTION CONTROL=AS MARKED 

ENDGROUP/ID=SCN1 

基本スキャンの実行 
PC- 
DMISは「基本スキャン」と呼ばれるタイプに分類されているスキャンを支援しています。これ

らのスキャンは、機能ベースのスキャンです。それはユーザが適切なパラメータを持つ要素に

沿って測定されるように、円や円筒等の要素を定義することができます。これで、PC-
DMISは、適切な基本的なスキャン機能を使用してスキャンを実行します。 

TTPまたはアナログプローブが、DCCモードに置かれている場合「挿入| 
スキャン」メニューから次の基本的なスキャンオプションが利用可能になります：円、円筒、

軸、中心及び線 

 中心オプションは、アナログプローブヘッドのみに使用できます。 

PC-DMIS の詳細スキャンは基本スキャンから構成されます。PC-
DMISが、リストから基本スキャンを選択して、詳細スキャンを作成することを許しませんが、
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作成済みの詳細スキャンに基本スキャンをコピーして貼り付けることができます。詳細につい

ては、 「詳細スキャンの実行」を参照してください。 

この章では、 
BASICSCANダイアログボックス内の各基本スキャンのタブで使用可能な共通機能を記述します

。次に、基本スキャンを実行する方法について説明します。ダイアログボックスの他のタブの

オプションの詳細については、PC- DMIS 
Coreドキュメントの「パートのスキャン」章の「BASICSCANダイアログボックスの共通機能」章

を参照してください。 

円の基本スキャンの実行 

挿入|スキャン 
|円を選択して、円要素をスキャンします。BASICSCANダイアログボックスの円タブが表示され

ます。例を下記に示します。 

 

[BASICSCAN]ダイアログ ボックスー[円]タブ 

このタブには、円の中心と直径などのようなパラメータを取って、スキャンを実行するために

、CMMを可能にします。 

円の方法: 

• フィルタタブのDISTANCE 及びNULLFILTERタイプを使用できるようにします。 
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• ヒットの種類タブに使用するVECTOR型のみを使用できるようにします。 

• 境界タブで境界条件を設定する必要としません。 

＃列の重心パラメータは、円の中心です。ユーザは直接に円の中心を入力できます。または、

それは、測定機またはCADから得ることができます。 

円の基本スキャンの定義 
次の方法より、円の基本スキャンを定義できます: 

• 値を直接入力します。「円の基本スキャン - 値入力の方法」を参照してください。 

• パーツ上の点を実測します。「円の基本スキャン - 測定点法」を参照してください。 

• グラフィックの表示ウィンドウでCADモデルの円をクリックします。「円の基本スキャ

ン ー 面データ法」または「円の基本スキャン ー 
ワイヤーフレームデータ法」を参照してください。 

スキャンが生成されると、それが編集ウィンドウに挿入されます。下記は編集ウィンドウで円

の基本スキャンのコマンドラインの例です: 

 
SCN2 =BASICSCAN/CIRCLE,NUMBER OF HITS=80,SHOW 
HITS=NO,SHOWALLPARAMS=YES 
<25.399,76.2,0>,CutVec=0,0,1,IN 
InitVec=-1,0,0,DIAM=25.4,ANG=0,ANG=360,DEPTH=0,THICKNESS=0,CCE=NO, 
PROBECOMP=YES,AVOIDANCE MOVE=NO,DISTANCE=0 
FILTER/DISTANCE,1 
EXEC MODE=FEATURE,USEHSSDAT=YES,USEDELAYPNTS=NO 
BOUNDARY/ 
HITTYPE/VECTOR 
NOMS MODE=MASTER 
ENDSCAN 

基本的な円スキャンの全般定義 
• 重心：円の中心 

• CutVec:円が位置する平面を定義します。 

• InitVec：スキャンが0度と定義する点の表面法線ベクトル。スキャンは、この場所に加

えて開始角度で開始されます。これはゼロ角度ベクトルと考えることもできます。 

このCutVecとCutVecは互いに垂直です。 

 

円の基本スキャン - 値入力の方法 
CutVecとInitVecベクトルのX、Y、および円の重心のZ値、およびI、J、Kの値を入力するには、こ

のメソッドを使用します。 
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1. BASICSCANダイアログボックス（挿入|円|スキャン） の ＃ 
列から重心をダブルクリックします。重心の[スキャン項目の編集] ダイアログ 
ボックスが現れます: 

 

[スキャン項目: 重心]ダイアログボックス 

ダイアログボックスのタイトルバーには、編集しているパラメータのIDが表示されます

。 

2. X、 Y及び Z値を編集します。 

3. ご希望の変更を保存するために適用をクリックして下さい。変更をキャンセルして、ダ

イアログボックスを閉じるには、キャンセルをクリックします。 

4. 円のCutVecをキー入力するには、この同じ手順を繰り返します。 

5. 円のInitVecをキー入力するには、この同じ手順を繰り返します。 

BASICSCANダイアログボックス及び円の基本スキャンの詳細については、 
「円の基本スキャンの実行」を参照してください。 

 

円の基本スキャン - 被測定点方法 
CADデータを使用せずに円を生成するには、穴（またはスタッド上）に３ヒットを取ります。

これら3つのヒットすべてを使用して、円が計算されます。 

追加のヒットを取ることができます。PC- DMISは測定ヒットのすべてのデータを使用します。 

• BASICSCANダイアログボックス（挿入|スキャン|円）に表示される重心は、穴（または

スタッド）の計算された中心です。 

• CutVecは自動的に３つのヒットによって定義される平面から計算されます。 

• 円のInitVecは、円の計算に使用される後者の三つのヒットの最初のヒットに基づいて計

算されます。 

• 角度は、最初のヒットから最後のヒットまでの円弧の角度として計算されます。 

BASICSCANダイアログボックス及び円の基本スキャンの詳細については、 
「円の基本スキャンの実行」を参照してください。 
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円の基本スキャン - 面データを使用する方法 
面データを使って円を生成する手順は次のとおりです: 

1. 表面モード アイコンをクリックします（ ）。 

2. 目的円の外側または内側にカーソルを合わせます。 

3. 円に近く表面を1回クリックします。 

BASICSCANダイアログボックスが（挿入|スキャン|円）選択されたCADデータから円のX 、 Y 
、およびZの中心点、直径、およびベクターを表示します。 

• CutVecは円が位置する平面から取られます。これは、CADモデルからのです。 

• InitVecは任意のCADモデルから設定されています。円がYまたはZ平面内にある場合は、

内側の円である場合、それは-Xです。これは外側の円である場合には、Xは+です。 
 
円がX平面内にある場合、内側の円である場合には、それはZ+です。これが外側の円で

ある場合には、それは-Zです。 

BASICSCANダイアログボックス及び円の基本スキャンの詳細については、 
「円の基本スキャンの実行」を参照してください。 

 

円の基本スキャン - ワイヤーフレームデータを使用する方法 
ワイヤフレームのCAD データを使って円のスキャンを生成することもできます。 

円を生成する手順は次のとおりです: 

• 円上で目的のワイヤの近くをクリックします。PC- 
DMIS選択されたワイヤの全体を強調表示します。 

• 正しい要素が選択されているか確認します。 

ワイヤが示されると、BASICSCANダイアログボックス（挿入|スキャン|円）は選択された円の

中心点と直径の値が表示されます。 

 
基本となるCAD要素が円または弧ではない場合、要素を識別するためにさらにクリックする必

要があります。目的の要素が選択されない場合、さらに円の近くで少なくとも2箇所をクリック

します。 

• CutVecは円が位置する平面から取られます。これは、ワイヤフレームCADモデルからの

です。 
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• InitVecは任意のワイヤーフレームCADモデルから設定されています。円がYまたはZ平面

内にある場合は、内側の円である場合、それは-
Xです。これは外側の円である場合には、Xは+です。 
 
円がX平面内にある場合、内側の円である場合には、それはZ+です。これが外側の円で

ある場合には、それは-Zです。 

BASICSCANダイアログボックス及び円の基本スキャンの詳細については、 
「円の基本スキャンの実行」を参照してください。 

 

円の基本スキャン - CADデータを使用する方法 
BASICSCANダイアログボックス（挿入|スキャン|円）で次のオプションは、この方法に適用さ

れます。BASICSCANダイアログボックス及び円の基本スキャンの詳細については、 
「円の基本スキャンの実行」を参照してください。 

種類 
タイプリストでは、これらのオプションがあります: 

• 1) 内部: 孔 

 

A - 始点 
B - 初期ベクトル 
C - 角度 

• 外部: 突起 

 

A - 始点 
B - 初期ベクトル 
C - 角度 

• PLANE:平面円は、円が位置している平面上で実行されます。 
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角度 
角度ボックスには、始点からの角度(スキャンする角度)が表示されます。正の角度と負の角度

のどちらでも使用できます。 

• 正角度は、反時計回りとします。 

• 負角度は、時計回りとします。 

• CutVecは角度の回転の中心となる軸とみなされます。 

直径 
直径 ボックスには、円の直径が表示されます。 

深さ 
深さボックスには、CutVecの方向と反対の深さが表示されます。正値と負値とも使用できます

。 

 例: 円の中心が (1.0,1.0,3.0)、切断面ベクトルが (0.0,0.0,1.0)、深さが 0.5 
の場合、実行時には円の中心が (1.0, 1.0, 2.5) に設定されます。-
0.5の深さは同じ円に使用される場合、重心は、実行時に1.0,1.0,3.5にシフトされます。 

円錐ｽｷｬﾝ 
コニカルスキャンチェックボックスは円錐または球体上の適切なスキャン補償を可能にします

。このチェック・ボックスで成形品の表面に垂直でないときに速くスキャンできます。PC-
DMISは必要に応じてプローブの力を間しし続けます。 

円柱の基本スキャンの実行 

挿入|スキャン 
|円筒を選択して、円筒要素をスキャンします。BASICSCANダイアログボックスの円筒タブが表

示されます: 
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[BASICSCAN]ダイアログ ボックスー[円筒]タブ 

このタブは、シリンダの直径とピッチなどのようなパラメーターをとり、コントローラーがス

キャンを実行することを可能にします。 

円柱法: 

• フィルタタブのDISTANCE タイプが使用できるようにします。 

• ヒットの種類タブ上のVECTOR型が使用できるようにします。 

• 境界タブで境界条件を設定する必要としません。 

＃列の重心のパラメータは、スキャンの実行を制御します。このポイントは実行が開始する円

筒の中心です。円筒の中心は直接入力するか、または測定機及びCADデータより取得できます

。 

円柱の基本スキャンの定義 
次の方法の一つにより、円柱の基本スキャンを定義できます: 

• 値を直接入力します。「円筒の基本スキャン - 値入力の方法」を参照してください。 

• パーツ上の点を実測します。「円柱の基本スキャン - 測定点法」を参照してください。 

• グラフィックの表示ウィンドウでCADモデルの円筒をクリックします。「円筒の基本ス

キャン ー 面データの方法」または「円筒の基本スキャン ー 
ワイヤーフレームデータの方法」を参照してください。 
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スキャンが生成されると、それが編集ウィンドウに挿入されます。下記は編集ウィンドウでシ

リンダの基本スキャンのコマンドラインの例です: 

 SCN1 =BASICSCAN/CYLINDER,NUMBER OF HITS=80,SHOW 
HITS=NO,SHOWALLPARAMS=YES 
<25.399,25.4,0>,CutVec=0,0,1,IN 
InitVec=-1,0,0,DIAM=25.4,ANG=360,PITCH=5,DEPTH=0,THICKNESS=0, 
PROBECOMP=YES,AVOIDANCE MOVE=NO,DISTANCE=0 
FILTER/DISTANCE,1 
EXEC MODE=FEATURE,USEHSSDAT=YES,USEDELAYPNTS=NO 
BOUNDARY/ 
HITTYPE/VECTOR 
NOMS MODE=MASTER 
ENDSCAN 

円筒の基本スキャン - 値入力の方法 
この方法では、円筒の重心およびベクトルのX、Y、Z値をキー入力できます。 

1. BASICSCANダイアログボックス([挿入 | スキャン | 
円筒])で、#コラムから希望する重心の上をダブルクリックします。重心の[スキャン項

目の編集] ダイアログ ボックスが現れます: 

 

[スキャン項目: 重心]ダイアログボックス 

ダイアログボックスのタイトルバーには、編集しているパラメータのIDが表示されます

。 

2. X、 Y及び Z値を編集します。 

3. ご希望の変更を保存するために適用をクリックして下さい。変更をキャンセルしてダイ

アログボックスを閉じるには、[キャンセル]をクリックします。 

4. 円筒のCutVecとInitVec値を編集するには、この同じ手順を使用します。 

BASICSCANダイアログボックス及び円筒の基本スキャンの詳細については、 
「円筒の基本スキャンの実行」を参照してください。 
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円柱の基本スキャン - 被測定点方法 
CADデータを使用せずに円筒を生成するには: 

1. 円柱の軸ベクトルを検出するために、面上で3つのヒットを取ります。 

2. 穴(または突起)でさらに3つのヒットを取ります。これら3つのヒットすべてを使用して

、円柱の直径が計算されます。 

追加のヒットを取ることができます。PC- DMISは測定ヒットのすべてのデータを使用します。 

• BASICSCANダイアログボックス（挿入|スキャン|円筒）に表示される重心は、穴（また

はスタッド）の計算された中心です。 

• CutVecは、円筒の軸です。 

• 円柱のInitVecが、円柱の直径を算出することに使用された3つのヒットのうち、一番目

のヒットに基づいて計算されます。 

• 角度は、円柱の直径の計算で使用される最初のヒットから最後のヒットまでの円弧の角

度として計算されます。 

BASICSCANダイアログボックス及び円筒の基本スキャンの詳細については、 
「円筒の基本スキャンの実行」を参照してください。 

円柱の基本スキャン - 面データを使用する方法 
面データを使って円柱を生成する手順は次のとおりです: 

1. 表面モード アイコンをクリックします（ ）。 

2. マウスポインタを目的の円筒の外側または内側に置きます。 

3. 円柱の表面近くを1回クリックします。 

3つ目の点が指定されると、選択した板金円柱のCADデータから取得された中心点と直径が 
BASICSCAN (挿入 | スキャン | 円筒)ダイアログ ボックスに表示されます。 

PC- 
DMISは、追加のマウスクリックを検出すると、ヒットのすべてに近い最適の円筒を発見します

。 

• CutVecは、円筒の軸です。 

• 円筒のInitVecは最初のクリックに基づいて計算されます。 

• 角度は、最初にクリックした点から最後にクリックした点までの円弧の角度として計算

されます。 

BASICSCANダイアログボックス及び円筒の基本スキャンの詳細については、 
「円筒の基本スキャンの実行」を参照してください。 

円筒の基本スキャン - ワイヤーフレームデータを使用する方法 
ワイヤフレームのCAD データを使って円筒のスキャンを生成することもできます。 
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円筒を生成するには: 

1. 円柱上で目的のワイヤの近くをクリックします。PC- 
DMIS選択されたワイヤの全体を強調表示します。 

2. 正しい要素が選択されているか確認します。 

ワイヤが示されると、BASICSCANダイアログボックス（挿入|スキャン|円筒）は選択された円

筒の中心点と直径の値が表示されます。 

 
基本となるCAD要素が円または弧ではない場合、要素を識別するためにさらにクリックする必

要があります。目的の要素が選択されない場合は、円柱の上で少なくとも2か所をさらにクリッ

クします。 

• CutVec: このベクトルは円筒の軸であり、スキャンが実行される平面です。 

• InitVec: 
このベクトルは、スキャンを開始するとき、プローブが最初のヒットをとる方向を示し

ます。このベクトルは、データ入力モードに従って計算されます。このベクトルと切Cu
tVecは互いに垂直です。 

BASICSCANダイアログボックス及び円筒の基本スキャンの詳細については、 
「円筒の基本スキャンの実行」を参照してください。 

 

円柱の基本スキャン - CADデータを使用する方法 
この方法を使用して円柱を計算する場合、最初にクリックした点に基づいて円柱の初期ベクト

ルが計算されます。 

BASICSCANダイアログボックス（挿入|スキャン|円筒）で次のオプションは、この方法に適用

されます。BASICSCANダイアログボックス及び円筒の基本スキャンの詳細については、 
「円筒の基本スキャンの実行」を参照してください。 

種類 
タイプリストでは、これらのオプションがあります: 

• 1) 内部: 孔 

• 外部: 突起 

角度 
角度ボックスには、始点からの角度(スキャンする角度)が表示されます。正、負の角度がどち

らでも使用できます。 

• 正角度は、反時計回りに考慮されます。 
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• 負角度は、時計回りとします。 

• CutVecは角度の回転の中心となる軸とみなされます。360度を超える角度も指定可能で

あり、その場合は、2回転以上続けてスキャンされます。 

 角度として720度を指定した場合は、スキャンが2回転実行されます。 

直径 
直径 ボックスには、円柱の直径が表示されます。 

深さ 
深さボックスには、CutVecの方向と反対の深さが表示されます。 

 

A - 重心 
B - 深さ 
C - CutVec 

 
円柱の中心が(1,1,3)、切断面ベクトルが(0,0,1)、深さが0.5の場合、実行時には円柱の中心が(1,1,
2.5)に設定されます。 

ﾋﾟｯﾁ 
360度回転してスキャンする場合、ピッチ 
ボックスには、スキャンの始点から終点までのCutVecに沿った距離が表示されます。円筒のピ

ッチは、正または負の値を持つことができます。CutVecと共に使用する場合、その角度によっ

て円柱の軸を上方向にスキャンするか、下方向にスキャンするかが決まります。 
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 円柱が(0,0,1)のCutVec、 
1.0のピッチ値、及び720度の正の角度を持っている場合、スキャンが円柱を2回の旋回を実行し

、始点から2単位だけ円柱の軸を上方向に移動します。同じ円柱で、ピッチが負の値の場合は、

円柱の軸に沿って2単位だけ下方向に移動した位置でスキャンが実行されます。 

軸の基本スキャンの実行 

挿入|スキャン 
|軸を選択して、直線要素をスキャンします。BASICSCANダイアログボックスの軸タブが表示さ

れます: 

 

[基本スキャン]ダイアログ ボックスー[軸]タブ 

このタブは、線の始点と終点を取得し、ユーザにスキャンを実行することができます。 

軸法: 

• フィルタタブの距離 オプションが使用できるようにします。 

• ヒットの種類タブ上のベクトル型が使用できるようにします。 

• 境界タブで境界条件を設定する必要としません。 
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スキャンの実行を制御するパラメータは次のとおりです: 

• 始点: この点は、実行が開始される始点です。 

• 終点: この点は、実行が終了されるところの終点です。 

ユーザがその点を直接的に入力するか、または、彼らは機械またはCADから得られることがで

きます。 

軸の基本スキャンを定義すること 
次の方法より、軸の基本スキャンを定義できます: 

• 値を直接入力します。「軸の基本スキャン - 値入力の方法」を参照してください。 

• パーツ上の点を身体的に測定します。軸の基本スキャン - 測定点の方法 

• グラフィックの表示ウィンドウでCADモデルの軸を定義する点をクリックします。「軸

の基本スキャン ー 面データ法」または「軸の基本スキャン ー 
ワイヤーフレームデータ法」を参照してください。 

スキャンが生成されると、それが編集ウィンドウに挿入されます。下記は編集ウィンドウで軸

の基本スキャンのコマンドラインの例です: 

 SCN3 =BASICSCAN/AXIS,NUMBER OF HITS=10,SHOW 
HITS=NO,SHOWALLPARAMS=YES 
<75.149,90.467,0>,<78.2,62.832,0> 
InitVec=0,0,1,THICKNESS=0,PROBECOMP=YES,AVOIDANCE MOVE=NO,DISTANCE=0 
FILTER/DISTANCE,2.54 
EXEC MODE=FEATURE,USEHSSDAT=YES,USEDELAYPNTS=NO 
BOUNDARY/ 
HITTYPE/VECTOR 
NOMS MODE=FINDNOMS,10 
ENDSCAN 

軸の基本スキャン - 値入力の方法 
この方法を使用して、軸の基本スキャンに使用された始点および終点のX、Y、Z値をキー入力で

きます。 

1. BASICSCANダイアログボックス([挿入 | スキャン | 
軸])で、#コラムから希望する境界ポイントをダブルクリックします。[スキャン項目の

編集] ダイアログ ボックスが現れます。 
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[スキャン項目の編集]ダイアログボックス 

ダイアログ ボックスのタイトルバーに編集されるパラメータ固有のIDが表示されます。 

2. X、 Y及び Z値を編集します。 

3. ご希望の変更を保存するために適用をクリックして下さい。変更をキャンセルしてダイ

アログボックスを閉じるには、[キャンセル]をクリックします。 

4. 軸のCutVecとInitVec値を編集するには、この同じ手順を使用します。 

BASICSCANダイアログボックス及び軸の基本スキャンの詳細については、 
「軸の基本スキャンの実行」を参照してください。 

軸の基本スキャン - 被測定点方法 
CADデータを使用しないで線を生成する手順は次のとおりです: 

1. BASICSCANダイアログボックスのリストで目的のポイントを選択します(挿入| 
スキャン|軸）。 

2. パートの上でヒットを取ります。これは、その時点の値を記入します。 

切断面ベクトルとは、直線が存在する平面の法線ベクトルです。 

BASICSCANダイアログボックス及び軸の基本スキャンの詳細については、 
「軸の基本スキャンの実行」を参照してください。 

軸の基本スキャン - 面データを使用する方法 
面データを使って線を生成する手順は次のとおりです: 

1. 表面モード アイコンをクリックします（ ）。 

2. BASICSCANダイアログボックスのリストから始点を選択します(挿入| スキャン|軸）。 

3. グラフィックの表示ウィンドウでパートをクリックし、開始点を定義します。 

4. ダイアログ ボックスのリストから、終了点を選択します。 

5. グラフィックの表示ウィンドウでパートをクリックし、開始点を定義します。 

PC-DMISがリストに必要な値を記入します。 



PC-DMIS 2018 R2 CMM Manual 

391 

BASICSCANダイアログボックス及び軸の基本スキャンの詳細については、 
「軸の基本スキャンの実行」を参照してください。 

軸の基本スキャン - ワイヤーフレームデータを使用する方法 
ワイヤフレームのCADデータを使って線の作成に必要な点を生成することもできます。 

目的の軸のワイヤの近くをクリックします。PC- 
DMIS選択された線の全体を強調表示します。選択された線の始点と終点を使って、 
BASICSCANダイアログ·ボックス（挿入|スキャン|軸）の「始点」と「終点」アイテムを記入し

ます。 

切断面ベクトルとは、直線が存在する平面の法線ベクトルです。 

BASICSCANダイアログボックス及び軸の基本スキャンの詳細については、 
「軸の基本スキャンの実行」を参照してください。 

中心の基本スキャンの実行 

エリアの低/高の点を検索するには、「挿入 
|スキャン|中心」を選択します。BASICSCANダイアログボックスのCENTERタブが表示されます: 

 

[基本スキャン]ダイアログ ボックスー[CENTER]タブ 

スキャンの始点および終点が取られ、コントローラーによりスキャンが実行されます。このス

キャンでは、1点のみ出力されます。 

この中心法は境界タブで境界条件を設定する必要としません。 
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これらのパラメータは、スキャンの実行を制御します: 

• 始点: この点は、実行が開始される始点です。 

• 終点: この点は、実行が終了されるところの終点です。 

ユーザがその点を直接的に入力するか、または、彼らは測定機またはCADから得られることが

できます。 

中心の基本スキャンの定義 
次の方法より、中心の基本スキャンを定義できます: 

• 値を直接入力します。「センターの基本スキャン - 
値入力の方法」を参照してください。 

• パーツ上の点を身体的に測定します。中心の基本スキャン - 
測定点法を参照してください。 

• グラフィック表示ウィンドウでCADモデルの軸を定義する点をクリックします。「中心

の基本スキャン ー 面データ法」または「中心の基本スキャン ー 
ワイヤーフレームデータ法」を参照してください。 

スキャンが生成されると、それが編集ウィンドウに挿入されます。下記は編集ウィンドウで中

心の基本スキャンのコマンドラインの例です: 

 SCN4 =BASICSCAN/CENTER,NUMBER OF HITS=1,SHOW 
HITS=NO,SHOWALLPARAMS=YES 
<203.269,88.9,-12.418>,<203.269,90,-12.418>,CutVec=0,0,1,AXIS 
InitVec=0,-1,0,IN,THICKNESS=0,AVOIDANCE MOVE=NO,DISTANCE=0 
FILTER/DISTANCE,2.54 
EXEC MODE=RELEARN 
BOUNDARY/ 
HITTYPE/VECTOR 
NOMS MODE=MASTER 
ENDSCAN 

中心の基本スキャンの例 
"V"字形のブロックがあり、"V"部分がマシンのY軸に存在し、"V"の先端がパート座標系のY+の
方向にあるものとします: 
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"V"の先端がY+の方向にある"V"字形ブロックを上(Z+)から見た図 

A - 頂点 

平面法 
「PLANE」を使用した方法で「V」の先端を中心の基本スキャンで見つける手順は、次のとおり

です: 

1. スキャンを開始する位置(Vのいずれか一方の側)でヒットをとります。PC- DMISはX 、 
Y、Zの点情報を備えているBASICSCANダイアログボックス（挿入| スキャン|中心） 
を移入します。 

2. 始点と終点に、同じX、Y、およびZ値を与えます。 

3. InitVecベクトル（初期ベクトル）が0、-1,0であることを確認してください。 

4. CutVecベクトル（カットベクトル）が0,0,1になっていることを確認します。 

5. 種類リストより、平面を選択します。 

6. 作成をクリックします。初期ベクトルに沿って最下部点を検索し、「V」の先端がスキ

ャンされます。 

AXIS 法 
"V"の頂点を探す中心の基本スキャンを行うには、「軸」法を使って、次の手順を行います: 

1. スキャンを開始する位置(Vのいずれか一方の側)でヒットをとります。スキャンダイアロ

グ ボックスに X、Y、および Z 点の情報が表示されます。 

2. 始点と終点に、同じX、Y、およびZ値を与えます。次に、パート素材の終点のオフセッ

トをY軸に沿ってとります。 

3. InitVecベクトル（初期ベクトル）が0、-1,0であることを確認してください。 

4. CutVecベクトル（カットベクトル）が(0,0,1)になっていることを確認します。 

5. 種類リストより軸を選択します。 

6. 作成をクリックします。初期ベクトルに沿って最下部点を検索し、「V」の先端がスキ

ャンされます。 
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BASICSCANダイアログボックス及び中心の基本スキャンの詳細については、 
「中心の基本スキャンの実行」を参照してください。 

センターの基本スキャン - 値入力の方法 
この方法を使用して、中心の基本スキャンに使用された始点および終点のX、Y、Z値をキー入力

できます。 

1. BASICSCANダイアログボックス([挿入 | スキャン | 
中心])で、#コラムから希望する境界ポイントをダブルクリックします。[スキャン項目

の編集] ダイアログ ボックスが現れます。 

 

[スキャン項目の編集]ダイアログボックス 

ダイアログボックスのタイトルバーには、編集しているパラメータのIDが表示されます

。 

2. X、 Y及び Z値を編集します。 

3. ご希望の変更を保存するために適用をクリックして下さい。変更をキャンセルしてダイ

アログボックスを閉じるには、[キャンセル]をクリックします。 

4. 円心のCutVecとInitVec値を編集するには、この同じ手順を使用します。 

BASICSCANダイアログボックス及び中心の基本スキャンの詳細については、 
「中心の基本スキャンの実行」を参照してください。 

中心の基本スキャン - 被測定点方法 
CADデータを使用せずに、中心の基本スキャンを生成するには： 

1. BASICSCANダイアログボックス(挿入| 
スキャン|中心）のリストで目的のポイントを選択します。 

2. パートの上でヒットを取ります。これは、その時点の値を記入します。 

CutVecとは、コントローラが中心スキャンを実行するとき、プローブが移動できる平面の法線

ベクトルです。InitVec とは、始点の初期アプローチ ベクトルです。 

BASICSCANダイアログボックス及び中心の基本スキャンの詳細については、 
「中心の基本スキャンの実行」を参照してください。 
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中心の基本スキャン - 面データを使用する方法 
面データを使って中心スキャンを生成する手順は次のとおりです: 

1. 表面モード アイコンをクリックします（ ）。 

2. BASICSCANダイアログボックス(挿入| 
スキャン|中心）のリストで目的のポイントを選択します。 

3. グラフィックの表示ウィンドウで位置をクリックします。PC-
DMISがリストに必要な値を記入します。 

BASICSCANダイアログボックス及び中心の基本スキャンの詳細については、 
「中心の基本スキャンの実行」を参照してください。 

センターの基本スキャン - ワイヤーフレームデータを使用する方法 
ワイヤフレームCADデータを使用してポイントを生成することもできます。 

目的の中心のワイヤの近くをクリックして、点を生成します。PC- 
DMIS選択されたワイヤの全体を強調表示します。これは、ワイヤからクリックした場所に最も

近い点を探して、 
BASICSCANダイアログボックス（挿入|スキャン|中心）のリストに値を記入します 。 

• CutVecベクトル: 
このベクトルは、中心点をスキャンする際にプローブが移動できる平面の法線ベクトル

です。 

• InitVec: このベクトルは、始点でのプローブのアプローチ ベクトルです。 

種類 
次の種類の中心スキャン方法を選択できます: 

• 軸: 始点 (S) 
が定義された軸(A)上に投影されます。投影点が(SP)となります。InitVecは、投影点(SP) 
および軸方向(A)によって定義された平面に投影されます。すなわち、これによって定義

される方向 (N) 
は、軸方向に対して垂直になります。その後、心立て実施中、プローブの中心点は、軸

方向と(SP) によって定義された平面内に留まります。心立ては、入力としての (N) 
方向に向かって、または、その逆方向に向かって行われ、そして、プローブ先端チップ

は、軸方向(A)と方向(N)が交差する方向では自由に移動します。 

S = 始点 
A = 定義された軸 / 軸方向 
SP = 投影された始点 
N = 軸方向に垂直な方向 

• 平面: 
CMMが始点によって定義された点をプローブで測定した後、それはCutVecによって定義
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された平面上を自由に移動できる間、プローブ方向、またはプローブの逆方向に心立て

を行います。 

BASICSCANダイアログボックス及び中心の基本スキャンの詳細については、 
「中心の基本スキャンの実行」を参照してください。 

 

線の基本スキャンの実行 

線に沿って表面を走査するには、挿入|スキャン|線を選択します。BASICSCANダイアログボッ

クスのLINE タブが表示されます: 

 

[BASICSCAN]ダイアログボックスー[線]タブ 

このスキャンでは、始点、方向点および終点の3つの点を必要とします。これは、始点と終点を

線に使用し、方向点は、切断面の算に使用されます。スキャン中、プローブは常に切断面上を

移動します。 

線の基本スキャンは、実行に次のベクトルをも使用します: 

• InitVec: 
この初期タッチベクトルはスキャンの際に最初の点の面ベクトルを指定します。 
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• CutVec: 
切断平面ベクトルは、始点と終点を結ぶ線とInitVecを交差させることによって作成され

ます。終点が存在しない場合、始点と方向点を結ぶ線が使用されます。 

• 終了ベクトル: 終了ベクトルとは、線のスキャンの終点でのアプローチ ベクトルです。 

• DirVec: 方向ベクトルとは、始点から方向点に向かうベクトルです。 

切断面ベクトルは、始点と終点を結ぶ線と初期タッチベクトルを交差させることによって作成

されます。 

線の基本スキャンの定義 
1. #列より、[始点]を選択て、それから、これをダブルクリックして値を入力するか、また

はCADモデルをクリックして選択された面から点を選択します。 

2. #列より、方向点(D)を選択て、それから、これをダブルクリックして値を入力するか、

またはCADモデルをクリックして選択された面から点を選択します。 

3. #列より、[終点]を選択て、それから、これをダブルクリックして値を入力するか、また

はCADモデルをクリックして選択された面から点を選択します。 

4. 必要に応じてベクトルを変更します。 

5. BASICSCANダイアログボックスで、必要に応じて他のタブのオプションを設定し、[OK]
をクリックします。PC-DMIS は線のスキャンを編集ウィンドウに挿入します。 

線の基本スキャンの[編集]ウィンドウのコマンド行は次のとおりです: 

SCN5 =BASICSCAN/LINE,NUMBER OF HITS=16,SHOW HITS=NO,SHOWALLPARAMS=YES 

<194.592,96.658,0>,<208.587,92.377,0>,CutVec=0.2925585,0.9562476,0
, 

DirVec=0.9562476,-0.2925585,0 

InitVec=0,0,1,EndVec=0,0,1,THICKNESS=0,PROBECOMP=YES,AVOIDANCE 
MOVE=NO,DISTANCE=0 

FILTER/DISTANCE,1 

EXEC MODE=RELEARN 

BOUNDARY/PLANE,<208.587,92.377,0>,PlaneVec=-
0.9562476,0.2925585,0,Crossings=1 

HITTYPE/VECTOR 

NOMS MODE=NOM,10 

ENDSCAN 
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手動スキャン実行の概要 

 

[手動スキャン]ダイアログ ボックス 

この手動スキャン方法では、パートの面を手動でスキャンすることによって点を測定します。

この方法は、CMM測定によるヒットをユーザーが制御したい場合に特に便利です。 

手動スキャンには次の2種類があります。 

• タッチ トリガ プローブ(TTP)を使用した手動スキャン 

• ハード プローブを使用した手動スキャン 

プローブモードツールバーから手動スキャンの作成を開始するには、PC-DMISを手動モード 

( ) にして、スキャン 
サブメニューから使用できる手動スキャンタイプの1つを選択します。これらは次のことを含み

ます： 

• 手動TTP(TTPを使用している場合のみ選択可能) 

• 固定距離 

• 固定時間 
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• 固定時間/距離 

• 物体軸 

• 複数の断面 

• 手動自由形式 

選択した種類に従って、手動スキャンのダイアログ 
ボックスが表示されます。これらのダイアログ 
ボックスのオプションについての一般的な説明は、PC-DMIS 
Coreマニュアルの「パートのスキャン」章の「スキャン ダイアログ 
ボックスの共通機能」トピックを参照してください。 

手動スキャンの規則 

次のトピックでは、標準の水平ブリッジ型CMMおよびアーム型CMMsで手動スキャンを行うと

きの一般的な規則について説明します。 

 

一般的な手動スキャンの規則 
手動スキャンは、測定機の軸(X軸、Y軸、またはZ軸)に沿って行う必要があります：  

パートの球面に沿ってスキャンしようとします。このスキャンを行うには： 

1. Y軸をロックします。この操作には、CMMのロックスイッチを使用します。このスイッ

チをON/OFFにすると、特定の軸に沿った移動を可能に/不可能にします。 

2. はじめに、+X方向にスキャンします。 

3. Y軸のロックを解除して、+Yまたは-Y方向に沿って次の行へ移動します。 

4. 再びY軸をロックします。 

5. 反対方向(-X)へスキャンします。 

複数行の手動スキャンを行う場合、次の行の走査線を逆にすることをお勧めします。内部アル

ゴリズムは、この規則に従ってスキャンすることを前提としています。この方法に従わない場

合は最適なスキャン結果が得られません。  

1. はじめに、+X方向に向かって面をスキャンします。 

2. 次の行へ移動し、-X軸に沿ってスキャンします。 

3. 必要に応じて、1行ごとに方向を変えながらスキャンを続けます。 
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補正に関する制約 

 PC-
DMISは、ハードプローブを使用して支援されている手動スキャンを実行するたびに、自動的に

3次元でヒットを取ります。 

固定距離、固定時間/距離、および固定時間のスキャンでは、全ての方向に3次元のヒットを手

動で取ることが自動的に可能となります。これは、軸が固定できない自由移動形式の手動CMM
(RomerまたはFaroアーム等)を使用したスキャンの際に便利です。 

プローブは全方向に移動可能なため、測定データ(または入力および方向ベクトル)から適切な

プローブの補正値を正確に決定することが不可能となります。 

この補正に関する制約を解決するには、次の2つの方法があります: 

• CAD表面が存在する場合、[公称値]リストより[公称値検索]を選択します。PC-
DMISはスキャンの各点において、公称値を検索します。公称値データが検出された場合

、検出されたベクトルに沿って点が補正され、適切なプローブ補正に従います。それ以

外の場合はボールセンターに残ります。 

• CAD面が存在しない場合、プローブの補正は行われません。すべてのデータはボールセ

ンターに残ります。 

 

標準の水平ブリッジ型CMMの使用に関する規則 
次に、標準の水平及びブリッジ式のCMMでの手動スキャンを正しく補正し、スキャン速度を向

上するための規則について説明します。 

固定距離スキャン、固定時間スキャン、固定時間/距離スキャン 
• スキャン中に、CMMの一つの軸をロックする必要があります。PC-

DMISは、ロックされた軸に垂直な平面でスキャンをします。 

• これら3種類の方法でスキャンする場合は、[機械座標系]で[InitVec]と[DirVec]を指定する

必要があります。これは、機械のいずれかの軸をロックするために必要です。 

物体軸スキャン 
• スキャン中には、どの軸もロックしてはいけません。指定した[物体軸]の位置とプロー

ブを交差させることによって、スキャンが行われます。指定した平面とプローブが交差

するたびに、CMMが読み取りを行い、その値をPC-DMISに渡します。 

• この種類のスキャン方法では、[パートの座標系]で[初期ベクトル]と[方向ベクトル]を指

定する必要があります。これは、指定した物体軸の上をプローブが横断できるようにす

るために必要です。 

• [パートの座標系]で[物体軸]が入力されていることを確認してください。 
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アーム型CMM(Gage 2000A、Faro、Romer)の使用に関する規則 
次に、アーム型CMMでの手動スキャンを正しく補正し、スキャン速度を向上するための規則に

ついて説明します。 

全種類の手動スキャン 
• スキャン中には、どの軸もロックしてはいけません。PC-

DMISは指定した[物体軸]の位置とプローブを交差させることによって、スキャンが行わ

れます。指定した平面とプローブが交差するたびに、CMMが読み取りを行い、その値を

PC-DMISに渡します。 

• この種類のスキャン方法では、[パートの座標系] 
で[InitVec]と[DirVec]を指定する必要があります。これは、[物体軸]の位置と共に操作す

るために必要です。 

• [パートの座標系]で[物体軸]が入力されていることを確認してください。 

 

 

手動TTPスキャン ダイアログ ボックス 
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タッチ トリガ 
プローブ(TTP)を使用して手動スキャンを実行することが可能です。これをするには、以下の操

作を行います： 

1. PC-DMISを手動モードにします。 

2. [手動TTPスキャン]ダイアログ ボックスにアクセスします(挿入 | スキャン | 手動TTP)。 

3. 必要なパラメータを設定します。 

4. 作成ボタンをクリックします。PC-
DMISは実行ダイアログボックスを表示してヒットを取得するよう要求します。 

5. 必要に応じてヒットを取ります。 

6. スキャンの最後に、実行ダイアログボックスのスキャン完了ボタン

をクリックしてスキャンを停止します。 

 
タッチトリガプローブを使用している場合、一部のスキャン方式は利用できません。 

ハード プローブを使用した手動スキャン 

4つの測定方法を利用するには、ハード 
プローブを使用する必要があります。手動スキャンには、ハード 
プローブを使用した4種類の測定方法があります。スキャン中、コントローラによって点が読み

込まれると、直ちにその測定点がPC-DMISに収集されます。スキャンが完了すると、PC-
DMISは選択されたスキャン方法に基づいて収集されたデータを減少する能力を提供します。 

ハード プローブを使用した4つの測定方法は、次のとおりです: 

 タッチ トリガ 
プローブを使用する場合は、各位置で個別にヒットを取る必要があります。ハードプローブ 
スキャンで説明されるような別の測定方法は用意されていません。 
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固定時間/距離での手動スキャンの実行 

 

[可変変化量]ダイアログ ボックス 

 

挿入 | スキャン | 固定時間/距離 
のスキャン方法では、コントローラから追加のヒットを取り込む前にプローブが移動すべき距

離および必要な経過時間を指定することにより、ヒットの数を減らしてスキャンすることが可

能です。 

固定時間/距離(可変変化量)スキャンの作成方法: 

1. 固定変化量ダイアログ ボックスにアクセスします。 

2. デフォルトの名前を使用したくない場合、[ID]ボックスに任意のスキャン名を指定しま

す。 

3. 読み取り間の遅延時間ボックスに、PC-
DMISがヒットを取る前に必要な経過時間を秒で入力します。 
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時間(秒) 

4. ヒット間の距離ボックスに、ヒットが取られる前にプローブが移動する距離を入力しま

す。これは3次元での点の間隔です。 

 
5を入力し、測定単位がミリメートルの場合、コントローラからのヒットを取り込む前に

、プローブが最後の点から5mm以上移動している必要があります。 

 

2要素間の距離 

5. CADモデルを使用する場合、公称値の検索コントロールエリアに、公称値検索時の公差

を入力します。これにより、実際のプローブの先端と設計上のCAD位置との誤差が定義

されます。 

6. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他のオプションを設定します。 

7. 作成をクリックします。基本スキャンが挿入されます。 

8. ユーザーの測定ルーチンを実行します。PC-
DMISがスキャンを実行すると、実行オプションダイアログ 
ボックスが表示されます。PC-DMISはコントローラからのデータを待ちます。 

9. スキャンしたい面の上で、プローブを手動でドラッグします。経過時間とプローブの移

動距離がチェックされます。時間および距離が指定した値を超えている場合に、コント

ローラからのヒットが取り込まれます。 
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固定時間での手動スキャンの実行 

 

[時間変化量]ダイアログ ボックス 

挿入 | スキャン | 固定時間 
方法では、読み取り間の遅延時間ボックスに時間間隔を設定することによりスキャンデータの

数を減らしてスキャンすることが可能です。最初のヒットを開始して、指定された遅延時間以

内に取られたヒットを削除することにより、スキャンの数が削減されます。 

 
時間間隔を0.05秒に指定すると、コントローラから渡されたヒットの中で、測定間隔が0.05秒
以上のヒットだけが取り込まれます。これは、スキャンから他のヒットを除外します。 

固定時間(時間変化量)スキャンの作成方法: 

1. 固定変化量ダイアログボックスを開きます。 

2. デフォルトの名前を使用したくない場合、[ID]ボックスに任意のスキャン名を指定しま

す。 

3. 読み取り間の遅延時間ボックスに、PC-
DMISがヒットを取る前に必要な経過時間を秒で入力します。 
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時間(秒) 

4. CADモデルを使用する場合、公称値の検索コントロールエリアに、公称値検索時の公差

を入力します。これにより、実際のプローブの先端と設計上のCAD位置との誤差が定義

されます。 

5. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他のオプションを設定します。 

6. 作成をクリックします。基本スキャンが挿入されます。 

7. ユーザーの測定ルーチンを実行します。PC-
DMISがスキャンを実行すると、実行オプションダイアログ 
ボックスが表示されます。PC-DMISはコントローラからのデータを待ちます。 

8. スキャンしたい面の上で、プローブを手動でドラッグします。経過時間が、[読み取り

間の遅延時間]で指定した値を超えている場合に、コントローラからのヒットが取り込

まれます。 
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固定距離での手動スキャンの実行 

 

[固定変化量]ダイアログ ボックス 

 

挿入 | スキャン | 固定距離 
スキャンの方法により、ヒット間距離ボックスに距離を設定することによって測定データの数

を減らしてスキャンすることが可能です。最初のヒットを開始して、指定された距離より近い

ヒットを削除することにより、スキャンの数が削減されます。ヒットの削除は、データが測定

機から送付された時に起こります。PC-
DMISは、特定の距離以上に離れたポイントのみを保存します。 

 増分値として0.5を指定すると、PC-
DMISは相互の間隔が0.5単位以上離れている取込み点だけを維持します。これは、コントローラ

からのヒットの残りの部分を破棄します。 

固定距離(変化量)スキャンの作成方法: 
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1. 固定変化量ダイアログ ボックスを開きます。 

2. デフォルトの名前を使用したくない場合、[ID]ボックスに任意のスキャン名を指定しま

す。 

3. ヒット間の距離ボックスに、ヒットが取られる前にプローブが移動する距離を入力しま

す。これは3次元での点の間隔です。 

 
5を入力し、測定単位がミリメートルの場合、コントローラからのヒットを取り込む前に

、プローブが最後の点から5mm以上移動している必要があります。 

4. CADモデルを使用する場合、公称値の検索コントロールエリアに、公称値検索時の公差

を入力します。これにより、実際のプローブの先端と設計上のCAD位置との誤差が定義

されます。 

5. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他のオプションを設定します。 

6. 作成をクリックします。基本スキャンが挿入されます。 

7. ユーザーの測定ルーチンを実行します。PC-
DMISがスキャンを実行すると、実行オプションダイアログ 
ボックスが表示されます。PC-DMISはコントローラからのデータを待ちます。 

8. スキャンしたい面の上で、プローブを手動でドラッグします。ヒットがヒット間の距離

ボックスで設定した距離より離れている場合にコントローラからのヒットが取り込まれ

ます。 
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物体軸の手動スキャンの実行 

 

[物体軸]ダイアログ ボックス 

 

プローブ及びスキャン 

挿入 | スキャン | 
物体軸スキャンでは、パートの特定の軸上で切断面を指定し、その切断面に沿ってプローブを

移動することによってパートをスキャンできます。パートをスキャンするときは、指定した切

断面とプローブが必要な回数だけ交差するようにします。その後、次の処理が実行されます: 

1. コントローラからデータを取得し、交差した切断面のいずれかの側に最も近い2つのデ

ータ ヒットが検出されます。 

2. これら2つのヒットが直線で結ばれ、切断面を貫通する直線が作成されます。 

3. この貫通点が切断面上でのヒットとなります。 

この操作では、切断面を横切るたびに発生します。ユーザは最終的には切断面の上に多くのヒ

ットを持つことになります。 
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この方法を使用して切断面の増分値(距離)を指定すれば、複数の行をスキャン(パッチ 
スキャン)することができます。最初の行をスキャンした後、現在の位置に増分値を追加するこ

とによって、次の位置に切断面が移動します。その後、新しい切断面の位置で次の行をスキャ

ンすることができます。 

物体軸スキャンの作成: 

1. 物体軸ダイアログ ボックスを開きます。 

2. デフォルトの名前を使用したくない場合、[ID]ボックスに任意のスキャン名を指定しま

す。 

3. 軸リストより軸を選択します。X軸、Y軸、またはZ軸が選択可能です。プローブはこの

軸に平行な切断面で移動します。 

4. 位置ボックスに、指定した軸から切断面が位置する距離を指定します。 

5. 複数の平面をスキャンする場合、増分ボックスに平面の間の距離を指定します。 

 

2要素間の距離 

6. CADモデルを使用する場合、公称値の検索コントロールエリアに、公称値検索時の公差

を入力します。これにより、実際のプローブの先端と設計上のCAD位置との誤差が定義

されます。 

7. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他のオプションを設定します。 

8. 作成をクリックします。基本スキャンが挿入されます。 

9. ユーザーの測定ルーチンを実行します。PC-
DMISがスキャンを実行すると、実行オプションダイアログ 
ボックスが表示されます。PC-DMISはコントローラからのデータを待ちます。 

10. スキャンしたい面の上で、プローブを前後に手動でドラッグします。プローブが定義さ

れた切断面に近づくと、プローブがその面を通過するまで徐々に信号音のトーンが高く

なっていくのが聞こえます。この可聴音は、プローブが切断面にどのくらい接近してい

るかを判断するのに役立ちます。プローブが定義された平面を通過する度に、コントロ

ーラーからヒットが取られます。 

 



PC-DMIS 2018 R2 CMM Manual 

411 

複数断面の手動スキャンの実行 

 

[複数断面]ダイアログ ボックス 

 

プローブ及びスキャン 

挿入 | スキャン | 複数断面 
方法のスキャン機能は、物体軸の手動スキャンとよく似ていますが、次の点で異なります: 

• 複数の断面を移動することが可能。 

• X、Y、およびZ軸に沿って実行する必要なし。 

複数断面スキャンの作成方法 

1. [複数断面]ダイアログ ボックスを開きます。 

2. デフォルトの名前を使用したくない場合、[ID]ボックスに任意のスキャン名を指定しま

す。 

3. [断面の種類]リストより、スキャンしたい断面の種類を選択します。利用可能なタイプ

は以下のとおりです： 
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• 平行な平面 - 
このセクションでは、あなたの部品を通る平面である。プローブが平面を横切る

度にPC-
DMISは取込み点を記録します。平面は開始点および方向ベクトルを基準として

います。このタイプを選択した場合、[初期ベクトル]エリアに初期平面のベクト

ルが定義されます。 

 

• 放射形平面- 
これらの断面は開始点より放射状に広がる平面となります。プローブが平面を横

切る度にヒットが記録されます。この種類を選択した場合、[初期ベクトル]エリ

アに2つのベクトルが定義されます。 

 

o 最初の平面のベクトル（PlaneVec） 

o 平面を回す軸（AxisVec）ベクトル 

• 同心円 - 
これらの断面は開始点を中心として直径を徐々に大きくした同心円となります。

プローブが平面を横切る度に、PC-
DMISは取込み点を取得します。この種類を選択した場合、[初期ベクトル]エリア

に円が位置する平面(軸ベクトル)のみが定義されます。 

 

4. [断面の数]ボックスにスキャンしたい断面の数を入力します。 

5. 2つ以上の断面を選択した場合、[増分]ボックスに断面間の増分(間隔)を指定します。平

行な平面および円の場合は、位置間の距離となります。放射状平面の場合は、この値は

角度となります。PC-DMISは自動的に部品の断面の間隔をあけます。 

6. スキャンの開始点を定義します。開始点のエリアでX、Y及びZ 
の値を入力します。または、パートをクリックして PC-
DMISはCADの図面から開始点を選択します。増分値に基づいて断面がこの仮の点より計

算されます。 
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7. CADモデルを使用する場合、公称値の検索コントロールエリアに、公称値検索時の公差

を入力します。これにより、実際のプローブの先端と設計上のCAD位置との誤差が定義

されます。 

8. 必要に応じて、ダイアログ ボックスの他のオプションを設定します。 

9. 作成をクリックします。基本スキャンが挿入されます。 

10. ユーザーの測定ルーチンを実行します。PC-
DMISがスキャンを実行すると、実行オプションダイアログ 
ボックスが表示されます。PC-DMISはコントローラからのデータを待ちます。 

11. スキャンしたい面の上で、プローブを手動でドラッグします。プローブが各断面に近づ

くと、プローブがその断面を通過するまで徐々に信号音のトーンが高くなっていくのが

聞こえます。この可聴音は、プローブが断面にどのくらい接近しているかを判断するの

に役立ちます。プローブが定義された断面を通過する度に、PC-
DMISはコントローラーから取込み点を受け入れます。 

手動自由形式のスキャンの実行 

 

[手動自由形式]ダイアログ ボックス 

挿入 | スキャン | 手動自由形式 スキャンでは、ハード 
プローブを使用して自由形式のスキャンが作成できます。このスキャンでは、他の多くの手動
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スキャンのように初期ベクトルまたは方向ベクトルを必要としません。DCCとは対照的に、自

由形式のスキャンの作成に必要なことはスキャンしたい面で点をクリックするだけです。 

手動自由形式のスキャンの作成方法: 

1. [詳細>>]ボタンをクリックしてダイアログ ボックスの下にタブを表示します。 

2. グラフィックの表示ウィンドウでパートの面をクリックし、スキャンのパスを定義しま

す。クリックするたびにパーツの図にオレンジ色の点が現れます。 

3. スキャンするのに十分な点が得られたら、作成ボタンをクリックします。[編集]ウィン

ドウにスキャンが挿入されます。 



415 

用語集 

# 
#: 数 

C 
CCW: 反時計回り 

CW: 時計回り 

D 
DCC: 直接コンピュータ制御 

M 
mm: ミリメートル 

S 
SCNRDV: スキャン放射状偏差。スキャンタイプ測定に使用される偏差のタイプです。 

T 
TTP: タッチ トリガ プローブ 

フ 
プローブ半径の偏差: プローブ放射状偏差。個別ヒット測定に使用される偏差のタイプです。 

ﾐ 
ﾐﾘ秒: ﾐﾘ秒 

個 
個別ヒット: 

個別ヒットは個別なヒット測定です。たとえば、測定された円向けの最小ヒット数の個
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別ヒットは3です。これは円の大きさとスキャンのプロパティによって異なる多くのヒ

ットを含めるスキャン測定と異なります。 

点 
点: 点 
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索引 
[ 
[基本スキャン]ダイアログボックス 

円の基本スキャン 377 
円柱の基本スキャン 382 
基本の中心スキャン 391 
線の基本スキャン 396 
軸の基本スキャン 388 

[実行]タブ 
TTP 自由形状平面方策 233 
セルフセンタリングポイントの方策 

210 
適応性のある自由形状平面スキャン戦

略 191 
2 
2面交点 274 
P 
PC-DMIS CMM 1 

QuickMeasureツールバー 241 
アラインメントの作成 249 
スキャン 325 
はじめに 2 
フィーチャー測定 249 
プローブ ツールボックスの使用 95 
設定およびプローブの使用法 57 

PC-DMIS CMM チュートリアル 2 
Q 
QuickMeasure 241 
S 
SP600 
校正の手順 81 
校正情報 78 

T 
TTP 平面円スキャン戦略 
セットアップ タブ 234 
パス定義タブ 235 
ヒットの選択タブ 237 
記述 234 

走査/ヒットのパスタブ 239 
TTP 方策 211 
TTP 自由形状平面方策 

[実行]タブ 233 
パス定義タブ 211 
ヒットの選択タブ 227 
教学パスの実例 220 
記述 211 
走査/ヒットのパスタブ 230 

エ 
エッジ ポイント 270 
オ 
オンライン 5 
キ 
キャリブレーション 

SP600 78, 81 
アナログプローブ 78, 81 
プローブチップ 61 

ク 
クイックスキャン 
作成 369 
単一ポリライン 370 
点 376 
表面 372 
複数ポリライン 371 
計測実績 375 

ゲ 
ゲージスキャンフィルター 
ゲージスキャン校正方策 200 
セットアップ タブ 201 
有効化 204 
補正の種類 201 

ゲージスキャン校正方策 
ゲージスキャンフィルターを有効にす

る 204 
セットアップ タブ 201 
上級タブ 204 
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実績ファイル 200 
補正の種類 201 
記述 200 

ゲージスキャン校正方策の実績ファイル 
200 

コ 
コメントダイアログ ボックス 27 
ス 
スキャン 325 
クイックスキャン 369 
基本ｽｷｬﾝ 376 
中央 391 
円 377 
円筒 382 
直線 396 
軸一覧 388 

手動のスキャン 398 
タッチ トリガ スキャン 401 
ハードプローブスキャン 402 
固定時間 404 
固定時間/距離 402 
固定距離 406 
物体軸 408 
自由形状 413 
複数断面 410 
規則 399, 400, 401 

断面 359 
作成 365 
断面ダイアログ ボックスの内容 361 

高度なスキャン 326, 359 
UV 353 
グリッド 356 
ﾊﾟｯﾁ 335 
周長 338 
回転軸 347 
断面 343, 359 
自由形状 351 
閉じた線のｽｷｬﾝ 331 
開いたｽｷｬﾝ 327 

スキャン方策 
TTP 211 

適応性のある走査 155 
非適応性 200 

セ 
セットアップ タブ 

TTP 平面円スキャン戦略 234 
ゲージスキャン校正方策 201 
セルフセンタリングポイントの方策 

207 
適応性のあるコーン線スキャン戦略 

162 
適応性のあるリニアスキャン戦略 168 
適応性のある円スキャン戦略 156 
適応性のある円柱螺旋スキャン戦略 

165 
適応性のある平面円スキャン戦略 192 
適応性のある平面線スキャン戦略 198 
適応性のある線スキャン戦略 163 
適応性のある自由形状平面スキャン戦

略 170 
セルフセンタリングポイントの方策 

[実行]タブ 210 
セットアップ タブ 207 
記述 207 

チ 
チュートリアル 2 
ﾂ 
ﾂｰﾙﾊﾞｰ 241 

QuickMeasure 241 
デ 
ディスク 
スタイラスの構成についての注意およ

び操作 80 
パ 
パス定義タブ 

TTP 平面円スキャン戦略 235 
TTP 自由形状平面スキャン方策 211 
適応性のある円スキャン戦略 158 
適応性のある平面円スキャン戦略 194 
適応性のある自由形状平面スキャン戦

略 171 
ヒ 
ヒットの選択タブ 
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TTP 平面円スキャン戦略 237 
TTP 自由形状平面方策 227 

フ 
フィルタタブ 
適応性のあるコーン同心円スキャン戦

略 161 
適応性のあるコーン線スキャン戦略 

163 
適応性のあるリニアスキャン戦略 169 
適応性のある円スキャン戦略 157 
適応性のある円柱螺旋スキャン戦略 

167 
適応性のある平面円スキャン戦略 193 
適応性のある平面線スキャン戦略 199 
適応性のある線スキャン戦略 165 
適応性のある自由形状平面スキャン戦

略 171 
プ 
プローブ ツールボックスのダイアログ 
ボックス 95 

プローブﾂｰﾙﾎﾞｯｸｽ 
ｺﾝﾀｸﾄ穴探索ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ。 138 
ｺﾝﾀｸﾄ自動移動ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ 136 
サンプルヒットの特性 113 
ヒット モード 102 
ヒットの取得 101 
ヒットを削除する 101 
プローブの交換 99 
プローブ読み取りウィンドウを見る 

101 
採用する測定方策を選択する 152 
接触ﾊﾟｽﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ 106 
読み取りモード 102 

プローブの定義 57 
コンタクト プローブ 58 
ハード プローブ 60 
星型プローブ 50 

プローブ構成要素の編集ダイアログ 
ボックス 88 

ベ 
ベクトル点 88, 262 

ﾎ 
ﾎﾟﾘｺﾞﾝ 312 
ﾚ 
ﾚﾍﾞﾙ 30 
レ 
レベル D2HBレベル13 21 
上 
上級タブ 
ゲージスキャン校正方策 204 
適応性のあるコーン同心円スキャン戦

略 160 
適応性のあるコーン線スキャン戦略 

162 
適応性のあるリニアスキャン戦略 168 
適応性のある円スキャン戦略 157 
適応性のある円柱螺旋スキャン戦略 

166 
適応性のある平面円スキャン戦略 193 
適応性のある平面線スキャン戦略 199 
適応性のある線スキャン戦略 164 
適応性のある自由形状平面スキャン戦

略 170 
円 
円 254, 294 
円の基本スキャン 

[キー入力]方式 378 
[基本スキャン]ダイアログボックス 

377 
CADデータ方式 381 
スキャン 377 
ワイヤーフレームデータを使用する方

法 380 
切断面ﾍﾞｸﾄﾙ 377 
初期ﾍﾞｸﾄﾙ 377 
定義 377 
実行 377 
測定点の方法 379 
重心 377 
面データ方法 380 

円の基本スキャンのCADデータ方法 381 
円の基本スキャンのCutVec 377 
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円の基本スキャンのInitVec 377 
円の基本スキャンのキー入力方法 378 
円の基本スキャンのワイヤーフレームデ

ータを使用する方法 380 
円の基本スキャンの実測点方法 379 
円の基本スキャンの重心 377 
円の基本スキャンの面データ方法 380 
円柱 257, 315 
円柱の基本スキャン 382, 386 

CADデータ方式 386 
円筒センタリングネジ走査戦略 206 
切 
切り欠き溝 306 
切断面 
ダイアログ ボックス 361 
作成 365 
利用 359 

可 
可変温度センサ 
タイプ 85 
ツールラック 90 
温度プローブファイルを作成する 86 

固 
固定の温度センサ 
タイプ 85 
ツールラック 90 
温度プローブファイルを作成する 86 

基 
基本ｽｷｬﾝ 376 
基本の中心スキャン 391 
外 
外挿測定方法 88 
実 
実行 44 
平 
平均温度 88 
手 
手動のスキャン 398 
教 
教学パス 

TTP 
自由形状平面スキャン方策の実例 
220 

適応性のある自由形状平面スキャン方

策の実例 181 
最 
最上部点 281 
校 
校正球 258, 322 
楕 
楕円 297 
温 
温度センサ 
タイプ 85 
利用 85 
工具ラックを備えた温度プローブを使

用する 90 
温度プローブファイルを作成する 86 
温度プローブ部品を編集する 88 
温度検知点の測定 88 

温度プローブ 
ツールラックを使用する 90 
部品を編集する 88 

温度プローブファイル 86 
温度プローブ部品を編集する 88 
温度を測定するための割り当て 88 
温度検知点 
可変温度センサ 85 
測定中です 88 

温度補償 85 
温度補償コマンド 88 
温度センサの使用 85 
温度検知点の測定 88 

測 
測定された点 88, 253 
測定される要素 251 
円 254 
円柱 257 
円錐 258 
校正球 258 
点 253 
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直線 253 
角穴 256 
長穴 256 
面 254 

測定ルーチンの新規作成ダイアログボッ

クス 8 
測定戦略の利用 152 
測定計画 

TTP 211 
ﾀﾌﾞ 95 
利用 152 
方策を選択する 95 
適応性のある走査 155 
非適応性の走査 200 

点 
点 253, 262, 266, 270, 274, 277, 281 
無 
無効な検出 136 
直 
直線 253, 285 
線 
線の基本スキャン 396 
自 
自動測定 152, 261 

2面交点 274 
エッジ ポイント 270 
ベクトル点 262 
ﾎﾟﾘｺﾞﾝ 312 
円 294 
円柱 315 
円錐 319 
切り欠き溝 306 
最上部点 281 
校正球 322 
楕円 297 
自動直線 285 
表面ポイント 266 
角穴 303 
長穴 300 
面 291 
頂点 277 

表 
表面ポイント 266 
複 
複数点の温度測定 88 
要 
要素 
測定中です 14 

角 
角穴 256, 303 
走 
走査/ヒットのパスタブ 

TTP 平面円スキャン戦略 239 
TTP 自由形状平面方策 230 

走査パスのタブ 
適応性のある円スキャン戦略 159 
適応性のある平面円スキャン戦略 195 
適応性のある自由形状平面スキャン戦

略 188 
軸 
軸の基本スキャン 388 
連 
連続接触温度センサ 85 
適 
適応性のあるコーン同心円スキャン戦略 
セットアップ タブ 159 
フィルタタブ 161 
記述 159 
詳細タブ 160 

適応性のあるコーン線スキャン戦略 
セットアップ タブ 162 
フィルタタブ 163 
記述 161 
詳細タブ 162 

適応性のあるスキャン方策 155 
適応性のあるスキャン方策の使用 155 
適応性のあるリニアスキャン戦略 
セットアップ タブ 168 
フィルタタブ 169 
上級タブ 168 
記述 167 

適応性のある円スキャン戦略 
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ゲージスキャンフィルター 201, 204 
ゲージスキャン校正 200 
セットアップ タブ 156 
パス定義タブ 158 
フィルタタブ 157 
記述 156 
詳細タブ 157 
走査パスのタブ 159 

適応性のある円柱同心円スキャン戦略 
ゲージスキャンフィルター 201, 204 
ゲージスキャン校正 200 

適応性のある円柱螺旋スキャン戦略 
セットアップ タブ 165 
フィルタタブ 167 
上級タブ 166 
記述 165 

適応性のある平面円スキャン戦略 
セットアップ タブ 192 
パス定義タブ 194 
フィルタタブ 193 
上級タブ 193 
記述 192 
走査パスのタブ 195 

適応性のある平面線スキャン戦略 
セットアップ タブ 198 
フィルタタブ 199 

上級タブ 199 
記述 198 

適応性のある線スキャン戦略 
セットアップ タブ 163 
フィルタタブ 165 
上級タブ 164 
記述 163 

適応性のある自由形状平面スキャン戦略 
[実行]タブ 191 
セットアップ タブ 170 
パス定義タブ 171 
フィルタタブ 171 
上級タブ 170 
教学パスの実例 181 
記述 169 
走査パスタブ 188 

長 
長穴 256, 300 
非 
非連続接触温度センサ 85 
非適応性のスキャン方策 200 
面 
面 254, 291 
頂 
頂点 277 
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